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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, xix ページ

• 表記法, xix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, xxi ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, xxi ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco UCS Directorを使用し、以下の少なくとも 1つの分野において責任と専
門知識を持つデータセンター管理者を主に対象としています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

•仮想化および仮想マシン

表記法

表示テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素
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表示テキストのタイプ

マニュアルのタイトルは、イタリック体（Italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、this fontで示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告

を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-director-docfeedback@cisco.comまでコメントをお送りください。ご協力をよろ
しくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、毎月更新される

『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂版の
技術マニュアルの一覧も示されています。

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報

この章は、次の項で構成されています。

• このリリースの新規情報および変更情報, 1 ページ

このリリースの新規情報および変更情報
次の表に、最新リリースに関するこのガイドでの重要な変更点の概要を示します。この表は、こ

のマニュアルに加えられた変更やこのリリースの新しい機能をすべて網羅するものではありませ

ん。
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参照先説明機能

仮想データセンターの追加, （264
ページ）

VDCを追加または変更する
ときに、ユーザインターフェ

イスの次のページからコスト

関連の情報の表示を無効にす

ることができるようになりま

した。

• [サービスリクエストの
作成（Create Service
Request）]ウィザード

• [VMのサイズ変更
（Resize VM）]ページ

• [VMディスクのサイズ
変更（ResizeVMDisk）]
ページ

• [VMディスクの作成
（Create VM Disk）]
ページ

•電子メール通知

VDCのコスト関連の情報を
無効にするオプション。

ストレージポリシーの追加と設定,
（226ページ）

ストレージポリシーは、VM
またはテンプレートが HX
データストアにある場合に

ReadyClone操作を組み込むよ
うに更新されました。

ReadyClonesに対応するため
にストレージポリシーを変

更

ユーザの役割および権限, （38ペー
ジ）

デフォルトでは、すべての

ユーザロールに対してこの権

限が有効になります。管理者

は、システム内に設定されて

いるユーザに対してこの権限

を無効または有効にすること

ができます。

あるユーザに対してこのオプ

ションを無効にすると、その

ユーザはカタログ上で導入可

能性に関するアセスメントを

実行できません。

すべてのユーザロールに導

入可能性に関するアセスメ

ントの許可権限を導入
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参照先説明機能

管理者プロファイルの編集, （82
ページ）

ユーザの追加, （34ページ）

管理者は、ユーザの以降のロ

グインセッションで、クラッ

シックビューのユーザイン

ターフェイスを表示するよう

にシステムを設定できます。

また、システム内の他のユー

ザにもクラッシックビューを

起動するようにシステムを設

定できます。

以降のログイン時および他の

ユーザ向けにクラッシック

ビューを起動するようにシス

テムを設定する機能を使用で

きるのは、リリース 6.5のみ
です。クラッシックビュー

は、後続のリリースで削除さ

れる予定です。

以降のログイン時のクラッ

シックビューの起動をサ

ポート

スタックビューオプションの使用,
（450ページ）

このリリースで、VMのス
タックビューレポートが次

のように変更されています。

•レポートに複数のコン
ポーネントがある場合、

特定のコンポーネントの

選択にドロップダウン

リストが使用できます。

•レポートのコンポーネン
トの追加詳細情報を表示

するように選択できま

す。

VMのスタックビューレ
ポートを変更

カタログの公開, （331ページ）

VMの複製, （467ページ）

ReadyClone操作を組み込むよ
うに [カタログの追加（Add
Catalog）]ページと [VMの複
製（Clone VM）]ページが更
新されました。

ReadyClonesに対応するため
に [カタログの追加（Add
Catalog）]と [VMの複製
（CloneVM）]が変更されて
います。
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参照先説明機能

VNCクライアントを使用した VM
コンソールへのアクセス,（461ペー
ジ）

VMの VNCコンソールの自動設定
解除, （460ページ）

VNCコンソールは、[VMク
ライアントの起動（VMクラ
イアントの起動）]アクショ
ンとは別に、[VNCコンソー
ルの起動（Launch VNC
Console）]アクションを使用
して起動できるようになりま

した。

VNCコンソールの設定を自
動的に解除するタスクを有効

にできます。

VNCコンソール管理を強化

システムポリシーの設定,（248ペー
ジ）

VM名およびホスト名の
チェックを無効にして名前の

検証を行わないようにし、複

数テナントかつ複数ドメイン

の環境で同じVM名およびホ
スト名を使用できるようにし

ます。

VM名とホスト名の一意性
チェックを無効にする機能

ベアメタルサーバのプロビジョニ

ングポリシーの設定,（214ページ）

カタログタイプを使用したサービス

リクエストの作成：ベアメタル, （
359ページ）

このリリース以降は、Cisco
UCS Centralアカウントにベ
アメタルサーバのプロビ

ジョニングポリシーを作成

し、このポリシーにサービス

リクエストを作成できます。

Cisco UCS Centralアカウン
トに対するベアメタルサー

バのプロビジョニングポリ

シーの作成をサポート
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参照先説明機能

ベアメタルサーバのプロビジョニ

ングポリシーの設定,（214ページ）
このリリースでは、次のよう

な変更が行われました。

•ポリシーの範囲をサーバ
またはサーバプールを

含むように設定できま

す。

•サーバの設定にポリシー
を使用している間は、

ユーザが特定のサーバを

選択できるようにするこ

とができます。

•サーバに 1つ以上の
Windows OSイメージを
選択できるようになりま

した。

•サーバの IPアドレスの
割り当てに静的 IPプー
ルポリシーを使用でき

ます。

•ベアメタルサーバの
サーバホスト名の検証

にホスト名検証ポリシー

を使用できます。

ベアメタルサーバのプロビ

ジョニングポリシーの設定

を変更

ベアメタルサーバのプロビジョニ

ングポリシーの検証,（220ページ）
ベアメタルサーバのプロビ

ジョニングポリシーを作成し

た後、そのポリシーをユーザ

インターフェイスから検証

し、ポリシーに問題があるか

どうかを判断できます。

ベアメタルサーバのプロビ

ジョニングポリシーの検証

をサポート
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参照先説明機能

カタログタイプを使用したサービス

リクエストの作成：ベアメタル, （
359ページ）

ベアメタルサーバのサービ

スリクエストを作成する手順

に次の変更が加えられまし

た。

•ベアメタルサーバカタ
ログを実行する必要があ

るサーバを選択する機

能。

•概算コストに関する情報
が表示されます。

•導入アセスメントに関す
る情報が使用できるよう

になりました。

ベアメタルサーバのサービ

スリクエストの作成を変更

クレデンシャルポリシーの設定, （
236ページ）

汎用アカウントにクレデン

シャルポリシーを作成し、そ

のポリシーを新しい汎用クレ

デンシャルポリシーの取得の

ワークフロータスクに使用で

きます。

サポートされているレガシー

アカウントタイプのクレデン

シャルポリシーを作成できま

す。

汎用アカウントおよびレガ

シーアカウントのクレデン

シャルポリシー作成のサ

ポート

CD/DVDドライブとしての ISOイ
メージのマウント解除, （476ペー
ジ）

仮想マシン上の CD/DVDド
ライブにすでに接続されてい

る ISOイメージのマウントを
解除できます。

CDドライブまたは DVDド
ライブからの ISOイメージ
のマウント解除機能

ライセンスの交換, （143ページ）

非アクティブライセンス情報の表

示, （145ページ）

グラフィカルユーザイン

ターフェイスを使用して、既

存のライセンスを置き換える

ことができます。さらに、シ

ステムでアクティブになって

いないライセンスのリストを

表示できます。

既存ライセンスの置換をサ

ポート
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参照先説明機能

ベアメタルサーバカタログの作成,
（343ページ）

カタログを使用したベアメタ

ルサーバのプロビジョニング

のステータスに関する電子

メール通知を受信するユーザ

の電子メール通知を設定でき

ます。

ベアメタルサーバのプロビ

ジョニングの電子メール通

知をサポート

クレデンシャルポリシーの設定, （
236ページ）

クレデンシャルポリシーを使

用して作成したアカウントの

場合、ポリシーに加えられた

変更はアカウント上で動的に

更新されます。

アカウントのポリシー変更

の動的更新をサポート

ユーザの最近のログイン履歴の確認,
（63ページ）

[すべてのユーザのログイン
履歴（All Users Login
History）]オプションを使用
すると、システム内のすべて

のユーザのログイン関連情報

を確認できます。

ユーザの最近のログイン履

歴の表示をサポート

ユーザのセッション制限の設定, （
64ページ）

管理者は、システム内の同時

セッションの最大数を設定で

きます。

ユーザのセッション管理機

能を導入

追加ダッシュボードの作成, （430
ページ）

ダッシュボードの削除, （430ペー
ジ）

[ダッシュボード
（Dashboard）]オプションを
有効にした後は、他のダッ

シュボードを追加したり、そ

れらを削除することができま

す。

ダッシュボードにより機能

を強化

統合ビューの使用, （183ページ）ナビゲーションメニューの

[統合（Converged）]ビュー
を使用すると、サイトのグラ

フカルな表現、それらのサイ

ト内のポッド、およびサイト

の各ポッド内のアカウントを

表示できます。

統合ビューを導入

カタログ管理について, （329ペー
ジ）

デフォルトでは、カタログは

タイルビューで表示されま

す。これをテーブルビューに

切り替えるオプションが利用

できるようになりました。

カタログのテーブルビュー

を導入
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参照先説明機能

コンピューティングポリシーの作

成, （210ページ）

標準カタログタイプを使用したサー

ビスリクエストの作成, （350ペー
ジ）

VMの複製, （467ページ）

ソケットあたりのコア数の許

可値をコンピューティングポ

リシーで定義できます。

ソケットあたりのコアの数

は、サービスリクエストの作

成時、VMの導入時、VMの
クローニング時、またはVM
のプロビジョニング時にオー

ケストレーションワークフ

ローを使用して設定できま

す。

VMのプロビジョニング時に
ソケットあたりのコア数を

設定する機能

ユーザロールの追加, （33ページ）ユーザロールの追加時に、

ロールの可用性を有効または

無効にできます。

ユーザが使用できるように

するロールの指定をサポー

ト

オブジェクト検索の実行,（142ペー
ジ）

[オブジェクト検索（Object
Search）]機能を使用すると、
特定の表形式レポートを [物
理（Physical）]メニューおよ
び [仮想（Virtual）]メニュー
で、または [ワークフロー
（Workflows）]画面および
[カスタムタスク（Custom
Tasks）]画面で検索できま
す。

オブジェクト検索を導入

ブロードキャストメッセージの送

信, （84ページ）
管理者は、ユーザインター

フェイスにログインしている

すべてのユーザにブロード

キャストメッセージを送信で

きます（タイマー付きまたは

タイマーなし）。

システムブロードキャスト

メッセージにタイマーを追

加する機能
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第 2 章

概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Director, 9 ページ

• Cisco UCS Directorユーザインターフェイスへの非セキュアな接続の設定, 24 ページ

• 最初のログイン, 25 ページ

• システム設定の推奨順序, 26 ページ

• Cisco UCS Directorのホスト名の設定, 28 ページ

• 暗号方式の操作, 28 ページ

Cisco UCS Director
Cisco UCS Directorは、エンドツーエンドの管理やオーケストレーション、自動化に関する、安全
性の高い包括的なソリューションです。Ciscoや他社の広範なデータインフラストラクチャコン
ポーネントおよび Cisco UCSと Cisco Nexusプラットフォームに基づく、業界をリードするコン
バージドインフラストラクチャソリューションに対応します。サポート対象のインフラストラク

チャコンポーネントとソリューションの完全なリストについては、『CiscoUCSDirectorCompatibility
Matrix』を参照してください。

Cisco UCS Directorは、次の標準テンプレートを使用する 64ビットのアプライアンスです。

• Open Virtualization Format（OVF）for VMware vSphere

• Virtual Hard Disk（VHD）for Microsoft Hyper-V

Cisco UCS Directorを介した管理

Cisco UCS Directorは、Cisco UCSを通じてコンピューティング層およびネットワーク層の統合を
拡張し、データセンターインフラストラクチャコンポーネントの包括的な可視性と管理性を提

供します。サポート対象のシスコとシスコ以外のコンポーネントの設定、管理およびモニタのた

めに Cisco UCS Directorを使用できます。実行できるタスクには次のものがあります。
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•すべてのCisco UCSサーバおよびコンピューティングアプリケーションを対象にした、サー
ビスプロファイルとテンプレートの作成、複製、および導入

•コンバージドインフラストラクチャにおける組織の使用状況、トレンドおよび容量の継続的
なモニタリング。たとえば、すべてのデータセンター間の仮想マシン（VM）の使用率を示
すヒートマップを表示できます。

•一貫したリピート可能な方法によるコンバージドインフラストラクチャへの容量の導入や追
加。

• Cisco UCSドメインや Cisco Nexusネットワークデバイスなどの、データセンターコンポー
ネントの管理、監視、報告。

•物理インフラストラクチャへのサービスを追加するための仮想サービスカタログの拡張。

•非仮想化ワークロードで動作する仮想化ワークロードに対応するための安全なマルチテナン
ト環境の管理。

Cisco UCS Directorによる自動化とオーケストレーション

Cisco UCS Directorでは、自動化サービスを提供するワークフローを構築し、ワークフローを公開
して、そのサービスをオンデマンド方式でユーザに提供できます。社内の他のエキスパートと連

携して、ポリシーを迅速かつ簡単に作成できます。単純または複雑なプロビジョニングおよび設

定プロセスを自動化するための Cisco UCS Directorワークフローを構築できます。

一度構築および検証された後は、これらのワークフローは誰が実行しても常に同じように実行で

きます。経験豊富なデータセンター管理者がそれらを実行したり、または、ロールベースアクセ

スコントロールを実行してユーザや顧客が必要に応じてセルフサービスベースでワークフローを

実行できるようにすることができます。

Cisco UCS Directorを使用して、サポート対象のシスコおよびシスコ以外のさまざまなハードウェ
アおよびソフトウェアのデータセンターコンポーネント間で多岐にわたるタスクおよび使用例を

自動化できます。自動化できる使用例には以下のものがありますが、これらに限定されません。

• VMのプロビジョニングとライフサイクル管理

•ネットワークリソースの設定とライフサイクル管理

•ストレージリソースの設定とライフサイクル管理

•テナントオンボーディングとインフラストラクチャの設定

•アプリケーションインフラストラクチャのプロビジョニング

•セルフサービスカタログと VMプロビジョニング

•オペレーティングシステムのインストールを含むベアメタルサーバのプロビジョニング

機能と利点

Cisco UCS Directorの機能と利点を以下に示します。
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利点機能

•管理者に物理、仮想、ベアメタル環境全体のシステムをプロビ
ジョニング、モニタリング、管理する単一インターフェイスを

提供

•統合型ダッシュボード、レポート、ヒートマップを提供し、ト
ラブルシューティングとパフォーマンスのボトルネックを削減

中央管理

•エンドユーザが ITの規定したポリシーやガバナンスに準拠し
て、新しいインフラストラクチャインスタンスの発注および導

入が可能

セルフサービスカタログ

•リアルタイムで利用可能な機能、内部ポリシー、アプリケーショ
ンワークロード要件を使用して、リソースの可用性を最適化

適応型のプロビジョニン

グ

•インフラストラクチャリソースの継続的なモニタリングにより、
リアルタイムでキャパシティプランニング、使用率、管理を改

善

•使用率の低いリソースや使用率の高いリソースを特定

動的な容量管理

• VMware ESX、ESXi、Microsoft Hyper-V、Red Hatの各ハイパー
バイザをサポート

複数のハイパーバイザの

サポート

•物理、仮想、ベアメタルの各サーバおよびブレードをプロビジョ
ニング、モニタリング、管理

•エンドユーザがスナップショットを介して仮想マシンのライフ
サイクル管理とビジネス継続性を実現可能

•管理者にサーバ使用率のトレンド分析を提供

コンピューティングの管

理

•物理スイッチ、仮想スイッチ、動的ネットワークトポロジをポ
リシーベースでプロビジョニング

•管理者が VLAN、仮想ネットワークインターフェイスカード
（vNIC）、ポートグループ、ポートプロファイル、IPおよび動
的ホスト制御プロトコル（DHCP）割り当て、アクセスコント
ロールリスト（ACL）を、複数のネットワークデバイスにわ
たって設定可能

ネットワーク管理

Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
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利点機能

•ファイラ、仮想ファイラ（vFiler）、論理ユニット番号（LUN）、
ボリュームをポリシーベースでプロビジョニングおよび管理可

能

•統合ダッシュボードにより、管理者が組織的な使用状況、トレ
ンド、キャパシティ分析の詳細を包括的に可視性可能

ストレージの管理

物理的および仮想的な管理機能

仮想コンピューティング管理

•仮想コンピューティング環境の検出、収
集、モニタリング

•ポリシーベースでのプロビジョニングと動
的リソース割り当ての実行

•ホストサーバの負荷と電力の管理

• VMライフサイクルとスナップショットの
管理

• VMの容量とスプロール、ホストの使用率
を評価するための分析の実行

物理サーバの管理

•設定と変更の検出および収集

•物理サーバのモニタリングと管理

•ポリシーベースでのサーバプロビジョニ
ングの実行

•ブレードの電力管理

•サーバライフサイクルの管理

•サーバの使用傾向と容量分析の実行

• Preboot execution Environment（PXE）ブー
ト管理機能を使用したベアメタルプロビ

ジョニングの実行
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仮想ストレージの管理

• vFilerのストレージおよびストレージプー
ルの検出、収集、モニタリング

•シックおよびシンクライアントを対象と
したポリシーベースでのストレージプロ

ビジョニングの実行

•新しいデータストアの作成と仮想デバイス
コンテキスト（VDC）へのマッピング

• VMへのディスクの追加とサイズ調整

•組織でのストレージ使用率のモニタリング
と管理

•仮想ストレージの傾向と容量分析の実行

物理ストレージの管理

•ストレージファイラの検出、収集、モニ
タリング

•ポリシーベースでのvFilerプロビジョニン
グの実行

•ボリュームのプロビジョニングとマッピン
グ

•論理ユニット番号（LUN）と iGroupイン
スタンスの作成とマッピング

• SANゾーン管理の実行

• Network-Attached Storage（NAS）および
SANベースのストレージのモニタリング
と管理

•ストレージ実装のベストプラクティスと
推奨事項

仮想ネットワークの管理

• VMへのネットワークの追加

• IPおよび DHCP割り当てによるポリシー
ベースでのプロビジョニングの実行

• VLANおよびプライベート VLANに対す
る仮想ネットワークインターフェイスカー

ド（vNIC）の設定と接続

• VMのためのポートグループとポートプ
ロファイルの作成

•組織での仮想ネットワークの使用率のモニ
タリング

物理ネットワークの管理

•物理ネットワーク要素の検出、収集、モニ
タリング

•複数のスイッチ間のプロビジョニング
VLAN

•ネットワークデバイスに対するアクセス
コントロールリスト（ACL）の設定

•ストレージネットワークの設定

•動的ネットワークトポロジの実装

モデルベースのオーケストレーション

CiscoUCSDirectorには、1000以上のタスクや、すぐに使用できるワークフローなどが含まれてい
るタスクライブラリが用意されています。モデルベースのオーケストレーションとワークフロー

デザイナを利用すると、インフラストラクチャの管理タスクと運用タスクをカスタマイズおよび

自動化できます。また、個々の必要性に対応して、システムの拡張とカスタマイズを進められま

す。
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次の表は、タスクライブラリの 1日目から 3日目のメンテナンスおよび更新アクティビティを示
しています。

3 日目2 日目1 日目

•ハードウェアの追加とアッ
プグレード

•用途変更

•パフォーマンスのモニタ
リング

•ミーティングおよび請求
の開始

•テナントの変更の管理

•セルフサービス
Infrastructure as a Service
（IaaS）

•テナントの追加

•申請者の移行または追加

•エンタープライズシステ
ムとの統合

•エンドユーザポータルを
利用する

Cisco UCS Directorの新しいユーザインターフェイス
CiscoUCSDirectorでは、管理ポータルに新しいユーザインターフェイスが導入されています。こ
こでは、この新しいユーザインターフェイスの主な機能のいくつかについて説明します。

ナビゲーションの変更

以前のリリースでは、メインメニューバーを使用して画面にアクセスできました。このリリース

以降、すべてのナビゲーションオプションは、水平メインメニューバーではなく、サイドバー

から使用できるようになりました。そのため、ユーザインターフェイスにメインメニューバー

は表示されなくなりました。マウスを使用してカーソルをサイドナビゲーションバーのオプショ

ンの上に合わせ、メニューオプションのいずれかをクリックします。

ユーザインターフェイスのラベルの廃止

ユーザインターフェイスに、[追加（Add）]、[編集（Edit）]、[削除（Delete）]、[エクスポート
（Export）]、[フィルタ（Filter）]などのアクションのラベルが表示されなくなりました。これら
のアクションはアイコンのみで表示されます。マウスを使用してカーソルをアイコンの上に合わ

せると、そのアイコンを使用して実行できるアクションがラベルに表示されます。また、ユーザ

インターフェイス内のアクションやステータスメッセージのすべてのアイコンが変更できます。

詳細については、Cisco UCS Directorユーザインターフェイスのアイコンの変更, （165ページ）
を参照してください。

クラシックビューの可用性

デフォルトでは、CiscoUCSDirectorにログインすると、新しいユーザインターフェイスが表示さ
れます。現在はクラッシックビューと呼ばれる以前のバージョンのインターフェイスも使用でき

ます。ただし、このクラッシックビューは、ユーザインターフェイスから間もなく削除される予
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定です。クラシックビューへのアクセス方法については、クラシックビューへの切り替え, （22
ページ）を参照してください。

ダッシュボードを使用した詳細レポートへのアクセス

ダッシュボードが有効になっている場合は、これがCiscoUCSDirectorにログインしたときに最初
に表示される画面になります。通常はこのダッシュボードを使用して重要なレポートや頻繁にア

クセスするレポートのウィジェットを追加します。ダッシュボードに表示されたレポートをクリッ

クすると、より詳細な情報が表示されるユーザインターフェイスの画面にすぐにアクセスできる

ようになりました。

詳細については、次を参照してください。ダッシュボードの有効化, （430ページ）

さらに、複数のダッシュボードを作成したり、必要がなくなった場合はそれらを削除することが

できます。詳細については、追加ダッシュボードの作成,（430ページ）およびダッシュボードの
削除, （430ページ）を参照してください。

表形式レポートの機能強化

次に、ユーザインターフェイスで使用できる表形式レポートで強化された機能のいくつかを示し

ます。

•右クリックによる他のオプションの表示

行を選択した後でマウスを右クリックすると、選択した行に関連するオプションのリストが

表示されます。

•フィルタおよび検索

Cisco UCS Directorインターフェイスの表形式レポートで [フィルタ（Filter）]オプション、
または [検索（Search）]オプションが使用できます。表形式レポートの任意のページで [フィ
ルタ（Filter）]オプションを使用すると、表形式レポートの結果を特定の基準で絞り込むこ
とができます。この [フィルタ（Filter）]オプションは複数のページにまたがっていない表形
式レポートで使用できます。複数のページにまたがる表形式レポートの場合は、[検索
（Search）]オプションを使用して検索結果を絞り込みます。

• [お気に入り（Favorites）]メニューへの表形式レポートの追加

ユーザインターフェイスに表示された表形式レポートをお気に入りとして追加できます。お

気に入りとしてレポートを追加すると、[お気に入り（Favorites）]メニューからそのレポー
トにアクセスできます。

•列のサイズ変更

表形式レポートに表示された列は、最後の列を含めて、すべてサイズを変更できます。列を

展開した後、水平スクロールバーを使用すると、画面全体を表示できます。

•データがない場合に表示される情報メッセージ

レポートに表示する情報がない場合は、次のメッセージが表示されます。

[データがありません（No Data）]
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15

概要

Cisco UCS Directorの新しいユーザインターフェイス



タブの削除と復元

使用できるタブが複数ある画面では、その画面に表示するタブの数を選択できます。画面上でタ

ブを閉じると、そのタブはユーザインターフェイスに表示されるタブの行に表示されなくなりま

す。そのタブを画面に戻すには、画面の右端に表示されている下向きの矢印をクリックします。

使用可能ではあるものの非表示になっているタブのドロップダウンリストが表示されます。復元

するタブを選択します。

2個以上のタブが画面にあるときにのみ、タブを削除または復元できます。この機能は、イン
ターフェイスの画面に表示されるタブが 1個のみの場合は使用できません。

（注）

レポート機能の強化

次に、ユーザインターフェイスで使用できる、強化されたレポート機能の一部を示します。

•円グラフと棒グラフの導入

円グラフまたは棒グラフを個々に PDF、CSV、または XLSの形式でエクスポートしたり、
ダッシュボードに追加できます。

• [他のレポート（More Reports）]オプションの可用性

[他のレポート（More Reports）]オプションを使用すると、クラウドアカウントのリソース
に関する特定のデータについてのレポートを生成できるようになりました。詳細について

は、クラウドアカウントの追加レポートの生成, （21ページ）を参照してください。

ランディングページ

CiscoUCSDirector管理者ポータルにログインすると、ランディングページが表示されます。ラン
ディングページに表示される要素は、どのように表示を設定しているかによって異なります。デ

フォルトでは、ポータルにログインすると統合ビューが表示されます。

次に、ランディングページで利用可能な要素を示します。

•ヘッダー：画面の上部に表示されます。

•ナビゲーションメニュー：メインナビゲーションバーが画面の上部に表示されなくなりま
した。画面左側の垂直メニューとして利用できるようになっています。
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このメニューにスクロールバーはありません。使用可能なスペースに収まる数のオプション

のみが表示されます。一部のオプションは、画面を最小化したり、または拡大すると表示され

ないことがあります。使用可能なオプションをすべて表示するには、[サイトマップ（Site
Map）]をクリックします。

（注）

図 1：新しいユーザインターフェイス

説明名前番号

メニューなどの頻繁にアクセスする要素

が含まれています。ヘッダーは常に表示

されています。

ヘッダー1

ソフトウェアの仕様に関する情報にアク

セスできるシスコのWebサイトへのリン
クが提供されています。

リンク2

ポータルで特定のレポートを検索してそ

のレポートに直接移動できます。

[検索（Search）]アイコン3

ログに記録されている診断システムメッ

セージの数を表示します。このリンクを

クリックすると、詳細情報を表示できる

[診断システムメッセージ（Diagnostic
SystemMessages）]画面が表示されます。

[診断システムメッセージ（Diagnostic
System Messages）]アイコン

4
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説明名前番号

管理者ポータルのオンラインヘルプシ

ステムにリンクしています。

[ヘルプ（Help）]アイコン5

ソフトウェアについての情報と、現在イ

ンストールされているバージョンが表示

されます。

[バージョン情報（About）]アイコン6

ユーザインターフェイスの任意の場所か

らランディングページに戻ります。

[ホーム（Home）]アイコン7

プロファイルの編集、ダッシュボードの

有効化または無効化、ユーザインター

フェイスのクラシックビューへのアクセ

ス、およびログアウトができます。

[ユーザ（User）]アイコン8

垂直のナビゲーションメニューであり、

インターフェイスのさまざまな画面にア

クセスできます。

[操作（Navigation）]メニュー9

共通のアイコン

次の表に、ユーザインターフェイスで使用される共通のアイコンについての情報を示します。ア

イコンの上にカーソルを合わせると、アイコンの名前を確認できます。一部のアイコンは、使用

するコンテキストに応じて名前が異なる場合があります。

説明名前アイコ

ン

検索はヘッダーと個々の画面で使用できます。ユーザインターフェ

イスのレポートを検索するには、ヘッダーで [検索（Search）]をク
リックします。レポートの1つ以上の項目を検索するには、個々の画
面で [検索（Search）]をクリックします。

検索（Search）

アラートはヘッダーで使用できます。診断システムメッセージを表

示するには、[アラート（Alert）]をクリックします。
アラート

（Alert）

ユーザはヘッダーで使用できます。プロファイルにアクセス、ログア

ウト、またはユーザインターフェイスのクラシック表示にアクセス

するには、[ユーザ（User）]をクリックします。

ユーザ（User）

エクスポートは個別の画面で使用できます。画面に表示されるレポー

トの内容をエクスポートするには、[エクスポート（Export）]をク
リックします。

エクスポート

（Export）
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説明名前アイコ

ン

インポートは個別の画面で使用できます。ファイルをインポートする

には、[インポート（Import）]をクリックします。
インポート

（Import）

更新は個別の画面で使用できます。画面に表示されるデータを更新す

るには、[更新（Refresh）]をクリックします。
更新（Refresh）

詳細の表示は個別の画面で使用できます。テーブル内の選択した行に

関する詳細を表示するには、[詳細の表示（View Details）]をクリッ
クします。

詳細の表示

（View Details）

テーブルビューはアプリケーションコンテナおよびカタログに使用

できます。アプリケーションコンテナまたはカタログを各アプリケー

ションコンテナまたはカタログの詳細とともに表形式で表示するに

は、[テーブルビュー（Table View）]をクリックします。

テーブルビュー

（Table View）

タイルビューは、カタログとアプリケーションコンテナに使用でき

ます。カタログとアプリケーションコンテナをアイコンのタイル

ビューで表示するには、[タイルビュー（Tile View）]をクリックし
ます。このビューでは、カタログ項目またはアプリケーションコン

テナの詳細を表示するには、アイコンをクリックする必要がありま

す。

タイルビュー

（Tile View）

作成は個別の画面で使用できます。VMディスクのような新しいオブ
ジェクトを作成するには、[作成（Create）]をクリックします。

作成（Create）

追加は個別の画面で使用できます。既存のカタログフォルダにカタ

ログ項目を追加するといった、既存のオブジェクトに項目を追加する

には、[追加（Add）]をクリックします。このアイコンの名前には、
[カタログの追加（AddCatalog）]のように追加する項目が含まれる場
合があります。

追加（Add）
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説明名前アイコ

ン

値のリストは、IPアドレスやVMなど、1つ（単一選択）または複数
（複数選択）の項目を選択する必要がある場合にフォームで使用でき

ます。

複数選択リストには、最初の列ラベルの横のテーブルの左

上隅にチェックボックスが表示されます。このチェックボッ

クスをクリックすると、テーブル内のすべての項目が選択

されます。

ヒント

アイテムラベルは、[展開（Expand）]アイコンの右側に表示されま
す。[展開（Expand）]アイコンをクリックしてリストを表示し、項目
を選択します。

項目が選択されると、その値は [展開（Expand）]アイコンとラベル
の右側にカッコで囲まれて表示されます。

値のリストの展

開（Expand a list
of values）

値のリストが展開されると、[展開（Expand）]アイコンが [折りたた
み（Collapse）]アイコンに変わります。[折りたたみ（Collapse）]ア
イコンをクリックすると、リストの下に表示される内容などの値のリ

ストが非表示になります。

値のリストを折

りたたむ

（Collapse a list of
values）

編集は個別の画面で使用できます。カタログ項目または VMディス
クなどの既存のオブジェクトを変更するには、[編集（Edit）]をク
リックします。

編集（Edit）

削除は個別の画面で使用できます。カタログ項目または VMディス
クなどのオブジェクトを削除するには、[削除（Delete）]をクリック
します。

削除（Delete）

このアイコンは、関連付けられたアイコンがない追加タスクを表しま

す。また、ユーザインターフェイスで使用可能なデフォルトのアイ

コンを表します。

カスタムアク

ション（Custom
Actions）

[お気に入り（Favorite）]メニューにページを追加します。このオプ
ションを使用すると、頻繁にアクセスするページを簡単に表示できる

ようになります。

お気に入り

（Favorites）

ページにフィルタリングパラメータを提供します。フィルタ

（Filter）
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[管理（Administration）] > [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）] > [アイコ
ン管理（IconManagement）]画面から、アイコンの完全なリストとその詳細を表示できます。
これらのアイコンは、[アクションアイコンセット（Action Icon Set）]カテゴリにリストされ
ます。

（注）

統合ビュー

管理者ポータルに初めてログインすると、デフォルトで [統合（Converged）]画面が表示されま
す。この画面には、環境内に現在設定されているポッドが表示されます。この画面から、他のポッ

ドを追加したり、またはポッドを選択してポッド内のリソースに関する追加詳細情報を表示でき

ます。通常、表示される追加詳細情報は次のとおりです。

•仮想リソース

•コンピューティングリソース

•ネットワークリソース

•ストレージリソース

これらのリソースのいずれかをクリックすると、画面に追加情報が表示されます。

CiscoUCSDirectorでは、ユーザインターフェイスにログインするときに表示される最初の画面と
してダッシュボードを設定できます。詳細については、ダッシュボードの有効化,（430ページ）
を参照してください。

クラウドアカウントの追加レポートの生成

仮想クラウドアカウントまたは物理ポッドアカウントのいずれかに特定のレポートを生成するに

は、[他のレポート（MoreReports）]オプションを使用します。この [他のレポート（MoreReports）]
オプションを使用して生成されるレポートのタイプはアカウントのタイプによって異なります。

このレポートの生成に使用できる情報がない場合は、データがないことを示すメッセージが表示

されます。

手順

ステップ 1 追加レポートを生成するクラウドアカウントまで移動します。

ステップ 2 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンメニューで、[他のレポート（MoreReports）]
をクリックします。

ステップ 3 [タイプ（Type）]ドロップダウンリストと [レポート（Report）]ドロップダウンリストから、生
成するレポートのタイプを選択します。

レポートが生成され、ユーザインターフェイスに表示されます。
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ステップ 4 （任意） [設定（Settings）] > [レポートのエクスポート（Export Report）]をクリックし、エクス
ポートするレポートの形式を選択します。

クラシックビューへの切り替え

クラシックビューは、Cisco UCS Directorの以前のバージョンの管理者ユーザインターフェイス
です。新しいユーザインターフェイスからクラシックビューに切り替えることができます。

ヘッダーで、ユーザ名のアイコンをクリックし、[クラッシックビュー（Classic View）]を選択し
ます。以前のインターフェイスが新しいブラウザタブに開きます。

この [クラッシックビュー（Classic View）]オプションは、[enableClassicView]パラメータを [true]
に設定している場合にのみ、ユーザインターフェイスで使用できます。

cd /opt/infra/web_cloudmgr/apache-tomcat/webapps/app/ux/resources/
vi appConfigs.json
enableClassicView=true

このオプションを表示するには、ユーザインターフェイスを更新する必要があります。

Cisco UCS Directorのガイド付きセットアップウィザード
Cisco UCS Directorには、重要な機能の設定をサポートする一連のウィザードが組み込まれていま
す。使用可能なガイド付きセットアップウィザードは次のとおりです。

• [デバイス検出（Device Discovery）]：このウィザードでは、デバイスを検出し、そのデバイ
スをポッドに割り当てることができます。

• [システム初期設定（Initial System Configuration）]：このウィザードでは、ライセンスのアッ
プロード、SMTP、NTP、およびDNSサーバのセットアップなど、Cisco UCSDirectorをセッ
トアップするための初期タスクを実行できます。

• [vDCの作成（vDC Creation）]：このウィザードでは、プライベートクラウドで VMをプロ
ビジョニングするために必要なポリシーを設定できます。

• [FlexPodの設定（FlexPod Configuration）]：このウィザードでは FlexPodのアカウントをセッ
トアップできます。

• [Vblockポッド設定（Vblock Pod Configuration）]：このウィザードでは、アカウントを検出
し、Vblockポッドに割り当てることができます。

• [VSPEXポッド設定（VSPEX Pod Configuration）]：このウィザードでは、アカウントを検出
し、VSPEXポッドに割り当てることができます。

• [仮想SANポッド設定（Virtual SANPodConfiguration）]：このウィザードでは、仮想SANポッ
ドを設定し、デバイスを追加することができます。

最初にCiscoUCSDirectorにログインすると、[ウィザードエクスプローラ（WizardExplorer）]ウィ
ンドウが表示されます。このウィンドウから、使用可能なガイド付きセットアップウィザードの

詳細を表示し、そのいずれかを選択して起動できます。ログインするたびにこの [ウィザードエ
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クスプローラ（WizardExplorer）]を表示させないようにするには、[今後このページを表示しない
（Do not show this page again）]チェックボックスをオンにします。これらのウィザードを後で起
動するには、[管理（Administration）] > [ガイド付きセットアップ（Guided Setup）]をクリックし
ます。

システムが提供するこれらのウィザードに加え、以前に設定したワークフローからウィザードを

作成することもできます。詳細については、ワークフローからのウィザードの作成, （23ペー
ジ）を参照してください。

ワークフローからのウィザードの作成

有効なワークフローをウィザードに変換して Cisco UCS Directorに保存することができます。

はじめる前に

Cisco UCS Directorで、有効なワークフローをする必要があります。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ガイド付きセットアップ（Guided Setup）]を選択します。
ステップ 2 [ガイド付きセットアップ（GuidedSetup）]ページで [セットアップ（Setup）]をクリックします。

ステップ 3 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンメニューで、[ワークフローから作成（Create
from Workflow）]をクリックします。

ステップ 4 [ワークフローからのウィザードの作成（Create Wizard from Workflow）]画面で、次を含む必須
フィールドに値を入力します

説明名前

ウィザードに変換するワークフローのチェック

ボックスをオンにします。

ワークフローを選択した後、[検証（Validate）]
をクリックし、ワークフローが有効であること

を確認します。

[ワークフローの選択（SelectWorkflow）]フィー
ルド

静的な値を選択したワークフローのタスクから

ウィザードのページに引き継ぐ場合に、この

チェックボックスをオンにします。

[静的フィールドの値を引き継ぐ（Carry over
static field values）]チェックボックス

ウィザードの名前。これは、ウィザードの基本

名です。

[ラベル（Label）]フィールド

ウィザードの 2次名。[2つ目のラベル（Second Label）]フィールド

ウィザードの説明。[説明（Description）]フィールド
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説明名前

リストを展開し、このワークフローに関連付け

るアイコンのチェックボックスをオンにしま

す。

[アイコンイメージ（Icon Image）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

次の作業を実行できます。

•ウィザードを起動する。

•ウィザードを編集する。

•ウィザードの詳細を表示する。

•インターフェイスでのウィザードの順序を変更する。

•ウィザードを削除する。

Cisco UCS Directorユーザインターフェイスへの非セキュ
アな接続の設定

デフォルトでは、Cisco UCS Directorユーザインターフェイスはセキュアモードで起動します。
セキュアモード、非セキュアモード（HTTP）のユーザインターフェイスの起動をバイパスした
い場合には、次の手順に従う必要があります。

手順

ステップ 1 rootとしてログインします。
ステップ 2 /Opt/infra/web_cloudmgr/apache-tomcat/conf/server.xmlファイルを次のように変

更します。

a) 既存の 8080ポートコネクタのタグをコメントアウトします。

<!--
<Connector port="8080" protocol="HTTP/1.1"
redirectPort="443" maxHttpHeaderSize="65536"
URIEncoding = "UTF-8"/>
-->
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b) 新しい 8080ポートコネクタのタグとして次を追加します。

<Connector port="8080" protocol="HTTP/1.1"
maxThreads="150" minSpareThreads="4"
connectionTimeout="20000"
URIEncoding = "UTF-8" />

ステップ 3 /opt/infra/web_cloudmgr/apache-tomcat/webapps/app/WEB-INF/web.xmlファイル
に <security-constraint>タグをコメントします。

<!--
<security-constraint>
<web-resource-collection>
<web-resource-name>HTTPSOnly</web-resource-name>
<url-pattern>/*</url-pattern>
</web-resource-collection>
<user-data-constraint>
<transport-guarantee>CONFIDENTIAL</transport-guarantee>
</user-data-constraint>
</security-constraint>
-->

ステップ 4 サービスを再起動します。

ステップ 5 ユーザインターフェイスを起動してシステムにログインします。

次の URLフォーマットを使用して非セキュアモードでシステムにログインできます。

http://<IP-Address>:8080、または、http://<IP-Address>

セキュアおよび非セキュアモードの両方のユーザインターフェイスが起動できます。

最初のログイン
ホスト名と IPアドレスのいずれかと次のクレデンシャルを使用して、CiscoUCSDirectorにログイ
ンします。

•ユーザ名：admin

•パスワード：admin

最初の管理アカウントを作成した後、起動時の管理アカウントを削除するか、少なくともデ

フォルトのパスワードを変更することをお勧めします。エンドユーザポータルにアクセスす

るには、有効な電子メールアドレスが必要です。

（注）
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システム設定の推奨順序
次の図は、Cisco UCS Directorを使用した環境設定のワークフローを示しています。

図 2：環境設定のサンプルワークフロー

環境を設定するときは、以下の章を参照してください。

説明章名前

ライセンスの適用、管理者プロファイルの設定、グループの作成、

およびユーザの作成の方法について説明します。言語サポートへ

2、3、
4、5

初期設定
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説明章名前

のアクセス、ポータルカスタマイズの適用、およびシステム設定

の方法を習得します。

任意でのポッドと物理アカウントの追加、ネットワーク要素の追

加、接続のテスト、およびアカウント検出の検証の方法について

説明します。

[6]物理インフラストラ

クチャ

必要に応じて、物理インストラクチャよりも前に仮想イ

ンフラストラクチャを作成できます。

（注）

クラウドの作成、クラウド検出および接続の検証、接続のテスト、

および vCenterプラグインの表示の方法について説明します。
7仮想インフラストラ

クチャ

コンピューティングポリシー、ストレージポリシー、ネットワー

クポリシー、およびシステムポリシーを作成して管理する方法に

8ポリシー

ついて説明します。Microsoft Windowsカタログの OSライセンス
を追加する方法を習得します。

グループ、ポリシー、およびコストモデルに対する特定の環境を

管理するための VDCの設定方法、および VDCレベルでのリソー
ス制限の設定と管理の方法について説明します。

9仮想データセンター

カタログ項目の設定方法、カタログへのアクセス権限をグループ

に追加する方法、およびカタログ項目の公開方法について説明し

ます。

10カタログ

プロビジョニングサービスリクエストの作成および管理方法につ

いて説明します。

11Self-Serviceプロビ
ジョニング

1つまたは複数のデータストアで VMディスクプロビジョニング
を設定する方法を説明します。また、テンプレートで追加ディス

12Multi-Diskプロビ
ジョニング

クごとに個別のディスクポリシーを設定する手順についても説明

します。

チャージバックサマリーレポート、詳細レポート、およびリソー

スアカウンティングレポートを作成する方法について説明しま

13チャージバック

す。コストモデルが定義され、部門や組織内のポリシーに割り当

てられる仕組みも示します。

クラウドを完全に可視化し、リソース使用率をモニタし、クラウ

ドスタック（クラウド、クラスタ、ホストサーバ、および仮想マ

シン）を管理する方法について説明します。

18クラウド管理

VM電源管理、VMサイズ変更、VMスナップショット管理など、
プロビジョニング後のライフサイクル管理アクションを VMに対
して実行する方法について説明します。

15ライフサイクル
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説明章名前

Cisco UCS Directorで生成可能な、基礎となる物理インフラストラ
クチャと仮想インフラストラクチャに関する分析レポートについ

て説明します。

16CloudSense

Cisco UCS Directorのホスト名の設定
コマンドプロンプトを使用して Cisco UCS Directorのアプライアンスのデフォルトホスト名を変
更した場合は、この手順に従って/etc/hostsファイル内の名前が更新されていることを確認す
る必要があります。

手順

ステップ 1 rootアカウントを使用してアプライアンスに SSHでログインします。
ステップ 2 /etc/hostsを編集して新しいホスト名を更新します。

単一ノードの環境では、次の形式でファイルを更新する必要があります。

vi /etc/hosts
198.51.100.1 new_hostname

マルチノードの環境では、他のノードのホスト名が変更された場合は、プライマリノード、サー

ビスノード、およびデータベースノード上で IPアドレスと新しいホスト名を更新する必要があ
ります。次に例を示します。

vi /etc/hosts
198.51.100.1 new_hostname
Ex:
198.51.100.2 UCSD_Primary
198.51.100.3 UCSD_Service
198.51.100.4 UCSD_Inv_DB
198.51.100.5 UCSD_Mon_DB

ステップ 3 アプライアンスサービスを再起動します。

暗号方式の操作
CiscoUCSDirectorの管理者は、プロパティファイルの暗号を有効または無効にすることができま
す。潜在的なセキュリティリスクがある暗号を有効にすると、Cisco UCS Directorログファイル
に警告メッセージが記録されます。デフォルトでは、リスクをもたらすすべての暗号化は無効に

なっています。/opt/infra/inframgrのフォルダにある
defaultEnabledCipherSuites.propertiesファイルから特定の暗号方式を設定できます。
詳細については、暗号化使用率の編集, （29ページ）を参照してください。
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また、システム要件に基づいて暗号化標準設定で優先順位を変更できます。デフォルトでは、標

準的な暗号化は優先順位に従ってリストされています。

Cisco UCS Directorは、Java SEランタイム環境に、Java Cryptograpy Extension（JCE）ポリシーの
ファイルの「limited」と「strong」をサポートしています。JCEポリシーを「unlimited」と「strong」
に変更したい場合、OracleのWebサイトから最新の JCEポリシーファイルをダウンロードして
インストールする必要があります。詳細については、Java Cryptograpy Extension（JCE）の最新の
ポリシーファイルのインストール, （29ページ）を参照してください。

暗号化使用率の編集

CipherSuitesは defaultEnabledCipherSuites.propertiesファイルに保持されます。ネッ
トワークのアプリケーション要件に基づき、このファイルの暗号化のリストを編集できます。

常に標準的な暗号化を使用し、破損している、あるいは危険な暗号化をアプリケーションに対し

て有効化しないことを推奨します。

手順

ステップ 1 defaultEnabledCipherSuites.propertiesファイルを開きます。
これらは iopt/infra/inframgr/ディレクトリで使用可能です。

ステップ 2 壊れた暗号を使用するには、ファイル内に暗号を配置し、コメントアウトします。

ステップ 3 ファイルを保存します。

ステップ 4 サービスを再起動します。

Java Cryptograpy Extension（JCE）の最新のポリシーファイルのインス
トール

最新の JCEポリシーファイルをダウンロードしてインストールするには、次の手順を実行しま
す。

手順

ステップ 1 $JAVA_HOME/jre/lib/securityフォルダ内の次のファイルのバックアップを取得します。

• local_policy.jar

• US_export_policy.jar
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ステップ 2 http://www.oacle.com/technetwork/java/javase/downloads.index.htmlでOracle Java SEのダウンロードの
ページにアクセスします。

ステップ 3 [追加リソース（Additional Resources）]セクションまでスクロールして JavaCryptographyExtension
(JCE) Unlimited Strength Jurisdiction Policy Fileを見つけます。

ステップ 4 Java Cryptography Extension (JCE) Unlimited Strength Jurisdiction Policy
Files for JDK/JRE 8 zipファイルをダウンロードします。

ステップ 5 zipファイルを解凍します。
ステップ 6 local_policy.jarと US_export_policy.jarを $JAVA_HOME/jre/lib/securityフォ

ルダー内で交換します。

ステップ 7 アプリケーションを再起動します。
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第 3 章

ユーザとグループの管理

この章は、次の項で構成されています。

• ユーザの役割, 31 ページ

• ユーザロールの追加, 33 ページ

• ユーザの追加, 34 ページ

• ユーザタイプの管理, 37 ページ

• デフォルトのユーザ権限, 37 ページ

• ユーザアカウントステータスの管理, 65 ページ

• MSP管理者ロール, 67 ページ

• グループの管理, 69 ページ

• 管理プロファイルの設定, 81 ページ

• ユーザアクセスプロファイルの管理, 85 ページ

• 顧客組織のブランディング, 107 ページ

• ユーザグループのブランディング, 108 ページ

• 顧客組織のブランディング, 109 ページ

• ログインページのブランディング, 111 ページ

ユーザの役割
Cisco UCS Directorは次のユーザロールをサポートしています。

•すべてのポリシー管理者

•請求管理者

•コンピューティング管理者

Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
31



•グループ管理者：ユーザを追加する権限を持つエンドユーザ。このユーザはエンドユーザ
ポータルを使用できます。

• IS管理者

• MSP管理者

•ネットワーク管理者

•演算子

•サービスエンドユーザ：このユーザはエンドユーザポータルの表示および使用のみが可
能です。

•ストレージ管理者

•システム管理者

これらのユーザロールはシステムで定義されており、CiscoUCSDirectorにおいてデフォルトで使
用できます。あるロールがデフォルトで使用できるかどうかは、[ユーザ（User）]ページの [デ
フォルトのロール（Default Role）]列に [はい（Yes）]とマークされているかどうかで判別できま
す。

管理者は Cisco UCS Directorにて、カスタム定義されたユーザロールまたはシステムが提供す
るユーザロールをユーザに割り当てることができます。付け加えて、最後の時点で、ユーザ

が割り当てられていた役割の情報を見ることができます。詳細については、『ユーザ用ユーザ

ロール情報の表示』を参照してください。

（注）

システムの管理者は、ユーザロールについて次のタスクを実行できます。

•システムのカスタムユーザロールを作成し、この役割を持つユーザアカウントを作成する
か、既存のユーザにロールを割り当てます。

新しいユーザロールを作成する場合は、ユーザロールを管理者またはエンドユーザに割り

当てるかを指定できます。ユーザロールの作成の詳細については、ユーザロールの追加, （
33ページ）を参照してください。特定のロールに対するユーザアカウントの作成の詳細に
ついては、ユーザの追加, （34ページ）を参照してください。

•デフォルトのロールを含む既存のユーザロールを変更し、そのロールに関連付けられたユー
ザのメニュー設定と読み取り/書き込み権限を変更します。

ロールのメニュー設定と権限を変更する手順は、ユーザロールを追加する手順と同じです。

ユーザに対する VM 管理タスクの実行権限の定義

従来は、VM管理タスクの権限をエンドユーザのみに提供するには、エンドユーザセルフサービ
スポリシーで権限を定義するしかありませんでした。現在では、システムの管理者は、VM管理
タスクを実行する権限をどのユーザロールでも割り当てることができるようになりました。その

ロールに割り当てられたユーザは、選択された VM管理関連タスクを実行できます。ただし、エ
ンドユーザ用の VM管理タスクを割り当てるには、エンドユーザセルフサービスポリシーを使
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用して、最初にこのユーザロールのすべてのVM管理アクションを無効にし、次にそのほかの管
理タスクをすべて有効にする必要があります。

システムの全てのユーザが、VM管理タスクを実行する機能は、以下によって決定されます。

•ユーザがマッピングされているユーザロールに割り当てられた権限

• VDCにマッピングされているエンドユーザセルフサービスポリシー。

最新リリースにアップグレードした場合、VM管理タスクを実行する権限は、以前のリリースバー
ジョンにおいて作成したエンドユーザのセルフサービスポリシーに保持されます。ただし、ユー

ザロールに対しては、現在のリリースへのアップグレード後に設定した権限が優先されます。

MSP管理者や、グループ管理者のような他の管理者に VM管理タスクの実行権限を付与する
には、ユーザロールにのみその権限を定義します。

（注）

ユーザロールの追加
CiscoUCSDirectorに任意の数のユーザロールを作成し、そのロールのユーザのメニュー設定を定
義できます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [ユーザロール（User Role）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ユーザロールの追加（Add User Role）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

説明名前

ユーザロールの名前。[ユーザロール（User Role）]フィールド

追加するロールのタイプを選択します。次のい

ずれかを設定できます。

• [管理（Admin）]

• [エンドユーザ（End user）]

[ロールタイプ（RoleType）]ドロップダウンリ
スト

追加するロールの説明。[説明（Description）]フィールド
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説明名前

ユーザロールのリストを展開し、拒否するロー

ルのチェックボックスをオンにします。これに

より、そのロールで作成されたユーザが拒否さ

れます。

たとえば、管理者が、クローン機能を使用して

システム内に新しいグループ管理ロールを作成

するとします。このグループ管理ロールには、

グループ管理ルールより高い権限を持つユーザ

を作成する能力が必要です。しかしデフォルト

のグループ管理ロールでは、グループ管理ロー

ルよりも高い権限を持つユーザは作成できませ

ん。この場合、管理者は、拒否リストでデフォ

ルトのグループ管理ロールを選択する必要があ

ります。

ロールを確認したら、[検証（Validate）]をク
リックします。

[拒否ロールのリスト（Deny Role List）]

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 6 [メニュー設定（Menu Settings）]ペインで、このロールで定義されたユーザに表示するメニュー

オプションをオンにします。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 8 [ユーザ権限（User Permissions）]ペインでは、ユーザの利用可能なタスクに関連付けられた読み

取りまたは書き込み権限を選択します。

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

このタイプのロールを持つユーザを作成します。

ユーザの追加

はじめる前に

グループにユーザを追加する前に、そのグループが作成されていることを確認してください。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ユーザの追加（Add User）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

説明フィールド名

ユーザのロールタイプを選択します。

このドロップダウンリストには、

Cisco UCS Directorで使用可能なすべ
てのユーザロールが表示されます。

デフォルトで使用可能なユーザロー

ルに加えて、追加のユーザロールを

作成できます。ユーザロールの作成

の詳細については、ユーザロールの

追加, （33ページ）を参照してくだ
さい。

（注）

[ユーザロール（UserRole）]ドロップダウンリ
スト

ユーザがアクセスできるグループを選択しま

す。すでに使用可能なグループを選択するか、

または新しいグループを追加できます。

このフィールドは、ユーザロールと

してサービスエンドユーザまたはグ

ループ管理者を選択している場合に

のみ表示されます。

（注）

[ユーザグループ（User Group）]ドロップダウ
ンリスト

ユーザが管理するMSP組織を選択します。

現在使用可能な組織を選択するか、または新し

い組織を追加できます。

このフィールドは、ユーザロールと

して [MSP管理者（MSP Admin）]を
選択している場合にのみ表示されま

す。

（注）

[MSP組織（MSP Organization）]ドロップダウ
ンリスト

ログイン名。

次のような特殊文字を使用できます。( ).& - _
`~ $% ^ {}! ' @

[ログイン名（Login Name）]フィールド
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説明フィールド名

パスワード。

ユーザに対して Lightweight Directory
Access Protocol（LDAP）認証を設定
している場合は、ローカルサーバで

はなく LDAPサーバでのみパスワー
ドが検証されます。

（注）

[パスワード（Password）]フィールド

確認のためにパスワードを再入力します。[パスワードの確認（ConfirmPassword）]フィー
ルド

電子メールアドレス。

電子メールアドレスは、サービスリ

クエストのステータスと承認につい

てグループ所有者に通知するために

必要です。

（注）

[ユーザの連絡先電子メール（User Contact
Email）]フィールド

名。[名（First Name）]フィールド

姓。[姓（Last Name）]フィールド

ユーザの電話番号です。[電話（Phone）]フィールド

ユーザのオフィス住所です。[住所（Address）]フィールド

システムでユーザアカウントを無効にする日時

を設定する場合にオンにします。ユーザアカウ

ントが無効になると、ユーザはシステムにログ

インできなくなります。

この日付から 1週間前に、アカウントが無効に
なることを知らせる電子メールメッセージが

ユーザに送信されます。この自動メールメッ

セージは、PeriodicNotificationToUserTaskシステ
ムタスクによって生成され、送信されます。

指定された日時に、ユーザアカウントが自動的

に無効になります。ユーザが指定した日付にシ

ステムにログインすると、ログインセッション

は自動的に終了します。

[ユーザ無効化の日付を設定（Set user disable
date）]チェックボックス
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説明フィールド名

このユーザのシステムの言語を個別に選択しま

す。デフォルトでは、原語は英語に設定されて

います。

このユーザがログインすると、ユーザインター

フェイスは、選択した言語で表示されます。こ

のロケールの選択は、このユーザにのみ適用さ

れます。

[ロケール（Locale）]ドロップダウンリスト

このユーザがシステムにログインしたときに、

クラシックビューユーザインターフェイスを

起動する場合にオンにします。

他のユーザ用にクラシックビューを起動するよ

うにシステムを設定する機能は、リリース 6.5
でのみ使用できます。クラシックビューは、続

くリリースでは削除されます。

[クラシックビューでログイン（Login with
Classic View）]チェックボックス

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

次の作業

ユーザが含まれている行をクリックし、[プロファイルの管理（Manage Profiles）]をクリックし
て、オプションでそのユーザに複数のロールを割り当てます。

ユーザタイプの管理
システム管理者には、ユーザの追加、ユーザとユーザ権限の表示、さまざまなシステムコンポー

ネントに対する個別ユーザの読み取り/書き込み権限の変更など、CiscoUCSDirectorを管理するた
めのすべての権限が与えられています。

ほとんどのユーザは、ログイン時に管理ポータルにアクセスします。

デフォルトのユーザ権限
各管理ユーザには、Cisco UCS Directorにアクセスするための一連の権限が付与されています。
ユーザ権限のタイプは次のとおりです。

•読み取り：読み取り権限を持つ管理ユーザは、ファイルの読み取りのみを行うことができま
す。
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•書き込み：書き込み権限を持つ管理ユーザは、ファイルの読み取り、書き込み、および変更
を行うことができます。この権限では、ファイルの削除または名前変更を実行できます。

•読み取り/書き込み：読み取り/書き込み権限が付与されている管理者ユーザは、ファイルの
読み取りおよび書き込みを実行できます。

ユーザの役割および権限

次の表に、各ユーザロールにマップされている権限のリストを示します。

スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

演算子ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

請求管

理者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み取

り

読み取

り

書き込

み

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み

取り

読み取

り

仮想コン

ピュー

ティング

書き込

み

書き

込み

書き込

み

書き込

み

書き込

み

書き込

み

書き

込み

書き

込み

書き込

み

VMラベ
ル

書き込

み

書き込

み

書き込

み

vDCへの
VM割り
当て

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

仮想スト

レージ

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

仮想ネッ

トワーク

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み取

り/書き
込み

物理コン

ピュー

ティング

読み取

り/書き
込み

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み

取り

読み取

り/書き
込み

物理スト

レージ
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スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

演算子ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

請求管

理者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み

取り

読み取

り/書き
込み

物理ネッ

トワーク

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み

取り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

グループ

のサービ

スリクエ

スト

書き

込み

書き込

み

書き込

み

書き

込み

書き込

み

サービス

リクエス

トの作成

読み取

り/書き
込み

読み

取り/
書き

込み

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み

取り/
書き

込み

読み

取り/
書き

込み

読み取

り/書き
込み

承認者の

サービス

リクエス

ト

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み

取り

読み取

り/書
き込み

読み取

り

予算

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

リソース

アカウン

ティング

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

チャージ

バック

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

システム

管理者

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

ユーザと

グループ

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

仮想アカ

ウント
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スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

演算子ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

請求管

理者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み

取り

読み取

り

カタログ

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み

取り

読み

取り

読み取

り

vDC

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み取

り/書き
込み

コン

ピュー

ティング

ポリシー

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り/書き
込み

ストレー

ジポリ

シー

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み

取り

読み取

り/書き
込み

ネット

ワークポ

リシー

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み

取り

書き込

み

導入ポリ

シー

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み

取り

読み取

り/書き
込み

サービス

提供

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

リソース

制限レ

ポート

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み

取り

読み取

り

グループ

ユーザ
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スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

演算子ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

請求管

理者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み

取り

読み取

り/書
き込み

読み取

り

CloudSense
レポート

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り/書
き込み

読み取

り

CloudSense
アセスメ

ントレ

ポート

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み

取り/
書き

込み

読み取

り/書き
込み

オーケス

トレー

ション

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

書き込

み

読み

取り

読み取

り

読み取

り

検出

自動化モ

ジュール

を開く

読み

取り

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

CS共有
レポート

読み

取り/
書き

込み

CS共有
評価

リモート

VMアク
セス
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スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

演算子ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

請求管

理者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

モバイル

アクセス

設定

読み

取り

読み取

り

読み

取り

エンド

ユーザの

チャージ

バック

UCSDク
ラスタ

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み

取り/
書き

込み

リソース

グループ

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み

取り/
書き

込み

タグライ

ブラリ

はいはいはいはいはいはいはいはいはいはい導入可能

性に関す

るアセス

メントの

許可

サーバ管理の権限

以前のリリースでは、物理サーバの管理手段として、Cisco UCS Directorでは次のオプションしか
提供していませんでした。

•物理コンピューティングの読み取り

•物理コンピューティングの書き込み
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管理者が書き込み権限を有効にすると、ユーザは環境内のすべての Cisco UCS物理サーバを管理
できるようになります。今回のリリースでは、[物理コンピューティングの書き込み（WritePhysical
Computing）]権限内に、次の新しい権限のカテゴリが導入されました。

•物理サーバの管理

•その他の物理コンピューティング管理

[物理サーバ管理（Physical Server Management）]を有効にすると、Cisco UCSサーバの管理のみ可
能になります。このカテゴリには、次のアクションが含まれます。

•電源管理（電源オン/オフ）

•グループ管理（グループの割り当ておよびグループの割り当て解除）

•インベントリ管理

•サーバ管理

•サーバアクセス

ユーザに対してこれらのタスクを有効にすると、ユーザはポータルでこれらのアクションやタス

クを表示できるようになります。ただし、エンドユーザの場合、これらのタスクを有効にして

も、Cisco UCSサーバでは次のタスクしか実行できません。

•電源オン/オフ

•グループのおよび関連付け解除。

• KVMコンソール

[その他の物理コンピューティング管理（Other Physical Compute Management）]を有効にすると、
環境内の他の UCSサーバの管理タスクが有効になります。この権限が有効になっているユーザ
は、サービスプロファイルまたは VLANの操作などのタスクを実行できます。

すべてのポリシー管理者

次の表は、全ポリシー管理者が実行できるアクションのリストを示します。

権限操作

書き込み読み取り

はい仮想コンピューティング

はいVMラベル

はいvDCへの VM割り当て

はい仮想ストレージ
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権限操作

はい仮想ネットワーク

はいはい物理コンピューティング

はいはい物理ストレージ

はいはい物理ネットワーク

はいはいグループのサービスリク

エスト

はいサービスリクエストの作

成

はいはい承認者のサービスリクエ

スト

はい予算

はいリソースアカウンティン

グ

はいチャージバック

はいシステム管理者

はいユーザとグループ

はい仮想アカウント

はいカタログ

はいvDC

はいはいコンピューティングポリ

シー

はいはいストレージポリシー

はい導入ポリシー

はいはいネットワークポリシー

はいはいサービス提供
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権限操作

はいリソース制限レポート

はいグループユーザ

はいCloudSenseレポート

はいCloudSenseアセスメント
レポート

はいはいオーケストレーション

はい検出

自動化モジュールを開く

CS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

エンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

UCSDクラスタ

リソースグループ

タグライブラリ

はい導入可能性に関するアセス

メントの許可

請求管理者

次の表は、請求管理者が実行できるアクションのリストを示します。
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権限操作

書き込み読み取り

仮想コンピューティング

VMラベル

vDCへの VM割り当て

仮想ストレージ

仮想ネットワーク

物理コンピューティング

物理ストレージ

物理ネットワーク

はいグループのサービスリク

エスト

承認者のサービスリクエ

スト

はいはい予算

はいリソースアカウンティン

グ

はいチャージバック

システム管理者

ユーザとグループ

仮想アカウント

カタログ

vDC

コンピューティングポリ

シー

ストレージポリシー
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権限操作

導入ポリシー

ネットワークポリシー

サービス提供

はいリソース制限レポート

グループユーザ

はいはいCloudSenseレポート

はいはいCloudSenseアセスメント
レポート

オーケストレーション

はい検出

自動化モジュールを開く

CS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

エンドユーザのチャージ

バック

はいリソースアカウンティン

グの書き込み

UCSDクラスタ

リソースグループ

タグライブラリ

はい導入可能性に関するアセス

メントの許可
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コンピューティング管理者

次の表は、コンピューティング管理者が実行できるアクションのリストを示します。

権限操作

書き込み読み取り

はい仮想コンピューティ

ング

はいVMラベル

vDCへの VM割り
当て

はい仮想ストレージ

はい仮想ネットワーク

はいはい物理コンピューティ

ング

はい物理ストレージ

はい物理ネットワーク

はいグループのサービス

リクエスト

はいはい承認者のサービス

リクエスト

はい予算

はいリソースアカウン

ティング

はいチャージバック

はいシステム管理者

はいユーザとグループ

はい仮想アカウント

はいカタログ
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権限操作

はいvDC

はいはいコンピューティング

ポリシー

はいストレージポリシー

はい導入ポリシー

はいネットワークポリ

シー

はいサービス提供

はいリソース制限レポー

ト

はいグループユーザ

はいCloudSenseレポート

はいCloudSenseアセスメ
ントレポート

はいはいオーケストレーショ

ン

はい検出

自動化モジュールを

開く

CS共有レポート

CS共有評価

リモートVMアクセ
ス

モバイルアクセス

設定

エンドユーザの

チャージバック
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権限操作

リソースアカウン

ティングの書き込み

UCSDクラスタ

はいはいリソースグループ

はいはいタグライブラリ

はい導入可能性に関する

アセスメントの許可

グループ管理者

次の表は、グループ管理者が実行できるアクションのリストを示します。

権限タスク

書き込み読み取り

はいはい仮想コンピューティング

はいVMラベル

vDCへの VM割り当て

仮想ストレージ

仮想ネットワーク

物理コンピューティング

はいはい物理ストレージ

物理ネットワーク

はいはいグループのサービスリク

エスト

はいサービスリクエストの作

成

はいはい承認者のサービスリクエ

スト
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権限タスク

予算

はいリソースアカウンティン

グ

はいチャージバック

システム管理者

ユーザとグループ

仮想アカウント

はいカタログ

はいvDC

コンピューティングポリ

シー

ストレージポリシー

導入ポリシー

ネットワークポリシー

サービス提供

はいリソース制限レポート

はいはいグループユーザ

はいはいCloudSenseレポート

CloudSenseアセスメント
レポート

オーケストレーション

検出

自動化モジュールを開く

はいはいCS共有レポート
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権限タスク

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

はいエンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

UCSDクラスタ

リソースグループ

タグライブラリ

はい導入可能性に関するアセス

メントの許可

IS 管理者
次の表は、IS管理者が実行できるアクションのリストを示します。

権限タスク

書き込み読み取り

はい仮想コンピューティング

はいVMラベル

はいvDCへの VM割り当て

はい仮想ストレージ

はい仮想ネットワーク

はい物理コンピューティング

はい物理ストレージ

はい物理ネットワーク
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権限タスク

はいグループのサービスリクエ

スト

はいはい承認者のサービスリクエス

ト

はい予算

はいリソースアカウンティング

はいチャージバック

はいシステム管理者

はいユーザとグループ

はい仮想アカウント

はいカタログ

はいはいvDC

はいコンピューティングポリ

シー

はいストレージポリシー

はいはい導入ポリシー

はいネットワークポリシー

はいはいサービス提供

はいリソース制限レポート

はいグループユーザ

はいCloudSenseレポート

はいCloudSenseアセスメントレ
ポート

はいはいオーケストレーション

はい検出
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権限タスク

自動化モジュールを開く

CS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

エンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティング

の書き込み

UCSDクラスタ

はいはいリソースグループ

はいはいタグライブラリ

はい導入可能性に関するアセス

メントの許可

ネットワーク管理者

次の表は、ネットワーク管理者が実行できるアクションのリストを示します。

権限タスク

書き込み読み取り

はい仮想コンピューティング

はいVMラベル

vDCへの VM割り当て

はい仮想ストレージ

はい仮想ネットワーク
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権限タスク

はい物理コンピューティング

はい物理ストレージ

はいはい物理ネットワーク

はいグループのサービスリク

エスト

はいはい承認者のサービスリクエ

スト

はい予算

はいリソースアカウンティン

グ

はいチャージバック

はいシステム管理者

はいユーザとグループ

はい仮想アカウント

はいカタログ

はいvDC

はいコンピューティングポリ

シー

はいストレージポリシー

はい導入ポリシー

はいはいネットワークポリシー

はいサービス提供

はいリソース制限レポート

はいグループユーザ

はいCloudSenseレポート
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権限タスク

はいCloudSenseアセスメント
レポート

はいはいオーケストレーション

はいはい検出

自動化モジュールを開く

CS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

エンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

UCSDクラスタ

はいはいリソースグループ

はいはいタグライブラリ

はい導入可能性に関するアセス

メントの許可

演算子

次の表は、オペレーターが実行できるアクションのリストを示します。

権限タスク

書き込み読み取り

はい仮想コンピューティング

はいVMラベル
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権限タスク

はいvDCへの VM割り当て

はい仮想ストレージ

はい仮想ネットワーク

はい物理コンピューティング

はい物理ストレージ

はい物理ネットワーク

はいはいグループのサービスリク

エスト

はいサービスリクエストの作

成

はいはい承認者のサービスリクエ

スト

はい予算

はいリソースアカウンティン

グ

はいチャージバック

はいシステム管理者

はいユーザとグループ

はい仮想アカウント

はいカタログ

はいvDC

はいコンピューティングポリ

シー

はいストレージポリシー

はい導入ポリシー
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権限タスク

はいネットワークポリシー

はいサービス提供

はいリソース制限レポート

はいグループユーザ

はいCloudSenseレポート

はいCloudSenseアセスメント
レポート

オーケストレーション

検出

自動化モジュールを開く

CS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

エンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

UCSDクラスタ

リソースグループ

タグライブラリ

はい導入可能性に関するアセス

メントの許可
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サービスエンドユーザ

次の表は、サービスエンドユーザが実行できるアクションのリストを示します。

権限タスク

書き込み読み取り

はいはい仮想コンピューティング

はいVMラベル

vDCへの VM割り当て

仮想ストレージ

仮想ネットワーク

はい物理コンピューティング

はい物理ストレージ

物理ネットワーク

はいはいグループのサービスリク

エスト

はいサービスリクエストの作

成

はいはい承認者のサービスリクエ

スト

予算

はいリソースアカウンティン

グ

はいチャージバック

システム管理者

ユーザとグループ

仮想アカウント

はいカタログ
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権限タスク

はいvDC

コンピューティングポリ

シー

ストレージポリシー

導入ポリシー

ネットワークポリシー

サービス提供

はいリソース制限レポート

グループユーザ

はいCloudSenseレポート

CloudSenseアセスメント
レポート

オーケストレーション

検出

自動化モジュールを開く

はいCS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

はいエンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

UCSDクラスタ

リソースグループ
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権限タスク

タグライブラリ

はい導入可能性に関するアセス

メントの許可

ストレージ管理者

次の表は、ストレージ管理者が実行できるアクションのリストを示します。

権限タスク

書き込み読み取り

はい仮想コンピューティング

はいVMラベル

vDCへの VM割り当て

はい仮想ストレージ

はい仮想ネットワーク

はい物理コンピューティング

はいはい物理ストレージ

はい物理ネットワーク

はいグループのサービスリク

エスト

はいはい承認者のサービスリクエ

スト

はい予算

はいリソースアカウンティン

グ

はいチャージバック

はいシステム管理者

Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
61

ユーザとグループの管理

ストレージ管理者



権限タスク

はいユーザとグループ

はい仮想アカウント

はいカタログ

はいvDC

はいコンピューティングポリ

シー

はいはいストレージポリシー

はい導入ポリシー

はいネットワークポリシー

はいサービス提供

はいリソース制限レポート

はいグループユーザ

はいCloudSenseレポート

はいCloudSenseアセスメント
レポート

はいはいオーケストレーション

はいはい検出

自動化モジュールを開く

CS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

エンドユーザのチャージ

バック
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権限タスク

リソースアカウンティン

グの書き込み

UCSDクラスタ

はいはいリソースグループ

はいはいタグライブラリ

はい導入可能性に関するアセス

メントの許可

ユーザ用ユーザロール情報の表示

システムの管理者は、カスタム定義されたユーザロールか、システムが提供するユーザロールを

ユーザに割り当てることができます。グループのすべてのユーザに対して最後の時点での情報を

見ることができます。

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [概要（Summary）]を選択します。
ステップ 2 [概要（Summary）]ページでユーザグループを選択します。

ステップ 3 [ユーザ（Users）]をクリックします。
このページから、選択したグループに属するユーザの詳細情報を表示できます。[アクセスレベル
（Access Level）]カラムには、ユーザが割り当てられているシステム定義のロール、またはカス
タム定義されたロールが表示されます。

オプションで、すべてのユーザ情報を表示するために [管理者（Administration）] > [ユーザとグ
ループ（User and Groups）] > [ユーザ（User）]を選択できます。

グループ管理者がこの情報を表示するには、[組織（Organizations）] > [ユーザ（User）]を選択し
ます。

ユーザの最近のログイン履歴の確認

システムの管理者は、すべてのユーザのログイン履歴を確認できます。システムは、すべてのロ

グイン試行に関する次の情報を記録します。

•ログイン名：ログインしているユーザのユーザ名。
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•リモートアドレス：ユーザがログインしたシステムまたはサーバの IPアドレス。

•クライアントの詳細：ブラウザ情報。

•クライアントタイプ：ユーザがブラウザにログインしたか、または REST APIにログインし
たかに関する情報。

•認証ステータス：ログイン操作が成功したか、または失敗したかに関する情報。

•コメント：認証の失敗の原因。

•アクセス日時：ユーザのログインアクティビティの日時。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [すべてのユーザログイン履歴（All Users Login

History）]をクリックします。
ステップ 3 画面に表示される情報を確認します。

ユーザのセッション制限の設定

ユーザインターフェイスのセッションおよびシステム上でユーザが開始できる REST API要求の
数を設定できます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [セッション管理（Session Management）]をク

リックします。

ステップ 3 [セッション管理（Session Management）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します

説明名前

ユーザごとにサポートされる同時GUIセッショ
ンの最大数。1～ 128の範囲内の数を入力して
ください。

デフォルト値は 16です。

[ユーザあたりのセッションの最大数（Maximum
Sessions Per User）]フィールド

ユーザごとにサポートされる同時 REST API要
求の最大数。1～ 256の範囲内の数を入力して
ください。

デフォルト値は 128です。

[ユーザあたりの同時 REST API要求の最大数
（Maximum Concurrent REST API Requests Per
User）]フィールド

    Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
64

ユーザとグループの管理

ユーザのセッション制限の設定



ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

ユーザがこの画面で指定した制限値を超えるGUIセッションまたはRESTAPI要求を開始すると、
[システムメッセージ（SystemMessages）]画面にエラーメッセージが表示されます。このシナリ
オでは、ユーザが自分のセッションやAPI要求をクリアするか、または管理者がシェルユーティ
リティを使用してユーザのセッションや要求をクリアします。詳細については、『Cisco UCS
Director Shell Guide, Release 6.5』を参照してください。

ユーザアカウントステータスの管理
CiscoUCSDirectorには、システム内のユーザを有効または無効にする機能があります。ユーザレ
コードを無効にすると、ユーザはシステムにログインできず、APIを使用することもできません。
さらに、無効化されたユーザレコードは、VMやポートグループの割り当てなどのアクションの
実行中に表示される、どの [ユーザ（User）]フィールドにも表示されません。ただし全システム
ユーザのレコードは、有効無効にかかわらず、[ユーザ（Users）]タブに表示されます。このタブ
の [ステータス（Status）]カラムは、ユーザアカウントステータスが [無効化（Disabled）]また
は [有効化（Enabled）]の場合に表示されます。

次のいずれかの方法でユーザを無効にできます。

•アカウントの作成時に、ユーザを無効にする日付を設定できます。詳細については、ユーザ
の追加, （34ページ）を参照してください。

• [ユーザ（Users）]ページでユーザを無効にします。詳細については、CiscoUCSDirectorユー
ザアカウントの無効化, （66ページ）を参照してください。

• MSP組織または顧客組織のすべてのユーザを無効にします。詳細については、グループ内の
ユーザアカウントを無効にする, （67ページ）を参照してください。

ユーザアカウントを無効にしても、後でアカウント再有効にできます。（注）

ユーザのリソースの割り当て解除

Cisco UCS Directorでは、ユーザに割り当てられたリソースを解除できます。
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システムでユーザアカウントを無効にする前に、ユーザへのリソース割り当てを解除できま

す。

（注）

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 レポートからユーザを選択し、[表示（View）]をクリックします。
ステップ 4 [ユーザの詳細（User Details）]画面で、ユーザの割り当てを解除するリソースを選択します。

複数のリソースを選択できます。

ステップ 5 [Unassign（割り当て解除）]をクリックします。
ステップ 6 [リソースの割り当て解除（Unassign Resource）]画面で、[割り当て解除（Unassign）]をクリック

します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

次の作業

このリソースは、システム内の別のユーザに割り当てることができます。

Cisco UCS Directorユーザアカウントの無効化
Cisco UCS Directorで特定のユーザアカウントを無効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 2 [ユーザ（Users）]タブをクリックします。
ステップ 3 テーブルからユーザアカウントを選択します。

複数のユーザを選択できます。

ステップ 4 ツールバーで、[無効化（Disable）]を選択します。
ステップ 5 [ユーザの無効化（Disable User）]ダイアログボックスで、[無効化（Disable）]をクリックしま

す。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
ユーザのアカウントが、グラフィカルユーザインターフェイスまたはAPIを通じたシステムにロ
グインしている場合、そのユーザセッションを無効化したただちに終了するものとします。無効

化されたユーザはアプリケーションにログインできません。
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次の作業

ユーザアカウントは、後で有効にすることができます。有効にするには、[ユーザ（Users）]ペー
ジに戻り、そのユーザを選択して [有効化（Enable）]をクリックします。

グループ内のユーザアカウントを無効にする

MSP組織またはお客様の組織内のユーザアカウントを無効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 2 [MSP組織（MSPOrganizations）]タブまたは [顧客組織（CustomerOrganizations）]タブをクリック
します。

これらのタブの名前は目安にすぎません。[サービスプロバイダー機能（ServiceProvider Feature）]
を有効にしている場合は、第 1レベルと第 2レベルの組織の名前を指定する必要があります。指
定した名前は、インターフェイスのタブとして表示されます。

ステップ 3 テーブルからグループを選択します。

複数のグループを選択できます。

ステップ 4 [ユーザの無効化（Disable Users）]をクリックします。
ステップ 5 [ユーザの無効化（Disable Users）]ダイアログボックスで、[ユーザの無効化（Disable Users）]を

クリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

[MSP組織（MSP Organizations）]タブまたは [お客様の組織（Customer Organizations）]タブから
のグループ内のすべてのユーザアカウントを有効化するにはグループを選択し、[ユーザの有効化
（Enable Users）]をクリックします。

MSP 管理者ロール
マネージドサービスプロバイダー（MSP）の組織は、Cisco UCS Directorでの顧客グループのタ
イプです。これは、システム内において親組織と見なすことができます。このMSP組織内で、複
数のサブカテゴリまたは子組織をグループ化できます。たとえば、Cisco Systemsのような企業名
はMSP組織を表します。このMSP組織内で、人事、財務、運営などの複数の顧客グループを作
成できます。これらのグループはMSP組織内の顧客グループと見なされます。
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管理者は、Cisco UCS Directorの各MSPに必要です。この管理者はMSP管理者と呼ばれます。こ
の管理者は、MSP組織とMSP組織内のすべての顧客組織を管理します。

Cisco UCS Directorのグローバル管理者である場合の、MSP組織およびMSP管理者を作成するス
テップの推奨手順を以下に示します。

1 Cisco UCS Directorでサービスプロバイダー機能を有効にします。詳細については、サービス
プロバイダー機能の有効化, （157ページ）を参照してください。

2 MSP組織を作成します。詳細については、MSP組織の作成, （70ページ）を参照してくださ
い。

3 MSP組織内で顧客グループを作成します。詳細については、顧客組織の作成, （72ページ）
を参照してください。

4 Cisco UCS DirectorでMSP管理者ロール権限を持つユーザアカウントを作成します。このユー
ザアカウントを作成するときに、このユーザが管理できるMSP組織を選択し、新しいMSP組
織を作成することもできます。特定のロールを持つユーザアカウントを作成する方法の詳細に

ついては、ユーザの追加, （34ページ）を参照してください。

ロールによって、ユーザが Cisco UCS Directorで確認できるメニューおよびタブが定義されま
す。通常、MSP管理者には次のメニューが必要です。

•組織

•ポリシー

• CloudSense

MSP組織およびMSP管理者ロールの作成に加えて、ロゴやアプリケーションラベルをカスタマ
イズしてこれらの組織をブランディングすることもできます。詳細については、顧客組織のブラ

ンディング, （109ページ）を参照してください。

Cisco UCS Directorは、グローバルレベル、MSP組織レベル、および顧客組織レベルでのブラ
ンディングをサポートしています。ただし、ユーザがどこまで詳細にブランディングを表示で

きるかは、特定のガイドラインによって制限されます。詳細については、顧客組織のブラン

ディング, （107ページ）を参照してください。

（注）

MSP管理者向けに、次の表に Cisco UCS Directorで実行できるタスクが記載されています。この
ガイドでの手順情報のセクションも表示されています。

ガイドの情報へのリンクタスク

顧客組織の作成, （72ページ）管理する顧客組織の作成

顧客組織のブランディング, （109ページ）顧客組織への特定のブランディングの適用

ポリシーの管理, （209ページ）VMをプロビジョニングするためのポリシーの
作成と管理
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ガイドの情報へのリンクタスク

CloudSense分析の管理, （479ページ）Cloudsense分析を使用したレポートを生成

グループの管理

ユーザグループの作成

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザとグループ（Users and Groups）]をク

リックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [グループの追加（Add Group）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明フィールド名

グループまたは顧客組織の名前。

次のような特殊文字を使用できます。( ).& - _ `~ $% ^ {}! '@

[名前（Name）]フィール
ド

グループまたは顧客組織の説明（必要な場合）。[説明（Description）]
フィールド

グループの短い名前またはコード名。この名前は、VMとホスト名
テンプレートで使用されます。

[コード（Code）]フィール
ド

（任意）コストセンターの名前または番号（必要な場合）。この名

前または番号は、グループが関連付けられているコストセンターを

表します。この名前は、VMwareシステムポリシーVMの命名規則
で使用できます。

命名規則にコストセンターを使用する方法の詳細については、ポリ

シーの管理, （209ページ）を参照してください。

[コストセンター（Cost
Center）]フィールド

この電子メールは、必要に応じてサービスリクエストおよびリクエ

スト承認のステータスをグループ所有者に通知する目的で使用され

ます。

[連絡先の電子メール
（Contact Email）]フィー
ルド

連絡先の名。[名（First Name）]フィー
ルド
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説明フィールド名

連絡先の姓。[姓（Last Name）]フィー
ルド

連絡先の電話番号。[電話（Phone）]フィール
ド

連絡先の住所。[住所（Address）]フィール
ド

このグループのユーザのグループ共有ポリシーを選択します。

このドロップダウンリストにデータが取り込まれるのは、グループ

共有ポリシーを作成した場合だけです。

このポリシーの作成の詳細については、グループ共有ポリシーの作

成, （224ページ）を参照してください。

[グループ共有ポリシー
（Group Share Policy）]ド
ロップダウンリスト

オンにすると、このグループのユーザは、そのユーザに割り当てら

れたリソースを持つことができ、これらのリソースを所有できます。

また、これらのユーザは、グループに属するリソースを確認できま

す。ただし、ユーザ間でリソースを共有することはできません。

[ユーザへのリソース割り
当てを許可（Allow
Resource Assignment To
Users）]チェックボックス

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

次の作業

さらにグループを追加する場合は、この手順を繰り返します。追加するグループごとに、リソー

ス制限を編集し、タグを管理し、ロゴおよびアプリケーションラベルをカスタマイズすることが

できます。

MSP 組織の作成

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [MSP顧客組織（MSP Organizations）]をクリックします。

これらのタブの名前は目安にすぎません。[サービスプロバイダー機能（ServiceProvider Feature）]
を有効にしている場合は、第 1レベルと第 2レベルの組織の名前を指定する必要があります。指
定した名前は、インターフェイスのタブとして表示されます。
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ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [MSP組織の追加（Add MSP Organizations）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します

説明フィールド名

MSP組織の名前。

次のような特殊文字を使用できます。( ).& - _ `~ $% ^ {}! '

[名前（Name）]フィール
ド

MSP組織の説明（必要な場合）。[説明（Description）]
フィールド

グループの短い名前またはコード名。この名前は、VMとホスト名
テンプレートで使用されます。

[コード（Code）]フィール
ド

コストセンターの名前または番号（必要な場合）。この名前または

番号は、グループが関連付けられているコストセンターを表しま

す。この名前は、VMwareシステムポリシーVMの命名規則で使用
できます。

命名規則にコストセンターを使用する方法の詳細については、ポリ

シーの管理, （209ページ）を参照してください。

[コストセンター（Cost
Center）]フィールド

この電子メールは、必要に応じてサービスリクエストおよびリクエ

スト承認のステータスをMSP管理者に通知する目的で使用されま
す。

[連絡先の電子メール
（Contact Email）]フィー
ルド

連絡先の名。[名（First Name）]フィー
ルド

連絡先の姓。[姓（Last Name）]フィー
ルド

連絡先の電話番号。[電話（Phone）]フィール
ド

連絡先の住所。[住所（Address）]フィール
ド

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

次の作業

作成するMSP組織ごとに、リソース制限を編集し、タグを管理し、ロゴおよびアプリケーション
ラベルをカスタマイズできます。各MSP組織内でお客様の組織を作成できます。
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顧客組織の作成

MSP組織内で顧客組織を作成するには、この手順に従います。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [顧客組織（Customer Organizations）]をクリックします。

このタブ名は目安にすぎません。[サービスプロバイダー機能（Service Provider Feature）]を有効
にしている場合は、第 1レベルと第 2レベルの組織の名前を指定する必要があります。これらの
名前は、インターフェイスのタブとして表示されます。[サービスプロバイダー機能（Service
Provider Feature）]を無効にしている場合は、[顧客組織（Customer Organizations）]タブのみが表
示されます。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [グループの追加（Add Group）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します。

説明フィールド名

グループまたは顧客組織の名前。

次のような特殊文字を使用できます。( ).& - _ `~ $% ^ {}! '

[名前（Name）]フィール
ド

グループまたはお客様の組織の説明（必要な場合）。[説明（Description）]
フィールド

ドロップダウンリストからMSP組織名を選択します。

このリストには、現在管理できるすべてのグループが含まれていま

す。たとえば、システムのグローバル管理者である場合、このリス

トには管理対象のすべての組織が表示されます。ただし、MSP管理
者の場合、このリストには管理者権限がある組織が表示されます。

[MSPグループ名（MSP
Group Name）]フィールド

グループの短い名前またはコード名。この名前は、VMとホスト名
テンプレートで使用されます。

[コード（Code）]フィール
ド

（任意）コストセンターの名前または番号（必要な場合）。この名

前または番号は、グループが関連付けられているコストセンターを

表します。この名前は、VMwareシステムポリシーVMの命名規則
で使用できます。

命名規則にコストセンターを使用する方法の詳細については、ポリ

シーの管理, （209ページ）を参照してください。

[コストセンター（Cost
Center）]フィールド

この電子メールは、必要に応じてサービスリクエストおよびリクエ

スト承認のステータスをグループ所有者に通知する目的で使用され

ます。

[連絡先の電子メール
（Contact Email）]フィー
ルド
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説明フィールド名

連絡先の名。[名（First Name）]フィー
ルド

連絡先の姓。[姓（Last Name）]フィー
ルド

連絡先の電話番号。[電話（Phone）]フィール
ド

連絡先の住所。[住所（Address）]フィール
ド

このグループのユーザのグループ共有ポリシーを選択します。

このドロップダウンリストにデータが取り込まれるのは、グループ

共有ポリシーを作成した場合だけです。このポリシーの作成の詳細

については、グループ共有ポリシーの作成,（224ページ）を参照し
てください。

[グループ共有ポリシー
（Group Share Policy）]ド
ロップダウンリスト

オンにすると、このグループのユーザは、そのユーザに割り当てら

れたリソースを持つことができ、これらのリソースを所有できます。

また、これらのユーザは、グループに属するリソースを確認できま

す。ただし、ユーザ間でリソースを共有することはできません。

[ユーザへのリソース割り
当てを許可（Allow
Resource Assignment To
Users）]チェックボックス

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

次の作業

さらにお客様の組織を追加する場合は、この手順を繰り返します。追加するお客様の組織ごとに、

リソース制限を編集したり、タグを管理したり、ロゴおよびアプリケーションラベルをカスタマ

イズしたりすることができます。

パスワードポリシー

パスワードポリシーはすべてのユーザに適用され、すべてのユーザタイプに関して、ユーザを追

加するか、パスワードを変更する際に適用されます。このポリシーによって、次のパスワード制

限が適用されます。

•パスワードの長さ

•パスワードをユーザ名と同じにすることができるかどうか

•現在のパスワードを新規パスワードとして設定できるかどうか
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•特定の正規表現はパスワードでは許可されていないかどうか

パスワードポリシーの作成

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [パスワードポリシー（Password Policy）]をク

リックします。

ステップ 3 [パスワードポリシー（Password Policy）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します

説明名前

パスワードの最小文字数を選択します。

パスワードの最小長は 4文字未満に
することはできません。

（注）

[パスワードの最小長（Minimum Password
Length）]ドロップダウンリスト

パスワードの最大文字数を選択します。

パスワードの最大長は 127文字まで
です。

（注）

[パスワードの最大長（Maximum Password
Length）]ドロップダウンリスト

大文字、小文字、数字、特殊文字などの文字ク

ラスの最小数を選択します。

[文字クラスの最小数（Minimum Character
Classes）]ドロップダウンリスト

ログイン IDと同じパスワードの使用を禁止す
るには、チェックボックスをオンにします。

[パスワードでのログイン名の使用を許可しない
（Disallow Login in Password）]チェックボック
ス

新しいパスワードとして以前のパスワードの使

用を禁止するには、このチェックボックスをオ

ンにします。

[前のパスワードを許可しない（DisallowPrevious
Password）] チェックボックス

システムに保存する必要がある以前のパスワー

ドの数を選択します。

[以前のパスワードカウント（PreviousPasswords
Counts）]ドロップダウンリスト

パスワードでの使用を禁止する正規表現（1行
に 1つずつ）。たとえば、「.*abc.*」と指定し
た場合は、パスワードに「abc」という文字列
を含めることができなくなります。

[正規表現と一致するパスワードを許可しない
（Disallow Passwords that match regular
expression）]フィールド

パスワードがアクティブな状態を保つ日数を指

定します。デフォルトでは、このフィールドの

値は 180に設定されています。

[パスワードの有効期限（日数）（Password
expiry (in days)）]フィールド
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説明名前

警告メッセージをユーザに送信するパスワード

の有効期限までの日数を指定します。

[パスワードの有効期限を日数で警告（Warn
Password expiry (in Days)）]ドロップダウンリ
スト

パスワードの有効期限が切れてから、ユーザが

システムへのログインにそのパスワードを使用

できる日数を指定します。

[パスワードの猶予期間（日数）（Grace Period
for Password (in Days)）]ドロップダウンリスト

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。

グループ予算ポリシー

チャージバック機能を使用して、リソースが計上されます。グループまたは顧客の組織ごとのリ

ソース使用に対して、エンティティを予算ポリシーに関連付けます。

グループまたは顧客の組織を予算の監視機能付きで設定して、グループまたは顧客の組織が、プ

ロビジョニングされた予算内で収まるようにすることも、予算を超過できるように設定すること

もできます。

グループ予算ポリシーの表示および編集

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザとグループ（Users and Groups）]をク

リックします。

ステップ 3 リストからグループを選択します。

ステップ 4 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンメニューで、[予算ポリシー（BudgetPolicy）]
をクリックします。

ステップ 5 [予算ポリシー（Budget Policy）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します

説明名前

このグループの予算の使用状況をモニタするに

は、このチェックボックスをオンにします。こ

のグループのすべての予算エントリを無視する

には、このチェックボックスをオフにします。

[予算の監視の有効化（Enable Budget Watch）]
チェックボックス
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説明名前

グループメンバーのプロビジョニング予算を超

えるには、チェックボックスをオンにします。

予算をすべて消化した場合に、新しい予算が追

加されるまですべてのリクエストを却下するに

は、チェックボックスをオフにします。

[予算超過を許容（Allow Over Budget）]チェッ
クボックス

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

リソース制限値

リソース使用率を管理するために、グループ、お客様の組織またはテナントのリソース制限値を

設定できます。次の制限値を指定できます。

•仮想リソース

•オペレーティングシステムリソース

•物理リソース

オペレーティングシステムリソースと物理リソースの制限に関する設定は、パブリッククラ

ウドではサポートされません。

（注）

サービスプロバイダーの有効時のリソース制限の注意事項

CiscoUCSDirectorで、サービスプロバイダー機能を有効にしている場合は、リソース制限値を設
定するときに次の事項に留意してください。

•親組織に設定された制限値によって、親組織内の顧客グループとコンテナに対し設定できる
制限値が決まります。

•特定の顧客グループにリソース制限値を追加していないが、そのグループ内のコンテナに対
し制限値を指定している場合は、親組織内の別の顧客グループに制限値を設定する前にリ

ソース制限値の合計を考慮する必要があります。

•すべての顧客グループとその中のコンテナに設定されたリソース制限値の合計が親組織に設
定されたリソース制限値を超えることはできません。

•特定の顧客グループにはリソース制限値を追加しないが、そのグループ内のコンテナに対し
リソース制限値を指定する場合は、親組織に制限値を設定する前にすべてのコンテナのリ

ソース制限値の合計を考慮する必要があります。

    Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
76

ユーザとグループの管理

リソース制限値



たとえば、親組織であるテナント 1に 3つの顧客グループグループ A、グループ Bおよびグルー
プCがあるとします。テナント 1に対しリソース制限値 10を設定した場合、テナント 1内のすべ
ての顧客グループに指定された累積のリソース制限値が10を超えてはなりません。累積のリソー
ス制限値には、顧客グループおよびコンテナに適用されるリソース制限値が含まれます。

グループAにはコンテナ C1と C2があり、リソース制限値 4がその顧客グループに割り当てられ
ています。グループ Bにはコンテナ C3と C4があり、それぞれのコンテナのリソース制限値は 2
です。この設定は、グループ Cとその中のすべてのコンテナに設定できるリソース制限値の最大
値は 2（テナント 1に対するリソース制限値からグループ A、グループ Bおよびコンテナ C1、
C2、C3および C4に対するリソース制限値の合計を引いた値）であることを意味しています。

サービスプロバイダーの無効時のリソース制限の注意事項

サービスプロバイダー機能を無効にしている場合は、親組織は 1つだけです。そのため、親組織
に対しリソース制限値を設定している場合は、すべての顧客グループに指定する制限値の合計が

親のリソース制限値を超えてはいけません。

たとえば、親組織内に 2つの顧客グループ、グループ Aとグループ Bがあるとします。そして、
親組織の制限値を 10に設定し、グループAの制限値を 5に設定したとします。この場合、グルー
プ Bに設定するリソース制限値は 5（親組織のリソース制限値からグループ Aのリソース制限値
を引いた値）を超えてはいけません。

リソース制限の表示

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [概要（Summary）]を選択します。
ステップ 2 [概要（Summary）]ページでユーザグループを選択します。

ステップ 3 [リソース制限（ResourceLimits）]をクリックして、選択したグループのリソースの現在の制限、
使用状況、保留中の SRの使用状況、およびステータスを表示します。

リソース制限の編集

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 組織または顧客グループのリソース制限を編集する場合は、[顧客組織（Customer Organization）]

または [MSP組織（MSP Organization）]を選択します。
これらのタブの名前は目安にすぎません。[サービスプロバイダー機能（Service Provider
Feature）] を有効にしている場合は、第 1レベルと第 2レベルの組織の名前を指定する必
要があります。指定した名前は、インターフェイスのタブとして表示されます。

重要
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ステップ 3 ユーザグループのリソース制限を編集するには、[ユーザグループ（User Groups）]を選択しま
す。

ステップ 4 グループをテーブルから選択し、[リソース制限の編集（Edit Resources Limits）]をクリックしま
す。[リソース制限（Resource Limit）]画面が表示されます。

ステップ 5 [リソース制限（Resource Limit）]画面で、[リソースの制限の有効化（Enable Resource Limits）]を
オンにし、次を含む必須フィールドに値を入力します。

説明フィールド名

選択したグループ名。[グループ（Group）]フィールド

リソース制限を有効にする場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。リソース制限を無

効にする場合は、このチェックボックスをオフ

にします。

チェックボックスをオンにすると、グループに

対するリソース制限を設定するためのオプショ

ンが示され、ゼロ以外のリソース制限がすべて

適用されます。

[リソースの制限の有効化（Enable Resource
Limits）]チェックボックス

アクティブな VMの最大数。[アクティブな VMの最大数（Maximum Active
VM Count）]フィールド

VMの合計数。[VMの最大合計数（MaximumTotalVMCount）]
フィールド

VDCの合計数。

VMのプロビジョニング時に、ユーザが指定す
る VDCの数がこのフィールドに指定した数を
超過すると、エラーメッセージが表示されま

す。

[VDCの最大合計数（Maximum Total VDC
Count）]フィールド

プロビジョニング済み vCPUの最大数。[プロビジョニング済みvCPUの制限（Provisioned
vCPUs Limit）]フィールド

プロビジョニング済みメモリの制限（GB）。[プロビジョニング済みメモリの制限(GB)
（Provisioned Memory (GB) Limit）]フィールド

プロビジョニング済みディスクの制限（GB）。[プロビジョニング済みディスクの制限(GB)
（Provisioned Disk (GB) Limit）]フィールド

予約済み CPUの制限（GHz）。[予約済みCPUの制限(GHz)（ReservedCPU(GHz)
Limit）]フィールド

    Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
78

ユーザとグループの管理

リソース制限値



説明フィールド名

予約済みメモリの制限（GB）。[予約済みメモリの制限(GB)（Reserved Memory
(GB) Limit）]フィールド

最大のスナップショット制限（GB）。[スナップショットの制限(GB)（Maximum
Snapshot (GB) Limit）]フィールド

グループの非アクティブなVMCPUまたはメモ
リデータをリソース制限の計算に含める場合

は、このチェックボックスをオンにします。非

アクティブな VM CPUまたはメモリデータを
リソース計算から除外するには、このチェック

ボックスをオフにします。

[非アクティブな VMのCPUとメモリのカウン
ト（Count CPU and Memory for Inactive VMs）]
チェックボックス

[OSリソース制限（OS Resource Limits）]
OSのリソース制限および物理リソースの制限の設定は、パブリッククラウドではサ
ポートされません。

（注）

CentOS（Community EnterpriseOperating System）
サーバの最大数。

[CentOS]フィールド

Windows 2003サーバの最大数。[Windows Server 2003]フィールド

Windows 2008サーバの最大数。[Windows Server 2008]フィールド

Windows 2012サーバの最大数。[Windows Server 2012]フィールド

Windows 7マシンの最大数。[Windows 7]フィールド

Windows XPマシンの最大数。[Windows XP]フィールド

Red Hatマシンの最大数。[Red Hat]フィールド

Ubuntuマシンの最大数。[Ubuntu]フィールド

FreeBSDマシンの最大数。[FreeBSD]フィールド

その他の Linux OSの最大数。[その他のLinux（Other Linux）]フィールド

その他の OSの最大数。[その他（Other）]フィールド

[物理リソース制限（Physical Resource Limits）]

vFilerの最大数。[vFilerの最大数（MaximumvFilerCount）]フィー
ルド
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説明フィールド名

ストレージの最大容量。[物理ストレージの最大容量(GB)（Maximum
Physical Storage Space (GB)）]フィールド

サーバの最大数。[物理サーバの最大数（Maximum Physical Server
Count）]フィールド

フルレングス物理サーバの最大数。

このフィールドに指定するサーバの数は [ハー
フ幅の物理サーバ最大数（Maximum Half Width
Physical ServerCount）]フィールドで指定され、
追加されたサーバの数が [最大物理サーバ数
（Maximum Physical Server Count）]フィールド
で指定されたサーバの数以下である必要があり

ます。

現在、このフィールドは Cisco UCSブ
レードサーバのみに適用できます。

重要

[フル幅の物理サーバの最大数（Maximum Full
Width Physical Server Count）]フィールド

ハーフ長物理サーバの最大数。

このフィールドに指定するサーバの数は [フル
幅の物理サーバの最大数（Maximum Full Width
Physical ServerCount）]フィールドで指定され、
追加されたサーバの数が [最大物理サーバ数
（Maximum Physical Server Count）]フィールド
で指定されたサーバの数以下である必要があり

ます。

現在、このフィールドは Cisco UCSブ
レードサーバのみに適用できます。

重要

[ハーフ幅の物理サーバ最大数（Maximum Half
Width Physical Server Count）]フィールド

サーバの最大メモリ容量。[物理サーバの最大メモリ(GB)（Maximum
Physical Server Memory (GB)）]フィールド

サーバ CPUの最大数。[物理サーバの最大CPU数（Maximum Physical
Server CPU Count）]フィールド

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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管理プロファイルの設定

管理者プロファイルの作成

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ユーザの追加（Add User）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します。

説明フィールド名

ユーザタイプに [システム管理（System
Admin）]を選択します。システム管理者には、
すべての権限が与えられています。

[ユーザタイプ（User Type）]ドロップダウン
リスト

ログイン名。デフォルトは [管理者（admin）]
です。

[ログイン名（Login Name）]フィールド

管理者アカウントのパスワード。[パスワード（Password）]フィールド

確認のために管理者アカウントのパスワードを

再入力します。

[パスワードの確認（ConfirmPassword）]フィー
ルド

管理者の電子メールアドレス。[ユーザの連絡先電子メール（User Contact
Email）]フィールド

管理者の名。[名（First Name）]フィールド

管理者の姓。[姓（Last Name）]フィールド

管理者の電話番号。[電話（Phone）]フィールド

管理者の住所。[住所（Address）]フィールド
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説明フィールド名

システムでユーザアカウントを無効にする日時

を設定する場合にオンにします。ユーザアカウ

ントが無効になると、ユーザはシステムにログ

インできなくなります。

この日付から 1週間前に、アカウントが無効に
なることを知らせる電子メールメッセージが

ユーザに送信されます。この自動メールメッ

セージは、PeriodicNotificationToUserTaskシステ
ムタスクによって生成され、送信されます。

指定された日時に、ユーザアカウントが自動的

に無効になります。ユーザが指定した日付にシ

ステムにログインすると、ログインセッション

は自動的に終了します。

[ユーザ無効化の日付を設定（Set user disable
date）]チェックボックス

このユーザのシステムの言語を個別に選択しま

す。デフォルトでは、原語は英語に設定されて

います。

このユーザがログインすると、ユーザインター

フェイスは、選択した言語で表示されます。こ

のロケールの選択は、このユーザにのみ適用さ

れます。

[ロケール（Locale）]ドロップダウンリスト

このユーザがシステムにログインする際にク

ラッシックインターフェイスを起動する場合に

オンにします。

[クラシックビューでログイン（Login with
Classic View）]チェックボックス

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

管理者プロファイルの編集

システムの管理者は、システム内の自分自身のプロファイルを編集できます。

手順

ステップ 1 画面の右上隅にあるログイン名にカーソルを合わせます。

ステップ 2 [プロファイルの編集（Edit My Profile）]を選択します。
アカウントの作成時に指定したすべての情報が表示されます。
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ステップ 3 [プロファイルの編集（Edit My Profile）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します

説明名前

ユーザインターフェイスの新しい言語を選択し

ます。

[言語（Language）]ドロップダウンリスト

現在のパスワードを入力します。[古いパスワード（Old Password）]フィールド

新しいパスワードを入力します。[新しいパスワード（New Password）]フィール
ド

新しいパスワードをもう一度入力します。[パスワードの確認（ConfirmPassword）]フィー
ルド

新しいプロファイルをデフォルトのプロファイ

ルとして選択します。

[アクセスプロファイル（Access Profiles）]

システムにログインした後に [ダッシュボード
（Dashboard）]画面を表示する場合に、この
チェックボックスをオンにします。

[ダッシュボードの有効化（EnableDashboard）]
チェックボックス

ステップ 4 [詳細設定を表示する（Show Advanced Settings）]をクリックし、次を含む必須フィールドに値を
入力します。

説明名前

[キー値のコピー（Copy Key Value）]オプショ
ン、または [キーの再生成（Regenerate Key）]
オプションを選択します。

[REST APIアクセスキー（REST API Access
Key）]フィールド

システムで開発者メニューを有効にする場合

に、このチェックボックスをオンにします。

この変更を有効にするには、システムを再起動

する必要があります。

[開発者メニューの有効化(（Enable Developer
Menu）]チェックボックス

以降のログイン時にクラッシックビューのユー

ザインターフェイスを起動する場合に、[クラ
シックビューでログイン（Login with Classic
View）]をオンにします。

以降のログインでクラッシックビュー

を起動するようにシステムを設定でき

るのは、リリース6.5のみです。クラッ
シックビューは、後続のリリースで削

除される予定です。

重要

[UI設定（UI Preference）]フィールド
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説明名前

システム上でブロードキャストする必要がある

メッセージを入力します。

[システムブロードキャストメッセージ（System
Broadcast Message）]フィールド

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 システムを再起動する。

システムの再起動が必要な変更はすべてインターフェイスで実行できます。

ブロードキャストメッセージの送信

システムの管理者は、現在CiscoUCSDirectorにログインしているすべてのユーザにブロードキャ
ストメッセージを送信できます。このメッセージを設定しているときに、このメッセージをタイ

マーを設定して送信するか、またはタイマーなしで送信するかを選択できます。

手順

ステップ 1 画面の右上隅にあるログイン名にカーソルを合わせます。

ステップ 2 [プロファイルの編集（Edit My Profile）]を選択します。
ステップ 3 [詳細設定を表示する（Show Advanced Settings）]を選択し、次を含む必須フィールドに値を入力

します。

説明名前

すべてのユーザへのブロードキャストとして送

信するメッセージを入力します。

[システムブロードキャストメッセージ（System
Broadcast Message）]フィールド

一定時間後にメッセージを自動的に消去する場

合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにしない場合は、

ユーザがメッセージを閉じる必要があります。

[メッセージを自動的に消去する（Dismiss
Message Automatically）]チェックボックス

メッセージをユーザに表示する必要がある分数

を選択します。この時間が経過すると、メッ

セージは自動的に閉じられます。

[表示時間（分）（Number of Minutes to
Display）]ドロップダウンリスト

ステップ 4 [送信（Send）]をクリックします。
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管理者パスワードの変更

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 アカウントのリストから、管理者のユーザアカウントを選択します。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンメニューから [パスワードの変更（Change
Password）]を選択します。

ステップ 5 [パスワードの変更（Change Password）]画面で、adminユーザの新しいパスワードを入力し、確
認します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

現在のオンラインユーザの表示

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 オンラインユーザのリストを表示するには、[現在のオンラインユーザ（Current Online Users）]

を選択します。各ユーザのユーザ名、IPアドレス、セッションの開始時刻、最終データアクセ
ス、およびクライアントの一覧を表示します。

ユーザアクセスプロファイルの管理

マルチロールアクセスプロファイル

1人のユーザを複数のロールに割り当てることができます。これは、1つのユーザアクセスプロ
ファイルとしてシステム内で反映されます。たとえば、あるユーザが、グループ管理者、および

全ポリシーの管理者としてCiscoUCSDirectorにログインしようとした場合、両方のタイプのアク
セスが適切であれば、いずれのログインも可能です。

アクセスプロファイルは、ユーザごとに表示できるリソースも定義します。リリース Cisco UCS
Director5.4では、シングルユーザへの複数のプロファイルのサポートが導入されました。バージョ
ン 5.4をインストールし、ユーザアカウントが複数のグループに関連付けられている場合、シス
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テムはユーザアカウント用に複数のプロファイルを作成します。ただし、以前のバージョンから

システムをバージョン 5.4にアップグレードし、[LDAPシンクタスク（LDAPSyncTask）]が実行
されていない場合、デフォルトでは、1つのプロファイルだけが、システムのユーザアカウント
用にリストされます。

LDAPユーザを Cisco UCS Directorに統合するときにユーザが複数のグループに属している場合、
システムにより各グループのプロファイルが作成されます。ただし、デフォルトでは、ドメイン

ユーザプロファイルが LDAPユーザに追加されます。

[プロファイルの管理（Manage Profiles）]機能を使用して、ユーザアクセスプロファイルに対
して追加、ログイン、編集、または削除を行うことができます。

（注）

ユーザアクセスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 リストからユーザを選択します。

ステップ 4 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンメニューで、[プロファイルの管理（Manage
Profiles）]をクリックします。

ステップ 5 [プロファイルの管理（Manage Profile）]画面で、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 6 [アクセスプロファイルへのエントリの追加（Add Entry to Access Profiles）]画面で、次を含む必
須フィールドに値を入力します。

説明フィールド名

プロファイル名。[名前（Name）]フィールド

プロファイルの説明です。[説明（Description）]フィールド

ユーザロールのタイプを選択します。[タイプ（Type）]ドロップダウンリスト

このユーザプロファイルを適用する組織を選択

します。

[顧客組織（Customer Organizations）]ドロップ
ダウンリスト

ユーザがアクセスできるか、属する他のグルー

プすべてのリソースを表示できるようにするに

は、このチェックボックスをオンにします。

[ユーザがアクセスを持つすべてのその他のグ
ループのリソースを表示（ShowResources From
All Other Groups the user has access）]チェック
ボックス
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説明フィールド名

[選択（Select）]をクリックして、ユーザプロ
ファイルを適用するグループを選択します。

ユーザは、選択されたグループに関連付けられ

たすべてのリソースにアクセスできます。

[共有グループ（Shared Groups）]フィールド

デフォルトのユーザアクセスプロファイルで

ある場合は、このチェックボックスをオンにし

ます。デフォルトでない場合は、このチェック

ボックスをオフにします。

[デフォルトプロファイル（Default Profile）]
チェックボックス

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

必要に応じて、追加のユーザプロファイルを作成します。

プロファイルへのログイン

システムのユーザとして、ユーザアカウントに対して複数のプロファイルがある場合、特定のプ

ロファイルを使用してシステムにログインできます。

手順

ステップ 1 [Cisco UCS Directorログイン（Cisco UCS Director login）]ダイアログボックスの [ユーザ名
（Username）]フィールドに、ユーザ名を「ユーザ名:アクセスプロファイル名」の形式で入力し
ます。

例：Alex: GrpAdmin

ステップ 2 [パスワード（Password）]フィールドにパスワードを入力します。
ステップ 3 [ログイン（Login）]をクリックします。

デフォルトのプロファイル

デフォルトプロファイルは、システムで作成した最初のプロファイルです。デフォルトプロファ

イルを別のプロファイルに変更できます。新しいデフォルトプロファイルを使用し、ユーザ名と

パスワードを入力してログインします。
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デフォルトプロファイルの変更

手順

ステップ 1 ユーザインターフェイスで、右上隅に表示されているユーザ名をクリックします。

ステップ 2 ドロップダウンメニューで、[Edit My Profile（プロファイルの編集）]をクリックします。
ステップ 3 [Edit My Profile（プロファイルの編集）]画面で、デフォルトのプロファイルとして設定するプロ

ファイルを選択します。

プロファイルは、追加または編集されている間、デフォルトとして設定できま

す。

（注）

認証および LDAP 統合
管理者は、システムのユーザアカウント用に認証メカニズムを指定できます。LDAPのフォール
バックを選択して、認証を設定できます。また、フォールバックを行わない VeriSign ID保護
（VID）認証を設定できます。

説明名前

認証は最初にローカルサーバ（Cisco UCS
Director）で実行されます。ローカルサーバに
ユーザレコードが見当たらない場合、認証プロ

セスを LDAPサーバにシフトします。

[ローカルが最初、LDAPにフォールバック
（Local First, fallback to LDAP）]

VIP認証サービス（2要素認証）が有効化され
ます。

[VeriSign ID保護（Verisign Identity Protection）]

認証の環境設定

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users andGroups）]ページで [認証設定（Authentication Preferences）]をクリッ

クします。

ステップ 3 [認証の環境設定（Authentication Preferences）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力しま
す。
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説明名前

認証の環境設定を選択します。

次のいずれかを選択できます。

• [ローカルが最初、LDAPにフォールバック
（Local First, fallback to LDAP）]

このオプションを選択する場合は、LDAP
サーバを設定する必要があります。詳細に

ついては、LDAPサーバの設定, （94ペー
ジ）を参照してください。

• [VeriSign ID保護（Verisign Identity
Protection）]

このオプションを選択した場合は、ステッ

プ 4に進みます。

[認証の環境設定（Authentication Preferences）]
ドロップダウンリスト

ステップ 4 [VeriSign ID保護（Verisign Identity Protection）]を選択した場合は、次の手順を実行します。
a) VIP証明書をアップロードするには、[参照（Browse）]をクリックします。
証明書を見つけて選択し、[アップロード（Upload）]をクリックします。

b) [パスワード（Password）]を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

LDAP 統合
LDAP統合を使用して、LDAPサーバのグループおよびユーザを Cisco UCS Directorと同期するこ
とができます。LDAP認証により、同期されたユーザをLDAPサーバで認証することができます。
LDAPユーザおよびグループは、自動または手動で同期できます。LDAPアカウントの追加中に、
LDAPアカウントが Cisco UCS Directorと自動的に同期される頻度を指定できます。オプションで
LDAPSyncTaskシステムタスクを使用して、LDAP同期を手動でトリガーすることもできます。

LDAPアカウントを設定し、同期プロセスが手動または自動で実行されると、最近追加したLDAP
情報がCiscoUCSDirectorに表示されます。この情報は、システムに追加されたすべての組織単位
（OU）、グループ、およびユーザの階層構造を表すツリービューに表示されます。この情報は、
[管理（Administration）] > [LDAP統合（LDAP Integration）]を選択して表示できます。左ペイン
の OUを展開すると、すべてのグループを内部に表示できます。左ペインでグループを選択した
場合、そのグループに関連付けられたユーザのリストを表示できます。OUが複数のサブOUを持
つ場合、右ペインの [組織（Organization）] タブをクリックすることで、詳細情報を表示できま
す。また、右ペインの [グループ（Groups）]および [ユーザ（Users）] タブには、選択した OU
内で同期されたユーザおよびグループがそれぞれ表示されます。
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システムタスクを実行する機能に加えて、CiscoUCSDirectorにはLDAPディレクトリとシステム
を同期するための追加オプションもあります。

• [LDAPユーザのクリーンアップ（Cleanup LDAP Users）]システムタスク：このシステムタ
スクは、システム内で同期されたユーザが LDAPディレクトリから削除されたかどうかを判
別します。LDAPディレクトリから削除されたユーザアカウントのレコードが存在する場
合、このシステムタスクの実行後に、これらのユーザアカウントはシステム内で無効とし

てマークされます。管理者は、これらの無効ユーザアカウントのリソース割り当てを解除で

きます。デフォルトでは、このタスクは有効状態になっています。システムの 2回目の再起
動後、このシステムタスクは無効状態に変わります。これは、スタンドアロンのセットアッ

プと複数のノードを使用したセットアップの両方に当てはまります。

複数のノードを使用したセットアップでは、サービスノードが構成されていても、このシス

テムタスクはプライマリノードでのみ実行されます。

グループ、またはドメインユーザのグループに属していないユーザは、[グループに属してい
ないユーザ（Users with No Group）]として LDAPに表示されます。これらのユーザは、Cisco
UCS Directorのドメインユーザのグループの下に追加されます。

異なる LDAPサーバアカウントでは同じ名前の LDAPユーザを追加できます。複数のユーザ
レコードを区別するために、ログインユーザ名の末尾にドメイン名が追加されます。たとえ

ば、abc@vxedomain.comなどです。このルールは、ユーザグループにも適用されます。

システムへのログイン用のユーザ名へのドメイン名の追加は、LDAPユーザにのみ適用されま
す。これはローカルユーザには適用されません。すべてのローカルユーザがユーザ名を使用

してシステムにログインできます。

単一のLDAPアカウントが追加され、ユーザがユーザ名のみを指定してログインすると、Cisco
UCSDirectorは最初にそのユーザがローカルユーザまたはLDAPユーザのどちらであるかを判
別します。ユーザがローカルユーザおよび外部 LDAPユーザの両方として識別された場合、
ログイン段階でユーザ名がローカルユーザ名に一致すると、そのローカルユーザがCiscoUCS
Directorに対して認証されます。あるいは、ユーザ名が外部ユーザの名前に一致すると、その
LDAPユーザが Cisco UCS Directorに対して認証されます。

重要

LDAP 統合の規則と制限事項

グループの同期規則

•選択した LDAPグループが Cisco UCS Directorにすでに存在しており、ソースのタイプが
[ローカル（Local）]の場合、そのグループは同期中に無視されます。

•選択した LDAPグループが Cisco UCS Directorにすでに存在しており、グループソースのタ
イプが [外部（External）] の場合、そのグループの説明および電子メール属性が Cisco UCS
Directorで更新されます。
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• LDAPサーバを追加する際には、ユーザフィルタとグループフィルタを指定できます。グ
ループフィルタを指定すると、指定したグループに属するすべてのユーザがシステムに追加

されます。さらに、次のような操作も行えます。

◦指定したグループにサブグループが含まれている場合には、グループ、サブグループ、
およびそれらのサブグループ内のユーザがシステムに追加されます（これが該当するの

は、手動で LDAPディレクトリを同期した場合のみです）。

◦ユーザが複数のグループの一部であり、グループフィルタとして指定されたグループに
他のグループが一致しない場合、それらの追加グループはシステムに追加されません。

•ユーザは複数の設定グループに属することができます。ただし、ユーザが属しているグルー
プリストで最初に表示されているグループは、ユーザのデフォルトのプライマリグループ

として設定されます。ユーザがどのグループにも属していない場合は、デフォルトのプライ

マリグループが [ドメインユーザ（Domain Users）]として設定されます。

ユーザが属するすべてのグループに関する情報は、LDAPSyncTaskシステム
タスクの実行後にのみ表示できます。

（注）

• LDAPグループを同期すると、グループ内のすべてのユーザが最初にシステムに追加されま
す。また、指定された LDAPグループ内のユーザが同じ OU内の（または異なる OU内の）
他のグループに関連付けられている場合には、それらのグループも取得され、システムに追

加されます。

• LDAP同期プロセスでは、指定された LDAPグループが取得されてシステムに追加されると
共に、ネストされたグループがあれば併せて追加されます。

•このリリースより前のリリースでは、ユーザは 1つのグループにのみ属していました。ユー
ザが属するその他のグループは、最新リリースにアップグレードし、[LDAPシンクタスク
（LDAPSyncTask）] システムタスクを実行した場合にのみ、[プロファイルの管理（Manage
Profiles）] ダイアログボックスに表示されます。これは、他のグループが、LDAPサーバの
設定時に指定したグループフィルタの条件に一致する場合のみ該当します。

ユーザの同期規則

•名前に特殊文字が含まれている LDAPユーザは Cisco UCS Directorに追加されます。

• LDAPサーバを追加する際には、ユーザフィルタとグループフィルタを指定できます。ユー
ザフィルタを指定すると、指定したフィルタに一致するすべてのユーザと、それらのユーザ

が属するグループが取得され、システムに追加されます。

• LDAPユーザには、複数のグループメンバーシップを設定できます。LDAPユーザがシステ
ムと同期された場合、この複数のグループメンバーシップ情報は保持されます。Cisco UCS
Directorには、すべてのユーザについてこの情報を表示するオプションがあります。詳細に
ついては、グループメンバーシップ情報の表示,（102ページ）を参照してください。また、
複数のアクセスプロファイルはユーザに対しても自動的に作成されます。
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この情報は、LDAPサーバを設定し、グループが取得されてシステムに追加さ
れたときに指定したフィルタに、グループが一致した場合にのみ表示されま

す。

（注）

• Cisco UCS Directorでは、システムに追加された各ユーザのユーザプリンシパル名（UPN）
が表示されるようになりました。これは、以前のリリースでシステムに追加されたユーザに

適用可能です。ユーザは、ログイン名またはユーザプリンシパル名を使用してシステムにロ

グインできます。プロファイル名とともにユーザプリンシパル名を使用してのログインはサ

ポートされていません。

•選択した LDAPユーザが Cisco UCS Directorにすでに存在しており、ソースのタイプが [外部
（External）]の場合、そのユーザは同期時に無視されます。ユーザの名前、説明、電子メー
ルおよびその他の属性が再度更新されることはありません。

•ユーザアカウントが 2つの異なるLDAPディレクトリで作成されている場合は、最初に同期
された LDAPディレクトリのユーザ詳細が表示されます。他の LDAPディレクトリのユーザ
詳細は表示されません。

•複数の LDAPディレクトリが同期された後、LDAP外部ユーザは、完全なドメイン名と共に
ユーザ名を指定して Cisco UCS Directorにログインする必要があります。たとえば、
vxedomain.com\usernameのように指定します。ただし、Cisco UCS Directorに追加されている
LDAPサーバディレクトリが 1つしかない場合には、この規則は適用されません。

LDAP同期プロセスの後に、ユーザが正しいグループに割り当てられていることを確認しま
す。

（注）

LDAP 統合の管理

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [LDAP統合（LDAP Integration）]を選択します。
ステップ 2 LDAP統合を管理するため、LDAPサーバを選択し、必要に応じて次のボタンをクリックします。
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説明名前

検索するドメインの識別名を選択できます。

LDAP同期処理が完了すると、選択した組織の
すべてのユーザとグループがCiscoUCSDirector
に取り込まれます。このアクションは、自動同

期プロセスであるとも見なされます。

LDAPサーバ同期をシステムタスク
として開始できます。詳細について

は、LDAP同期システムタスクの実
行, （99ページ）を参照してくださ
い。

（注）

[ベースDNの検索（Search BaseDN）]ボタン

表示されるダイアログボックスでは、LDAP
ユーザおよびグループを取得するための基本検

索条件または拡張検索条件を指定できます。

[LDAPの手動同期のリクエスト（RequestManual
LDAP Sync）]

ステップ 3 （任意） [LDAPの手動サーバ同期の要求（Request LDAP Manual Server Sync）]を選択した場合
は、次のフィールドに入力します。

説明名前

組織単位ごとの基本検索を可能にします。[基本検索（Basic Search）]チェックボックス

詳細検索を可能にします。[詳細検索（AdvancedSearch）]チェックボック
ス

いずれかの検索オプションを使用すると、検索条件に一致するユーザとグループが、すで

に Cisco UCS Directorに存在する場合は、検索結果の一部として表示されません。
重要

ステップ 4 基本検索の場合は、[選択（Select）]をクリックして検索ベースを指定します。
ステップ 5 検索ベース DNを選択し、[選択（Select）]をクリックして、ステップ 9に進みます。
ステップ 6 詳細検索の場合は、[詳細なフィルタオプション（AdvancedFilteringOptions）]ペインで、[ユーザ

フィルタ（User Filters）]と [グループフィルタ（Group Filters）]の属性名を追加または編集しま
す。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 8 [ユーザとグループの選択（Select Users and Groups）]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ユーザを同期する必要があるLDAPグループ。[LDAPグループ（LDAP Groups）]フィールド

同期する必要がある LDAPユーザ。[LDAPユーザ（LDAP Users）]フィールド
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ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックして、LDAPサーバを同期します。

LDAP サーバの設定

Cisco UCS Directorでは複数の LDAPサーバとアカウントを設定できます。LDAPアカウントを追
加するときに、次の項目を指定できます。

•検索ベース DNに含まれる組織単位（OU）。

• LDAPアカウントがシステムと自動的に同期される頻度。

•結果を絞り込み、グループおよびユーザにLDAPロールフィルタを指定する、グループフィ
ルタまたはユーザフィルタ。

LDAPサーバアカウントが追加されると直ちにこのアカウントのシステムタスクが自動的に作成
され、データ同期を即時に開始します。LDAPサーバアカウントのすべてのユーザとグループが
システムに追加されます。デフォルトでは、LDAPアカウントのすべてのユーザが自動的にサー
ビスエンドユーザプロファイルに割り当てられます。

はじめる前に

認証の次のように設定にしておく必要があります。

• [ローカルが最初、LDAPにフォールバック（Local First, fallback to LDAP）]

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [LDAP統合（LDAP Integration）]を選択します。
ステップ 2 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 3 [LDAPサーバ設定（LDAP Server Configuration）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力し

ます

説明名前

アカウント名。

この名前は一意である必要があります。

[アカウント名（Account Name）]フィールド

LDAPサーバのタイプ。次のいずれかを設定で
きます。

• OpenLDAP

• MSAD - Microsoft Active Directory

[サーバタイプ（Server Type）]フィールド

LDAPサーバの IPアドレスまたはホスト名。[サーバ（Server）]フィールド
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説明名前

LDAPサーバへのセキュアな接続をイネーブル
にします。

[SSLの有効化（Enable SSL）]チェックボック
ス

ポート番号。

SSLの場合は 636に、非セキュアモードの場合
は389に自動的に設定されます。

[ポート（Port）]フィールド

ドメイン名。

LDAPディレクトリのタイプとして [OpenLDAP]
を選択した場合は、このドメイン名が、ユーザ

名で指定されたドメインと一致している必要が

あります。

完全なドメイン名を指定する必要があ

ります。たとえば、vxedomain.comなど
です。

重要

[ドメイン名（Domain Name）]フィールド

ユーザ名。

ユーザ名は、次のいずれかの形式で指定できま

す。

• <username>@domain.com

•次の形式のユーザの識別名：

CN=PowerUser,CN=Users,DC=domain,DC=com

LDAPディレクトリのタイプとして [OpenLDAP]
を選択した場合は、ユーザ名を次の形式で指定

してください。

uid=users,ou=People,dc=ucsd,dc=com

ここに指定する ouは、ディレクトリ階層でそ
の他のすべてのユーザが配置される場所です。

[ユーザ名（User Name）]フィールド

ユーザのパスワード。[パスワード（Password）]フィールド

LDAPサーバが同期される頻度（時間）を選択
します。この属性の種類は次のとおりです。

• 1

• 4

• 12

• 24

[同期頻度（Synchronization Frequency）]ドロッ
プダウンリスト
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ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 5 [LDAP検索ベース（LDAPSearchBase）]ペインで [選択（Select）]をクリックし、LDAP検索ベー

スのエントリを指定して、[選択（Select）]をクリックします。
このリストには、Cisco UCS Directorで利用できるすべての組織単位（OU）が表示されます。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 [ユーザとグループのフィルタの設定（Configure User and Group Filters）]ペインで、次のフィール

ドに入力します。

説明名前

[+]記号をクリックして、システムと同期する
必要がある特定のユーザを選択します。

選択したユーザが属するグループがすべて取得

され、システムに追加されます。

[ユーザフィルタ（User Filters）]

[+]記号をクリックして、システムと同期する
必要があるグループを選択します。

選択したグループフィルタに属するユーザがす

べて取得され、システムに追加されます。ただ

し、選択したグループのユーザが他のグループ

にも属している場合は、ここで選択されていな

い限り、それらのグループは取得されず、シス

テムへの追加もされません。

[グループフィルタ（Group Filters）]

[グループフィルタへのエントリの追加（Add Entry to Group Filters）]ダイアログボックス

[グループ名（Group Name）]または [ユーザ名
（User Name）]を選択します。

[属性名（Attribute Name）]ドロップダウンリ
スト

グループおよびユーザを取得する際に適用する

フィルタを選択します。この属性の種類は次の

とおりです。

• [等しい（Equals to）]

• [次で始まる（Starts with）]

[演算子（Operator）]ドロップダウンリスト

検索に含めるキーワードまたは値を指定しま

す。

[属性値（Attribute Value）]フィールド

フィルタに基づいて、グループまたはユーザが取得されます。

    Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
96

ユーザとグループの管理

認証および LDAP 統合



ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 9 [LDAPユーザロールフィルタ（LDAP User Role Filter）]ペインで、[+]記号をクリックして、ユー

ザロールフィルタを追加します。

ステップ 10 [ユーザロールフィルタへのエントリの追加（Add Entry to User Role Filters）]ダイアログボックス
で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

属性の名前。これには、グループ名を指定でき

ます。

[属性名（Attribute Name）]フィールド

次のいずれかを設定できます。

• [次の値と等しい（Equal to）]

• [次で始まる（Starts with）]

[演算子（Operator）]ドロップダウンリスト

このフィールドで値を指定します

[演算子（Operator）]フィールドと [属性値
（Attribute Value）]フィールドの値に一致する
すべてのユーザが、[ユーザロールのマップ
（Map User Role）]ドロップダウンリストで選
択するユーザロールに割り当てられます。

[属性値（Attribute Value）]フィールド

ユーザのマップ先とするユーザロールを選択し

ます。デフォルトで利用可能なロールを選択で

き、またはシステムで作成したロールを選択で

きます。

次のロールはCiscoUCSDirector内でデフォルト
で使用可能なロールです。

•すべてのポリシー管理者

•請求管理者

•コンピューティング管理者

•サービスエンドユーザ

•グループ管理者

• IS管理者

•ネットワーク管理者

•オペレータ管理者

•ストレージ管理者

•システム管理者

[ユーザロールのマップ（Map User Role）]ド
ロップダウンリスト
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ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 12 [OK]をクリックします。

ユーザロールフィルタが [ユーザロールフィルタ（User Role Filters）]テーブルに追加されます。

複数のユーザロールフィルタが指定されている場合は、最初の行に指定されたフィル

タが処理されます。

[ログインユーザ（LoginUsers）]タブでユーザのユーザロールを手動で更新すると、そ
のユーザには、グループをマップしたユーザロールが適用されなくなります。

（注）

次の作業

LDAPに認証の環境設定を設定していない場合は、認証の環境設定を変更するように指示されま
す。認証の環境設定の変更に関する詳細については、認証の環境設定, （88ページ）を参照して
ください。

LDAP サーバの接続のテスト

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [LDAP統合（LDAP Integration）]を選択します。
ステップ 2 [LDAPインテグレーション（LDAP Integration）]タブで、テーブルから LDAPアカウント名を選

択します。

ステップ 3 [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。
ステップ 4 [LDAP接続のテスト（Test LDAP Connectivity）]画面で、[閉じる（Close）]をクリックします。

LDAP サーバのサマリー情報の表示

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [LDAP統合（LDAP Integration）]を選択します。
ステップ 2 [LDAPインテグレーション（LDAP Integration）]タブで、テーブルから LDAPアカウント名を選

択します。

ステップ 3 [表示（View）]ボタンをクリックします。
[LDAPアカウント情報の表示（View LDAP Account Information）]画面に、LDAPアカウントのサ
マリー情報が表示されます。

ステップ 4 [閉じる（Close）]をクリックします。
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LDAP 検索ベースDN エントリの追加

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [LDAP統合（LDAP Integration）]を選択します。
ステップ 2 [LDAPインテグレーション（LDAP Integration）]タブで、テーブルから LDAPアカウント名を選

択します。

ステップ 3 [ベースDNの検索（Search BaseDN）]をクリックします。
ステップ 4 [LDAP検索ベース（LDAP Search Base）]画面で、[選択（Select）]をクリックして検索エントリ

を選択します。

ステップ 5 [選択（Select）]をクリックします。
ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

LDAP 同期システムタスクの実行

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [システムタスク（System Tasks）]をクリックします。

ステップ 3 [フィルタ（Filter）]フィールドに LDAPと入力します。
ステップ 4 [システムのタスク（System Tasks）]表から [LDAPSyncTask]を選択します。

ステップ 5 [今すぐ実行（Run Now）]をクリックします。
ステップ 6 （任意） [タスクの管理（ManageTask）]をクリックして、同期処理を有効または無効にします。

次の作業

同期プロセスの結果がCisco UCSDirectorに表示されます。[LDAP統合（LDAP Integration）]ペイ
ンで LDAPアカウントを選択し、[結果（Results）]をクリックすると、同期プロセスの概要が表
示されます。

LDAP サーバの詳細の変更

設定済みの LDAPサーバに対し変更できるのは次の詳細情報のみです。

•ポート番号と SSL設定

•ユーザ名とパスワード
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•同期頻度

•検索ベース DNの選択内容

•マッピングされたユーザロールとグループ

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [LDAP統合（LDAP Integration）]を選択します。
ステップ 2 [LDAPインテグレーション（LDAP Integration）]タブで、テーブルから LDAPアカウント名を選

択します。

ステップ 3 [変更（Modify）]をクリックします。
ステップ 4 [LDAPサーバ設定の変更（Modify LDAP Server Configuration）]画面で、次を含む必須フィールド

に値を入力します

説明名前

LDAPサーバへのセキュアな接続をイネーブル
にします。

[SSLの有効化（Enable SSL）]チェックボック
ス

ポート番号。

SSLの場合は 636に、非セキュアモードの場合
は389に自動的に設定されます。

[ポート（Port）]フィールド

ユーザ名。

LDAPディレクトリのタイプとして [OpenLDAP]
を選択した場合は、ユーザ名を次の形式で指定

してください。

uid=users,ou=People,dc=ucsd,dc=com

ここに指定する ouは、ディレクトリ階層でそ
の他のすべてのユーザが配置される場所です。

[ユーザ名（User Name）]フィールド

ユーザのパスワード。[パスワード（Password）]フィールド

LDAPサーバがシステムデータベースと同期さ
れる頻度（時間単位）を選択します。次のいず

れかを設定できます。

• 1

• 4

• 12

• 24

[同期頻度（Synchronization Frequency）]ドロッ
プダウンリスト

    Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
100

ユーザとグループの管理

認証および LDAP 統合



ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 6 [LDAP検索ベース（LDAPSearchBase）]ペインで [選択（Select）]をクリックし、LDAP検索ベー

スのエントリを指定して、[選択（Select）]をクリックします。
ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 8 [ユーザとグループのフィルタの設定（Configure User and Group Filters）]ペインで、次のフィール

ドに入力します。

説明名前

[+]記号をクリックして、システムと同期する
必要がある特定のユーザを選択します。

[ユーザフィルタ（User Filters）]

[+]記号をクリックして、システムと同期する
必要があるグループを選択します。

[グループフィルタ（Group Filters）]

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 10 [LDAPユーザロールフィルタ（LDAP User Role Filter）]ペインで、[+]記号をクリックして、ユー

ザロールフィルタを追加します。

ステップ 11 [ユーザロールフィルタへのエントリの追加（Add Entry to User Role Filters）]ダイアログボックス
で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

属性の名前。これには、グループ名を指定でき

ます。

[属性名（Attribute Name）]フィールド

次のいずれかを設定できます。

• [次の値と等しい（Equal to）]

• [次で始まる（Starts with）]

[演算子（Operator）]ドロップダウンリスト

このフィールドで値を指定します

[演算子（Operator）]フィールドと [属性値
（Attribute Value）]フィールドの値に一致する
すべてのユーザが、[ユーザロールのマップ
（Map User Role）]ドロップダウンリストで選
択するユーザロールに割り当てられます。

[属性値（Attribute Value）]フィールド
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説明名前

ユーザのマップ先とするユーザロールを選択し

ます。デフォルトで利用可能なロールを選択で

き、またはシステムで作成したロールを選択で

きます。

次のロールはCiscoUCSDirector内でデフォルト
で使用可能なロールです。

•すべてのポリシー管理者

•請求管理者

•コンピューティング管理者

•サービスエンドユーザ

•グループ管理者

• IS管理者

•ネットワーク管理者

•オペレータ管理者

•ストレージ管理者

•システム管理者

[ユーザロールのマップ（Map User Role）]ド
ロップダウンリスト

ステップ 12 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 13 [OK]をクリックします。

ユーザロールフィルタが [ユーザロールフィルタ（User Role Filters）]テーブルに追加されます。

複数のユーザロールフィルタが指定されている場合は、最初の行に指定されたフィル

タが処理されます。

（注）

グループメンバーシップ情報の表示

システム内のユーザは、複数のユーザグループに属することができます。ユーザがシステムに追

加されると、ユーザが属するすべてのグループもシステムに追加されます。ただし、最後にユー

ザが追加されたグループは、ユーザのデフォルトのプライマリグループとして設定されます。

ユーザがどのグループにも属していない場合は、デフォルトのプライマリグループが [ドメイン
ユーザ（DomainUsers）]として設定されます。[プロファイルの管理（ManageProfiles）]オプショ
ンを使用して、ユーザのグループメンバーシップを表示し変更することができますが、CiscoUCS
Directorでは特定のユーザが属しているすべてのグループのリストを表示する追加オプションもあ
ります。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 テーブルからユーザを選択します。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンメニューで、[グループメンバーシップ
（Group Membership）]をクリックします。
[MemberOf]画面に、ユーザが属するすべてのグループが表示されます。

ステップ 5 [閉じる（Close）]をクリックします。

LDAP サーバ情報の削除

LDAPサーバアカウントを削除すると、次の動作が開始されます。

• LDAPユーザに割り当てられていたリソースの割り当てが解除されます。

• LDAPユーザに割り当てられていた VMの割り当てが解除されます。

• LDAPグループに割り当てられていたリソースの割り当てが解除されます。

• LDAPグループに割り当てられていた VMの割り当てが解除されます。

• LDAPユーザに割り当てられていた VM共有ポリシーの割り当てが解除されます。

• LDAPユーザおよびグループに適用されていたタグがクリアされます。

•ユーザおよびグループが、データベースから直ちに削除されます。

• LDAPサーバの詳細は、ツリービューから削除されます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [LDAP統合（LDAP Integration）]を選択します。
ステップ 2 [LDAPインテグレーション（LDAP Integration）]タブで、テーブルから LDAPアカウント名を選

択します。

ステップ 3 [削除（Delete）]をクリックします。
ステップ 4 [LDAPアカウントの削除（Delete LDAP Account）]画面で、[削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。
これにより、Cisco UCS Director内の LDAPアカウントの削除が開始されます。LDAPアカウント
内のユーザ数およびグループ数によって、この削除プロセスが完了するまでに数分かかる場合が

あります。この間、LDAPアカウントがCiscoUCSDirectorに表示され続ける場合があります。[更
新（Refresh）]をクリックして、アカウントが削除されたことを確認します。
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シングルサインオン

Cisco UCS Directorは、SAML 2.0に基づくシングルサインオン（SSO）サービスを提供していま
す。SSOを有効にするには、OneLogin Identity Provider（IDP）上に Cisco UCS Directorをサービス
プロバイダー（SP）として登録する必要があります。SSOでは、ユーザは個々のシステムにログ
インしなくても、複数のシステムにシームレスにアクセスできます。SPと IDP間で SSOを設定
して有効にすると、ユーザは OneLoginポータルにログインすれば、再度ログインせずに Cisco
UCS Directorにアクセスできます。

シングルサインオンを有効にするには、次の手順を実行します。

1 OneLoginサイトでユーザアカウントを作成します。

2 OneLoginサイトで Cisco UCS Directorアプライアンスの詳細をマッピングします。

詳細については、次を参照してください。OneLoginサイトでのCisco UCSDirectorアプライア
ンスのマッピング, （104ページ）

3 OneLoginサイトでシングルサインオン証明書を生成します。

詳細については、OneLogin証明書の生成, （106ページ）を参照してください。

4 OneLoginサイトで作成したアカウントと同じ証明書を使用して、Cisco UCS Directorでユーザ
アカウントを作成します。ユーザアカウントは、OneLoginサイトにマッピングされた同じア
プライアンス上に作成する必要があります。

ユーザの追加の詳細については、ユーザの追加, （34ページ）を参照してください。

5 OneLoginサイトで照会したアプライアンスに証明書をアップロードして、シングルサインオ
ンを有効にします。

詳細については、シングルサインオンの有効化, （107ページ）を参照してください。

この手順を完了すると、OneLoginサイトに戻ってCiscoUCSDirectorをクリックしたときに、ユー
ザはこれ以降、ユーザ名とパスワード情報の入力を求められません。

OneLogin サイトでの Cisco UCS Directorアプライアンスのマッピング

シングルサインオンを有効にするには、まず Cisco UCS Directorを実行中のシステムをマッピン
グする必要があります。

はじめる前に

OneLoginアカウントを持っている必要があります。
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手順

ステップ 1 OneLoginサイトには、https://www.onelogin.comからアクセスします。
ステップ 2 アカウントの詳細を使用してサイトにログインします。

ステップ 3 メニューバーから、[アプリケーション（Apps）] > [アプリケーションの追加（Add Apps）]を選
択します。

ステップ 4 [アプリケーションの検索（Find Applications）]フィールドに、「SAML」と入力します。
ステップ 5 表示された検索結果で、[OneLogin SAMLテスト(IdP) SAML 2.0（OneLogin SAML Test (IdP) SAML

2.0）]を選択してダブルクリックします。
[情報（Info）]ペインが表示されます。

ステップ 6 [情報（Info）]ペインに、以下の情報を入力します。

説明フィールド

CiscoUCSDirectorを実行中のシステムの一意の
名前を入力します。

この名前は、OneLoginポータルのホームページ
に表示されます。このポータルでは、複数の

CiscoUCSDirectorアプライアンスを登録できま
す。システムを正確に識別できる名前を入力し

てください。

[表示名（Display Name）]フィールド

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 8 メニューバーから [設定（Configuration）]を選択し、次の情報を入力します。

説明フィールド

Cisco UCS Directorを実行中のシステムの URL
を入力します。

CiscoUCSDirectorのユーザインターフェ
イスにユーザがログインすると表示され

るURLを入力します。次の例のようにな
ります。
https://<ip_address>/app/cloudmgr/cloudmgr.jsp
例：
https://10.10.10.10/app/cloudmgr/cloudmgr.jsp

リリース 6.0以降では、URLは次のよう
になります。

https://<ip_address>/app/ux/index.html例：
https://10.10.10.10/app/ux/index.html

重要

[SAMLコンシューマURL（SAML Consumer
URL）]フィールド
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ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
このサイトのホームページでは、指定したサーバの詳細に対応するアイコンが作成されます。

OneLoginサイトで登録するアプライアンスごとに、ホームページにアイコンが表示されます。こ
のアイコンをクリックすると、CiscoUCSDirectorのユーザインターフェイスに自動的に移動しま
す。

次の作業

OneLogin証明書を生成し、Cisco UCS Directorアプライアンスで SSOを有効にします。

OneLogin 証明書の生成

はじめる前に

• OneLoginアカウントを持っている必要があります。

• Cisco UCS Directorアプリケーションは、OneLogin Webサイトに登録されている必要があり
ます。

手順

ステップ 1 OneLoginサイトには、https://www.onelogin.comからアクセスします。
ステップ 2 アカウントの詳細を使用してサイトにログインします。

ステップ 3 メニューバーで、[設定（Settings）] > [SAML]を選択します。
ステップ 4 [標準強度の証明書（2048ビット）（Standard Strength Certificate (2048-bit)）]を選択します。
ステップ 5 [ダウンロード（Download）]をクリックします。
ステップ 6 [OK]をクリックします。

onelogin.pemというファイルがシステムにダウンロードされます。

次の作業

この証明書を Cisco UCS Directorアプライアンスにアップロードする必要があります。

    Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
106

ユーザとグループの管理

認証および LDAP 統合

https://www.onelogin.com/signup


シングルサインオンの有効化

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [シングルサインオン（Single Sign-On）]をク

リックします。

ステップ 3 [シングルサインオンの有効化（Enable Single Sign-On）]をオンにします。
ステップ 4 [ファイル（File）]フィールドで、ファイルをドラッグアンドドロップするか、または [ファイル

の選択（Select a File）]をクリックして参照し、システムの OneLogin証明書ファイルを選択しま
す。

ワンログイン証明書ファイルは、「onelogin.pem」という名前でシステムに保存されます。

ステップ 5 [アップロード（Upload）]をクリックします。
ステップ 6 アップロードが完了したら、[送信（Submit）]をクリックします。

OneLoginサイトから Cisco UCS Directorを起動する場合は、システムへのログインが要求されま
せん。

顧客組織のブランディング
Cisco UCS Directorは、次のレベルでのポータルのブランディングとカスタマイズをサポートして
います。

•グローバルレベル：システムレベルでのブランディングは、グローバル管理者によって変
更できます。

• MSP組織レベルまたはテナントレベル：このレベルでのブランディングは、管理者または
MSP管理者によって変更できます。

•顧客組織レベル：顧客組織は通常MSP組織にグループ化されます。したがってMSP管理者
またはグローバル管理者がブランディングの詳細を変更できます。

MSP組織レベルでのブランディングサポートの導入では、ユーザ向けに表示されるブランディン
グの変更内容に適用される特定のルールがあります。適用される設定は、次によって異なります。

•ユーザロール：エンドユーザ、グループ管理者、またはMSP管理者が相当します。

•ユーザが属するお客様の組織とそれに対するブランディング設定。

• MSP組織のブランディング設定。

次の表に、Cisco UCS Directorでのブランディング動作の詳細を説明します。
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表 1：Cisco UCS Directorでのブランディング動作

エンドユーザグループ管理者MSP 管理者顧客組織レベルの

ブランディング設

定

MSP 組織レベルの
ブランディング設

定

このユーザが属す

る顧客組織レベル

で設定したブラン

ディングの詳細が

表示されます。

顧客組織レベルで

設定したブラン

ディングの詳細が

表示されます。

MSP組織レベルで
設定したブラン

ディングの詳細が

表示されます。

はいはい

このユーザが属す

る顧客組織レベル

で設定したブラン

ディングの詳細が

表示されます。

顧客組織レベルで

設定したブラン

ディングの詳細が

表示されます。

グローバルブラン

ディングの詳細が

表示されます。

はいいいえ

顧客組織が属する

MSP組織レベルで
設定したブラン

ディングの詳細が

表示されます。

この顧客組織が属

するMSP組織レ
ベルで設定したブ

ランディングの詳

細が表示されま

す。

MSP組織レベルで
設定したブラン

ディングの詳細が

表示されます。

いいえはい

グローバルブラン

ディングの詳細が

表示されます。

グローバルブラン

ディングの詳細が

表示されます。

グローバルブラン

ディングの詳細が

表示されます。

いいえいいえ

ユーザグループのブランディング

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザとグループ（Users and Groups）]をク

リックします。

ステップ 3 ブランディングするグループを選択します。

ステップ 4 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンメニューから [ブランディング（Branding）]
を選択します。

[グループブランディング（GroupBranding）]画面には、カスタマイズ可能なオプションが表示さ
れます。
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ステップ 5 ユーザインターフェイスの左上隅に表示されるイメージをカスタマイズするには、[ロゴイメー
ジ（Logo image）]をオンにします。
a) ロゴイメージファイルを参照して選択し、[アップロード（Upload）]をクリックします。

ロゴイメージの形式が JPG、PNG、または GIFであることを確認します。最適なイ
メージサイズは幅 200ピクセル、高さは 100ピクセルです。ダウンロード時間を短
縮するため、イメージサイズを小さくしておくことをお勧めします。

（注）

b) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 6 ユーザインターフェイスの上部に表示されるヘッダーラベルを指定する [アプリケーションラベ
ル（Application Labels）]をオンにします。
a) [ラベル 1（Label 1）]および [ラベル 2（Label 2）]フィールドに少なくとも 1つのアプリケー
ションのラベルを入力します。

ステップ 7 ユーザインターフェイスからログインした後、特定の URLにユーザをリダイレクトするための
[ログアウト時の URL転送（URL Forwarding on Logout）]をオンにします。
a) [URL]フィールドに、サーバの [URL]を入力します。

ステップ 8 ユーザインターフェイスの右上隅に表示されているリンクを指定するには、[カスタムリンク
（Custom Link）]をオンにします。
a) 少なくとも最初の 2つのフィールドに値を入力してください。

説明名前

カスタムリンク 1のラベル。[カスタムリンク 1のラベル（Custom Link 1
Label）]フィールド

カスタムリンク 1の URL。[カスタムリンク 1の URL（Custom Link 1
URL）]フィールド

カスタムリンク 2のラベル。[カスタムリンク 2のラベル（Custom Link 2
Label）]フィールド

カスタムリンク 2の URL。[カスタムリンク 2の URL（Custom Link 2
URL）]フィールド

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

顧客組織のブランディング
Cisco UCS Directorで顧客組織のロゴおよびアプリケーションラベルをカスタマイズできます。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [顧客組織（CustomerOrganizations）]タブまたは [MSP組織（MSPOrganizations）]タブを選択しま

す。

これらのタブの名前は目安にすぎません。[サービスプロバイダー機能（ServiceProvider Feature）]
を有効にしている場合は、第 1レベルと第 2レベルの組織の名前を指定する必要があります。指
定した名前は、インターフェイスのタブとして表示されます。[サービスプロバイダー機能（Service
Provider Feature）]を無効にしている場合は、[顧客組織（Customer Organizations）]タブのみが表
示されます。

ステップ 3 ブランディングする顧客組織を選択します。

ステップ 4 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンメニューから [ブランディング（Branding）]
を選択します。

[グループブランディング（GroupBranding）]画面には、カスタマイズするオプションが表示され
ます。

ステップ 5 ユーザインターフェイスの左上隅に表示されるイメージをカスタマイズするには、[ロゴイメー
ジ（Logo image）]をオンにします。
a) ロゴイメージファイルを参照して選択し、[アップロード（Upload）]をクリックします。

ロゴイメージの形式が JPG、PNG、または GIFであることを確認します。最適なイ
メージサイズは幅 200ピクセル、高さは 100ピクセルです。ダウンロード時間を短
縮するため、イメージサイズを小さくしておくことをお勧めします。

（注）

b) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 6 ユーザインターフェイスの上部に表示されるヘッダーラベルを指定する [アプリケーションラベ
ル（Application Labels）]をオンにします。
a) [ラベル 1（Label 1）]および [ラベル 2（Label 2）]フィールドに少なくとも 1つのアプリケー
ションのラベルを入力します。

ステップ 7 ユーザインターフェイスからログインした後、特定の URLにユーザをリダイレクトするための
[ログアウト時の URL転送（URL Forwarding on Logout）]をオンにします。
a) [URL]フィールドに、サーバの [URL]を入力します。

ステップ 8 ユーザインターフェイスの右上隅に表示されているリンクを指定するには、[カスタムリンク
（Custom Link）]をオンにします。
a) 少なくとも最初の 2つのフィールドに値を入力してください。

説明名前

カスタムリンク 1のラベル。[カスタムリンク 1のラベル（Custom Link 1
Label）]フィールド

カスタムリンク 1の URL。[カスタムリンク 1の URL（Custom Link 1
URL）]フィールド
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説明名前

カスタムリンク 2のラベル。[カスタムリンク 2のラベル（Custom Link 2
Label）]フィールド

カスタムリンク 2の URL。[カスタムリンク 2の URL（Custom Link 2
URL）]フィールド

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

ログインページのブランディング
ログインページは、ドメイン名に関連付けられているロゴを示すように設定できます。エンド

ユーザがそのドメインからログインすると、ログインページでそのカスタムロゴが表示されま

す。ロゴの最適なイメージのサイズは幅 890ピクセル、高さ 470ピクセルで、余白に 255ピクセ
ルが割り当てられています。シスコは、より高速なダウンロードを実現するために、イメージサ

イズを小さくすることを推奨しています。

グループまたは顧客組織のログインページは、最初にブランディングで設定される（有効に

される）必要があります。

（注）

カスタムドメインロゴの設定

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ログインページブランディング（Login Page

Branding）]をクリックします。
ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ドメインブランディング（Domain Branding）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力しま

す

説明名前

ブランディングするドメイン名。[ドメイン名（Domain Name）]フィールド
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説明名前

指定されたドメイン名からのログインページ

ブランディングを有効にするには、このチェッ

クボックスをオンにします。

[カスタムドメインロゴ（CustomDomainLogo）]
チェックボックス

アップロードするロゴファイル。ファイルをド

ラッグしてこのフィールドにドロップすること

も、[ファイルの選択（Select a File）]をクリッ
クして参照し、アップロードするファイルを選

択することもできます。

ロゴの最適なイメージサイズは、幅

890ピクセル、高さ470ピクセル、余
白 255ピクセルです。ダウンロード
時間を短縮するため、イメージサイ

ズを小さくしておくことをお勧めし

ます。

（注）

[ファイル（File）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 4 章

エンドユーザポータルの設定

• エンドユーザポータル, 113 ページ

• エンドユーザポータルを設定するタスクの概要, 114 ページ

• エンドユーザポータルのユーザアカウントの設定, 114 ページ

• エンドユーザポータルの権限の設定, 118 ページ

• エンドユーザポータルのユーザインターフェイスの設定, 131 ページ

エンドユーザポータル
エンドユーザポータルはセルフサービスポータルであり、ユーザに提供するサービスのカタロ

グが含まれています。エンドユーザが使用可能なサービスの 1つを要求すると、エンドユーザ
ポータルは、ユーザに対して設定されたサービスリクエストのワークフローを実行します。この

ワークフローには、セルフサービスプロビジョニングリクエストの承認、必要なコンピューティ

ング、ストレージ、ネットワークリソースの割り当て、さらには、セキュリティとパフォーマン

スの設定が含まれます。サービスがプロビジョニングされると、エンドユーザは、ランディング

ページのサマリーダッシュレットやサマリーレポート、さらにはエンドユーザポータルから利

用できるレポートを使用してサービスのステータスを追跡できます。

次に、エンドユーザがエンドユーザポータルで実行できるタスクを示します。

•仮想マシン（VM）、アプリケーション固有のインフラストラクチャ、およびベアメタルサー
バのプロビジョニング

•サービスリクエストの確認と管理

• OVFやその他の画像のアップロードと展開

•プロビジョニングされた仮想リソースと物理リソースのモニタとレポートの作成

•インフラストラクチャをプロビジョニングするためのサービスリクエストの承認
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エンドユーザポータルを設定するタスクの概要
管理者がエンドユーザポータルを設定するために実行する必要があるタスクを次に示します。

•ユーザグループの追加

•ユーザアカウントの追加

•特定のタスクのエンドユーザ権限の設定

•ポータルのユーザインターフェイスの設定

エンドユーザポータルのユーザアカウントの設定

ユーザグループの作成

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザとグループ（Users and Groups）]をク

リックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [グループの追加（Add Group）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明フィールド名

グループまたは顧客組織の名前。

次のような特殊文字を使用できます。( ).& - _ `~ $% ^ {}! '@

[名前（Name）]フィール
ド

グループまたは顧客組織の説明（必要な場合）。[説明（Description）]
フィールド

グループの短い名前またはコード名。この名前は、VMとホスト名
テンプレートで使用されます。

[コード（Code）]フィール
ド

（任意）コストセンターの名前または番号（必要な場合）。この名

前または番号は、グループが関連付けられているコストセンターを

表します。この名前は、VMwareシステムポリシーVMの命名規則
で使用できます。

命名規則にコストセンターを使用する方法の詳細については、ポリ

シーの管理, （209ページ）を参照してください。

[コストセンター（Cost
Center）]フィールド
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説明フィールド名

この電子メールは、必要に応じてサービスリクエストおよびリクエ

スト承認のステータスをグループ所有者に通知する目的で使用され

ます。

[連絡先の電子メール
（Contact Email）]フィー
ルド

連絡先の名。[名（First Name）]フィー
ルド

連絡先の姓。[姓（Last Name）]フィー
ルド

連絡先の電話番号。[電話（Phone）]フィール
ド

連絡先の住所。[住所（Address）]フィール
ド

このグループのユーザのグループ共有ポリシーを選択します。

このドロップダウンリストにデータが取り込まれるのは、グループ

共有ポリシーを作成した場合だけです。

このポリシーの作成の詳細については、グループ共有ポリシーの作

成, （224ページ）を参照してください。

[グループ共有ポリシー
（Group Share Policy）]ド
ロップダウンリスト

オンにすると、このグループのユーザは、そのユーザに割り当てら

れたリソースを持つことができ、これらのリソースを所有できます。

また、これらのユーザは、グループに属するリソースを確認できま

す。ただし、ユーザ間でリソースを共有することはできません。

[ユーザへのリソース割り
当てを許可（Allow
Resource Assignment To
Users）]チェックボックス

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

次の作業

さらにグループを追加する場合は、この手順を繰り返します。追加するグループごとに、リソー

ス制限を編集し、タグを管理し、ロゴおよびアプリケーションラベルをカスタマイズすることが

できます。

ユーザの追加

はじめる前に

グループにユーザを追加する前に、そのグループが作成されていることを確認してください。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ユーザの追加（Add User）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

説明フィールド名

ユーザのロールタイプを選択します。

このドロップダウンリストには、

Cisco UCS Directorで使用可能なすべ
てのユーザロールが表示されます。

デフォルトで使用可能なユーザロー

ルに加えて、追加のユーザロールを

作成できます。ユーザロールの作成

の詳細については、ユーザロールの

追加, （33ページ）を参照してくだ
さい。

（注）

[ユーザロール（UserRole）]ドロップダウンリ
スト

ユーザがアクセスできるグループを選択しま

す。すでに使用可能なグループを選択するか、

または新しいグループを追加できます。

このフィールドは、ユーザロールと

してサービスエンドユーザまたはグ

ループ管理者を選択している場合に

のみ表示されます。

（注）

[ユーザグループ（User Group）]ドロップダウ
ンリスト

ユーザが管理するMSP組織を選択します。

現在使用可能な組織を選択するか、または新し

い組織を追加できます。

このフィールドは、ユーザロールと

して [MSP管理者（MSP Admin）]を
選択している場合にのみ表示されま

す。

（注）

[MSP組織（MSP Organization）]ドロップダウ
ンリスト

ログイン名。

次のような特殊文字を使用できます。( ).& - _
`~ $% ^ {}! ' @

[ログイン名（Login Name）]フィールド
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説明フィールド名

パスワード。

ユーザに対して Lightweight Directory
Access Protocol（LDAP）認証を設定
している場合は、ローカルサーバで

はなく LDAPサーバでのみパスワー
ドが検証されます。

（注）

[パスワード（Password）]フィールド

確認のためにパスワードを再入力します。[パスワードの確認（ConfirmPassword）]フィー
ルド

電子メールアドレス。

電子メールアドレスは、サービスリ

クエストのステータスと承認につい

てグループ所有者に通知するために

必要です。

（注）

[ユーザの連絡先電子メール（User Contact
Email）]フィールド

名。[名（First Name）]フィールド

姓。[姓（Last Name）]フィールド

ユーザの電話番号です。[電話（Phone）]フィールド

ユーザのオフィス住所です。[住所（Address）]フィールド

システムでユーザアカウントを無効にする日時

を設定する場合にオンにします。ユーザアカウ

ントが無効になると、ユーザはシステムにログ

インできなくなります。

この日付から 1週間前に、アカウントが無効に
なることを知らせる電子メールメッセージが

ユーザに送信されます。この自動メールメッ

セージは、PeriodicNotificationToUserTaskシステ
ムタスクによって生成され、送信されます。

指定された日時に、ユーザアカウントが自動的

に無効になります。ユーザが指定した日付にシ

ステムにログインすると、ログインセッション

は自動的に終了します。

[ユーザ無効化の日付を設定（Set user disable
date）]チェックボックス
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説明フィールド名

このユーザのシステムの言語を個別に選択しま

す。デフォルトでは、原語は英語に設定されて

います。

このユーザがログインすると、ユーザインター

フェイスは、選択した言語で表示されます。こ

のロケールの選択は、このユーザにのみ適用さ

れます。

[ロケール（Locale）]ドロップダウンリスト

このユーザがシステムにログインしたときに、

クラシックビューユーザインターフェイスを

起動する場合にオンにします。

他のユーザ用にクラシックビューを起動するよ

うにシステムを設定する機能は、リリース 6.5
でのみ使用できます。クラシックビューは、続

くリリースでは削除されます。

[クラシックビューでログイン（Login with
Classic View）]チェックボックス

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

次の作業

ユーザが含まれている行をクリックし、[プロファイルの管理（Manage Profiles）]をクリックし
て、オプションでそのユーザに複数のロールを割り当てます。

エンドユーザポータルの権限の設定
エンドユーザポータルのユーザアカウントを作成したら、特定のタスクを実行するための権限

をこれらのアカウントに指定する必要があります。以降のセクションでは、エンドユーザがカタ

ログの管理や VMの管理などのタスクを実行するのに必要な権限について説明します。

承認に必要な権限

次の表に、利用可能な承認アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトサービスリクエストの詳細の表示

デフォルトサービスリクエストの承認

デフォルトサービスリクエストの拒否
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エンドユーザの権限タスク

デフォルトサービスリクエストのキャンセル

デフォルトサービスリクエストの再送信

デフォルトサービスリクエストのアーカイブ

デフォルトサービスリクエストへのメモの追加

デフォルトサービスリクエストのロールバック

カタログに必要な権限

次の表に、利用可能なカタログアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトカタログの詳細の表示

デフォルト標準のカタログ用サービスリクエストの作成

デフォルト詳細なカタログのサービスリクエストの作成

デフォルトサービスコンテナカタログのサービスリクエ

ストの作成

デフォルトベアメタルカタログのサービスリクエストの

作成

デフォルト導入可能性アセスメントの実行

追加の権限が必要標準カタログ項目の追加

追加の権限が必要詳細カタログ項目の追加

追加の権限が必要サービスコンテナのカタログ項目の追加

追加の権限が必要ベアメタルのカタログ項目の追加

追加の権限が必要カタログ項目の複製

追加の権限が必要カタログの編集

追加の権限が必要カタログの削除
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予算エントリに必要な権限

予算エントリに対してアクションを実行できます。アクションによっては、追加の権限が必要で

す。次の表に、利用可能な予算エントリ管理のアクションと必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要予算エントリの追加

追加の権限が必要
予算エントリの表示

物理リソース

CloudSense レポートに必要な権限
次の表に、利用可能なサ CloudSense管理アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトCloudSenseレポートの生成

追加の権限が必要CloudSenseレポートを開く

追加の権限が必要CloudSenseレポートの電子メール送信

追加の権限が必要CloudSenseレポートの削除

ラックサーバに必要な権限

次の表に、利用可能なラックサーバ管理アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要ラックサーバの電源のオン/オフの切り替え

追加の権限が必要ラックサーバのシャットダウン

追加の権限が必要ラックサーバのハードリセットの実行

追加の権限が必要ラックサーバの電源再投入
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エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要ラックサーバの KVMコンソールの起動

サーバに必要な権限

次の表に、利用可能なサーバ管理アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要サーバの電源のオン/オフの切り替え

追加の権限が必要サーバとサービスプロファイルの関連付け

追加の権限が必要サーバの関連付け解除

追加の権限が必要サーバの KVMコンソールの起動

サービスプロファイルに必要な権限

次の表に、利用可能なサービスプロファイル管理アクションおよび必要な権限のリストを示しま

す。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトサービスプロファイルの詳細の表示

追加の権限が必要サービスプロファイルとサーバの関連付け解除

追加の権限が必要インベントリコレクションのリクエスト

SnapMirrors に必要な権限
次の表に、利用可能な SnapMirrorアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトSnapMirrorの詳細の表示

ストレージ仮想マシンに必要な権限

次の表に、利用可能な SVM管理アクションおよび必要な権限のリストを示します。
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エンドユーザの権限タスク

デフォルトSVMの詳細の表示

vFiler に必要な権限
次の表に、利用可能な NetApp vFilerのアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトvFilerの詳細の表示

追加の権限が必要vFilerのセットアップ

追加の権限が必要vFilerでの CIFSのセットアップ

SVM イニシエータグループに必要な権限
次の表に、利用可能な SVMイニシエータグループアクションおよび必要な権限のリストを示し
ます。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要イニシエータグループの作成

追加の権限が必要SVMイニシエータグループの名前変更

追加の権限が必要SVMイニシエータグループへのポートセット
のバインド

追加の権限が必要SVMイニシエータグループからのポートセッ
トのバインド解除

SVM LUN に必要な権限
次の表に、利用可能な SVM LUNアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトSVM LUNの詳細の表示

追加の権限が必要SVM LUNの作成

追加の権限が必要SVM LUNのサイズ変更
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エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVM LUNの複製

追加の権限が必要SVM LUNのオフラインまたはオンラインの切
り替え

追加の権限が必要イニシエータグループへのSVMLUNのマッピ
ング

追加の権限が必要イニシエータグループからのSVMLUNのマッ
ピング解除

追加の権限が必要SVM LUN上のスペース予約の切り替え

SVM CIFS 共有に必要な権限
次の表に、利用可能な CIFS共有アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMでの CIFS共有の作成

追加の権限が必要SVMに対する CIFS共有アクセスの設定

SVM エクスポートポリシーに必要な権限
次の表に、利用可能な SVMエクスポートポリシーアクションおよび必要な権限のリストを示し
ます。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMのエクスポートポリシーの作成

SVM エクスポートルールに必要な権限
次の表に、利用可能な SVMエクスポートルールアクションおよび必要な権限のリストを示しま
す。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMエクスポートルールの作成
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SVM イニシエータに必要な権限
次の表に、利用可能な SVMイニシエータアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMイニシエータの作成

SVM ポートセットに必要な権限
次の表に、利用可能な SVMポートセットアクションと必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMポートセットの作成

追加の権限が必要SVMポートセットの破棄

追加の権限が必要SVMポートセットへのポートの追加

追加の権限が必要SVMポートセットからのポートの削除

SVM SIS ポリシーに必要な権限
次の表に、利用可能な SVM SISポリシーのアクションと必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMの SISポリシーの作成

SVM スナップショットポリシーに必要な権限
次の表に、利用可能な SVMスナップショットポリシーアクションおよび必要な権限のリストを
示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトSVMスナップショットポリシーの詳細の表示

追加の権限が必要SVMでのスナップショットポリシーの作成

追加の権限が必要SVMのスナップショットポリシーの有効化お
よび無効化
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エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMスナップショットポリシーのスナップ
ショットポリシースケジュールの作成

SVM WWPN エイリアスに必要な権限
次の表に、利用可能な SVMWWPNエイリアスアクションおよび必要な権限のリストを示しま
す。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMでのWWPNエイリアスの作成

SVM ボリュームスナップショットに必要な権限
次の表に、利用可能な SVMボリュームスナップショットアクションおよび必要な権限のリスト
を示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMボリュームのスナップショットの作成

追加の権限が必要スナップショットからの SVMボリュームの復
元

追加の権限が必要スナップショットを使用して SVMボリューム
上のファイルを復元する

追加の権限が必要スナップショットを使用した SVMボリューム
上のファイルの部分的な復元

SVM ボリュームに必要な権限
次の表に、使用可能な SVMボリュームアクションのリストと、必要な権限を示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトSVMボリュームの詳細の表示

必要な追加の権限SVMボリュームの作成
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エンドユーザの権限タスク

必要な追加の権限SVMボリュームをオフラインまたはオンライ
ンにする

必要な追加の権限SVMボリュームのサイズ変更

必要な追加の権限SVMボリュームの複製

必要な追加の権限マルチボリュームスナップショットの作成

必要な追加の権限SVMボリュームの移動

必要な追加の権限SVMボリュームのマウントとマウント解除

必要な追加の権限SVMボリュームでの重複排除の有効化と無効
化

必要な追加の権限SVMボリュームでの重複排除の開始

必要な追加の権限SVMボリュームでの重複排除の停止

必要な追加の権限SVMボリュームでの Qtreeの作成

必要な追加の権限SVMボリュームでのインベントリ収集の実行

必要な追加の権限SVMボリュームのスナップショット予約の設
定

必要な追加の権限SVMボリュームのグループへの割り当て

必要な追加の権限グループからの SVMボリュームの割り当て解
除

vFiler ボリュームに必要な権限
次の表に、使用可能な vFilerボリュームアクションのリストと、必要な権限を示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトvFilerボリュームの詳細の表示

必要な追加の権限vFilerボリュームの作成

必要な追加の権限vFilerボリュームのサイズ変更
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エンドユーザの権限タスク

必要な追加の権限vFilerボリュームのオフラインまたはオンライ
ンの切り替え

必要な追加の権限vFilerボリュームでの重複排除の有効化と無効
化

必要な追加の権限NFSを使用した vFilerボリュームのエクスポー
ト

必要な追加の権限vFilerボリュームスナップショットの作成

必要な追加の権限vFilerボリュームのスナップショット予約のサ
イズ変更

必要な追加の権限vFilerボリュームでの CIFS共有の作成

必要な追加の権限vFilerボリュームに対するCIFS共有アクセスの
設定

必要な追加の権限vFilerボリュームでの Qtreeの作成

サービス

支払い情報に必要な権限

次の表に、利用可能な支払いアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要支払い情報の詳細の表示

追加の権限が必要支払いの実施

追加の権限が必要支払い詳細の更新

追加の権限が必要資金の確認

サービスリクエストに必要な権限

次の表に、利用可能なサービスリクエストアクションおよび必要な権限のリストを示します。
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エンドユーザの権限タスク

デフォルトサービスリクエストの詳細の表示

デフォルト標準のカタログ用サービスリクエストの作成

デフォルト詳細なカタログのサービスリクエストの作成

デフォルトサービスコンテナのサービスリクエストの作

成

デフォルトベアメタルカタログのサービスリクエストの

作成

デフォルトサービスリクエストのキャンセル

デフォルトサービスリクエストの再送信

デフォルトサービスリクエストのアーカイブ

デフォルトサービスリクエストへのメモの追加

デフォルトサービスリクエストのロールバック

ユーザ OVF 管理に必要な権限
次の表に、利用可能な OVF管理アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトOVAファイルのアップロード

デフォルトOVAファイルの破棄

仮想リソース

アプリケーションコンテナに必要な権限

次の表に、利用可能なアプリケーションコンテナアクションおよび必要な権限のリストを示しま

す。
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エンドユーザの権限タスク

デフォルトアプリケーションコンテナの詳細の表示

デフォルトアプリケーションコンテナレポートの表示

デフォルトアプリケーションコンテナの電源管理

デフォルトアプリケーションコンテナの廃止

デフォルトアプリケーションコンテナの複製

デフォルトアプリケーションコンテナへの VMの追加

デフォルト導入済みAPICアプリケーションコンテナへの
ベアメタルサーバの追加

デフォルトアプリケーションコンテナの削除

デフォルトVMコンソールへのアクセス

デフォルトリソース制限の編集

デフォルトコストモデルの編集

デフォルトアプリケーションコンテナコントラクトの追

加

VM に必要な権限
次の表に、利用可能なVMライフサイクル管理アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトVMの詳細の表示

デフォルトVMのインベントリ収集のリクエスト

追加の権限が必要VMクライアントの起動

追加の権限が必要VNCコンソールの起動

追加の権限が必要VMRC HTML5コンソールの起動

追加の権限が必要VMのリース時間の設定
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エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要VMの電源管理

追加の権限が必要スナップショットの作成

追加の権限が必要スナップショットの復帰

追加の権限が必要スナップショットをゴールデンとしてマーキン

グ

追加の権限が必要VMの複製

追加の権限が必要VMのサイズ変更

追加の権限が必要VMの再同期

追加の権限が必要VMディスクの作成

追加の権限が必要VMへの vNICの追加

追加の権限が必要VMの VDCへの割り当て

追加の権限が必要VMの VDCへの移動

追加の権限が必要VMをイメージとして複製

追加の権限が必要VMをイメージとして変換

追加の権限が必要VMのVMRCコンソールの有効化および無効化

追加の権限が必要ISOイメージをCD/DVDドライブとしてマウン
ト

追加の権限が必要CD/DVDドライブとしてマウントした ISOイ
メージのマウント解除

イメージに必要な権限

次のテーブルに、利用可能なイメージアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要イメージから VMへの変換

追加の権限が必要テンプレートからの VMの展開
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エンドユーザポータルのユーザインターフェイスの設

定
エンドユーザの権限を有効にすることに加え、エンドユーザポータルで特定の要素を有効にす

ることもできます。これには次が含まれます。

•ダッシュレットの設定

•ダッシュレットレポートの色の変更

•カタログの選択

ダッシュレットの設定

ダッシュレットは、エンドユーザポータルのダッシュボードに表示できるレポートです。

使用可能なダッシュレットは、次のとおりです。

• VM

• UCSサーバ

•注文

•カタログ

•承認

管理者は、エンドユーザポータルのダッシュレットの一部またはすべて表示させるかを選択で

きます。各ユーザグループのダッシュレットを設定できます。

すべての使用可能なダッシュレットはユーザグループにユーザが含まれる場合にのみユーザ

グループを追加できます。ユーザグループに 1人のユーザもいない場合、ダッシュレットに
ユーザグループは表示されません。

（注）

ユーザグループのダッシュレットを設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザとグループ（Users and Groups）]をク

リックします。

ステップ 3 ダッシュレットを設定するユーザグループを含む行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [ダッシュレットのセットアッ
プ（Dashlet Setup）]を選択します。
[ダッシュレットのレポート（Dashlets Report）]画面には、すべての使用可能なダッシュレットが
表示されます。

ユーザグループ内にユーザがいない場合、[ダッシュレットのレポート（DashletsReport）]
画面ではダッシュレットは表示されません。ダッシュレットを設定するには、ユーザ

グループにユーザを追加します。

（注）

ステップ 5 [ダッシュレットのレポート（Dashlets Report）]画面で、ユーザグループに必要がないダッシュ
レットを選択し、[X]（削除）アイコンをクリックします。

ステップ 6 ユーザグループにダッシュレットを追加するには、[+]（追加）アイコンをクリックします。[エ
ントリの追加（Add Entry）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
a) ダッシュレット名リストから、ダッシュレットのタイプを選択します。
b) [ダッシュレットデータレポート（Dashlet Data Report）]セクションで、[+]（追加）アイコン
をクリックします。

c) ダッシュレットデータレポートへのエントリの追加で、エントリ（ステータス、タイプ、選
択したダッシュレットタイプの状態）を選択し、エントリの色を指定し、[送信（Submit）]を
クリックします。

d) エントリの RESTに色を指定します。
e) ダッシュレットにエントリに色を指定した後、[送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 7 [ダッシュレットのレポート（Dashlets Report）]画面で、[エンドユーザへの公開（Publish to end
users）]ボックスがオンになっていることを確認します。
このオプションを使用すると、このグループのユーザ用にダッシュレットをエンドユーザポー

タルに表示できます。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

ダッシュレットのレポートの色の変更

管理者は、エンドユーザポータルに表示されるダッシュレットレポート内の各エントリの色の

変更を選択できます。エントリはダッシュレットによりステータス（進行中または完了）、カテ

ゴリタイプ（標準または拡張）、または電源の状態（オンまたはオフ）の可能性があります。た

とえば、VMダッシュレット用に、ON状態に赤を OFF状態にグレーを割り当てることができま
す。
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ダッシュレットレポートのエントリの色を変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザとグループ（Users and Groups）]をク

リックします。

ステップ 3 ダッシュレットを設定するユーザグループを含む行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [ダッシュレットのセットアッ
プ（Dashlet Setup）]を選択します。
[ダッシュレットのレポート（Dashlets Report）]画面には、すべての使用可能なダッシュレットが
表示されます。

ステップ 5 [ダッシュレットのレポート（DashletsReport）]画面で、ダッシュレットを選択し、[編集（Edit）]
をクリックします。

[エントリの追加（Add Entry）]画面が表示されます。

ステップ 6 [エントリの追加（Add Entry）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
a) ダッシュレットデータレポート領域へのエントリの追加で、エントリを選択し、エントリに
色を指定し、[送信（Submit）]をクリックします。

b) エントリの RESTに色を割り当てます。
c) ダッシュレットにエントリに色を指定した後、[送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 7 [エンドユーザへの入力（Publish to end users）]チェックボックスがオンになっていることを確認
します。

このダッシュレットの変更のオプションを有効化すると、このグループのユーザ用にエンドユー

ザポータル上に表示されます。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

エンドユーザポータルのカタログの選択

管理者は、フォルダ内のフォルダおよびカタログをエンドユーザポータルのダッシュボードに表

示できます。最大 25のカタログフォルダと最大 25のフォルダ内のカタログをエンドユーザポー
タルのダッシュボードに表示できます。

カタログをエンドユーザポータルのダッシュボードに表示するよう設定するには、次の手順を実

行してください:

Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
133

エンドユーザポータルの設定

エンドユーザポータルのカタログの選択



手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザとグループ（Users and Groups）]をク

リックします。

ステップ 3 MSPモードを有効にしている場合は、[お客様の組織（Customer Organizations）]タブを選択しま
す。

ステップ 4 カタログを設定するユーザグループを含む行をクリックします。

ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [カタログのセットアップ
（Catalog Setup）]を選択します。
[カタログの設定（ConfigureCatalog）]画面でユーザグループに使用できるカタログのリストが表
示されます。

カタログのユーザグループに割り当てられていない場合、[カタログの設定（Configure
Catalog）]画面は空です。

（注）

ステップ 6 [カタログの設定（Configure Catalog）]画面で、エンドユーザポータルのダッシュボードに表示
する必要があるカタログをオンにします。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
エンドユーザポータルへのログイングループに属しているユーザは、ダッシュボードに選択さ

れたカタログとカタログフォルダが入力されます。
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第 5 章

システム管理設定の管理

この章は、次の項で構成されています。

• 送信メールサーバの設定, 136 ページ

• 電子メールテンプレートの使用, 137 ページ

• システムパラメータの設定（任意）, 140 ページ

• オブジェクト検索の実行, 142 ページ

• ライセンスの更新, 142 ページ

• ライセンスの交換, 143 ページ

• ライセンス使用率の確認, 143 ページ

• ライセンス使用率履歴の表示, 144 ページ

• リソース使用率データの表示, 145 ページ

• 非アクティブライセンス情報の表示, 145 ページ

• アプリケーションカテゴリ, 146 ページ

• ポータルのカスタマイズ, 148 ページ

• レポートのカスタマイズ, 154 ページ

• 詳細な制御の有効化, 155 ページ

• サービスプロバイダー機能の有効化, 157 ページ

• ユーザメニュー, 157 ページ

• ユーザ権限の設定, 158 ページ

• システムタスク, 158 ページ

• Cisco UCS Directorユーザインターフェイスのアイコンの管理, 164 ページ

• タグライブラリ, 168 ページ
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• サポート情報, 170 ページ

• データベース監査ロギング, 174 ページ

送信メールサーバの設定
Cisco UCS Directorから送信されるすべての電子メールに SMTPサーバが必要です。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [メールセットアップ（Mail Setup）]をクリックします。

ステップ 3 [電子メール設定]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

送信 SMTPサーバのアドレス。[送信電子メールサーバ（SMTP）] フィールド

送信 SMTPサーバポートの番号。[送信 SMTPポート（Outgoing SMTP Port）]
フィールド

ユーザ ID。[送信 SMTPユーザ（Outgoing SMTP User）]
フィールド

ユーザのパスワード。[送信 SMTPパスワード（Outgoing SMTP
Password）]フィールド

ユーザの電子メールアドレス。[送信電子メール送信者電子メールアドレス
（Outgoing Email Sender Email Address）]フィー
ルド

Cisco UCS Director仮想アプライアンスの IPア
ドレスまたはDNS名。このフィールドは、ユー
ザのワークフロー処理に対して、電子メールで

正しいリンクを作成するために使用します。

[サーバの IPアドレス（Server IP Address）]
フィールド

現行の電子メール設定をテストするには、この

チェックボックスをオンにします。

[テスト電子メールの送信（Send Test Email）]
チェックボックス

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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電子メールテンプレートの使用
Cisco UCS Directorには通知メカニズムがあり、VMのプロビジョニングなど、特定のイベントが
発生した場合に管理者に送信される電子メールを設定できます。また、すべてのタスクについて

承認が必要な場合には、1人の管理者、またはグループの管理者へ電子メール通知を送信できま
す。

電子メールの通知に対して複数の受信者を指定できます。カンマを区切り文字として使用し

て、複数の電子メールアドレスを区切ります。

（注）

Cisco UCS Directorには、異なるシナリオに対応する、HTML形式の電子メールテンプレートの
セットがあります。以下は、電子メールテンプレートで実行できるタスクの一部です。

•新しい電子メールテンプレートの追加

•既存の電子メールテンプレートの編集：電子メールテンプレートについて、件名とメッセー
ジの詳細、または書式設定とプレゼンテーションのフィールドを編集できます。テンプレー

ト内の Java関連の情報は変更しないでください。

•電子メールテンプレートのプレビュー：電子メールの内容をプレビューし、電子メールテ
ンプレートに変更が必要かどうかを確認できます。

•電子メールテンプレートをデフォルトに設定：デフォルトの電子メールテンプレートに基
づいて電子メール通知が送信されるように設定できます。

•電子メールテンプレートの削除：追加したテンプレートを削除できます。ただし、次のいず
れかの条件にあてはまる場合は、テンプレートを削除することはできません。

◦テンプレートを追加してデフォルトのテンプレートに設定した。

◦システムによって提供されたテンプレートである。

電子メールテンプレートの追加

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [電子メールテンプレート（Email Templates）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [テンプレートの追加（Add Template）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

電子メールテンプレートの名前。[電子メールテンプレート名（Email Template
Name）]フィールド

電子メールテンプレートの説明。[テンプレートの説明（Template Description）]
フィールド

追加する電子メールテンプレートのタイプを選

択します。このドロップダウンリストには、シ

ステムから提供されたテンプレートが表示され

ます。

[テンプレートのタイプ（Template Type）]ド
ロップダウンリスト

電子メールテンプレートの件名行。[件名（Subject）]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、入力し

た件名行が削除され、システムにより提供され

た件名行が [件名（Subject）]フィールドに読み
込まれます。

[デフォルトの件名にリセットします（Reset to
Default Subject）]チェックボックス

電子メールのコンテンツ、フォントのサイズと

色、通知トリガーなど、電子メールテンプレー

トを定義する HTMLコード。

[本文（Body）]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、システ

ムが提供する電子メールテンプレートで使用さ

れている HTMLコードが、[スクリプト
（Script）]フィールドに入力されます。

HTMLコードが入力された後で、コードに対す
る変更を維持するには、このチェックボックス

をオフにする必要があります。

[デフォルトの本文にリセットします（Reset to
Default Body）]チェックボックス

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

さらに変更を加えるかどうかを判断するには、電子メールテンプレートをプレビューで表示しま

す。
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電子メールテンプレートのプレビュー

Cisco UCS Directorで新しい電子メールテンプレートを作成すると、電子メールコンテンツのプ
レビューを表示して、さらに変更が必要かどうかを判断できます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [電子メールテンプレート（Email Templates）]をクリックします。

ステップ 3 電子メールテンプレートタイプを含むフォルダを展開し、プレビューする電子メールテンプレー

トを含む行をクリックします。

ステップ 4 [テンプレートのプレビュー（Preview Template）]をクリックします。
ステップ 5 [レポートの開始（Launch Report）]画面で、[送信（Submit）]をクリックします。

電子メールテンプレートのプレビューモードでは、静的な情報だけが表示されます。

顧客名などの動的な情報やリソースは表示されません。

（注）

次の作業

必要に応じて、電子メールテンプレートに戻ってさらに変更を加えることができます。

デフォルトの電子メールテンプレートの設定

通常は、システムテンプレートがデフォルトの電子メールテンプレートに設定されています。特

定のシナリオで複数のテンプレートを追加した場合は、いずれかのテンプレートをデフォルトの

テンプレートとして選択できます。デフォルトとしてテンプレートを設定すると、選択したテン

プレートが通知に使用されることを意味します。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [電子メールテンプレート（Email Templates）]をクリックします。

ステップ 3 電子メールテンプレートタイプを含むフォルダを展開し、デフォルトとして設定する電子メール

テンプレートを含む行をクリックします。

ステップ 4 [デフォルトの電子メールテンプレートとして設定（Set As Default Email Template）]をクリック
します。

Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
139

システム管理設定の管理

電子メールテンプレートのプレビュー



システムパラメータの設定（任意）

システムパラメータの設定

システムパラメータを編集する必要があるのは、デフォルト値を変更する必要がある場合だけで

す。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [システムパラメータ（System Parameters）]をクリックします。

ステップ 3 [システム（System）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ユーザが定義した、システムでVMデータを保
持する日数。

[削除したVMのデータを保持する日数（Number
of Days to Keep Deleted VMs Data）]フィールド

ユーザが定義した、システムですべてのイベン

トを保持する日数。

指定した期間を超えたイベントは削

除されます。

（注）

[イベントを保持する日数（Number of Days to
Keep Events）]フィールド

ユーザが定義した、システムでインベントリの

傾向データまたは履歴データ（CPU、ストレー
ジ、メモリ使用状況など）を保持する日数。

このデータはレポートに使用されま

す。

（注）

[傾向データを保持する日数（Number of Days to
Keep Trend Data）]フィールド

ユーザが定義した、システムでVM計測レコー
ドを保持する日数。

このデータは、VMとリソースに固有
です。

（注）

[計測データを保持する日数（Number of Days to
Keep Metering Data）]ドロップダウンリスト

CiscoUCSDirector稼働状態でシステムからアク
セスでき、サーバ上でホストされたコントロー

ルファイルをロックする VMの URL

このファイルはXML形式である必要
があります。コントロールファイル

をロックするこの VMの作成の詳細
については、Cisco UCS Directorでの
VMのロック, （454ページ）を参照
してください。

（注）

[URLからのVMロックコントロールのダウン
ロード（Download VM Locking Controls from
URL）]フィールド
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説明名前

使用する通貨の種類を選択します。

使用可能な通貨は、[US]、[EURO]、[GBP]、
[KRW]、[CAD]、[CHF]、[CLP]、[NR]、[JPY]、
[AUD]、[NZD]、[SGD]、[HKD]、[MYR]、
[MXN]、[BRL]、[AED]、[DKK]、[SEK]、
[KWD]、[CYN]、[RUB]、[ZAR]、および [その
他（Other）]です。

[通貨（Currency）]ドロップダウンリスト

通貨の名前（1つのみ）を入力します。

このフィールドは、通貨として [その
他（Other）]が選択されている場合に
表示されます。

（注）

[通貨（Currency）]フィールド

通貨の小数点以下の精度を選択します。使用可

能な小数点以下の精度は 0から 5です。
[通貨の精度（Currency Precision）]ドロップダ
ウンリスト

資金の残高を確認する間隔を選択します。[資金残高確認間隔（分）（Funds Availability
Check Interval (mins)）]ドロップダウンリスト

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

インフラストラクチャシステムパラメータの設定（任意）

仮想および物理システムインフラストラクチャリソースのポーリングに関するパラメータを設定

できます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [インフラストラクチャシステムパラメータ（Infrastructure System

Parameters）]をクリックします。
ステップ 3 [インフラストラクチャシステムパラメータ（Infrastructure System Parameters）]画面で、システ

ムインフラストラクチャのトレンドデータを保持する日数を入力します。デフォルトは 30日で
す。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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オブジェクト検索の実行
オブジェクト検索機能を使用して、ユーザインターフェイスの次の画面から特定のレポートを検

索します。

•物理

•仮想

•ワークフロー

•カスタムタスク

手順

ステップ 1 [サイトマップ（Sitemap）]を選択します。
ステップ 2 [サイトマップ（Sitemap）]画面で、[オブジェクト検索（Object Search）]をクリックします。

ステップ 3 検索を実行する必要があるタブを特定するには、[詳細検索（Advanced Search）]を選択します。
[物理（Physical）]画面と [仮想（Virtual）]画面で検索可能なオブジェクトを含むすべてのレポー
トが、[ワークフロー（Workflows）]および [カスタムタスク（Custom Tasks）]を選択するための
オプションとともに表示されます。

デフォルトでは、これらのすべてのオプションがオンになっています。

ステップ 4 検索に含めないタブのチェックボックスをオフにします。

ステップ 5 [検索（Search）]フィールドには、検索するオブジェクトの3文字を入力することを推奨します。
検索フィールドでは、大文字と小文字が区別されます。

ステップ 6 [検索（Search）]アイコンをクリックし、キーボードの Enterを押します。
検索条件に一致するすべてのレポートが表示されます。

ライセンスの更新
製品認証キー（PAK）を使用して、ライセンスを更新することができます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ライセンス（License）]の順に選択します。
ステップ 2 [ライセンス（License）]ページで [ライセンスキー（License Keys）]をクリックします。

ステップ 3 [ライセンスの更新（Update License）]をクリックします。
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[ライセンスの更新（Update License）]画面が表示されます。

ステップ 4 [ファイルの選択（Select a File）]をクリックして PAKライセンスファイルに移動し、ファイルを
選択します。

ステップ 5 PAKライセンスファイルをアップロードするには、[アップロード（Upload）]をクリックしま
す。

ライセンスファイルをアップロードしない場合は、チェックボックスをオンにして、

ライセンステキストをライセンステキストフィールドにコピーアンドペーストしま

す。

（注）

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
ライセンスが更新されます。

ライセンスの交換
この手順を使用すると、システム内のライセンスを交換することができます。このアクションに

よって、システム上のその他すべての既存のライセンスが非アクティブになります。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ライセンス（License）]の順に選択します。
ステップ 2 [ライセンス（License）]ページで [ライセンスキー（License Keys）]をクリックします。

ステップ 3 [ライセンスの交換（Replace License）]を選択します。
ステップ 4 [ファイル（File）]フィールドで、PAKファイルをドラッグアンドドロップするか、または [ファ

イルの選択（Select a File）]をクリックしてファイルを参照し、選択します。
ステップ 5 （任意） [ライセンステキストの入力（Enter License Text）]をオンにし、ライセンステキストを

コピーして貼り付けます。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
すべての既存のライセンスが新しいライセンスに交換されます。

ライセンス使用率の確認
[ライセンス使用率（LicenseUtilization）]ページに、使用中のライセンス、および各ライセンスの
詳細（ライセンスの期限、使用可能な数、ステータス、コメントなど）が表示されます。ライセ

ンスの監査もこのページから実行できます。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ライセンス（License）]の順に選択します。
ステップ 2 [ライセンス（License）]ページで [ライセンス使用状況（LicenseUtilization）]をクリックします。

ステップ 3 検証するライセンスを含む行を選択します。

ステップ 4 （任意）ライセンス監査を実行するには、[ライセンス監査の実行（RunLicenseAudit）]をクリッ
クします。

ステップ 5 [ライセンス監査の実行（Run License Audit）]画面で、[送信(Submit)]をクリックします。
このプロセスは、実行に数分かかります。

ライセンス使用率履歴の表示
ネットワークリソースの利用状況を把握するため、ライセンス取得済みネットワークコントロー

ラ、ストレージコントローラ、サーバ、サーバおよびデスクトップVM、およびスモールポッド
とミディアムポッドの数を時間の経過に伴い追跡できます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ライセンス（License）]の順に選択します。
ステップ 2 [ライセンス（License）]ページで [ライセンス使用状況履歴（LicenseUtilizationHistory）]をクリッ

クします。

次のリソースカテゴリのライセンス使用状況履歴がタイムスタンプとともに表示されます。

•ネットワークコントローラ

•ストレージコントローラ

•サーバ

•サーバ VM

•デスクトップ VM

•スモールポッド

•ミディアムポッド
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リソース使用率データの表示
ご使用の環境でのリソースの使用状況を確認できます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ライセンス（License）]の順に選択します。
ステップ 2 [ライセンス（License）]ページで [リソース使用状況データ（Resource Usage Data）]をクリック

します。

使用可能なレポートカテゴリを次に示します。

• Resource Name：Cisco UCS Directorに関連付けられている利用可能なリソースの名前。

• Resource Count：利用可能な各リソースの量。

非アクティブライセンス情報の表示
非アクティブライセンスのリストはユーザインターフェイスから表示できます。非アクティブ

ライセンスに関する次の情報を表示できます。

• PAKファイル名

•ファイル ID

•ライセンスエントリ

•ライセンス価格

•有効期限日

•非アクティブ化された時刻

•ライセンスを非アクティブ化したユーザの名前

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ライセンス（License）]の順に選択します。
ステップ 2 [ライセンス（License）]ページで [非アクティブ化されたライセンス（DeactivatedLicenses）]をク

リックします。

ステップ 3 すべての非アクティブライセンスに関して表示された情報を確認します。
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アプリケーションカテゴリ
「アプリケーションカテゴリ」は、VMのワークロードタイプを定義するためのオプション設定
です。アプリーションカテゴリを使用しない場合、CiscoUCSDirectorはユーザ用にプロビジョニ
ングされたすべてのVMを汎用VMとみなし、CPU集約型のワークロードを処理するように設定
します。デフォルトのアプリケーションカテゴリを使用するか独自のアプリケーションカテゴリ

を作成するかにかかわらず、アプリケーションのニーズに応じた定義済みワークロードのセット

をユーザに提供できます。

アプリケーションカテゴリのワークロードオプションには、次のものがあります。

• CPU集約型

•ネットワーク I/O集約型

•ディスク I/O集約型

•メモリ集約型

•上記の組み合せ

アプリケーションカテゴリを作成した後、対象とするクラウドアカウントに移動して、作成した

アプリケーションカテゴリにvDCポリシーを割り当てることができます。この割り当てにより、
アプリケーションをプロビジョニングできるインフラストラクチャの境界が決まります。また、

アプリケーションカテゴリを使用して、アプリケーションのタイプに基づくクラスタを割り当て

ることもできます。たとえば、クラスタ 1をWebアプリケーション用に割り当てて、クラスタ 2
をデータベースアプリケーション用に割り当てることができます。

ユーザがアプリケーションカテゴリを選択すると、Cisco UCS Directorは vDCの割り当てに基づ
いて、アプリケーションのワークロードのニーズに最適な vDC境界内の場所を判断します。たと
えば、ユーザがCPU集約型のアプリケーションカテゴリを選択した場合、CiscoUCSDirectorは、
利用可能なインフラストラクチャのうち、CPU使用率が最も低いインフラストラクチャにアプリ
ケーションをプロビジョニングします。

アプリケーションカテゴリの追加

デフォルトでは、CiscoUCSDirectorは次のアプリケーションカテゴリを提供します。これらのカ
テゴリを使用または編集できます。

•検出された VM

•汎用 VM

• Webサーバ

•アプリケーションサーバ

•データベース

•アプリケーション - CPU集約型
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•アプリケーション -メモリ集約型

•アプリケーション -ディスク集約型

•アプリケーション -ネットワーク集約型

•その他のアプリケーション 1

•その他のアプリケーション 2

•その他のアプリケーション 3

Cisco UCS Directorでは、複数の仮想データセンターのアプリケーションカテゴリをシステムレ
ベルで作成できます。この機能により、個別の仮想データセンターを選択してカテゴリにポリシー

を割り当てるという反復的な作業が不要になります。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [アプリケーションカテゴリ（Application Categories）]をクリック

します。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [カテゴリの追加（Add Category）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

カテゴリの固有名。[カテゴリラベル（CategoryLabel）]フィールド

カテゴリのコードを指定します。このコード

は、VMまたはホスト名のテンプレートで使用
できます。

[カテゴリコード（Category Code）]フィールド

ポリシーの説明。[カテゴリの説明（CategoryDescription）]フィー
ルド

カテゴリを有効にするには、このチェックボッ

クスをオンにします。カテゴリを有効にする

と、VDCの割り当て時にそのカテゴリを選択で
きます。

このチェックボックスをオンにしていない場

合、そのカテゴリはシステムで使用できませ

ん。

[有効になっているカテゴリ（CategoryEnabled）]
チェックボックス

VMのプロビジョニングで適用する必要がある、
デフォルトのアルゴリズムを選択します。

[デフォルトのスマート割り当てアルゴリズム
（Default Smart Allocation Algorithm）]ドロップ
ダウンリスト
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ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
アプリケーションカテゴリは、仮想データセンターの [カテゴリの管理（Manage Categories）]オ
プションをクリックすると表示されます。

次の作業

アプリケーションカテゴリを作成した後、次の作業を実行できます。

•アプリケーションカテゴリを編集または複製します。

•複数の仮想データセンターへのアプリケーションカテゴリを割り当てます。詳細について
は、仮想データセンターのアプリケーションカテゴリの管理,（268ページ）を参照してくだ
さい。

ポータルのカスタマイズ
組織はエンドユーザポータルをカスタマイズですることができます。ブランディングおよびユー

ザインターフェイス関連の変更に対して、ロゴ、ログインページ、ホームページなどをカスタマ

イズできます。

ログインページと背景イメージのカスタマイズ

カスタムイメージをアップロードして、ログインページと背景イメージを変更できます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]ページで [ログインページ（Login Page）]

をクリックします。

ステップ 3 [カスタマイズ可能なログインページの使用（Use customizable Login page）]をオンにします。
ステップ 4 [ロゴイメージ（Logo Images）]セクションで [追加（Add）]をクリックし、次のフィールドに値

を入力します。

説明フィールド

イメージの名前。[イメージラベル（Image Label）]フィールド

アップロードするイメージの説明。[説明（Description）]フィールド
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説明フィールド

イメージファイルを検索して選択するには、

[参照（Browse）]をクリックします。

最適なイメージは、幅 200ピクセル、
高さ 100ピクセルの PNG形式です。

重要

[アップロードするファイルの選択（Select a file
for upload）]フィールド

イメージをアップロードするには、このオプ

ションをクリックします。

このオプションは、イメージを参照し選択した

後にのみ有効になります。

[アップロード（Upload）]オプション

イメージのアップロード後、[送信（Submit）]
をクリックします。

[送信（Submit）]オプション

ステップ 5 [背景画像（Background Images）]セクションで項目を選択するか、または [追加（Add）]をクリッ
クして次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

イメージの名前。[イメージラベル（Image Label）]フィールド

アップロードするイメージの説明。[説明（Description）]フィールド

イメージファイルを検索して選択するには、

[参照（Browse）]をクリックします。

最適なイメージは、幅 890ピクセル、
高さ 470ピクセル、余白 255ピクセル
です。また、イメージはPNG形式であ
る必要があります。

重要

[アップロードするファイルの選択（Select a file
for Upload）]フィールド

イメージをアップロードするには、このオプ

ションをクリックします。

このオプションは、イメージを参照し選択した

後にのみ有効になります。

[アップロード（Upload）]オプション

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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アプリケーションロゴのカスタマイズ

カスタムイメージをアップロードしてホームページのアプリケーションロゴをカスタマイズでき

ます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]ページで [アプリケーションロゴ

（Application Logo）]をクリックします。
ステップ 3 [イメージ（Images）]セクションで、[追加（Add）]をクリックしてリストされていない新規イ

メージを追加し、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

イメージの名前。[イメージラベル（Image Label）]フィールド

アップロードするイメージの説明。[説明（Description）]フィールド

イメージファイルを検索して選択するには、

[参照（Browse）]をクリックします。

サポートされるイメージの形式は、

PNG、JPG、およびGIFです。最適なイ
メージサイズは幅 100ピクセル、高さ
は 50ピクセルです。

重要

[アップロードするファイルの選択（Select a file
for upload）]フィールド

イメージをアップロードするには、このオプ

ションをクリックします。

このオプションは、イメージを参照し選択した

後にのみ有効になります。

[アップロード（Upload）]オプション

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。

ファビコンのカスタマイズ

ページがブックマークされている場合に、ブラウザのアドレスバーやそのページ名の横に表示さ

れるお気に入りアイコン（ファビコン）をカスタマイズできます。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]ページで [ファビコン（Favicon）]をク

リックします。

ステップ 3 [イメージ（Image）]セクションで、[追加（Add）]をクリックしてリストされていない新規イメー
ジを追加し、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

イメージの名前。[イメージラベル（Image Label）]フィールド

アップロードするイメージの説明。[説明（Description）]フィールド

イメージファイルを検索して選択するには、

[参照（Browse）]をクリックします。

サポートされるイメージの形式は PNG
です。最適なイメージサイズは16X16
ピクセルです。

重要

[アップロードするファイルの選択（Select a file
for upload）]フィールド

イメージをアップロードするには、このオプ

ションをクリックします。

このオプションは、イメージを参照し選択した

後にのみ有効になります。

[アップロード（Upload）]オプション

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。

アプリケーションヘッダーのカスタマイズ

顧客ロゴの横のエンドユーザポータルラベルをカスタマイズするには、既存のラベルを変更し

ます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]ページで [アプリケーションヘッダー

（Application Header）]をクリックします。
ステップ 3 次のフィールドに入力します。
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説明名前

ヘッダーセクションを非表示にする場合にオン

にします。オンにすると、ロゴイメージ、アプ

リケーション名、リンク（[ログアウト
（Logout）]など）を含むヘッダーが非表示に
なります。

[ヘッダー全体の非表示（Hide Entire Header）]
チェックボックス

ヘッダーに表示する必要のある製品名。[製品名（Product Name）]フィールド

製品の 2番目の名前。[製品名の 2行目（Product Name 2nd Line）]
フィールド

ヘッダーで [バージョン情報（About）]リンク
を有効にする場合にオンにします。ヘッダーで

[バージョン情報（About）]リンクを無効にす
る場合はオフにします。

[バージョン情報]ダイアログの有効化（Enable
About Dialog）]チェックボックス

管理者ポータル

管理者ポータルのカスタムリンク1のラベル。[カスタムリンク 1のラベル（Custom Link 1
Label）]フィールド

管理者ポータルのカスタムリンク 1の URL。[カスタムリンク 1の URL（Custom Link 1
URL）]フィールド

管理者ポータルのカスタムリンク2のラベル。[カスタムリンク 2のラベル（Custom Link 2
Label）]フィールド

管理者ポータルのカスタムリンク 2の URL。[カスタムリンク 2の URL（Custom Link 2
URL）]フィールド

エンドユーザポータル

エンドユーザポータルのカスタムリンクラベ

ル 1。
[カスタムリンク 1のラベル（Custom Link 1
Label）]フィールド

エンドユーザポータルのカスタムリンクURL
1。

[カスタムリンク 1の URL（Custom Link 1
URL）]フィールド

エンドユーザポータルのカスタムリンクラベ

ル 2。
[カスタムリンク 2のラベル（Custom Link 2
Label）]フィールド

エンドユーザポータルのカスタムリンクURL
2。

[カスタムリンク 2の URL（Custom Link 2
URL）]フィールド
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ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

日付表示のカスタマイズ

さまざまな日付表示の形式がサポートされています。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]ページで [データ表示（Date Display）]

をクリックします。

ステップ 3 日付形式を編集します。

ステップ 4 必要に応じて、[タイムゾーンの非表示（HideTimezone）]をオンにし、タイムゾーンがユーザイ
ンターフェイスに表示されないようにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

カラーテーマのカスタマイズ

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]ページで [カラーテーマ（Color Theme）]

をクリックします。

ステップ 3 ドロップダウンリストから使用可能なテーマスタイルを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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ログアウト時のリダイレクト先のカスタマイズ

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザインターフェイス設定（User InterfaceSettings）]ページで [ログアウトリダイレクト（Logout

Redirect）]をクリックします。
ステップ 3 [ログアウトリダイレクト（Logout Redirect）]フィールドに URLを入力します。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

レポートのカスタマイズ
レポートのカスタマイズでは、カスタムラベルを作成したり、使用可能なレポートを非表示にし

たりできます。

ユーザおよびグループのレポートをカスタマイズまたは非表示にすることはできません。他の

すべてのページではレポートテーブルをカスタマイズすることができます。[アクションあり
の表形式（Tabular with actions）]として識別されるレポートのみカスタマイズできます。

（注）

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザインターフェイス設定（User InterfaceSettings）]ページで [レポートのカスタマイズ（Reports

Customization）]をクリックします。
ステップ 3 カスタマイズするレポート含む行をクリックします。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。
ステップ 5 [レポートのカスタマイズ（Customize Report）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

レポートを非表示にする場合にオンにします。

レポートを表示する場合はオフにします。

[レポートを非表示（Hide Report）]チェック
ボックス

レポートの新しいラベル（必要な場合）。[新しいラベル（New Label）]フィールド
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ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

詳細な制御の有効化

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [高度な制御（Advanced Controls）]をクリックします。

ステップ 3 必要なフィールドをオンにします。

説明名前

仮想インフラストラクチャのモニタリング、物

理インフラストラクチャのモニタリング、およ

び外部クラウドのモニタリングを有効にする場

合にオンにします。

必要に応じて、このカテゴリのチェックボック

スをすべてオンにします。

[パフォーマンスモニタリング（Performance
Monitoring）]チェックボックス

VM測定機能のモニタリングを有効にする場合
にオンにします。

VMメーター機能が無効になっている
場合、チャージバックは作動しませ

ん。

（注）

[リソースメーター（ResourceMetering）]チェッ
クボックス

仮想および物理インフラストラクチャのイベン

トを有効にする場合にオンにします。

[イベントのモニタリング（Event Monitoring）]
チェックボックス

自動サポートを有効にする場合にオンにしま

す。

[自動サポート（Auto Support）]チェックボッ
クス

仮想インフラストラクチャのヒートマップレ

ポートの生成を有効にする場合にオンにしま

す。

[ヒートマップレポートコンピューティング
（Heat Map Report Computing）]チェックボッ
クス

仮想評価のレポートを生成する場合にオンにし

ます。

[自動評価（Automatic Assessment）]チェック
ボックス
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説明名前

さまざまなホストパラメータについてホストの

ロードインデックスを有効にし、4時間ごとに
計算する場合にオンにします。

これらのインデックスは、カタログの適応プロ

ビジョニングで使用されます。インデックスの

数が小さいと、ホストがプロビジョニング対象

として選択される可能性が高くなります。この

プロセスは、特定の VDCのコンピューティン
グポリシーに従って機能します。

[適応プロビジョニングインデックス（Adaptive
Provisioning Indexing）]チェックボックス

管理者が指定した時間が経過した後、VDCの非
アクティブな（電源がオフになっている）VM
を有効化して削除する場合にオンにします。こ

れらの非アクティブなVMの削除は、管理者に
よって定義されたVM管理ポリシーによっても
制御されます。非アクティブなVMが削除され
る前に、電子メールでの通知がユーザに送信さ

れます。

このプロパティは、VM管理ポリシーの [非ア
クティブな VMを削除するまでの期間（Delete
after inactive VM days）]フィールドに関連付け
られます。

デフォルトでは、このプロパティ

ボックスはオフになっています。

（注）

[VDCポリシーに基づいて非アクティブな VM
を削除（Delete Inactive VMs Based on VDC
Policy）]チェックボックス

管理のためにリモート実行を有効にする場合に

オンにします。

[システムタスクのリモート実行（System Task
Remoting）]チェックボックス

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。

    Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
156

システム管理設定の管理

詳細な制御の有効化



サービスプロバイダー機能の有効化

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [サービスプロバイダー機能（Service Provider Feature）]をクリッ

クします。

ステップ 3 次のフィールドに入力します。

説明名前

Cisco UCS Directorでサービスプロバイダーを
有効にする場合にオンにします。

[Enable Service Provider Feature (Requires System
Restart)（サービスプロバイダー機能の有効化
（システムの再起動が必要））]チェックボッ
クス

この機能を有効にする親組織の名前。[組織名（第 1レベル）（OrganizationName (First
Level)）]フィールド

この機能を有効にする子組織の名前。[組織名（第 2レベル）（Organization Name
(Second Level)）]フィールド

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。

ユーザメニュー
個々のユーザロールに応じてカスタマイズしたメニュー操作を有効にすることができます。ユー

ザがアプリケーション内で表示、アクセスできるメニュー設定は、指定されているユーザの権限

および、権限毎に設定されているメニュー操作に基づきます。
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ユーザメニューの設定

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [ユーザロール（User Role）]をクリックします。

ステップ 3 ユーザメニューを編集するユーザロールを含む行をクリックします。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。
ステップ 5 [ユーザ役割の編集（Edit User Role）]画面で、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [メニュー設定（MenuSettings）]画面に、選択したユーザロールのメニュー設定を表示できます。

ステップ 7 メニューチェックボックスをオンまたはオフにして、そのロールにメニューを許可するか、また

は [デフォルトにリセット（Reset to Defaults）]をオンにします。
ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

ユーザ権限の設定

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [ユーザロール（User Role）]をクリックします。

ステップ 3 ユーザの権限を編集するユーザロールを含む行をクリックします。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。
ステップ 5 [ユーザ役割の編集（Edit User Role）]画面で、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [ユーザの権限（User Permissions）]画面で、選択したユーザロールの読み取り/書き込み操作を確
認できます。

ステップ 7 チェックボックスをオンまたはオフにして個々のロールに読み取り操作と書き込み操作を許可す

るか、または [デフォルトにリセット（Reset to Defaults）]をオンにします。
ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

システムタスク
[システムのタスク（System Tasks）]画面には、現在 Cisco UCS Directorで利用可能なすべてのシ
ステムタスクが表示されます。ただし、このシステムタスクのリストは、Cisco UCS Directorで
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作成したアカウントのタイプにリンクされています。たとえば、初めてログインした場合は、一

連の汎用システム関連のタスクまたはVMware関連タスクだけがこのページに表示されます。ラッ
クアカウントや Cisco UCS Managerアカウントなどのアカウントを追加した際に、これらのアカ
ウントに関連するシステムタスクがこのページに読み込まれます。

以下は、[システムのタスク（System Tasks）]画面から完了できるタスクです。

•使用可能なシステムタスクの参照：[展開（Expand）]および [折りたたむ（Collapse）]オプ
ションを使用して、このページで使用可能なすべてのシステムタスクを表示できます。タス

クは Cisco UCS Directorで使用可能なアカウントに従って分類されます。例：Cisco UCSタス
ク、NetAppタスクなど。

•システムタスクの無効化と有効化：アプライアンスで実行しているプロセスまたはタスクが
複数ある状況において、システムタスクの無効化を選択することができます。無効にする

と、手動で有効にするまで、システムタスクは実行されません。これは他のレポートに入力

されるデータに影響します。たとえば、インベントリ収集のシステムタスクを無効にする

と、このデータが必要なレポートに正確なデータが表示されない場合があります。この場

合、インベントリ収集プロセスを手動で実行するか、システムタスクを有効にする必要があ

ります。

詳細については、システムタスクの有効化または無効化, （164ページ）を参照してくださ
い。

サーバが 1台しかない Single-Node設定では、すべてのシステムタスクがこのサーバで実行され
ます。複数のサーバが設定されているMulti-Node設定では、デフォルトですべてのシステムタス
クがプライマリサーバで実行されます。ただし、セカンダリサーバで実行するシステムタスク

を指定できます。次に示すのは、このタスクを実行する推奨手順です。

1 セカンダリサーバがノードとして Cisco UCS Directorで使用できることを確認します。サーバ
が使用できない場合、サーバをノードとして追加する必要があります。サービスノードの作

成, （161ページ）を参照してください。

2 使用可能なサーバからノードプールを作成します。ノードプールの作成, （160ページ）を参
照してください。

3 システムタスクポリシーを作成し、ノードポリシーと関連付けます。システムタスクポリ

シーの作成, （160ページ）を参照してください。

4 ノードプールをシステムタスクポリシーと関連付けます。システムタスクポリシーへのノー

ドプールの割り当て, （161ページ）を参照してください。

5 システムタスクを選択し、システムタスクポリシーと関連付けます。システムタスクへのシ

ステムポリシーの割り当て, （163ページ）を参照してください。
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ノードプールの作成

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [サービスノード（Service Nodes）]をクリックします。

ステップ 3 [サービスノードプール（Service Node Pool）]をクリックします。
ステップ 4 [サービスノードプール（Service Node Pool）]画面で、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [サービスノードプールにエントリを追加（Add Entry to Service Node Pools）]画面で、[名前
（Name）]フィールドにノードプール名を入力します。

ステップ 6 （任意）[説明（Description）]フィールドに、ノードプール名の説明を入力します。
ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。ノードプールが作成されます。

システムタスクポリシーの作成

管理者は、いくつかのポリシーの結合、システムタスクポリシーの作成をデフォルトのシステム

タスクポリシーに加えて、選択することができます。複数のシステムタスクを 1つのシステム
タスクポリシーとしてグループ化して、どのシステムタスクがどのノードで実行されるかを後で

決定できます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [システムタスクポリシー（System Task Policy）]をクリックしま

す。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [追加（Add）]画面で、システムタスクポリシーに指定した名前を [名前（Name）]フィールドに

入力します。

ステップ 5 （任意） [説明（Description）]フィールドに、システムタスクポリシーの説明を入力します。
ステップ 6 [ノードプール（Node Pool）]ドロップダウンリストから、このシステムタスクポリシーが属す

るノードプールを選択します。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
選択したノードプールは、新しく作成されたシステムタスクポリシーに属するようになりまし

た。
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システムタスクポリシーへのノードプールの割り当て

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [システムタスクポリシー（System Task Policy）]をクリックしま

す。

ステップ 3 ノードプールを割り当てるシステムタスクポリシーを含む行をクリックします。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。
デフォルトのシステムタスクポリシーが使用されている場合、このポリシーにサービ

スノードを割り当てることができます。デフォルトとは異なるポリシーを設定する場

合は、システムタスクポリシーの作成, （160ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 5 [ノードプール（Node Pool）]ドロップダウンリストから、システムタスクポリシーに割り当て
るノードプールを選択します。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
選択したノードプールは、このシステムタスクのポリシーに属することになります。

サービスノードの作成

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [サービスノード（Service Nodes）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [サービスノード（Service Node）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

サービスノードの名前。[ノード名（Node Name）]フィールド

このフィールドは編集できません。デフォルト

では、このフィールドには、[サービス
（Service）]をこのノードのロールとして表示
します。

[ロール（Role）]フィールド

デフォルトでは、[デフォルトサービスノード
プール（default-service-node-pool）]タブが表示
されます。

[サービスノードプール（Service Node Pool）]
ドロップダウンリスト
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説明名前

サービスノードのDNS名または IPアドレスを
入力します。

このフィールドには、プライマリ

ノードの IPアドレスは使用できませ
ん。有効なサービスノードDNS名ま
たは IPアドレスが入力されているこ
とを確認します。

（注）

[DNS名（DNS Name）]フィールド

サービスノードの説明。[説明（Description）]フィールド

[http]（デフォルト）または [https]を選択しま
す。

[プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリス
ト

Hypertext Transfer Protocol（HTTP）のデフォル
トの TCPポートは、デフォルトでは 80が入力
されます。必要に応じて異なるTCPポートを入
力します。

[ポート（Port）]フィールド

デフォルトでは、ユーザ名 infraUserが入力され
ます。

infraUserは、デフォルトで作成されるユーザア
カウントです。メニューバーからこのユーザ

アカウントを検索するには、[管理
（Administration）] > [ユーザとグループ（Users
and Groups）]を選択します。

[ログインユーザ（Login Users）]をクリック
し、[ログイン名（Login Name）]列で infraUser
ユーザアカウントを見つけます。

InfraUserユーザ名はシステム自体に
ログインするデフォルトの管理者ユー

ザではありません。

（注）

別のユーザ名をこのフィールドに追加できま

す。サービスノードでの認証に、このユーザの

APIキーが使用されます。

[ユーザ名（UserName）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
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システムタスクへのシステムポリシーの割り当て

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [システムタスク（System Tasks）]をクリックします。

ステップ 3 システムタスクが含まれているフォルダを選択します。フォルダの矢印をクリックして、タスク

を展開します。

128のシステムタスクが使用可能で
す。

（注）

ステップ 4 タスクを選択し、[タスクの管理（Manage Task）]をクリックします。
[タスクの管理（Manage Task）]画面が表示されます。

ステップ 5 [タスク実行（Task Execution）]ドロップダウンリストから [有効化（Enable）]を選択します。
ステップ 6 [システムタスクポリシー（System Task Policy）]ドロップダウンリストからシステムポリシーを

選択します。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
選択したシステムポリシーにシステムタスクが割り当てられます。

システムタスクの実行

Cisco UCS Directorでは、サービスノードでリモートで実行できないシステムタスクが含まれま
す。システムポリシーは、ローカルホストまたはプライマリノードからリモートで割り当てる

こともできます。

また、特定のシステムタスクを検索および選択でき、システムですぐに実行します。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [システムタスク（System Tasks）]をクリックします。

ステップ 3 リストからタスクを選択します。

ステップ 4 [今すぐ実行（Run Now）]をクリックします。
システムタスクを実行した結果がユーザインターフェイスに更新されます。
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システムタスクの有効化または無効化

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [システムタスク（System Tasks）]をクリックします。

ステップ 3 1つ以上のシステムタスクを含むフォルダを選択します。フォルダの矢印をクリックして、タス
クを展開します。

128のシステムタスクが使用可能で
す。

（注）

ステップ 4 タスクを選択し、[タスクの管理（Manage Task）]をクリックします。
[タスクの管理（Manage Task）]画面が表示されます。

ステップ 5 システムタスクを無効にするには、[タスクの実行（TaskExecution）]ドロップダウンリストから
[無効（Disable）]を選択します。

ステップ 6 システムタスクを有効にするには、[タスクの実行（TaskExecution）]ドロップダウンリストから
[有効（Enable）]を選択します。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

Cisco UCS Directorユーザインターフェイスのアイコンの
管理

CiscoUCSDirectorは、カタログアイコン、アクション関連のアイコン、およびステータス関連の
アイコンのカスタマイズと管理をサポートします。システムに設定された各アイコンには、デフォ

ルトで利用可能ないくつかのイメージが含まれています。カタログ、アクション、またはステー

タスのいずれかに表示されるアイコンを変更できます。新しいイメージをアップロードしてアイ

コンとして設定することができます。または、システムが提供する一連のアイコンから別のアイ

コンを選択することもできます。
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重要 •アイコンをアップロードしているときに、アイコンが .SVG形式か .PNG形式のいずれか
であることを確認します。.SVGイメージをアップロードする場合、ピクセルの圧縮が次
のとおりであることを確認します。

◦アクションアイコンの場合：24 px x 24px

◦テーブルアイコンの場合：16 px x 16px

◦ステータスアイコンの場合：16 px x 16px

◦ヘッダーアイコンの場合：20 px x 20px（警告アイコンを除く）

•アイコン選択後に、システムからログアウトして再度ログインし、新しいアイコンがユー
ザインターフェイスに表示されるようにする必要があります。

次に、Cisco UCS Directorに事前に設定されているアイコンセットを示します。

•標準カタログアイコンセット

•ステータスアイコンセット

•ベアメタルカタログアイコンセット

•高度なカタログアイコンセット

•コンテナカタログアイコンセット

•カタログフォルダアイコンセット

•アクションアイコンセット

ユーザインターフェイスのアイコンを変更するだけでなく、デフォルトのアイコンに戻すことも

できます。

Cisco UCS Directorユーザインターフェイスのアイコンの変更

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]ページで [アイコン管理（Icon

Management）]をクリックします。
ステップ 3 アイコンセットカテゴリを選択します。

次のいずれかを設定できます。

•標準カタログアイコンセット

•ステータスアイコンセット
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•ベアメタルカタログアイコンセット

•高度なカタログアイコンセット

•コンテナカタログアイコンセット

•カタログフォルダアイコンセット

•アクションアイコンセット

ステップ 4 [アイコンイメージ（Icon Images）]をクリックします。
ステップ 5 [アイコンイメージ（Icon Images）]を展開します。
ステップ 6 アイコンのリストからアイコンイメージを選択します。

ステップ 7 [編集（Edit）]をクリックします。
ステップ 8 [アイコンイメージエントリの編集（Edit Icon Images Entry）]ページで、次の手順のいずれかを

実行します。

a) [既存のアイコンの使用（UseExisting icon）]ドロップダウンリストを使用して、システム内に
現在存在するイメージを 1つ選択します。

b) [ファイル（File）]フィールドにイメージをドラッグするか、または [ファイルを選択（Select
a File）]オプションを使用して参照し、イメージを選択することによって、新しいイメージを
システムにアップロードします。

アイコンをアップロードしているときに、アイコンが .SVG形式か .PNG形式のいずれ
かであることを確認します。.SVGイメージをアップロードする場合、ピクセルの圧縮
が次のとおりであることを確認します。

重要

•アクションアイコンの場合：24 px x 24px

•テーブルアイコンの場合：16 px x 16px

•ステータスアイコンの場合：16 px x 16px

•ヘッダーアイコンの場合：20 px x 20px（警告アイコンを除く）

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

システムからログアウトして再度ログインし、新しいアイコンがユーザインターフェイスに表示

されるようにする必要があります。
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アイコンの編集

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]ページで [アイコン管理（Icon

Management）]をクリックします。
ステップ 3 編集するアイコンがあるアイコンカテゴリを含む行を選択します。

ステップ 4 [アイコンイメージ（Icon Images）]をクリックします。
ステップ 5 [アイコンイメージの管理（Manage Icon Images）]画面で、編集するアイコンイメージを選択し

ます。

ステップ 6 [編集（Edit）]をクリックします。
ステップ 7 [アイコンイメージエントリの編集（Edit Icon Images Entry）]画面で、[説明（Description）]を編

集します。

ステップ 8 [参照（Browse）]をクリックしてイメージを参照し、アップロードする代わりのファイルを選択
します。

ステップ 9 [アップロード（Upload）]をクリックします。
ステップ 10 アップロードが終了したら、[送信（Submit）]をクリックします。

アイコンの削除

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]ページで [アイコン管理（Icon

Management）]をクリックします。
ステップ 3 削除するアイコンがあるアイコンカテゴリを含む行を選択します。

ステップ 4 [アイコンイメージ（Icon Images）]をクリックします。
ステップ 5 [アイコンイメージの管理（Manage Icon Images）]画面でアイコンのイメージを選択し、[削除

（Delete）]をクリックします。
ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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アイコンのプレビュー

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]ページで [アイコン管理（Icon

Management）]をクリックします。
ステップ 3 プレビューするアイコンカテゴリを含む行を選択します。

ステップ 4 [アイコンイメージ（Icon Images）]をクリックします。
ステップ 5 [アイコンイメージの管理（Manage Icon Images）]画面で、プレビューするアイコンイメージを

選択します。

ステップ 6 [情報（Information）]アイコンをクリックしてイメージをプレビューします。

タグライブラリ
タグ付けは、オブジェクトにラベルを割り当てるときに行います。管理者は、Cisco UCS Director
のリソースグループやユーザグループなどのオブジェクトにタグ付けするかどうかを決定できま

す。コンピューティング、ストレージ、ネットワーク、仮想などのカテゴリにタグを割り当てる

ことができます。また、選択したカテゴリのアカウントの特定のタイプにタグを適用することも

できます。リソースグループでのタグの適用と削除の方法については、『CiscoUCSDirectorAPIC
Management Guide』のセクション「Managing Tags of a ResourceGroup」の項を参照してください。

タグが作成されると、定義された適用可能なルールに基づいて、タグがフィルタ処理され、オブ

ジェクトレポートに表示されます。タグは、リソースグループなどのオブジェクトに関連付ける

ことができます。タグに関連付けたリソースのエンティティを表示するには、タグを選択し、[詳
細の表示（View Details）]をクリックします。別の方法として、タグをダブルクリックすること
もできます。

リソースエンティティがタグに関連付けられていない場合、テーブルは空になります。（注）

タグの作成

レポートページで1つ以上のオブジェクトに割り当てることができるタグを作成するには、[タグ
ライブラリ（Tag Library）]画面の [作成（Create）]アクションを使用します。
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手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [タグライブラリ（Tag Library）]を選択します。
ステップ 2 [作成（Create）]をクリックします。
ステップ 3 [タグの作成（Create Tags）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

タグの名前。[名前（Name）]フィールド

タグの説明。[説明（Description）]フィールド

タグタイプとして [整数（INTEGER）]または
[文字列（STRING）]を選択します。

[タイプ（Type）]ドロップダウンリスト

タグに設定可能な値。[可能なタグ値（Possible Tag Values）]フィール
ド

ステップ 4 [Next]をクリックします。
ステップ 5 [適用可能なルール（Applicability Rules）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Checkoは、エンドユーザに表示されるタグを
作成します。

[エンドユーザに表示（Visible to End User）]
フィールド
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説明名前

タグの適用が必要なエンティティを選択しま

す。

エンティティを追加するには、以下の手順に

従ってください。

1 [+]アイコンをクリックします。

2 [カテゴリ（Category）]ドロップダウンリス
トからカテゴリを選択します。次のいずれ

かを設定できます。

• [Virtual_Compute]

• [Virtual_Storage]

• [Virtual_Network]

• [Physical_Compute]

• [Physical_Storage]

• [Physical_Network]

• [管理（Administration）]

3 タグ付け可能なエンティティを選択します。

4 [送信（Submit）]をクリックします。

タグは、セットになったタグ付け可

能なエンティティに応じてそれぞれ

のカテゴリの下に表示されます。

（注）

[タグ付け可能なエンティティ（Taggable
Entities）]フィールド

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

作成したタグは、ユーザインターフェイスのオプションを選択して編集、複製、および削除でき

ます。

サポート情報
Cisco UCS Directorサポートは、ライセンスステータス、データベーステーブル、バージョン、
リソース使用状況、ログ、トラブルシューティング用のデバッグプロセスを含む、基本および高

度なシステム情報を提供します。

[サポート情報（Support Information）]ページでは、次の操作を実行できます。
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•システム情報の表示（基本）

•システム情報の表示（詳細）

•ログの表示

•すべてのログのダウンロード

•デバッグのロギングを開始および停止

• APIのロギングを開始および停止

システム情報の表示

CiscoUCSDirectorユーザインターフェイスからシステム情報にアクセスできます。次のタイプの
システム情報にアクセスできます。

•基本システム情報

•詳細システム情報

基本システム情報には次のものがあります。

•ソフトウェアのバージョン

•アップタイム

•サービスステータス

•システムライセンスステータス

•システムの使用状況

•コンピュートアカウントステータス

•コンピュートサーバステータス

•ストレージアカウントステータス

•システムカタログ

•ネットワークデバイスのステータスと

•クラウドステータス

詳細システム情報は次の情報を含んでいます。

•基本システム情報

•データベーステーブルサマリー

•本体設定

• TOPプロセス情報

•プロセッサ、メモリ、ディスク、ログファイル、ネットワーク、ログインの情報
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•システムタスクステータス

•クラウドインベントリ

•モニタリングステータス

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [サポート情報（Support Information）]を選択します。
ステップ 2 [システム情報（System Information）]ドロップダウンリストより、表示したいシステム情報を選

択します。

ステップ 3 [送信（Submit）]をクリックします。
[システム情報（System Information）]ページが新しいタブで開き、アプライアンスに関する情報
が Cisco UCS Director表示されます。

ログの表示

Cisco UCS Directorシステムの次のログを照合します。

•インフラマネージャ

• Webコンテキストクラウドマネージャ

• Tomcatログ

•オーセンティケータログ

•メール配信ログ

•パッチログ

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [サポート情報（Support Information）]を選択します。
ステップ 2 [システム情報（System Information）]ドロップダウンリストから、[ログを表示（Show Log）]を

選択します。

ステップ 3 [ログを表示（Show Log）]ドロップダウンリストから、表示したいログを選択します。
ステップ 4 [ログの表示（Show Logs）]をクリックします。

ログファイルが新しいタブ、またはブラウザウィンドウで開き、使用可能な情報、警告、および

エラーログが表示されます。
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ログのダウンロード

zipファイルとしてすべてのログファイルをダウンロードできます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [サポート情報（Support Information）]を選択します。
ステップ 2 [システム情報（System Information）]ドロップダウンリストから、[すべてのログのダウンロード

（Download All Logs）]を選択します。
ステップ 3 [ダウンロード（Download）]をクリックします。

デバッグログの開始

デバッグログでは、最大で 30分間のデバッグログをログファイルに記録できます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [サポート情報（Support Information）]を選択します。
ステップ 2 [システム情報（SystemInformation）]ドロップダウンリストから、[デバッグログ（DebugLogging）]

を選択します。

ステップ 3 [デバッグログの開始（Start Debug Logging）]をクリックします。
ステップ 4 記録を停止するには、[デバッグログの停止（Stop Debug Logging）]をクリックします。

録音は自動的に 30分の制限に達すると停止します。

ステップ 5 zipのログファイルをダウンロードするには、[HH.MM.SS]（時間）から [デバッグログをダウン
ロード（Download Debug Logs）] をクリックします。
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API ログの生成

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [サポート情報（Support Information）]を選択します。
ステップ 2 [システム情報（System Information）]ドロップダウンリストから、[APIログ（API Logging）]を

選択します。

ステップ 3 [APIログの開始（Start API Logging）]をクリックします。
ステップ 4 目的のテストを実行します。

ステップ 5 記録を停止するには、[APIログの停止（Stop API Logging）] をクリックします。
ステップ 6 zipファイルをダウンロードするには [HH.MM.SS]（時間）から [APIデバッグログをダウンロー

ド（Download API Debug Logs）]をクリックします。
圧縮（zip）ファイルが生成され、デスクトップにダウンロードされます。このzipファイルには、
タイムスタンプとともに、アプライアンスで起動した REST APIが記載されたテキストファイル
が含まれています。

データベース監査ロギング
データベース監査ロギングによって、ログインイベントおよび照会イベントに関する情報を記録

できます。これらのイベントは、/var/lib/mysql/data/audit.logファイルに記録されま
す。デフォルトでは、データベース監査ロギングは無効になっています。データベース監査ロギ

ングを有効にするには、dbAuditLog.shコマンドを使用します。詳細については、監査ロギングの
有効化, （175ページ）を参照してください。

大量の監査ログが出力された結果、システムにパフォーマンス上の問題が発生した場合、デー

タベース監査ロギングを無効にできます。

（注）
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監査ロギングの有効化

手順

ステップ 1 直接、または SSHクライアントを使用して、Cisco UCS Directorアプライアンスに rootでログイ
ンします。

ステップ 2 次のコマンドを実行して、システム上で実行されているすべてのサービスを停止します。
[root@localhost infra]# pwd
/opt/infra
[root@localhost infra]# ./stopInfraAll.sh
[root@localhost infra]# ./statusInfra.sh

ステップ 3 次のコマンドを実行し、監査ロギングを有効にします。
[root@localhost infra]# cd bin
[root@localhost bin]# pwd
/opt/infra/bin
[root@localhost bin]# ./dbAuditLog.sh ON

ステップ 4 次のコマンドを実行し、サービスを再起動します。
[root@localhost infra]# pwd
/opt/infra/bin
[root@localhost infra]#./startInfraAll.sh

ステップ 5 次のコマンドを実行し、監査ロギングのステータスを確認します。
[root@localhost bin]# ./dbAuditLog.sh STATUS
audit-log= ON

データベースの起動に問題があることを示すメッセージが表示された場合は、audit.logファイ
ルを削除するか、または名前を変更してから、CiscoUCSDirectorデータベースサーバを再起動す
る必要があります。
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第 6 章

統合設定の管理

この章は、次の項で構成されています。

• [統合設定（Integration Settings）]について, 177 ページ

• 構成管理データベースの統合, 177 ページ

• 計測データのエクスポート, 179 ページ

• 変更レコード, 179 ページ

• システムログ, 179 ページ

• ストレージおよび OVFのアップロード, 181 ページ

• 複数言語のサポート, 181 ページ

[統合設定（Integration Settings）] について
このメニューを使用すると、Cisco UCS Directorで次の操作を実行できます。

•アプリケーションストレージ情報のモニタリング

• CMDB統合の設定

• OVFの管理

•測定レポートのエクスポート

•システムログの表示

構成管理データベースの統合
構成管理データベース（CMDB）は、システムの変更を追跡および管理するために使用されます。
CMDBには通常、仮想マシン（VM）、サービスリクエスト、グループなどのリソースに対する
追加、削除、または変更のイベントタイプが表示されます。
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CMBD 統合の設定

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [統合（Integration）]を選択します。
ステップ 2 [統合（Integration）]ページで [CMDB統合セットアップ（CMDB Integration Setup）]をクリック

します。

ステップ 3 [CMDB統合設定（CMDB Integration Setup）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します

説明名前

FTPサーバに変更記録をエクスポートするに
は、このチェックボックスをオンにします。

[FTPサーバにエクスポート（Export to FTP
Server）] チェックボックス

エクスポート形式の種類（CSVまたは XML）
を選択します。

[エクスポート形式（Export Format）] ドロップ
ダウンリスト

FTPサーバのアドレス。[FTPサーバ（FTP Server）]フィールド

FTPサーバポート番号。[FTPポート（FTP Port）]フィールド

FTPユーザ ID。[FTPユーザ（FTP User）]フィールド

FTPユーザパスワード。[FTPパスワード（FTP Password）]フィールド

変更記録をFTPサーバにエクスポートする頻度
を選択します。

[FTPエクスポート頻度（FTPExport Frequency）]
ドロップダウンリスト

エクスポートされる変更記録のファイル名。

ファイルがターゲットFTPサーバにエクスポー
トされるたびに、次の変数を使用して新しい

ファイル名を作成できます。

MONTH、WEEK、DAY、YEAR、HOUR、
MIN、SEC、MLLIS

例：XYZ-$DAY-$HOUR-$MIN-$SEC

[FTPファイル名（FTPFileName）] フィールド

FTPの設定をテストするには、このチェック
ボックスをオンにします。

[FTPのテスト（Test FTP）]チェックボックス

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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計測データのエクスポート
計測データのエクスポートを設定することにより、VMリソースの使用率や、リソースアカウン
ティングの詳細などのトレンドデータを、サーバへエクスポートできます。

計測データのエクスポートの設定

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [統合（Integration）]を選択します。
ステップ 2 [統合（Integration）]ページで [メータリングデータエクスポートセットアップ（Metering Data

Export Setup）]をクリックします。
ステップ 3 構成管理データベース（CMDB）の設定に使用するフィールドに値を入力します。

詳細については、CMBD統合の設定, （178ページ）を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

変更レコード

変更レコードの表示

最大 1,000件のレコードを表示できます。レポートのリストは降順で表示され、最近のレポート
が上部の行に表示されます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [統合（Integration）]を選択します。
ステップ 2 [統合（Integration）]ページで [変更レコード（Change Records）]をクリックします。

システムログ
システムログ（syslog）情報を設定されたサーバに転送できます。各システムメッセージは重大
度レベルに関連付けられます。ターゲットサーバに転送するシステムログの重大度レベルを決定

できます。
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システムログの設定

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [統合（Integration）]を選択します。
ステップ 2 [統合（Integration）]ページで [Syslogs]をクリックします。

ステップ 3 [Syslog転送の有効化（EnableSyslogForward）]チェックボックスをオンにし、次を含む必須フィー
ルドに値を入力します。

説明フィールド

どの重大度メッセージが syslogサーバに転送さ
れないかのしきい値を下記から選択します。

[重大度の最小値（Minimum Severity）]ドロッ
プダウンリスト

プライマリSyslogサーバ

プライマリサーバのアドレス。[サーバのアドレス（ServerAddress）]フィール
ド

プロトコル（UDPまたはTCP）を選択します。[プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリス
ト

ポート番号。[ポート（Port）]フィールド

メッセージの形式（XMLまたはプレーンテキ
スト）を選択します。

[Syslogメッセージフォーマット（Syslog
Message Format）]ドロップダウンリスト

セカンダリ Syslogサーバ

セカンダリサーバのアドレス。[サーバのアドレス（ServerAddress）]フィール
ド

プロトコル（UDPまたはTCP）を選択します。[プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリス
ト

ポート番号。[ポート（Port）]フィールド

メッセージの形式（XMLまたはプレーンテキ
スト）を選択します。

[Syslogメッセージフォーマット（Syslog
Message Format）]ドロップダウンリスト

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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ストレージおよび OVF のアップロード
管理者、グループ管理者、またはエンドユーザがアップロードしたファイルの保管場所を設定で

きます。アップロードされたファイルをローカルに保存するか、または外部NFS共有マウントポ
イントを保存先として設定することができます。システムの管理者は、ネットワークファイルシ

ステム（NFS）の場所を設定できます。

ファイルアップロード機能を使用して、管理者、グループ管理者、またはエンドユーザ（サービ

スエンドユーザポータル）は、オープン仮想化フォーマット（OVF）ファイルをローカルスト
レージまたは外部NFS共有マウントポイントにアップロードすることもできます。詳細について
は、『Cisco UCS Director OVF File Upload Guide』を参照してください。

複数言語のサポート
Cisco UCS Directorは、次の言語の同時表示および入力をサポートしています。

•英語（米国）

•日本語（日本）

•スペイン語（ラテンアメリカ）

•フランス語（フランス）

•韓国語（韓国）

•中国語（中国）

•ロシア語（ロシア）

すべての入力フィールドで、ユーザが選択した言語でのテキスト入力をサポートしています。

管理者は、特定のユーザをシステムに追加する際にそのユーザ用に言語設定を指定できます。詳

細については、ユーザの追加, （34ページ）を参照してください。また、システム内の各ユーザ
がユーザインターフェイスの言語を選択できます。詳細については、次を参照してください。

ユーザインターフェイスのロケール設定, （182ページ）

Cisco UCS Director用言語の選択
Cisco UCS Director用のユーザインターフェイスの言語は変更できます。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザインターフェイス設定（User Interface Settings）]ページで [言語（Language）]をクリック

します。

ステップ 3 [言語（Language）]ドロップダウンリストから言語を選択します。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

言語の変更を有効にするためには、システムを再起動する必要がありま

す。

重要

ユーザインターフェイスのロケール設定

システムのユーザとして、ユーザインターフェイスに指定の言語を選択できます。この言語設定

は、自身のログインセッションだけに設定され、他のユーザ用の言語選択には影響しません。

手順

ステップ 1 画面の右上隅に表示されているユーザ名をクリックし、[プロファイルの編集（Edit My Profile）]
を選択します。

ステップ 2 [プロファイルの編集（Edit My Profile）]画面で、[言語（Language）]ドロップダウンリストから
言語を選択します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
ユーザインターフェイスの言語が即時変更されます。

[言語（Language）]ドロップダウンリストと [保存（Save）]オプションが表示されない
場合、ブラウザのキャッシュをクリアして、Cisco UCS Director再起動する必要があり
ます。

（注）
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第 7 章

物理インフラストラクチャの管理

この章は、次の項で構成されています。

• 物理インフラストラクチャの管理について, 183 ページ

• 接続のテスト, 193 ページ

• デバイス検出の有効化, 194 ページ

物理インフラストラクチャの管理について
Cisco UCS Directorを使用すると、物理インフラストラクチャと仮想インフラストラクチャの両方
を管理できます。物理アカウントを管理する際には、まずサイトを作成してサイトにポッドを追

加する必要があります。このアカウントを作成すると、Cisco UCS Directorが新しく作成された物
理アカウント内のすべてのコンポーネントを検出します。通常、検出プロセスには約 5分かかり
ます。システムで、新しいポッドを追加するか、または使用可能なデフォルトのポッドを使用で

きます。物理アカウントは、デフォルトのポッドにも、追加したポッドにも関連付けることがで

きます。

管理者はシステムに、最初に物理アカウントやバーチャルアカウントを作成できます。Cisco
UCS Directorの物理アカウントは仮想（クラウド）アカウントに依存しません。

（注）

統合ビューの使用

統合ビューには、サイトやCiscoUCSDirectorで設定したポッドがグラフィカルに表示されます。
このビューにアクセスするには、サイドナビゲーションバーから [統合（Converged）]を選択し
ます。システムに 1つまたは複数のサイトを設定している場合、[統合（Converged）]ビューペー
ジには、サイトを選択し、そのサイトに関連付けられているポッドを表示するためのドルップダ

ウンリストが表示されます。ただし、このページからはサイトを追加できません。サイトの追加

の詳細については、サイトの追加,（184ページ）を参照してください。システムにサイトを追加
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すると、[統合（Converged）]ページからポッドを追加するか、または [管理（Administration）] >
[物理アカウント（Physical Accounts）] > [ポッド（Pods）]画面からポッドを追加できます。

[統合（Converged）]ページでは、各サイトに関連付けられているポッドを表示できるほか、次の
オプションも使用できます。

•検索：複数のポッドがサイトにある場合は、検索機能を使用すると、検索条件として名前を
使用して特定のポッドを見つけることができます。

•追加、編集、削除：これらのオプションを使用してポッドを追加、変更、削除します。

•サイトに表示されたポッドの行を折りたたんだり、展開します。

•各ポッドの特定のアカウント情報を表示します。

•ポッドを選択し、アカウント上にカーソルを合わせると、アカウントのすべての詳細が
表示されます。または、アカウントをクリックすると、詳細情報が表示されます。

•アカウントの電源ステータス：アカウント上の電源アイコンは、アカウントの電源がオ
ンになっているか、オフになっているかを示します。緑色は電源がオンになっているこ

とを示し、赤色は電源がオフになっていることを示します。

サイトの追加

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで [サイト管理（SiteManagement）]をクリックしま

す。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [サイトの追加（Add Site）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

サイトの記述名。[サイト名（Site Name）]フィールド

サイトの説明（ロケーション、重要性など）。[説明（Description）]フィールド

このサイトの担当者の名前。[連絡先の名前（Contact Name）] フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
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Pod の追加

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで [ポッド（Pods）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [Podの追加（Add Pod）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

Podの記述名です。[名前（Name）]フィールド

追加するポッドのタイプを選択します。次のタイプのいずれ

かになります。

• [FlexPod]

• [VersaStack]

• [汎用（Generic）]

• [ExpressPodミディアム（ExpressPod Medium）]

• [VSPEX]

• [ExpressPodスモール（ExpressPod Small）]

• [Vblock]

• [HyperFlex]

• [仮想 SAN Pod（Virtual SAN Pod）]

汎用タイプ以外のPodには、特定の物理コンポーネントおよ
び仮想コンポーネントにのみ対応しています。汎用ポッドに

は特定のポッドライセンスは必要ありません。また、汎用

ポッドには、任意のタイプの物理コンポーネントまたは仮想

コンポーネントを追加できます。Podの実行に必要な個々の
デバイスライセンスを含む、バンドルされた Podライセン
ス（FlexPod、Vblock、VSPEX）の詳細については、『Cisco
UCS Director Installation and Upgrade Guides』を参照してくだ
さい。

Cisco UCS Directorの IBMアカウントでは、
VersaStackポッドと汎用ポッドのみがサポートされ
ています。

（注）

[タイプ（Type）]ドロップダウン
リスト

Podを追加するサイトを選択します。環境にサイトがない場
合は、このステップを省略できます。

[サイト（Site）]ドロップダウン
リスト
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説明名前

（任意）Podの説明です。[説明（Description）]フィールド

Podの物理ロケーションです。たとえば、このフィールドに
はPodの市区町村、またはその他の内部的な識別子を入力し
ます。

[住所（Address）]フィールド

統合チェックビューに Podを表示しないようにするには、
このチェックボックスをオンにしてPodを非表示にします。
Podからアカウントの追加または削除は引き続き実行できま
す。

たとえば、このチェックボックスを使用して、物理要素や仮

想要素の存在しないポッドが統合ビューに表示されないよう

にすることができます。

[PODを非表示（Hide Pod）]
チェックボックス

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

次の作業

Podにアカウントを 1つ以上追加します。

物理的なアカウントの追加

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで [物理アカウント（Physical Accounts）]をクリッ

クします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [アカウントの追加（Add Account）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

物理アカウントが属する Podを選択します。[ポッド（POD）]ドロップダウンリスト

カテゴリタイプを選択します（[コンピューティ
ング（Computing）]または [ストレージ
（Storage）]）。[ストレージ（Storage）]を選択
した場合は、ステップ 6に進みます。

[カテゴリ（Category）]ドロップダウンリスト
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説明名前

この物理アカウントのアカウントタイプを次か

ら選択します。

• [UCSM]

• [HP ILO]

• [Ciscoラックサーバ(CIMC)]

• [IPMI]

[アカウントタイプ（Account Type）]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [アカウントの追加（Add Account）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

このアカウントに使用する認証タイプを次から

選択します。

• [ローカルで認証済み（Locally
Authenticated）]：ローカルで認証された
ユーザアカウントとは、ファブリックイ

ンターコネクトを介して直接認証された

ユーザアカウントのことであり、管理者

権限または AAA（認証、認可、アカウン
ティング）権限を持っていれば誰でも有効/
無効にすることができます。

• [リモートで認証済み（Remotely
Authenticated）]：リモートで認証された
ユーザアカウントとは、LDAP、RADIUS、
TACACS+のいずれかを介して認証された
ユーザアカウントのことです。

[認証タイプ（Authentication Type）]ドロップダ
ウンリスト

次のオプションのうちいずれかを選択して、こ

のアカウントによってサーバを管理する方法を

選択します。

• [すべてのサーバ（All Servers）]

• [選択済みのサーバ（Selected Servers）]

[サーバ管理（ServerManagement）]ドロップダ
ウンリスト

追加したい物理アカウントに割り当てる固有の

名前

[アカウント名（Account Name）]フィールド
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説明名前

サーバの IPアドレス。[サーバのアドレス（ServerAddress）]フィール
ド

手動で情報を入力する代わりに、このアカウン

トのクレデンシャルポリシーを使用する場合

は、このチェックボックスをオンにします。

[クレデンシャルポリシーの使用（UseCredential
Policy）]チェックボックス

[クレデンシャルポリシーの使用（UseCredential
Policy）]をオンにした場合は、このドロップダ
ウンリストから、使用するクレデンシャルポ

リシーを選択します。

このフィールドが表示されるのは、クレデン

シャルポリシーの使用を選択した場合のみで

す。

[クレデンシャルポリシー（Credential Policy）]
ドロップダウンリスト

このアカウントにアクセスするためのユーザ

名。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの

使用を選択した場合には表示されません。

[ユーザ ID（User ID）]フィールド

ユーザ名に関連付けられたパスワードです。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの

使用を選択した場合には表示されません。

[パスワード（Password）]フィールド

アカウントで使用する通信タイプを選択しま

す。

次のいずれかになります。

• [HTTP]

• [HTTPS]

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの

使用を選択した場合には表示されません。

[通信タイプ（Transport Type）]ドロップダウン
リスト

サーバポート番号。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの

使用を選択した場合には表示されません。

[ポート（Port）]フィールド

アカウントの説明。[説明（Description）]フィールド

アカウントの連絡先の電子メールアドレス。[連絡先の電子メール（Contact Email）]フィー
ルド
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説明名前

ロケーション。[ロケーション（Location）]フィールド

サービスプロバイダーの名前（既存する場

合）。

[サービスプロバイダー（Service Provider）]
フィールド

ステップ 7 このアカウントがストレージである場合、適切なアカウントタイプとして、[NetApp ONTAP]、
[NetApp OnCommand]、[EMC VNX]、[EMC VMAX Solutions Enabler]または [WHIPTAIL]の中から
選択します。

ステップ 8 [追加（Add）]をクリックします。

マルチドメインマネージャアカウントの追加

次のタイプのマルチドメインマネージャアカウントを追加できます。

• PNSC：Cisco Prime Network Services Controllerアカウント

• DCNM：Cisco Prime Data Center Network Managerアカウント

• UCS Central：Cisco UCS Centralアカウント

• APIC：Cisco Application Policy Infrastructure Controllerアカウント

• EMC RecoverPointアカウント

• EMC VPLEXアカウント

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで [マルチドメインマネージャ（Multi-Domain

Managers）]をクリックします。
ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [アカウントの追加（Add Account）]画面で、ドロップダウンリストからアカウントタイプを選

択します。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [マルチドメインマネージャアカウント（Multi-Domain Manager Account）]画面で、次のフィール

ドに値を入力します。

説明名前

このマルチドメインマネージャアカウントが

属するアカウント名を選択します。

[アカウント名（Account Name）]フィールド

（任意）アカウントについての説明。[説明（Description）]フィールド

マルチドメインマネージャアカウントを管理

するサーバの IPアドレスを入力します。
[サーバのアドレス（ServerAddress）]フィール
ド

追加したい物理アカウントに割り当てる固有の

名前

[アカウント名（Account Name）]フィールド

サーバの IPアドレス。[サーバのアドレス（ServerAddress）]フィール
ド

このアカウントにアクセスするためのユーザ

名。

[ユーザ ID（User ID）]フィールド

ユーザ名に関連付けられたパスワードです。[パスワード（Password）]フィールド

アカウントで使用する通信タイプを選択しま

す。次のいずれかになります。

• [http]

• [https]

[通信タイプ（Transport Type）]ドロップダウン
リスト

サーバポート番号。デフォルトポートは 443
です。

[ポート（Port）]フィールド

（任意）アカウントの連絡先電子メールアドレ

ス。

[連絡先の電子メール（Contact Email）]フィー
ルド
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説明名前

（任意）ロケーション。[ロケーション（Location）]フィールド

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

ネットワーク要素の追加

ロードバランシングをサポートする仮想サーバを作成するには、最初にネットワーク要素をCisco
UCSDirectorに追加しておく必要があります。ロードバランサをCisco UCSDirectorのネットワー
ク要素として追加した後、[管理するネットワーク機器（Managed Network Element）]画面にその
要素が表示されます。

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで [管理型ネットワーク要素（Managed Network

Elements）]をクリックします。
ステップ 3 [ネットワーク機器の追加（Add Network Element）]をクリックします。
ステップ 4 [ネットワーク要素の追加（Add Network Element）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

ネットワーク要素が属するポッドを選択しま

す。

[ポッド（POD）]ドロップダウンリスト

このネットワーク要素のデバイスカテゴリを選

択します。たとえば [F5ロードバランサ（F5
Load Balancer）]を選択します。

[デバイスカテゴリ（Device Category）]ドロッ
プダウンリスト

このデバイスの IPアドレス。[デバイスIP（Device IP）]フィールド
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説明名前

使用されるプロトコルを選択します。リストに

は次の内容が含まれます。

• [Telnet]

• [SSH]

• [HTTP]

• [HTTPS]

F5ロードバランサデバイスを使用す
る場合、HTTPおよび HTTPSのみを
選択できます。

（注）

[プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリス
ト

使用するポート番号。[ポート（Port）]フィールド

ログイン名。[ログイン（Login）]フィールド

ログイン名に関連付けられるパスワード。[パスワード（Password）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

F5ロードバランサの追加が、システムタスクのインベントリ収集のトリガーとなります。[シス
テムのタスク（System Tasks）]画面で設定するポーリング間隔はインベントリ収集の頻度を指定
します。

次の作業

仮想サーバを変更または編集するには、サーバを選択して [変更（Modify）]をクリックします。
仮想サーバを削除するには、サーバを選択して [削除（Delete）]をクリックします。

DHCP ロギングのイネーブル化

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（PhysicalAccounts）]ページで、[ネットワークサービスエージェント（Network

Service Agents）]を選択します。
ステップ 3 [組み込みネットワークサービス（Embedded Network Services）]をクリックします。
ステップ 4 [組み込みネットワークサービス（Embedded Network Services）]画面で、[DHCPロギングを有効

にする（Enable DHCP Logging）]をオンにします。

接続のテスト
管理するネットワーク機器、仮想アカウント、および物理アカウントの接続をテストできます。

管理対象ネットワーク機器の接続テスト

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで [管理型ネットワーク要素（Managed Network

Elements）]をクリックします。
ステップ 3 接続をテストするポッドを含む行をクリックします。

ステップ 4 [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。

物理アカウントへの接続のテスト

ポッドをアカウントに追加した後は、いつでも接続をテストできます。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで [マルチドメインマネージャ（Multi-Domain

Managers）]をクリックします。
ステップ 3 [マルチドメインマネージャ（Multi-Domain Managers）]画面で、接続のテスト対象となるアカウ

ントの行をクリックします。

ステップ 4 [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。
ステップ 5 接続テストが完了したら、[閉じる（Close）]をクリックします。

次の作業

接続が失敗した場合は、ユーザ名やパスワードを含め、アカウントの構成を検証します。ユーザ

名とパスワードが正しい場合は、ネットワーク接続に問題があるかどうかを確認します。

デバイス検出の有効化

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで [検出されたデバイス（Discovered Devices）]をク

リックします。

ステップ 3 [設定の検出（Setup Discovery）]をクリックします。
ステップ 4 [設定の検出（Setup Discovery）]画面で、[検出を有効にする（Enable Discovery）]をオンにしま

す。

ステップ 5 [設定の検出（Setup Discovery）]画面で、[IPアドレス範囲（IP address range）]フィールドに値を
入力し、ご使用の環境で次のフィールドのデフォルト値が適切かどうかを判断します。

説明名前

このチェックボックスは、対象のアカウントに

対するデバイス検出を有効にするためにデフォ

ルトでオンになっています。

[検出を有効にする（EnableDiscovery）]チェッ
クボックス

デバイス検出の IPアドレス範囲。（例：
10.1.1.1-10.1.1.12）

[IP範囲（IP Range）]フィールド

TCPのタイムアウト（ms）（デフォルト値は
2000 ms）。

[TCPタイムアウト(ミリ秒単位)（TCP Timeout
(ms)）]フィールド
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説明名前

SNMPのタイムアウト（ms）（デフォルト値は
1500 ms）。

[SNMPタイムアウト(ミリ秒単位)（SNMP
Timeout (ms)）]フィールド

SNMPコミュニティストリング（デフォルトは
[パブリック（public）]）。

[SNMPコミュニティストリング（SNMP
Community Strings）]フィールド

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 8 章

仮想インフラストラクチャの管理

この章は、次の項で構成されています。

• VMwareクラウドの管理について, 197 ページ

• クラウドの検出および接続の確認, 204 ページ

• vCenterプラグインの表示, 204 ページ

• Cisco UCS Directorでの仮想マシンのプロビジョニング, 205 ページ

VMware クラウドの管理について
Cisco UCS Directorは、vCenter（ESX 3.5、ESX/ESXi 4.xおよび 5.x）で VMwareをサポートしま
す。Cisco UCS Directorは自動的にすべての既存の仮想マシン（VM）と新しく追加したクラウド
のアカウントのイメージを検出します。通常、検出プロセスには約 5分かかります。VMwareク
ラウドを追加することもできます。

「クラウド」という用語は 1つの vCenterインストール環境を指します。（注）

Cisco UCS Directorでは、複数のデータセンターとクラスタを使用してインベントリ収集および
VMのプロビジョニングをサポートします。Vmwareクラウドを作成すると、複数のデータセン
ターおよびクラスタを検出し、選択するオプションを選択できます。一度検出されたデータセン

ターとクラスタをクラウドに追加した場合、クラウドから編集してそれらを選択解除することは

できません。ただし、クラウドを編集して予備のデータセンターとクラスタを追加することはで

きます。
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Cisco UCSDirectorでは、同じ vCenterアカウントを使用するクラウドの作成をサポートしてい
ません。重複したアカウントがある場合、VMwareを作成できません。また、重複するアカウ
ントがある場合、VMのプロビジョニングが失敗し、バーチャルアカウントのステータスでエ
ラーが表示されます。[接続テスト（TestConnectivity）]機能は失敗し、エラーメッセージが表
示されます。このエラーは、異なるクラウドにおいて、同一サーバで同一クラスタの組み合わ

せを使用した場合に発生するものです。

この機能を無効にするには、手動で cd /opt/infra/inframgrディレクトリにある
vmware.propertiesファイル内の allowDuplicateCloudsフィールドを [True]に設定し、重
複アカウントを許可する必要があります。デフォルトでは、[False]に設定されています。

（注）

以前のリリースからアップグレードすると、接続ステータスフィールドにすべての重複アカウン

トが表示されます。エラーメッセージが表示されますが、VM上で、すべてのアクションが実行
されます。

VMware クラウドの作成
VMwareクラウドの作成時に、次のいずれかの方法でデータセンターとクラスタを指定できます。

•クレデンシャルポリシーに含まれます。

• [VMwareデータセンター（VMwareDatacenter）]および [VMwareクラスタ（VMwareCluster）]
フィールド

• [Discoverデータセンター/クラスタ（Discover Datacenters / Clusters）]チェックボックス

クレデンシャルポリシー内のデータセンターや VMwareデータセンターおよび VMwareクラ
スタを選択できます。[クラウドの追加（Add Cloud）]画面やクレデンシャルポリシーフォー
ムでデータセンターを指定すると、エラーが発生します。

（注）

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [バーチャルアカウント（Virtual Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [バーチャルアカウント（VirtualAccounts）]ページで [バーチャルアカウント（VirtualAccounts）]

をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [クラウドの追加（Add Cloud）]画面で、次の必須フィールドに入力します。
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説明名前

使用可能なクラウドタイプが表示されます。

[VMware]を選択します。

次のフィールドは、[VMware]を選択
した場合に表示されます。他のクラ

ウドタイプでは、そのクラウドタイ

プに固有のフィールドが表示されま

す。

（注）

[クラウドタイプ（Cloud Type）]ドロップダウ
ンリスト

クラウドの名前。この名前に一重引用符を含め

ることはできません。

Cisco UCS Director内では各クラウド
に固有の名前を付ける必要がありま

す。クラウドの追加後は、すべての

レポートでこのクラウド名によって

表されます。

（注）

[クラウド名（Cloud Name）]フィールド

vCenterサーバのアドレス。[サーバのアドレス（ServerAddress）]フィール
ド

手動で情報を入力する代わりに、このアカウン

トのクレデンシャルポリシーを使用する場合

は、このチェックボックスをオンにします。

[クレデンシャルポリシーの使用（UseCredential
Policy）]チェックボックス

[クレデンシャルポリシーの使用（UseCredential
Policy）]をオンにした場合は、このドロップダ
ウンリストから使用するクレデンシャルポリ

シーを選択します。

このフィールドが表示されるのは、クレデン

シャルポリシーの使用を選択した場合のみで

す。

[クレデンシャルポリシーの使用（UseCredential
Policy）]ドロップダウンリスト

vCenterサーバのユーザ名。[サーバのユーザ ID（ServerUser ID）]フィール
ド

vCenterサーバのパスワード。[サーバのパスワード（ServerPassword）]フィー
ルド

サーバポート番号。[サーバアクセスポート（Server Access Port）]
フィールド

サーバアクセス URL。[サーバアクセス URL（Server Access URL）]
フィールド
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説明名前

vCenterアカウントのデータセンター名。[VMwareデータセンター（VMwareDatacenter）]
フィールド

VMwareデータセンターと関連する VMwareク
ラスタを検出して使用するには、このチェック

ボックスをオンにします。

[Discoverデータセンター/クラスタ（Discover
Datacenters / Clusters）]チェックボックス

vCenterアカウントのVMwareクラスタの名前。

この名前を使用して、指定されているポッドの

リソースを検出、監視、管理できます。vCenter
アカウント全体がCiscoUCSDirectorによって管
理される場合は、このフィールドを空白にしま

す。

[VMwareクラスタ（VMwareCluster）]フィール
ド

使用したい関連データセンターとクラスタを

チェックします。

このフィールドは、[Discoverデータ
センター/クラスタ（Discover
Datacenters / Clusters）]チェックボッ
クスをオンにした場合のみ表示され

ます。

（注）

[データセンター/クラスタの選択（Select
Datacenters / Clusters）]フィールド

アカウントの Site Recovery Manager（SRM）を
有効にするには、このチェックボックスをオン

にします。

[SRMを有効化します（Enable SRM）]チェッ
クボックス

プライマリ SRMサーバの IPアドレス。

このフィールドは、[SRMを有効化し
ます（Enable SRM）]チェックボッ
クスをオンにした場合のみ表示され

ます。

（注）

[プライマリSRMサーバアドレス（PrimarySRM
Server Address）]フィールド

プライマリ SRMサーバのユーザ ID。

このフィールドは、[SRMを有効化し
ます（Enable SRM）]チェックボッ
クスをオンにした場合のみ表示され

ます。

（注）

[プライマリ SRMサーバのユーザ ID（Primary
SRM Server User ID）]フィールド

プライマリSRMサーバのユーザのパスワード。

このフィールドは、[SRMを有効化し
ます（Enable SRM）]チェックボッ
クスをオンにした場合のみ表示され

ます。

（注）

[プライマリSRMサーバのパスワード（Primary
SRM Server Password）]フィールド
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説明名前

プライマリ SRMサーバのポート番号。SRM
バージョン 6.0の場合は、ポート番号として
「9086」と入力します。

このフィールドは、[SRMを有効化し
ます（Enable SRM）]チェックボッ
クスをオンにした場合のみ表示され

ます。

（注）

[プライマリ SRMサーバアクセスポート
（Primary SRM Server Access Port）]フィールド

リモート SRMサーバのユーザ ID。

このフィールドは、[SRMを有効化し
ます（Enable SRM）]チェックボッ
クスをオンにした場合のみ表示され

ます。

（注）

[リモート SRMサーバユーザ ID（Remote SRM
Server User ID）]フィールド

リモート SRMサーバのユーザ IDのパスワー
ド。

このフィールドは、[SRMを有効化し
ます（Enable SRM）]チェックボッ
クスをオンにした場合のみ表示され

ます。

（注）

[リモートSRMサーバパスワード（RemoteSRM
Server Password）]フィールド

シングルサインオン（SSO）による認証を行う
には、このチェックボックスをオンにします。

SSOオプションは、仮想SAN（VSAN）にのみ
使用可能です。SSOのクレデンシャルは、仮想
SANクラスタのストレージプロファイルを使
用した VMのプロビジョニングが必要です。

[SSOの使用（Use SSO）]チェックボックス

シングルサインオンサーバの IPアドレス。

このフィールドは、[SSOの使用（Use
SSO）]チェックボックスをオンにし
た場合のみ表示されます。

（注）

[SSOサーバのアドレス（SSO Server Address）]
フィールド

SSOサーバのユーザ ID。

このフィールドは、[SSOの使用（Use
SSO）]チェックボックスをオンにし
た場合のみ表示されます。

（注）

[SSOサーバのユーザ ID（SSO Server User ID）]
フィールド

SSOサーバのユーザ IDのパスワード。

このフィールドは、[SSOの使用（Use
SSO）]チェックボックスをオンにし
た場合のみ表示されます。

（注）

[SSOサーバのパスワード（SSO Server
Password）]フィールド
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説明名前

SSOサーバアクセス用の URL。

このフィールドは、[SSOの使用（Use
SSO）]チェックボックスをオンにし
た場合のみ表示されます。

（注）

[SSOサーバのアクセスURL（SSOServerAccess
URL）]フィールド

ポート番号。vCenterバージョン 5.xの場合は、
ポート番号として「7444」と入力します。

このフィールドは、[SSOの使用（Use
SSO）]チェックボックスをオンにし
た場合のみ表示されます。

（注）

[SSOサーバのアクセスポート（SSO Server
Access Port）]フィールド

サーバアクセス用の URL。[サーバアクセス URL（Server Access URL）]
フィールド

クラウドの説明。[説明（Description）]フィールド

クラウドの連絡先の電子メールアドレス。[連絡先の電子メール（Contact Email）]フィー
ルド

ロケーション。[ロケーション（Location）]フィールド

コンバージドインフラストラクチャポッドを

選択します。

ポッドの名前を選択すると、VMwareクラウド
のアカウントが、コンバージドインフラストラ

クチャスタックにて使用可能となります。

仮想 SANポッドには、複数の仮想ア
カウントを追加することはできませ

ん。

（注）

[POD]ドロップダウンリスト

サービスプロバイダーの名前。[サービスプロバイダー（Service Provider）]
フィールド

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

PowerShell エージェントインストーラのダウンロード
PowerShellエージェントはWindows Server 2008 R2またはWindows Server 2012 64ビット仮想マシ
ンにインストールされます。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [バーチャルアカウント（Virtual Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [バーチャルアカウント（Virtual Accounts）]ページで [PowerShellエージェント（PowerShell

Agents）]をクリックします。
ステップ 3 [インストーラのダウンロード（Download Installer）]をクリックします。
ステップ 4 [エージェントインストーラのダウンロード（DownloadAgent Installer）]画面で、表示されている

インストール要件をシステムが満たしているかどうかを確認します。

ステップ 5 要件を満たしている場合は [送信（Submit）]をクリックします。
[PSASetup. Exeを開く（Opening PSASetup. exe）]ダイアログボックスに、実行可能ファイルを保
存するよう伝えるメッセージが表示されます。

ステップ 6 [ファイルの保存（Save File）]をクリックします。
ファイルはシステムのダウンロードロケーションに保存されます。

ステップ 7 [PSASetup. exeファイル（PSASetup. exe file）]をWindows Server 2008 R2またはWindows Server
2012 64ビット仮想マシン（VM）にインストールします。

PowerShell エージェントの作成

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [バーチャルアカウント（Virtual Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [バーチャルアカウント（Virtual Accounts）]ページで [PowerShellエージェント（PowerShell

Agents）]をクリックします。
ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [エージェントの追加（Add Agent）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します。

説明名前

エージェントの名前。[エージェント名（Agent Name）]フィールド

エージェントのアドレス。[エージェントアドレス（AgentAddress）]フィー
ルド

エージェントのアクセスポート番号。[エージェントのアクセスポート（Agent Access
Port）]フィールド

アクセスキー。[アクセスキー（Access Key）]フィールド

エージェントの説明。[説明（Description）]フィールド
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ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

クラウドの検出および接続の確認

接続のテスト

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [バーチャルアカウント（Virtual Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [バーチャルアカウント（VirtualAccounts）]ページで [バーチャルアカウント（VirtualAccounts）]

をクリックします。

ステップ 3 テストする VMwareアカウントを選択します。
ステップ 4 [接続のテスト（Test Connectivity）]をクリックします。

接続テストの結果を表示する経過表示バーはありません。クラウドアカウントが追加され、デー

タが収集されていることを確認するには、[サマリ（Summary）]タブを使用します。

ステップ 5 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 6 [サマリー（Summary）]をクリックします。

自動検出とデータの入力が完了するまでに数分かかる場合があります。

ステップ 7 クラウド名を選択すると、そのステータスの詳細が表示されます。

vCenter プラグインの表示

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [バーチャルアカウント（Virtual Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [バーチャルアカウント（VirtualAccounts）]ページで [プラグイン（Plugins）]をクリックします。
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Cisco UCS Directorでの仮想マシンのプロビジョニング
Cisco UCS Directorでの仮想マシンのプロビジョニングは複数の手順を踏んで行われます。このプ
ロセスには、仮想アカウントの作成や、ポリシー、カタログ、サービスリクエストの作成などの

ステップが必要になります。管理者は、このタスクを開始する前に次の事項を決定しておく必要

があります。

• VMを導入するクラスタ

• VMのプロビジョニングで使用するクラスタ内のデータストア

• VMを導入するクラスタ内の使用可能なネットワーク

この情報がない中で、無効なデータストアを選択したり、クラスタに誤ったネットワークを選

択すると、Cisco UCS Directorでの VMのプロビジョニングが失敗します。
注目

Cisco UCS Directorでの VMのプロビジョニングのプロセスの概要は次のとおりです。

1 ユーザグループを作成します。

詳細については、ユーザグループの作成, （69ページ）を参照してください。

2 仮想アカウントを作成します。

VMは、Cisco UCS Directorの仮想アカウント内にプロビジョニングされます。詳細について
は、VMwareクラウドの作成, （198ページ）を参照してください。

3 VMwareシステムポリシーを作成します。

このポリシーで、VMのシステム固有の情報を定義します。使用する VMの命名テンプレー
ト、設定する OS、VMをプロビジョニングするドメインを指定する必要があります。詳細に
ついては、システムポリシーの設定, （248ページ）を参照してください。

4 VMwareコンピューティングポリシーを作成します。

コンピューティングポリシーでは、グループまたはワークロードの要件を満たすために、プロ

ビジョニング時に使用されるコンピューティングリソースを決定します。このポリシーで指定

するクラスタによって、後続のポリシーでの選択内容が決まります。詳細については、コン

ピューティングポリシーの作成, （210ページ）を参照してください。

5 ストレージポリシーを作成します。

ストレージポリシーは、データストアの範囲、使用するストレージの種類、容量、遅延などの

最小条件といったリソースを定義します。詳細については、ストレージポリシーの追加と設

定, （226ページ）を参照してください。

6 ネットワークポリシーを作成します。

ネットワークポリシーでは、ネットワーク設定、DHCP、スタティック IPなどのリソースに
加え、VMのプロビジョニングに複数の vNICを追加するためのオプションを定義します。詳
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細については、ネットワークプロビジョニングポリシーの設定, （245ページ）を参照してく
ださい。

7 仮想データセンターを作成します。

仮想データセンター（VDC）は、仮想リソース、動作の詳細、ルール、およびポリシーを組み
合わせた環境です。VDCを作成するときに、VMのプロビジョニング用に作成したユーザグ
ループを選択し、ポリシーを作成するときに指定したクラウドを選択します。選択したクラウ

ドアカウントに基づいて、後続のポリシー関連のすべてのフィールドにデータが入力されま

す。詳細については、仮想データセンターの追加, （264ページ）を参照してください。

8 テンプレートを選択するためのカタログを作成します。

事前定義されたカタログ項目を使用して仮想マシン（VM）のセルフプロビジョニングができ
ます。「カタログ」では、VMをバインドするクラウドの名前およびグループの名前などのパ
ラメータを定義します。詳細については、カタログの公開, （331ページ）を参照してくださ
い。

9 サービスリクエストを作成して送信します。

セルフサービスプロビジョニング機能を使用してサービスリクエストを作成し、仮想マシン

（VM）、サービス、またはアプリケーションをプロビジョニングできます。サービスリクエ
ストプロセスにより、VM作成のプロビジョニングワークフローが生成されます。詳細につ
いては、標準カタログタイプを使用したサービスリクエストの作成, （350ページ）を参照し
てください。

サービスリクエストを送信すると、ワークフローがトリガーされて、VMがプロビジョニング
されます。
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次の図に、Cisco UCS Directorで VMをプロビジョニングするときのワークフローを示します。

図 3：Cisco UCS Directorでの仮想マシンのプロビジョニングのワークフロー

Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
207

仮想インフラストラクチャの管理

Cisco UCS Directorでの仮想マシンのプロビジョニング



    Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
208

仮想インフラストラクチャの管理

Cisco UCS Directorでの仮想マシンのプロビジョニング



第 9 章

ポリシーの管理

この章は、次の項で構成されています。

• ポリシー, 209 ページ

• コンピューティングポリシー, 210 ページ

• ベアメタルサーバのプロビジョニングポリシーの設定, 214 ページ

• データコレクションポリシー, 221 ページ

• グループの共有ポリシーについて, 224 ページ

• ストレージポリシー, 225 ページ

• クレデンシャルポリシー, 235 ページ

• ネットワークポリシー, 237 ページ

• システムポリシー, 248 ページ

• エンドユーザセルフサービスポリシー, 256 ページ

• VM管理ポリシーの設定, 258 ページ

ポリシー
Cisco UCS Directorは、仮想マシン（VM）やベアメタルサーバなどのリソースを、管理者の設定
による事前定義されたポリシーを使用して割り当てられたリソースのプールからプロビジョニン

グするエンドユーザポータルを提供します。

ポリシーとは、仮想マシンまたはベアメタルサーバのいずれであるかにかかわらず、新しいリ

ソースが利用可能なシステムリソースに基づいてインフラストラクチャ内でプロビジョニングさ

れる場所と仕組みを決定する一連のルールのことです。

Cisco UCS Directorでは、リソースをプロビジョニングするために次のポリシーをセットアップす
る必要があります。
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•コンピューティング

•ストレージ

•ネットワーク

•システム

•ベアメタル

VMをプロビジョニングするためのポリシーを設定する前に、クラウドのアカウントを作成し
ます。

重要

コンピューティングポリシー
コンピューティングポリシーでは、グループまたはワークロードの要件を満たすために、プロビ

ジョニング時に使用されるコンピューティングリソースを決定します。

管理者として、コンピューティングポリシーのさまざまな条件を組み合わせて高度なポリシーを

定義できます。

コンピューティングポリシーのすべてのフィールドについて十分に理解することをお勧めし

ます。条件の組み合わせによってはセルフサービスプロビジョニング中に使用できるホスト

マシンが存在しない場合があります。

（注）

コンピューティングポリシーの作成

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [コンピュー
ティング（Computing）]を選択します。

ステップ 2 [コンピューティング（Computing）]ページで [VMwareコンピューティングポリシー（VMware
Computing Policy）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [コンピューティングポリシーの追加（Add Computing Policy）]画面で、次のフィールドに値を入

力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前は、カタログの定義時に使

用されます。

（注）

[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明（Policy Description）]フィー
ルド

リソース割り当てを行うクラウドを選択しま

す。

[クラウド名（CloudName）]ドロップダウンリ
スト

導入の適用範囲を選択します。

すべてのオプションを使用するか、選

択したオプションを含めるか、または

選択したオプションを除外するかを指

定して、導入のスコープを絞り込むこ

とができます。選択した内容に基づい

て、必要なホストまたはクラスタを選

択できる新しいフィールドが表示され

ます。

（注）

[ホストノードまたはクラスタスコープ（Host
Node/Cluster Scope）]ドロップダウンリスト

リソースプールを選択します。[リソースプール（Resource Pool）] ドロップダ
ウンリスト

ESXのインストールタイプ（[ESX]、[ESXi]、
または[両方（both）]）を選択します。

[ESXタイプ（ESXType）]ドロップダウンリス
ト

ESXのバージョンを選択します。[ESXバージョン（ESXVersion）]ドロップダウ
ンリスト

一致しなければならない 1つ以上の条件をオン
にします。これらの条件を満たしていないホス

トは検討から除外されます。複数の条件を選択

した場合は、選択した条件すべてを満たしてい

る必要があります。

[フィルタ条件（Filter Conditions）]チェック
ボックス

展開オプション

テンプレートのプロパティをオーバーライドす

る場合にオンにします。CPUとメモリのカスタ
ム設定を入力できるオプションも用意されてい

ます。

[テンプレートのオーバーライド（Override
Template）]チェックボックス
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説明名前

vCPUのカスタム数。VMに対して指定する
vCPUの数は、選択されているホストノードま
たはクラスタのスコープの総コア数を超えては

いけません。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド（OverrideTemplate）]
をオンにした場合に表示されます。

（注）

[vCPU数（Number of vCPUs）]フィールド

VM用に予約するCPU。予約は、指定したvCPU
の数によって異なります。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド（OverrideTemplate）]
をオンにした場合に表示されます。

（注）

[CPU予約(MHz)（CPU Reservation (MHz)）]
フィールド

VMに対する CPU制限。CPUの制限は、選択
されたホストノードまたはクラスタのスコープ

に基づいています。

[CPUの制限(MHz)（CPU Limit (MHz)）]フィー
ルド

CPU共有（[低（low）]、[ノーマル（normal）]、
または [高（high）]）を選択します。CPU共有
により、VM間で競合が発生した場合に、どの
VMが CPUリソースを取得するかが決定しま
す。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド（OverrideTemplate）]
をオンにした場合に表示されます。

（注）

[CPU共有（CPUShares）]ドロップダウンリス
ト

VMのカスタムメモリ。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド（OverrideTemplate）]
をオンにした場合に表示されます。

（注）

[メモリ（Memory）]フィールド

VMのメモリ予約。予約は、指定したメモリに
よって異なります。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド（OverrideTemplate）]
をオンにした場合に表示されます。

（注）

[メモリ予約(MB)（Memory Reservation (MB)）]
フィールド
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説明名前

VMに対するメモリ制限。メモリの制限は、選
択されたホストノードまたはクラスタのスコー

プに基づいています。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド（OverrideTemplate）]
をオンにした場合に表示されます。

（注）

[メモリ制限(MB)（MemoryLimit (MB)）]フィー
ルド

メモリ共有（[低（low）]、[ノーマル
（normal）]、または [高（high）]）を選択しま
す。メモリ共有により、VM間で競合が発生し
た場合に、どのVMがメモリリソースを取得す
るかが決定します。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド（OverrideTemplate）]
をオンにした場合に表示されます。

（注）

[メモリ共有（MemoryShares）]ドロップダウン
リスト

サイズ変更オプション

プロビジョニング前のVMサイズの変更や、既
存のVMサイズの変更を許可する場合にオンに
します。

[VMのサイズ変更を許可（Allow Resizing of
VM）]チェックボックス

VMのプロビジョニング中、または既存の VM
のサイズの変更中に使用する vCPUの範囲。選
択したクラウド（vCenter）が5以上であり、か
つVMバージョン 8を使用している場合のみ、
VMのプロビジョニングまたはサイズ変更時に
8を超える範囲が表示されます。このボックス
で指定された値だけが表示されます。

このオプションは、[VMのサイズ変
更を許可（AllowResizing ofVM）]を
オンにした場合に表示されます。

（注）

[vCPUの許容値（Permitted Values for vCPUs）]
フィールド

ソケットあたりに許可されているコアの数。ソ

ケットあたりのコアの数は、サービスリクエス

トの作成時、VMの導入時、VMのクローニン
グ時、またはVMのプロビジョニング時にオー
ケストレーションワークフローを使用して設定

できます。このフィールドが空の場合、VMの
プロビジョニングやその他のアクション時にソ

ケットあたりのコアの数を指定するオプション

が使用できません。

[ソケットあたりのコア数の許容値（Permitted
Values for cores per socket）]
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説明名前

VMのプロビジョニング中、または既存の VM
のサイズの変更中に使用するメモリの範囲。

例：512、768、1024、1536、2048、3072、4096
など。このボックスで指定された値だけが表示

されます。

このオプションは、[VMのサイズ変
更を許可（AllowResizing ofVM）]を
オンにした場合に表示されます。

（注）

[メモリの許容値（MB単位）（Permitted Values
for Memory in MB）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

ベアメタルサーバのプロビジョニングポリシーの設定

はじめる前に

•ベアメタルエージェント（BMA）アカウントは、ベアメタル OSイメージを使用して追加
および設定する必要があります。

• Cisco UCS Managerアカウントを追加する必要があります。

• Cisco UCS Centralアカウントを追加する必要があります。

•ベアメタルサーバに関連する特定のコストが必要な場合は、このポリシーを作成する前に、
ベアメタルサーバのコストモデルを作成する必要があります。

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [物理インフラストラクチャポリシー（Physical Infrastructure Policies）] >
[ベアメタルサーバ（Bare Metal Servers）]を選択します。

ステップ 2 [ベアメタルサーバ（Bare Metal Servers）]ページで [ベアメタルサーバのプロビジョニングポリ
シー（Bare Metal Server Provisioning Policy）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ベアメタルサーバプロビジョニングポリシーの追加（AddBareMetal Server Provisioning Policy）]

画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの一意の名前を入力します。[ポリシー名（Policy Name）]フィールド
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説明名前

ポリシーの説明を入力します。[ポリシーの説明（Policy Description）]フィー
ルド

ドロップダウンリストからアカウントタイプ

を選択します。次のいずれかを設定できます。

• UCSセントラル（UCS Central）

• UCSマネージャ

[アカウントタイプ（Account Type）]ドロップ
ダウンリスト

Cisco UCS Centralのアカウント名を選択しま
す。

このフィールドは、[アカウントタイ
プ（Account Type）]ドロップダウン
リストから [UCSセントラル（UCS
Central）]を選択した場合にのみ表示
されます。

（注）

[UCSセントラルアカウント名（UCS Central
Account Name）]ドロップダウンリスト

ドロップダウンリストからアカウント名を選択

します。

[アカウント名（Account Name）]ドロップダウ
ンリスト

ポリシーの範囲を選択します。次のいずれかを

設定できます。

• [サーバを含める（Include Servers）]

• [サーバプールを含める（Include Server
Pools）]

[サーバの選択範囲（Server Selection Scope）]ド
ロップダウンリスト

リストを展開し、このポリシーに含める UCS
ドメイングループをオンにします。ドメイン

グループをオンにした後に、[検証（Validate）]
をクリックします。

このフィールドは、[アカウントタイ
プ（Account Type）]ドロップダウン
リストから [UCSセントラル（UCS
Central）]を選択した場合にのみ表示
されます。

（注）

[ドメイングループ（Domain Group(s)）]リス
ト
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説明名前

[ドメイン名（DomainName(s)）]リストにグルー
プ化されていないドメインと、選択したドメイ

ングループに含まれているドメイン名を読み込

む場合に、このチェックボックスをオンにしま

す。

このフィールドは、[アカウントタイ
プ（Account Type）]ドロップダウン
リストで [UCSセントラル（UCS
Central）]を選択し、[ドメイングルー
プ（Domain Group(s)）]リストからド
メイングループを選択している場合

にのみ表示されます。

（注）

[グループ化されていないドメインを含める
（Include Ungrouped Domains）] チェックボッ
クス

このリストを展開し、このポリシーに含める

UCSドメイン名をオンにします。ドメイン名を
オンにした後、[検証（Validate）]をクリックし
ます。

このフィールドは、[アカウントタイ
プ（Account Type）]ドロップダウン
リストから [UCSセントラル（UCS
Central）]を選択した場合にのみ表示
されます。

（注）

[ドメイン名（Domain Name(s)）]リスト

このポリシーのサーバをオンにします。

このフィールドは、[サーバの選択範囲（Server
Selection Scope）]ドロップダウンリストから
[サーバを含める（Include Servers）]を選択した
場合にのみ表示されます。

[サーバ（Servers）]フィールド

このポリシーのサーバプールをオンにします。

このフィールドは、[サーバの選択範囲（Server
Selection Scope）]ドロップダウンリストから
[サーバプールを含める（Include Server Pools）]
を選択した場合にのみ表示されます。

[サーバプール（Server Pools）]フィールド

サービスプロファイルテンプレートを選択し

ます。

[サービスプロファイルのテンプレート（Service
Profile Template）]ドロップダウンリスト

少なくとも 1つの FCoE対応インターフェイス
カードを含むサーバを含める場合にオンにしま

す。

[SANブートに使用する（Use for SAN Boot）]
チェックボックス
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説明名前

サーバに含める必要がある CPUの最小数を指
定します。

[CPUの最小数（minimum Number of CPUs）]
フィールド

サーバ上で使用可能な最小メモリ量を指定しま

す。

[最小メモリ容量(MB)（Minimum Amount of
Memory (MB)）]フィールド

サーバで有効になっている必要があるコアの数

を指定します。

[有効なコアの最小数（MinimumNumber ofCores
Enabled）]フィールド

ベアメタルサーバをプロビジョニングするた

めにこのポリシーを使用している間はユーザが

サーバを選択できるようにする場合にオンにし

ます。このチェックボックスをオンにしなかっ

た場合、ベアメタルサーバはこのポリシーで

指定するパラメータに基づいてプロビジョニン

グされます。

[ユーザがサーバを選択できる（Allow User to
Choose Servers）]チェックボックス

ベアメタルサーバのプロビジョニング時にシ

ステムリソースを表示する場合にオンにしま

す。次のいずれかのリソースを選択できます。

• [CPU]

• [メモリ（Memory）]

• [ストレージ(Storage)]

[サーバリソースをユーザに表示（Show Server
Resources to User）]チェックボックス

PXE設定用のベアメタルエージェントを選択
します。

[ターゲット BMA（Target BMA）]ドロップダ
ウンリスト

選択できるWindowsイメージのリストを表示す
る場合に、このチェックボックスをオンにしま

す。

[Windowsイメージを使用（Use Windows
Images）]
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説明名前

OSイメージのチェックボックスをオンにしま
す。[Windowsイメージを使用（Use Windows
Images）]をオンにした場合、Windowsイメー
ジのリストが表示されます。[Windowsイメー
ジを使用（UseWindows Images）]をオンにしな
かった場合、Windowsと CentOSのイメージの
リストが表示されます。

ベアメタルサーバをプロビジョニングするた

めのサービスリクエストを作成しているとき

に、Windowsイメージを選択するように求めら
れます。

OSイメージの選択（OS Image Selection）

ドロップダウンリストからブートマネージャ

を選択します。次のいずれかを設定できます。

• [PXE]

• [iPXE-BIOS]

• [iPXE-EUFI]

[ネットワークブートマネージャー（Network
Boot Manager）]ドロップダウンリスト

ドロップダウンリストから IP設定のタイプを
選択します。次のいずれかを設定できます。

• [DHCP]

• [静的(Static)]

[IP設定タイプ（IP Configuration Type）]ドロッ
プダウンリスト
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説明名前

このリストを展開して、特定のBMAまたはOS
イメージにドメインをマッピングします。

[+]をクリックしてドメインマッピングを追加
します。次のフィールドに情報を指定する必要

があります。

• [ドメイン名（Domain Name）]：マッピン
グするドメインの名前をオンにします。

• [ターゲットBMA（TargetBMA）]：ドロッ
プダウンリストからターゲットBMAを選
択します。

• [OSイメージ（OS Image）]：OSイメージ
をオンにします。

このフィールドは、[アカウントタイ
プ（Account Type）]ドロップダウン
リストから [UCSセントラル（UCS
Central）]を選択した場合にのみ表示
されます。

（注）

[ドメインマッピング（DomainMapping）]リス
ト

ネットワーク管理

ベアメタルサーバのプロビジョニング用の静

的 IPプールのポリシーを選択する場合にオン
にします。

このチェックボックスをオンにした場合、静的

IP範囲に指定された IP範囲から IPアドレスが
ベアメタルサーバに自動的に割り当てられま

す。

[静的 IPプールのポリシーを使用（Use Static IP
Pool Policy）]チェックボックス

IPアドレスの範囲を指定します。[サーバの IPアドレス（Server IP Address）]
フィールド

サーバのネットマスクを指定します。[サーバのネットマスク（Server Netmask）]
フィールド

サーバのゲートウェイ IPアドレスを指定しま
す。

[サーバのゲートウェイ（Server Gateway）]
フィールド

ネームサーバの IPアドレスを指定します。[ネームサーバ（Name Server）]フィールド
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説明名前

管理 VLANを指定します。デフォルトでは、0
に設定されます。

[管理VLAN（Management VLAN）]フィールド

システムパラメータ

サーバのホスト名を指定します。[サーバホスト名（Server Host Name）]フィー
ルド

ドロップダウンリストからポリシーを選択しま

す。

サーバのホスト名は、このフィールドで選択し

たポリシーと照合して検証された後にベアメタ

ルサーバに適用されます。

[ホスト名の検証ポリシー（HostNameValidation
Policy）]ドロップダウンリスト

サーバのホスト名のパスワードを指定します。[パスワード（Password）]フィールド

サーバのホスト名のパスワードを確認します。[パスワードの確認（ConfirmPassword）]フィー
ルド

サーバのタイムゾーンを設定します。[タイムゾーン（Timezone）]ドロップダウン
リスト

サーバのコストモデルを選択します。[コストモデル（Cost Model）]ドロップダウン
リスト

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

ポリシーを検証することができます。

ベアメタルサーバのプロビジョニングポリシーの検証

ベアメタルサーバのプロビジョニングポリシーに指定されたパラメータが正確であることを確

認するには、この検証プロセスをポリシーで実行します。

はじめる前に

ベアメタルサーバのプロビジョニングポリシーを作成する必要があります。
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手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [物理インフラストラクチャポリシー（Physical Infrastructure Policies）] >
[ベアメタルサーバ（Bare Metal Servers）]を選択します。

ステップ 2 [ベアメタルサーバ（Bare Metal Servers）]ページで [ベアメタルサーバのプロビジョニングポリ
シー（Bare Metal Server Provisioning Policy）]をクリックします。

ステップ 3 ポリシーのリストからポリシーを選択します。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [検証（Validate）]を選択しま
す。

検証プロセスが開始され、[ベアメタルサーバのプロビジョニングポリシー（Bare Metal Server
Provisioning Policy）]画面の [ステータス（Status）]列に結果が表示されます。

データコレクションポリシー
データコレクションポリシーを作成して、各 VMwareアカウントが vCenterから取得できるパラ
メータを制御できます。データコレクションポリシーで指定される各パラメータは収集され、

Cisco UCS Directorの特定のトレンドレポートで使用されます。

VMwareは、サポートされている唯一の仮想アカウントタイプです。VMwareアカウントが追
加されると、最初にデフォルトで [デフォルトのデータコレクションポリシー
（default-data-collection-policy）]に関連付けられます。

（注）

仮想アカウントのデータコレクションポリシーの設定

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [サービス
の提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [サービスの提供（Service Delivery）]ページで [データ収集ポリシー（Data Collection Policy）]を
クリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [追加（Add）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

データコレクションポリシーの名前。

この名前は、カタログの定義時に使

用されます。

（注）

[名前（Name）]フィールド

ポリシーの説明。[説明（Description）]フィールド

VMware仮想アカウントを選択します。[アカウントタイプ（Account Type）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

vCenterパラメータを含むデータ収集グループ
を選択します。たとえば、CPUなどです。

データ収集グループを編集するには、鉛筆アイ

コンをクリックします。データ収集を有効また

は無効にするには、[リソースエントリの編集
（Edit Resource Entry）]画面で、[コレクション
を有効にする（Enable Collection）]をオンまた
はオフにします。

Cisco UCSDirectorGUIのデータストア固有のパ
フォーマンスデータを表示するには、次のリ

ソースを選択してください。

•データストアのスループットはキロバイト/
秒です。

•データストアの数の平均読み取り

•データストアの数の平均書き込み

•ディスク合計遅延はミリ秒です。

ディスク遅延のレポートでは、上記に付け加え

て、vCenterサーバのパフォーマンスデータ統
計コレクションレベルを 3に設定します。

スループットレポートでは、上記に付け加え

て、vCenterサーバのパフォーマンスデータ統
計コレクションレベルを 4に設定します。

vCenterサーバで統計コレクションをレ
ベル 2以上に増加させると、vCenter
サーバとCisco UCSDirectorのパフォー
マンスに影響します。

詳細については、https://kb.vmware.com/
selfservice/microsites/
search.do?language=en_
US&cmd=displayKC&externalId=2003885
を参照してください。

重要

[リソース（Resource）]ウィンドウ

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
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仮想アカウントのデータコレクションポリシーの関連付け

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [サービス
の提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [サービスの提供（Service Delivery）]ページで [データ収集ポリシーの関連付け（Data Collection
Policy Association）]をクリックします。

ステップ 3 [データコレクションポリシーの関連付け（DataCollectionPolicyAssociation）]タブを選択します。
ステップ 4 データコレクションポリシーを関連付ける仮想（VMware）アカウントを含む行をクリックし、

[編集（Edit）]をクリックします。
ステップ 5 [編集（Edit）]ダイアログボックスで、[ポリシー（Policy）]ドロップダウンリストから設定した

データコレクションポリシーを選択します。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
VMwareアカウントにデータコレクションポリシーが関連付けられました。

グループの共有ポリシーについて
グループの共有ポリシーは、リソースのユーザと、ユーザが他のユーザと共有可能なものを、よ

り詳細に制御できるようにします。このポリシーでは、ユーザは現在自分だけに割り当てられて

いるリソースを表示し、またユーザが属するすべてのグループに割り当てられているリソースを

表示できます。

グループを作成する場合は、グループの共有ポリシーを定義して、どのグループが読み取り/書き
込み権限を持つかを決定できます。以降、ユーザがこのグループに追加されると、リソースに対

するそのユーザのアクセス権は、グループの共有ポリシーによって決定されます。

グループ共有ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [グループ共有ポリシー（Group Share Policy）]

をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [グループ共有ポリシーの追加（AddGroupShare Policy）]画面で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

グループ共有ポリシーの名前。[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明（Policy Description）]フィー
ルド

このポリシーを 1つ以上のMSP組織に適用す
る場合にオンにします。

[MSPグループ共有ポリシー（MSP Group Share
Policy）]チェックボックス

[選択（Select）]をクリックして、このポリシー
で定義されたリソースに対して読み取り/書き込
み権限のあるMSP組織を選択します。

このフィールドは [MSPグループ共有ポリシー
（MSP Group Share Policy）]チェックボックス
がオンの場合にのみ使用可能です。

[MSP組織（MSP Organizations）]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、このポリシー
で定義されたリソースに対して読み取り/書き込
み権限のある組織を選択します。

[顧客組織（Customer Organizations）]フィール
ド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

システムのユーザグループにこのグループ共有ポリシーを関連付けることができます。権限に基

づいて、それらのグループ内のユーザは、リソースに対する読み取り/書き込み権限を継承しま
す。

ストレージポリシー
ストレージポリシーは、データストアの範囲、使用するストレージの種類、容量、遅延などの最

小条件といったリソースを定義します。

ストレージポリシーでは、複数ディスクの追加ディスクポリシーを設定し、サービスリクエス

トの作成中に使用するデータストアを選択することもできます。
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Cisco UCS Directorは、VMのプロビジョニングのためのサービスリクエストの作成中にデー
タストアを選択することをサポートしています。サービスリクエストの作成中にエンドユー

ザのデータストアの選択を有効または無効にできます。リストされるデータストアは、サービ

スリクエストの作成中にVDCに関連付けられたストレージポリシーで指定される範囲条件に
依存します。

サービスリクエストの作成中にデータストアの選択機能を使用するには、VMのプロビジョニ
ング用テンプレートに [システム（System）]ディスクタイプが割り当てられている必要があ
ります。これは、単一または複数のディスクを含むテンプレートに適用されます。

（注）

複数ディスク VM のストレージポリシー
Cisco UCS Directorは、複数データストア上の複数ディスクでのVMのプロビジョニングをサポー
トしています。

ディスクはシステム、データ、データベース、切替、ログという 5つのタイプに分類されます。
最初にシステムディスクポリシーが設定され、他のディスクは必要に応じて設定できます。各

ディスクタイプに対して個別にディスクポリシーを設定することも、各ディスクに対してデフォ

ルトのシステムディスクポリシーを選択することもできます。

複数ディスクを含むテンプレートに対するストレージポリシーの作成の詳細については、複

数ディスクの VMプロビジョニング, （379ページ）を参照してください。
（注）

ストレージポリシーの追加と設定

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [ストレー
ジ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページで [VMwareストレージポリシー（VMware Storage Policy）]をク
リックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ストレージリソース割り当てポリシーの追加（Add Storage Resource Allocation Policy）]画面で、

次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ストレージポリシー：システムディスクポリシー（Storage Policy - System Disk Policy）
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説明名前

リソース割り当てが行われるクラウドを入力し

ます。

[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

ポリシーの説明を入力します。

導入の適用範囲を絞り込むには、すべてのデー

タストアを使用するか、選択したデータストア

を含めるか、または選択したデータストアを除

外するかを選択します。

[ポリシーの説明（Policy Description）]フィー
ルド

このリソース割り当てを行うためのクラウドア

カウントを選択します。

SRMのアカウントを選択した場合、[保護の有
効化（Enable Protection）]チェックボックスが
表示されます。Site Recovery Manager用の保護
グループを有効にする方法の詳細については、

『Cisco UCSDirector VMwareManagement Guide
[英語]』を参照してください。

[クラウド名（CloudName）]ドロップダウンリ
スト

ReadyClonesを使用して VMを導入することを
確認します。

このオプションは、選択したクラウドアカウン

トがHXクラウドの場合にのみ使用できます。

[ReadyCloneの使用（Use ReadyClone）]チェッ
クボックス

システムディスクスコープ

リンク済みの複製を使用する場合にオンにしま

す。

このチェックボックスをオンにしない場合、設

定は複製全体を使用します。

[リンク済み複製の使用（Use Linked Clone）]
チェックボックス

関連付けられたストレージプロファイルの1つ
以上のVMをプロビジョニングするには、スト
レージプロファイルを選択します。

[ストレージプロファイル（StorageProfile）]ド
ロップダウンリスト
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説明名前

導入のスコープを定義するには、次のいずれか

のオプションを選択します。

• [すべて（All）]

• [選択したデータストアを含む（Include
Selected Datastores）]

• [選択したデータストアを除外（Exclude
Selected Datastores）]

•選択したデータストアクラスタを含む

•選択したデータストアクラスタを除外

選択したオプションによっては、追加のフィー

ルドが表示される場合があります。

選択したオプションにより、VMディ
スクの作成時にすべてのデータスト

アまたはデータストアクラスタのど

ちらを使用できるかが決まります。

（注）

[データストア/データストアクラスタ範囲（Data
Stores/Datastore Clusters Scope）]ドロップダウ
ンリスト

[選択済みのデータストアを含める（Include
Selected Datastore）]または [選択済みのデータ
ストアを除外する（Exclude SelectedDatastore）]
を選択した場合、[選択済みのデータストア
（Selected Data Stores）]を展開し、適切なデー
タストアを選択します。

[選択済みのデータストア（Selected Data
Stores）]フィールド

共有データストアのみを使用する場合にオンに

します。

このオプションは、選択したデータストアを含

めるか除外するかを選択した場合にのみ使用で

きます。

[共有データストアのみの使用（Use SharedData
Store Only）]チェックボックス

[選択済みのデータストアクラスタを含める
（Include Selected Datastore Clusters）]または [選
択済みのデータストアクラスタを除外する

（Exclude Selected Datastore Clusters）]を選択し
た場合、[選択済みのデータストアクラスタ
（SelectedDatastore Cluster）]を展開し、適切な
データストアクラスタを選択します。

[選択済みデータストアクラスタ（Selected
Datastore Clusters）]フィールド
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説明名前

選択したデータストアを含むか除外するかを選

択した場合、次のいずれかのSDRSルールタイ
プを選択します。

• [VMDKを同時に管理する（Keep VMDKs
Together）]：フィルタリングされたクラス
タで既存のルールを選択する必要がありま

す。新しくプロビジョニングされたVMは
VMのアンチアフィニティルールに追加さ
れます。

• [VMDKを分ける（SeparateVMDKs）]：新
しくプロビジョニングされたVMに複数の
ディスクが含まれている場合、新しいVM
アフィニティルールはデータストアクラ

スタで作成されます。

[SDRSルールタイプの選択（SDRSRuleType）]
ドロップダウンリスト

[VMDKを同時に管理する（Keep VMDKs
Together）]を選択した場合、ルールを適用する
VMを選択する必要があります。

[SDRSルールの選択（Select SDRS Rule）]
フィールド

ストレージオプション

デフォルトでは、このオプションはオンになっ

ています。ローカルストレージを使用しない場

合にオフにします。

[ローカルストレージの使用（Use Local
Storage）]チェックボックス

デフォルトでは、このオプションはオンになっ

ています。NFSストレージを使用しない場合に
オフにします。

[NFSの使用（Use NFS）]チェックボックス

デフォルトでは、このオプションはオンになっ

ています。SANストレージを使用しない場合に
オフにします。

[SANの使用（Use SAN）]チェックボックス

Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
229

ポリシーの管理

ストレージポリシーの追加と設定



説明名前

1つ以上の条件をデータストアフィルタに追加
したい場合、次の各要求条件を実行します。

•適切なボックスをオンにします。

•ドロップダウンリストから必要なオプショ
ンを選択します。

•どのデータストアフィルタを実行する条
件を入力します。

これらの条件を満たしていないデータストアは

検討から除外されます。複数の条件を選択する

場合、すべての条件が一致する必要がありま

す。

[フィルタ条件（Filter Conditions）]チェック
ボックス

テンプレートのプロパティをオーバーライドす

る場合にオンにします。シンプロビジョニング

の使用やカスタムディスクサイズの設定など、

カスタム設定を入力するオプションが提供され

ます。

[テンプレートのオーバーライド（Override
Template）]チェックボックス

VMストレージのプロビジョニング時にシンプ
ロビジョニングを使用する場合にオンにしま

す。

シンプロビジョニングは、物理ストレージ容量

の動的割り当てをイネーブルにし、VMストレー
ジの使用率が向上します。

このオプションは、[テンプレートのオーバーラ
イド（OverrideTemplate）]を選択した場合にの
み使用できます。

[シンプロビジョニングの使用（Use Thin
Provisioning）]チェックボックス

VMのプロビジョニングに使用されるテンプレー
トのディスクサイズをオーバーライドするカス

タムディスクサイズを使用する場合にオンに

します。

このオプションは、[テンプレートのオーバーラ
イド（OverrideTemplate）]を選択した場合にの
み使用できます。

[手動ディスクサイズ（Manual Disk Size）]
チェックボックス

VMライフサイクルのサイズ変更オプション
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説明名前

プロビジョニングの前にVMのディスクサイズ
を選択するオプションをエンドユーザに表示す

る場合にオンにします。

[ディスクのサイズ変更を許可（Allow Resizing
of Disk）]チェックボックス

VMのプロビジョニング中に選択したディスク
サイズ値のカスタム範囲を指定します。たとえ

ば、1、5、10、50、100、500、1024、5120、
10240などです。

このオプションは、[ディスクのサイズ変更を許
可（Allow Resizing of Disk）]を選択した場合に
のみ使用できます。

[ディスクの許容値(GB単位)（Permitted Values
for Disk in GB）]フィールド

サービスリクエストの作成中にデータストアを

選択するオプションをエンドユーザに提供する

場合にオンにします。

[スコープからのデータストアの選択をユーザに
許可します（Allow user to select datastores from
scope）]チェックボックス

OVF導入にこのストレージポリシーを使用すると、導入されるOVFVMはシンプロビ
ジョニングされずに作成されます。

（注）

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 6 [追加ディスクポリシー（Additional Disk Policies）]画面で、次のいずれかを実行します。

• [ディスクポリシー（Disk Policies）]を展開し、システムディスクポリシーに設定されてい
るものと同じディスクポリシーをそのディスクタイプに使用しない場合に設定するディス

クタイプを選択します。

•すべてのディスクの種類にシステムディスクポリシーオプションを使用するには、[次へ
（Next）]をクリックします。

デフォルトでは、ディスクのディスクポリシーは、[ストレージリソース割り当てポリ
シーの追加（Add Storage Resource Allocation Policy）]画面で設定したシステムディスク
ポリシーと同じです。

（注）

ステップ 7 特定のディスクタイプのカスタムシステムディスクポリシーを設定した場合は、次の操作を実

行します。

a) ディスクタイプを編集するには [編集]をクリックします。
b) [ディスクポリシーエントリの編集（Edit Disk Policies Entry）]画面で、[システムディスクポ
リシーと同じ（Same As System Disk Policy）]をオフにします。

c) [エントリの編集（Edit Entry）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
ここに表示されるすべてのフィールドは、[ストレージリソース割り当てポリシーの追加（Add
Storage Resource Allocation Policy）]画面に表示されるフィールドと同じです。

この設定は、VMディスクの作成時にどのデータストアがディスクのタイプに使用
できるかを決定します。

（注）
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d) [送信（Submit）]をクリックします。
e) 他のディスクタイプを設定するには、必要に応じてこれらの手順を繰り返します。

その他のディスクポリシーで作成されたストレージポリシーを使用するには、VMの
プロビジョニングに使用される VDCとポリシーを関連付けます。

（注）

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 9 [ハードディスクポリシー（Hard Disk Policy）]画面で、VMのプロビジョニング時に作成する物

理ディスクの数を指定します。

a) [ディスク（Disks）]を展開し、次のフィールドに入力してディスクを追加します。

説明フィールド

追加するディスクを説明するラベルを入力し

ます。

[ディスクラベル（Disk Label）]フィールド

ディスクのサイズを入力します。[ディスクサイズ（GB）（Disk Size (GB)）]
フィールド

ディスクタイプを選択します。

このドロップダウンリストに表示されるオプ

ションは、先の手順で [システムポリシーと
同じ（Same as System Policy）]をオンにした
かどうかによって異なります。

[ディスクタイプ（Disk Type）]ドロップダウ
ンリスト

コントローラオプション

ドロップダウンリストから、コントローラタ

イプを選択します。

ポートの応答可能性に基づいて、コントロー

ラは、VMディスクにマッピングされます。

[コントローラタイプ（Controller Type）]ド
ロップダウンリスト

新しいコントローラを作成する場合にこのボッ

クスをオンにします。

コントローラタイプは、[コントローラタイ
プ（Controller Type）]ドロップダウンリスト
で作成された選択肢に基づいています。

[新しいコントローラのディスクを作成（Create
Disk on new Controller）]チェックボックス

ディスクプロビジョニングオプション
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説明フィールド

指定するプロビジョニングのタイプのオプショ

ンボタンをオンにします。次のいずれかを指

定できます。

• [シンプロビジョニング（Thin
Provision）]

• [シックプロビジョニング（LazyZeroed）
（Thick Provision Lazy Zeroed）]

• [シックプロビジョニング（eagerZeroed）
（Thick Provision eager Zeroed）]

[ディスクプロビジョニングオプション（Disk
Provisioning Options）]ラジオボタン

VMライフサイクルのサイズ変更オプション

プロビジョニングの前にVMディスクサイズ
の編集を有効にする場合にオンにします。

[ディスクのサイズ変更を許可（AllowResizing
of Disk）]チェックボックス

VMのプロビジョニング中に選択したディス
クサイズ値のカスタム範囲を指定します。た

とえば、1、5、10、50、100、500、1024、
5120、10240などです。

このオプションは、[ディスクのサイズ変更を
許可]がオンの場合に表示されます。

[ディスクの許容値(GB単位)（Permitted Values
for Disk in GB）]フィールド

サービスリクエストの作成中にデータストア

を選択するオプションをユーザに表示する場

合にオンにします。

[スコープからのデータストアの選択をユーザ
に許可します（Allow user to select datastores
from scope）]チェックボックス

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。
（注） • OVF導入にストレージポリシーを使用すると、導入される OVF VMはシンプロ

ビジョニングされずに作成されます。

•追加ディスクポリシーを使用して作成されるストレージポリシーを使用するには、
VMのプロビジョニングに使用される VDCとポリシーを関連付ける必要がありま
す。

•ポリシーに設定された追加ディスクポリシーを使用する場合は、複数のディスク
テンプレートのカタログ作成時に [単一データストアのすべてのディスクをプロビ
ジョニングします（Provision all disks in a single database）]を必ずオフにしてくださ
い。カタログの作成方法の詳細については、カタログの管理, （329ページ）を参
照してください。
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仮想ストレージカタログ

ストレージポリシーをカスタマイズするために仮想ストレージカタログを使用できます。仮想ス

トレージカタログを使用して、複数のストレージポリシーを選択し、カスタムストレージのエ

ントリ名を指定できます。

ストレージカタログは、カタログの作成中にそれを有効化することにより、カタログにマッピン

グします。カタログを使用してサービス要求を出すとき、[ストレージ階層（Storage Tier）]を選
択することができます。

仮想ストレージカタログの設定

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [ストレー
ジ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページで [仮想ストレージカタログ（Virtual Storage Catalog）]をクリッ
クします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [カタログの追加（Add Catalog）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

カタログの名前。

この名前は、カタログカスタムアクションの

定義中に使用されます。

[カタログ名（Catalog Name）]フィールド

カタログの説明。[カタログの説明（Catalog Description）]フィー
ルド

クラウドアカウントを選択します。[クラウド名（CloudName）]ドロップダウンリ
スト

エントリ数を選択します。指定できる範囲は 1
～ 10です。選択した内容に応じて、次のダイ
アログボックスにストレージエントリオプショ

ンが表示されます。

[エントリ数の選択（Choose No of Entries）]ド
ロップダウンリスト

ステップ 5 [Next]をクリックします。
ステップ 6 [エントリの追加（Add Entries）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

    Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
234

ポリシーの管理

仮想ストレージカタログ



説明名前

[ストレージエントリ #1（Storage Entry #1）]

ストレージエントリの名前。[ストレージエントリ名（Storage Entry Name）]
フィールド

ストレージポリシーを選択します。[ストレージポリシー（Storage Policy）]ドロッ
プダウンリスト

[ストレージエントリ #2（Storage Entry # 2）]

2番目のポリシーのストレージエントリ名。[ストレージエントリ名（Storage Entry Name）]
フィールド

ストレージポリシーを選択します。[ストレージポリシー（Storage Policy）]ドロッ
プダウンリスト

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

•カタログの作成中に仮想ストレージカタログをマッピングできます。

「カタログの管理」を参照してください。

•サービスリクエストの作成中にストレージ階層オプションを表示できます。

「セルフサービスプロビジョニングの使用方法」を参照してください。

クレデンシャルポリシー
ポリシーは、システムまたはネットワークリソースへのアクセスを制御する一連のルールから構

成されます。クレデンシャルポリシーは、ユーザアカウントのパスワードの要件とアカウント

ロックアウトを定義します。ユーザアカウントに割り当てられたクレデンシャルポリシーは、

CiscoUCSDirectorでの認証プロセスを制御します。クレデンシャルポリシーを追加した後、新し
いポリシーをクレデンシャルタイプのデフォルトのポリシーとして割り当てるか、または個々の

アプリケーションに割り当てることができます。
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クレデンシャルポリシーの設定

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [物理インフラストラクチャポリシー（Physical Infrastructure Policies）] >
[クレデンシャルポリシー（Credential Policies）]を選択します。

ステップ 2 [クレデンシャルポリシー（Credential Policies）]ページで [クレデンシャルポリシー（Credential
Policies）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [クレデンシャルポリシーの追加（Add Credential Policy）]画面で、アカウントタイプをオンにし

ます。

ステップ 5 [選択（Select）]をクリックします。
ステップ 6 [クレデンシャルポリシーの追加（Add Credential Policy）]画面で、次を含む必須フィールドに値

を入力します。

説明名前

ポリシーの一意の名前。[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

ポリシーの説明。[説明（Description）]フィールド

アカウントのユーザ名。[ユーザ名（Username）]フィールド

ユーザアカウントのパスワード。[パスワード（Password）]フィールド

プロトコルを選択します。[プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリス
ト

ポート番号。[ポート（Port）]フィールド

この画面に表示されるフィールドは、ポリシーを作成するアカウントのタイプによって異なりま

す。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
後でこのポリシーのクレデンシャルを変更した場合、それらの変更はポリシーで設定されたアカ

ウントに自動的に適用されますこれらの変更は、Cisco UCS Directorがこれらのアカウントに接続
しようとしたときに適用されます。
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ネットワークポリシー
ネットワークポリシーには、ネットワーク設定、DHCP、スタティック IPなどのリソースに加
え、このポリシーを使用してプロビジョニングされた VMに対して複数の vNICを追加するため
のオプションも含まれています。

スタティック IP プールポリシーの追加
ネットワークポリシーで使用できるスタティック IPプールポリシーを設定できます。（オプショ
ン）

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [ネット
ワーク（Network）]を選択します。

ステップ 2 [ネットワーク（Network）]ページで [スタティック IPプールポリシー（Static IP Pool Policy）]を
クリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [静的 IPプールポリシー情報（Static IP Pool Policy Information）]画面で、次のフィールドに値を

入力します。

説明名前

IPプールポリシーの名前[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

IPプールポリシーの説明[ポリシーの説明（Policy Description）]フィー
ルド

IPの重複が許可されるかどうかを指定します。
デフォルトでは、IPの重複は無効になっていま
す。

IPの重複を有効にすると、次のようになりま
す。

• IPプールを作成し、重複した IPアドレス
をプールの内部に保持することができま

す。

• 2つのスタティック IPプールを作成し、
プールの間で重複した IPアドレスを保持
することができます。

[IPオーバーラップの許可（Allow IP Overlap）]
ドロップダウンリスト
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説明名前

重複 IPプールの範囲

次のオプションがあります。

• [MSP組織（MSP Organization）]

このオプションはMSPを有効にした場合
にのみ表示されます。

• [グループ/お客様の組織（Group/Customer
Organization）]

• [コンテナ(Container)]

このオプションは、[IPオーバーラッ
プの許可（Allow IPOverlap）]ドロッ
プダウンリストから [はい（Yes）]
を選択した場合のみ表示されます。

（注）

[範囲（Scope）]ドロップダウンリスト

[選択（Select）]を選択して、ポリシーのユーザ
グループをオンにします。システムで作成され

たすべてのユーザまたはグループが表示されま

す。

[ユーザグループ ID（User Group ID）]フィー
ルド

[選択（Select）]を選択してコンテナをオンにし
ます。

[コンテナ ID（Container ID）] フィールド

ステップ 5 [静的 IPプール（Static IP Pools）]セクションを展開し、[+]をクリックして複数の静的 IPプール
を追加して設定します。

ステップ 6 [静的 IPプールへのエントリの追加（Add Entry to Static IP Pools）]画面で、次のフィールドに値を
入力します。

説明名前

スタティック IPプール。

10.5.0.1 - 10.5.0.50、10.5.0.100、
10.5.1.20-10.5.1.70などです。

[静的IPプール（Static IP Pool）]フィールド

プールのサブネットマスク。255.255.255.0など
です。

[サブネットマスク（SubnetMask）]フィールド

このネットワークのデフォルトゲートウェイの

IPアドレス。
[ゲートウェイ IPアドレス（Gateway IP
Address）]フィールド
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説明名前

部門に使用する VLAN ID有効な VLAN IDの範
囲を入力します。

[VLAN ID]フィールド

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 8 [静的 IPポリシー情報（Static IP Policy Information）]画面で [送信（Submit）]をクリックします。

IP サブネットプールポリシーの設定

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [ネット
ワーク（Network）]を選択します。

ステップ 2 [ネットワーク（Network）]ページで [IPサブネットプールポリシー（IP Subnet Pool Policy）]を
クリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [IPサブネットプールポリシー情報（IP Subnet Pool Policy Information）]画面で、次のフィールド

に入力します。

説明フィールド

ポリシーの名前。[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明（Policy Description）]フィー
ルド

ネットワークスーパーネットアドレス[ネットワークスーパーネットアドレス
（Network Supernet Address）]フィールド

ネットワークスーパーネットマスク。[ネットワークサブネットマスク（Network
Subnet Mask）]フィールド

組織に必要なサブネット数を選択します。[要求サブネット数（Number of Subnets
Required）]ドロップダウンリスト

ゲートウェイアドレスインデックスを選択し

ます。

[ゲートウェイアドレス（GatewayAddress）]ド
ロップダウンリスト
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説明フィールド

IPの重複が許可されるかどうかを指定します。
デフォルトでは、IPの重複は無効になっていま
す。

IPの重複を有効にすると、次のようになりま
す。

• IPプールを作成し、重複した IPアドレス
をプールの内部に保持することができま

す。

• 2つの IPサブネットプールを作成し、プー
ルの間で重複した IPアドレスを保持する
ことができます。

[IPオーバーラップの許可（Allow IP Overlap）]
ドロップダウンリスト

重複 IPサブネットプールの範囲。次のオプショ
ンがあります。

• [MSP組織（MSP Organization）]

このオプションはMSPを有効にした場合
にのみ表示されます。

• [グループ/お客様の組織（Group/Customer
Organization）]

•コンテナ

このオプションは、[IPオーバーラッ
プの許可（Allow IPOverlap）]ドロッ
プダウンリストから [はい（Yes）]
を選択した場合のみ表示されます。

（注）

[範囲（Scope）]ドロップダウンリスト

IPの重複を有効にして、ポリシーを作成する場合、最初に同じ IP範囲で作成された他の
IPサブネットプールポリシーがあるかどうかを判断する必要があります。この他のポリ
シーが IPの重複を有効にしている場合、エラーなしで追加のポリシーを作成できます。
ただし、事前に作成された IPサブネットポリシーで、IPの重複を有効にして作成したポ
リシーと同じ IP範囲を指定した場合は、実行できません。IPの重複を有効にせずにポリ
シーを作成した場合には、同じ挙動になります。

IPの重複を有効にせずにポリシーを作成した場合、最初に同じ IP範囲で作成された他の
IPサブネットプールポリシーがあるかどうかを判断する必要があります。事前に作成さ
れたプールポリシーが IPの重複を有効にしていた場合、IPの重複を無効にして他のポリ
シーを作成するために同じ IP範囲を指定することはできません。

重要

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
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ネットワークポリシーの追加

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [ネット
ワーク（Network）]を選択します。

ステップ 2 [ネットワーク（Network）]ページで [VMwareネットワークポリシー（VMware Network Policy）]
をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ネットワークポリシー情報（Network Policy Information）]画面で、次のフィールドに値を入力し

ます。

説明名前

ネットワークポリシーの名前。[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

ネットワークポリシーの説明。[ポリシーの説明（Policy Description）]フィー
ルド

ポリシーが適用されるクラウドアカウントを選

択します。

[クラウド名（CloudName）]ドロップダウンリ
スト

サービスリクエストの導入設定の作成時にvNIC
を選択できるようにする場合にオンにします。

[エンドユーザにオプションの NICの選択を許
可（Allow end user to select optional NICs）]
チェックボックス

[VMネットワーク（VM Networks）]テーブル
を展開し、VMネットワークに新しいエントリ
を追加します。

[VMネットワーク（VM Networks）]フィール
ド

ステップ 5 複数の vNICを追加して設定するには、[VMネットワーク（VM Networks）]セクションで [追加
（Add）]をクリックします。これらの vNICは、このポリシーを使用してプロビジョニングされ
る VMに適用できます。

VMアクションを使用してプロビジョニングまたは検出された VMの vNICを追加また
は交換するには、vNICを設定する必要があります。

（注）

ステップ 6 [VMネットワークへのエントリの追加（Add Entry to VM Networks）]画面で、次のフィールドに
値を入力します。

説明名前

新しい NICの名前。[NICエイリアス（NIC Alias）]フィールド
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説明名前

[ネットワークポリシー情報（Network Policy
Information）]画面の [エンドユーザにオプショ
ンの NICの選択を許可（Allow end user to select
optionalNICs）]がオンの場合、このボックスは
あらかじめオンになっています。[エンドユー
ザにオプションのNICの選択を許可（Allowend
user to select optional NICs）]ボックスがオンに
なっておらず、かつこのボックスがオンでない

場合は、[NICエイリアス（NIC Alias）]フィー
ルドはオプションです。

少なくとも 1つの NICで [必須
（Mandatory）]オプションが選択され
ている必要があります。[必須
（Mandatory）]オプションが選択され
ている NICは VMのプロビジョニン
グで使用されます。VMサービスリク
エストの作成中にはユーザのオプショ

ンはありません。

（注）

[必須（Mandatory）]チェックボックス

プロビジョニング時にエンドユーザがポート

グループを選択できるようにする場合にオンに

します。

[エンドユーザによるポートグループ選択を許
可（Allow end user to choose portgroups）]チェッ
クボックス

このチェックボックスと共に [エンドユーザに
ポートグループの選択を許可（Allow end users
to choose portgroups）]チェックボックスをオン
にすると、ポリシー内のNICで選択されたすべ
てのポートグループがリストされます。

[ポリシーレベルポートグループの表示（Show
policy level portgroups）]チェックボックス

カスタム設定が不要な場合にオンにします。カ

スタム設定する場合は、このチェックボックス

をオフにします。

[アダプタのタイプ（Adapter Type）]ドロップ
ダウンリストは、このチェックボックスをオ

ンにすると表示されません。

[テンプレートからアダプタをコピーする（Copy
Adapter from Template）]チェックボックス

ユーザに IPアドレスのオーバーライドを許可
する場合にオンにします。

[エンドユーザに IPアドレスのオーバーライド
を許可（Allow the end user to override IP
Address）]チェックボックス
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説明名前

アダプタタイプを選択します。テンプレートで

使用可能なアダプタタイプと同じタイプがユー

ザに必要な場合は、このオプションを選択しま

す。

[テンプレートからアダプタをコピー
する（Copy Adapter from Template）]
オプションが選択されている場合は、

このオプションは表示されません。

（注）

[アダプタのタイプ（Adapter Type）]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 7 [ポートグループ（Port Groups）] セクションで、[追加（Add）]（+）をクリックします。[ポート
グループへのエントリの追加（Add Entry to Port Groups）]画面が表示されます。

ステップ 8 [選択（Select）]をクリックして、ポートグループ名を選択します。
ステップ 9 [IPアドレスのタイプの選択（Select IPAddress Type）]ドロップダウンフィールドで、[DHCP]（デ

フォルト）または [固定（Static）]を選択します。
a) [固定（Static）]を選択した場合は、[IPプールポリシー（IP Pool Policy）]（デフォルト）また
は [インラインIPプール（Inline IP Pool）]を選択する必要があります。
[IPプールポリシー（IP Pool Policy）]を選択した場合は、[静的IPプールを選択する（Select to
choose a static IP pool）]をクリックします。[選択（Select）]画面で、事前設定された静的 IP
プールのリストから選択します。事前設定されたスタティック IPプールが存在しない場合、
詳細については「スタティック IPポリシーの追加」を参照してください。

b) [インライン IPプール（Inline IP Pool）]を選択する場合は、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

スタティック IPプール。10.5.0.1 - 10.5.0.50、
10.5.0.100、10.5.1.20-10.5.1.70などです。

[静的IPプール（Static IP Pool）]フィールド

プールのサブネットマスク。255.255.255.0な
どです。

[サブネットマスク（Subnet Mask）]フィール
ド

このネットワークのデフォルトゲートウェイ

の IPアドレス。
[ゲートウェイ IPアドレス（Gateway IP
Address）]フィールド
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説明名前

IPの重複が許可されるかどうかを指定します。
デフォルトでは、IPの重複は無効になってい
ます。

IPの重複を有効にすると、次のようになりま
す。

• IPプールを作成し、重複した IPアドレ
スをプールの内部に保持することができ

ます。

• 2つのスタティック IPプールを作成し、
プールの間で重複した IPアドレスを保持
することができます。

[IPオーバーラップの許可（Allow IPOverlap）]
ドロップダウンリスト

重複 IPプールの範囲次のオプションがありま
す。

• [MSP組織（MSP Organization）]

このオプションはMSPを有効にした場
合にのみ表示されます。

• [グループ/お客様の組織（Group/Customer
Organization）]

• [コンテナ(Container)]

このオプションは、[IPオーバーラッ
プの許可（Allow IP Overlap）]ド
ロップダウンリストから [はい
（Yes）]を選択した場合のみ表示さ
れます。

（注）

[範囲（Scope）]ドロップダウンリスト

[選択（Select）]を選択してユーザグループを
確認します。システムで作成されたすべての

ユーザまたはグループが表示されます。

[ユーザグループ ID（User Group ID）]フィー
ルド

[選択（Select）]を選択してコンテナをオンに
します。

[コンテナ ID（Container ID）] フィールド

ステップ 10 [IPv6]をオンにして IPv6を設定します。
IPv4設定で指定したフィールドと同じフィールドを設定する必要があります。
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ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 12 [VMネットワークへのエントリの追加（Add Entry to VM Networks）]画面で、[送信（Submit）]

をクリックします。

ステップ 13 [ネットワークポリシーの情報（Network Policy Information）]画面で、[送信]をクリックします。

ネットワーキングプロビジョニングポリシー

ネットワークプロビジョニングポリシーは、オーケストレーションワークフローのタスクで使

用されます。このポリシーは、レイヤ 2のネットワーク設定、およびネットワーク内のスイッチ
に対するアクセスコントロールリスト（ACL）を定義します。

ネットワークプロビジョニングポリシーの設定

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [ネット
ワーク（Network）]を選択します。

ステップ 2 [ネットワーク（Network）]ページで [ネットワークプロビジョニングポリシー（NetworkProvisioning
Policy）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ポリシーの追加]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[全般情報（General Information）]

ポリシーの名前。[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明（Policy Description）]フィー
ルド

[L2ネットワーク設定（VLAN）]
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説明名前

オンにすると、次のフィールドにデータが自動

的に取り込まれます。

• [プライベートVLANタイプ（PrivateVLAN
Type）]：コミュニティ

• [プライマリVLAN ID（Primary VLAN
ID）]：0

• [セカンダリVLANの範囲 -開始ID
（Secondary VLANRange—Starting ID）]：
500

• [セカンダリVLANの範囲 -終了ID
（Secondary VLAN Range—Ending ID）]：
1000

[プライベート VLANの使用（Use Private
VLAN）]チェックボックス

VLANの範囲の開始 ID。500はデフォルトの範
囲開始 IDです。

[VLAN範囲 -開始ID（VLAN Range - Starting
ID）]フィールド

VLANの範囲の終了 ID。1000はデフォルトの
範囲終了 IDです。

[VLAN範囲 -終了ID（VLAN Range - Ending
ID）]フィールド

VLANベースプロファイル名。1つ以上のネス
トされたプロファイル割り当てを含むプロファ

イルです。

[基本プロファイル名（Base Profile Name）]
フィールド

アクセスコントロールリスト

デフォルトでは、[Simple]に設定されます。こ
れは、現在使用可能な唯一のオプションです。

[ACLタイプ（ACL Type）]ドロップダウンリ
スト

VLANの ICMPを許可する場合にオンにしま
す。

[ICMPを許可（Allow ICMP）]チェックボック
ス
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説明名前

次のオプションを使用できます。

• FTP

• SSH

• Telnet

• SMTP

• POP3

• HTTP

• HTTPS

• MySQL

[TCPポートへの着信トラフィックを許可（Permit
Incoming Traffic to TCP Ports）]フィールド

次のオプションを使用できます。

• SNMP

• Syslog

[UDPポートへの着信トラフィックを許可
（Permit Incoming Traffic to UDP Ports）]フィー
ルド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

VLAN プールポリシー
VLANプールポリシーはポッドに対するVLANの範囲を定義します。このポリシーは、ポリシー
で指定された定義済み範囲からフリーの VLAN IDを生成するためにオーケストレーションワー
クフローで使用されます。

VLAN プールポリシーの設定

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [ネット
ワーク（Network）]を選択します。

ステップ 2 [ネットワーク（Network）]ページで [VLANプールポリシー（VLAN Pool Policy）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ポリシーの追加]画面で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポッドを選択できます。[ポッド（POD）]ドロップダウンリスト

ポリシー名。このポリシー名はオーケストレー

ションワークフローで使用されます。

[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明（Policy Description）]フィー
ルド

VLANの範囲。たとえば、1,3, 5—15などです。[VLAN範囲（VLAN Range）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

システムポリシー
システムポリシーは、使用するテンプレート、タイムゾーン、OS情報など、システムに固有の
情報を定義します。

システムポリシーの設定

システムポリシーを使用して OVFを導入することによって仮想マシンをプロビジョニングす
る場合に値を入力する必要があるフィールドは、[VM名のテンプレート（VMNameTemplate）]
フィールドと [ホスト名のテンプレート（Host Name Template）] フィールドのみです。システ
ムポリシーの残りのフィールドは入力する必要がありません。

（注）

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [サービス
の提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [サービスの提供（Service Delivery）]ページで [VMwareシステムポリシー（VMware System
Policy）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [システムポリシー情報（SystemPolicy Information）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。この名前は、カタログの定義

時に使用されます。

[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明（Policy Description）]フィー
ルド

使用する VM名テンプレート。

Cisco UCS Directorでは VM名の自動作成が可
能です。VM名は、一連の変数名を使用して自
動的に作成できます。各変数は $
{VARIABLE_NAME}のようにかっこで囲む必
要があります。例：
vm-${GROUP_NAME}-SR${SR_ID}

[VM名のテンプレート（VM Name Template）]
フィールド

VMプロビジョニング時の VM名の一意性
チェックを無効にする場合にオンにします。

VM名の一意性チェックを無効にすると、Cisco
UCS Director全体にわたって VM名の検証が無
効化されるため、マルチテナントかつマルチド

メインの環境に同じ VM名を使用できます。

このフィールドをオフにした場合はVM名の一
意性チェックが実行されるため、別のフォルダ

またはデータセンター内でプロビジョニングさ

れる場合にのみ、同じ VMを使用できます。

[VM名の一意性チェックの無効化（DisableVM
Name Uniqueness Check）]チェックボックス

VM名の検証ポリシーが選択できます。このリ
ストには、以前作成したポリシーが入力されま

す。

[VM名の検証ポリシー（VM Name Validation
Policy）]ドロップダウンリスト

ステップ 5 次に示すオプションの [VM名のテンプレート（VM Name Template）]機能から選択します。

説明名前

VMプロビジョニングにサービスリクエストを
作成するときにユーザがVM名またはVMプレ
フィクスを追加できるようにする場合にオンに

します。

[エンドユーザVM名またはVMプレフィクス
（End User VM Name or VM Prefix）]チェック
ボックス

このポリシーを使用して導入されたすべての

VMの電源を自動的にオンにする場合にオンに
します。

[導入後に電源をオンにします（Power On after
deploy）]チェックボックス
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説明名前

一連の変数名を使用して自動的に作成できる

VMホスト名。各変数は ${VARIABLE}のよう
にかっこで囲む必要があります。

[ホスト名のテンプレート（Host Name
Template）]フィールド

ゲスト OSのカスタマイズを使用して VMをプ
ロビジョニングするときにホスト名の一意性

チェックを無効にする場合にオンにします。

ホスト名の一意性チェックを無効にすると、

CiscoUCSDirector全体にわたってホスト名の検
証が無効化されるため、マルチテナントかつマ

ルチドメインの環境に同じホスト名を使用でき

ます。

このフィールドをオフにした場合はホスト名の

一意性チェックが実行されるため、VMが別の
テナント、ドメイン、またはワークグループ内

でプロビジョニングされる場合にのみ、同じホ

スト名を使用できます。

[ホスト名の一意性のチェックの無効化（Disable
Host Name Uniqueness Check）]チェックボック
ス

ホスト名の検証ポリシーを選択します。このリ

ストには、以前作成したポリシーが入力されま

す。

[ホスト名の検証ポリシー（HostNameValidation
Policy）]ドロップダウンリスト

ステップ 6 次のフィールドに入力します。

説明名前

時間帯を選択します。[Linuxタイムゾーン（LinuxTimeZone）]ドロッ
プダウンリスト

LinuxVMの最大ブート待機時間を選択します。[Linux VM最大ブート待機時間（Linux VMMax
Boot Wait Time）]ドロップダウンリスト

VMに使用する IPドメイン。[DNSドメイン（DNS Domain）]フィールド

DNSルックアップ用に設定する DNSサフィッ
クス。複数のエントリを指定する場合は、カン

マで区切ります。

[DNSサフィックスリスト（DNS Suffix List）]
フィールド

DNSサーバの IPアドレスのリスト。複数のエ
ントリを指定する場合は、カンマで区切りま

す。

[DNSサーバリスト（DNS Server List）]フィー
ルド
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説明名前

VMにインストールされているイメージの OS
を選択します。次のいずれかを選択できます。

• Windowsと Linux

• Linuxのみ

[VMイメージのタイプ（VM Image Type）]ド
ロップダウンリスト

Windows

Windows製品 IDまたはライセンスキー。製品
IDまたはライセンスキーはここに入力するか、
または OSラインセンスプールで入力できま
す。OSライセンスプールで入力したキーは、
ここで入力するキーよりも優先されます。

[製品ID（Product ID）]フィールド

Windowsライセンスの所有者名。[ライセンスの所有者名（LicenseOwnerName）]
フィールド

VMで設定する組織名。[組織（Organization）]フィールド

[シート別（per-seat）]または [サーバ別
（per-server）]を選択します。

[ライセンスモード（License Mode）]ドロップ
ダウンリスト

ライセンスユーザまたは接続の数。[ライセンスユーザ数（NumberofLicenseUsers）]

WINSサーバの IPアドレス。複数のエントリを
指定する場合は、カンマで区切ります。

[WINSサーバリスト（WINSServerList）]フィー
ルド

Windows VMの最大ブート待機時間を選択しま
す。

[Windows VM最大ブート待機時間（Windows
VMMax BootWait Time）]ドロップダウンリス
ト

システムに一意のSIDを作成する場合にオンに
します。

[一意のSIDの作成（Create a uniqueSID）]チェッ
クボックス

自動ログインを有効にする場合にオンにしま

す。

[自動ログイン（Auto Logon）]チェックボック
ス

自動ログオンの実行回数。[自動ログイン回数（AutoLogonCount）]フィー
ルド

管理者アカウントのパスワード。[管理者パスワード（Administrator Password）]
フィールド
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説明名前

WindowsVMに設定する必要があるタイムゾー
ンを選択します。

[Windowsタイムゾーン（Windows Time Zone）]
ドロップダウンリスト

[ドメイン（Domain）]または [ワークグループ
（Workgroup）]を選択します。

[ドメインまたはワークグループ
（Domain/Workgroup）]ドロップダウンリスト

ワークグループの名前。

このオプションは、[ワークグループ
（Workgroup）]が [ドメインまたはワークグルー
プ（Domain/Workgroup）]ドロップダウンリス
トの値として選択されている場合に、表示され

ます。

[ワークグループ（Workgroup）]フィールド

Windowsドメインの名前。

このオプションは、[ドメイン
（Domain）]が [ドメインまたはワー
クグループ（Domain/Workgroup）]ド
ロップダウンリストの値として選択

されている場合に、表示されます。

（注）

[ドメイン（Domain）]フィールド

Windowsドメイン管理者のユーザ名。

このオプションは、[ドメイン
（Domain）]が [ドメインまたはワー
クグループ（Domain/Workgroup）]ド
ロップダウンリストの値として選択

されている場合に、表示されます。

（注）

[ドメインユーザ名（DomainUsername）]フィー
ルド

Windowsドメイン管理者のパスワード

このオプションは、[ドメイン
（Domain）]が [ドメインまたはワー
クグループ（Domain/Workgroup）]ド
ロップダウンリストの値として選択

されている場合に、表示されます。

（注）

[ドメインパスワード（Domain Password）]
フィールド

    Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
252

ポリシーの管理

システムポリシーの設定



説明名前

[VMアノテーションの定義（Define VM
Annotation）]チェックボックス
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説明名前

VMのアノテーションを指定する場合にオンに
します。

アノテーションの一部としてメモおよびカスタ

ム属性を指定できます。このチェックボックス

をオンにした場合は、次のフィールドに値を入

力します。

• [VMの注記（VMAnnotation）]フィールド

VMの説明を入力します。

•カスタム属性（Custom Attributes）

[名前（Name）]、[タイプ（Type）]、およ
び [値（Value）]を指定するには、[追加
（Add）]（+）をクリックします。

以下は、追加できる [カスタム属性（Custom
Attributes）]の一部です。

• ${VM_HOSTNAME}

• ${VM_HOSTNAME_SHORT}

• ${VM_HOSTNAME_DOMAIN}

• ${VM_IPADDRESS}

• ${VM_ID}

• ${VM_NAME}

• ${VM_STATE}

• ${VM_STATE_DETAILS}

• ${VM_PARENT}

• ${VM_CLOUD}

• ${VM_GROUP_NAME}

• ${VM_GROUP_ID}

• ${VM_VDC_NAME}

• ${VM_VDC_ID}

• ${VM_SR_ID}

• ${VM_SCHED_TERM}

• ${VM_TYPE}

• ${VM_COMMENTS}

• ${VM_CATALOG_ID}
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説明名前

${ INITIATING_USER}•

• ${SUBMITTER_EMAIL}

• ${SUBMITTER_FIRSTNAME}

• ${SUBMITTER_LASTNAME}

• ${SUBMITTER_GROUPNAME}

• VMの作成の変数：

◦ ${SR_ID}

◦ ${GROUP_NAME}

◦ ${USER}

◦ ${APPCODE}

◦ ${COST_CENTER}

◦ ${UNIQUE_ID}

◦ ${LOCATION}

◦ ${PROFILE_NAME}

◦ ${COMMENTS}

◦ ${CATALOG_NAME}

◦ ${CLOUD_NAME}

VMの注記として追加した情報は、
[VMの詳細（VM Details）]ページで
その VMに対して表示されます。

（注）

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

OS ライセンス
Cisco UCS Directorは、ユーザがWindows OSライセンスを追加するためのオプションを提供して
います。これらのライセンスは、カタログの作成時にWindowsイメージにマッピングされます。
VMwareシステムポリシーでWindowsイメージに対してWindows OSライセンスを提供する、ま
たはカタログの作成時に OSバージョンフィールドからキーを選択する、というオプションがあ
ります。
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OS ライセンスの追加

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [サービス
の提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [サービスの提供（ServiceDelivery）]ページで [OSライセンス（OSLicense）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ライセンスの詳細の追加（Add License Details）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Windowsバージョン名。[Windowsのバージョン名（Windows Version
Name）]フィールド

Windows製品 IDまたはライセンスキー。この
フィールドは、KMSクライアントセットアッ
プキーを受け入れます。

[ライセンス（License）]フィールド

Windowsライセンスの所有者名。[ライセンスの所有者名（LicenseOwnerName）]
フィールド

VMで設定する組織名。[組織（Organization）]フィールド

シート単位またはサーバ単位が選択できます。[ライセンスモード（License Mode）]ドロップ
ダウンリスト

ライセンスユーザまたは接続の数。[ライセンス取得済みのユーザ数（Number of
Licensed Users）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

エンドユーザセルフサービスポリシー
エンドユーザセルフサービスポリシーは、ユーザが VDCで実行できるアクションまたはタスク
を制御します。このポリシーを作成するには、まずアカウントタイプ（たとえば VMware）を指
定します。アカウントタイプを指定したら、続いてポリシーを作成します。ポリシーを作成した

ら、同じアカウントタイプを使用して作成したvDCに、そのポリシーを割り当てる必要がありま
す。たとえばVMware用のエンドユーザポリシーを作成した場合は、VMware vDCを作成する場
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合にこのポリシーを指定できます。他のアカウントタイプ用に作成したポリシーを表示したり割

り当てたりすることはできません。

Cisco UCS Directorでは、エンドユーザセルフサービスポリシーの作成に加えて、次のタスクを
実行できます。

• [表示（View）]：ポリシーの概要を表示します。

• [編集（Edit）]：[エンドユーザポリシー（EndUser Policy）]画面が開き、説明またはエンド
ユーザセルフサービスオプションを変更できます。

• [複製（Clone）]：[エンドユーザポリシー（End User Policy）]画面が開き、既存のエンド
ユーザセルフサービスポリシーで定義されたパラメータを使用して追加のポリシーを作成

できます。

• [削除（Delete）]：システムからポリシーを削除します。VDCが割り当てられているポリシー
は削除できません。

ユーザがVDCで実行できるタスクは、ユーザがマッピングされたロールと、VDCに割り当て
られたエンドユーザのセルフサービスポリシーによって定義されます。最新リリースにアッ

プグレードしている場合、VM管理タスクを実行する権限は、いずれかの既存のエンドユーザ
のセルフサービスポリシーに保持されます。ただし、ユーザが属するユーザロールに定義さ

れている権限が優先されます。

重要

エンドユーザポリシーの作成

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [サービス
の提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [サービスの提供（ServiceDelivery）]ページで [エンドユーザセルフサービスポリシー（EndUser
Self-Service Policy）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [エンドユーザポリシーの追加（Add End User Policy）]画面で、ドロップダウンリストからアカ

ウントタイプを選択します。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [エンドユーザポリシー（End User Policy）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。[ポリシー名（Policy Name）]フィールド
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説明名前

ポリシーの説明。[ポリシーの説明（Policy Description）]フィー
ルド

このポリシーによって割り当てられているVDC
でユーザが実行できるタスクの一覧です。

タスクのリストは、[アカウントタイプ
（Account Type）]によって異なります。

[エンドユーザセルフサービスオプション（End
User Self-Service Options）]フィールド

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

このエンドユーザポリシーを VDCに割り当てます。詳細については、仮想データセンターの追
加, （264ページ）を参照してください。

VM 管理ポリシーの設定
このポリシーは、VDCで VMを管理する方法を定義します。

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [サービス
の提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [サービスの提供（Service Delivery）]ページで [VM管理ポリシー（VMManagement Policy）]をク
リックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [VM管理ポリシーの追加（AddVMManagement Policy）]画面で、次のフィールドに値を入力しま

す。

説明フィールド

ポリシーの一意の名前。[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明（Policy Description）]フィー
ルド

VMリース期限の通知設定

リース時間が設定されたVMの通知パラメータ
を設定する場合にオンにします。

[VMリース通知の設定（Configure VM Lease
Notification）]チェックボックス
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説明フィールド

番号を入力します。

この数値は、VMのリース期限が切れる何日前
に電子メール通知がVMの所有者に送信される
かを示します。

[通知を送信する、VMリース期限の残り日数
（How many days before VM Lease expiry should
notifications be sent）]フィールド

番号を入力します。

この数値は、VMのリースの期限をユーザに通
知する電子メール通知の送信回数を示します。

[通知の送信回数（How many notifications should
be sent）]フィールド

ドロップダウンリストから数値を選択します。

この数値は、送信される電子メールの通知間隔

を定義します。

[通知間隔（Interval betweennotifications）]ドロッ
プダウンリスト

非アクティブVM管理設定

番号を入力します。

この数値は、非アクティブなVMがシステムか
ら削除されるまでの日数を示します。

[vDCポリシーに基づいた非アクティ
ブな VMの削除（Delete Inactive VMs
Based on vDC Policy）]オプションを
プロパティペインで選択した場合の

み非アクティブVMは削除されます。
このオプションは、[管理者
（Administration）] > [システム
（System）] > [高度なコントロール
（Advanced Controls）]を選択した際
に表示されます。

（注）

[非アクティブな VMを削除するまでの期間
（Delete after inactive VM days）]フィールド
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説明フィールド

番号を入力します。

この数値は、システムから非アクティブな VM
を削除するまでシステムが待機する日数を示し

ます。

[VMの非アクティブ日以降に削除
（Delete after inactive VMdays）]と [期
限切れ削除 VMに猶予期間を追加
（Additional grace period for deleting
expired Vms）]フィールドで指定され
ている時間帯を超えた場合、CiscoUCS
Directorにより検出された VMは削除
され、また Cisco UCS Directorにより
プロビジョニングされたVM用サービ
スリクエストはロールバックされま

す。これらのシステム用にプロビジョ

ニングされたVMのロールバックされ
たサービスリクエスト（SR）用の新
しい電子メールテンプレートが導入さ

れました。

（注）

[期限切れVMを削除するまでの猶予期間
（Additional grace period for deleting expired
VMs）]フィールド

サービスリクエスト（SR）のロールバック作
業がプロビジョニングされたVMに失敗したと
きに実行されるアクションをCiscoUCSDirector
より選択します。次のいずれかのオプションを

選択できます。

•通知を送信して VMを削除する

•通知を送信して VMを削除しない

VMの自動削除 Eメールテンプレー
トで、[ロールバック SR ID（Rollback
SRID）]という新しいフィールドが導
入されました。このフィールドは、

Cisco UCS Directorによりプロビジョ
ニングされた VMに入力され、Cisco
UCSDirectorにより検出されたVMの
パスワードは空白になります。

（注）

[サービスリクエスト（SR）のロールバック作
業が Cisco UCS Directorによってプロビジョニ
ングされたVMに失敗したときに実行されるア
クション（Action to be takenwhen a service request
(SR) rollback task fails for VMs provisioned through
Cisco UCS Director）]ドロップダウンリスト

削除されるVMに関する通知パラメータを設定
する場合にオンにします。

[VM削除通知の設定（Configure VM Delete
Notification）]チェックボックス
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説明フィールド

番号を入力します。

この数値は、VM削除の何日前に電子メール通
知がユーザに送信されるかを示します。

[VM削除の事前通知を送信する、削除前の日数
（How many days before VM deletion should
notifications be sent）]フィールド

番号を入力します。

この数値は、ユーザに送信される電子メール通

知の数を示します。

[通知の送信回数（How many notifications should
be sent）]フィールド

ドロップダウンリストから数値を選択します。

この数値は、送信される電子メールの通知間隔

を定義します。

[通知間隔（Interval betweennotifications）]ドロッ
プダウンリスト

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

このポリシーは仮想データセンターにマッピングできます。
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第 10 章

仮想データセンターの管理

この章は、次の項で構成されています。

• 仮想データセンター, 263 ページ

• VDCアクション, 264 ページ

• 仮想データセンターサービスプロファイル, 270 ページ

仮想データセンター
仮想データセンター（VDC）は、仮想リソース、動作の詳細、ルール、およびポリシーを組み合
わせて特定のグループの要件を管理する論理グループです。

グループまたは組織は、複数の VDC、イメージ、テンプレート、およびポリシーを管理できま
す。組織は個々のグループにVDCレベルでクォータを割り当て、リソース制限を割り当てること
ができます。

また、VDCに固有の承認者を定義できます。特定の VDCに割り当てられた承認者は、ユーザか
らの VMプロビジョニングサービス要求をすべて承認する必要があります。

CiscoUCSDirectorにはデフォルトVDCがあり、検出されたVMはすべてこのデフォルトVDC
に属します。検出されたVMは、Cisco UCS Directorの外部で作成されたVMか、または Cisco
UCS Directorがインストールされる前に VMware vCenterですでに作成されていた VMです。
Cisco UCS Directorはこのような VMを自動的に検出し、デフォルト VDCに追加します。

（注）

サービス要求を使用してプロビジョニングされた VMを特定の VDCに関連付けることができま
す。サービス要求を作成するときに、この VMをプロビジョニングする VDCを選択できます。
VMのプロビジョニング時には、特定のグループで利用可能な VDCのリストを表示し、必要な
VDCを選択できます。
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VDC アクション

仮想データセンターの追加

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [仮想デー
タセンター（Virtual Data Center）]を選択します。

ステップ 2 [仮想データセンター（Virtual Data Centers）]ページで [VDC]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [VDCの追加（VDCAdd）]画面で、ドロップダウンリストからアカウントタイプを選択します。

選択したアカウントタイプによって、[VDCの追加（AddVDC）]画面に表示されるクラウド名の
リストが決定されます。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [VDCの追加（Add VDC）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

VDCの名前。

次のような特殊文字を使用できます。( ).& - _
`~ $% ^ {}! ' @

入力後、名前は編集できませ

ん。

（注）

[VDC名（VDC Name）]フィールド

今後の導入で VDCを使用できないようにする
には、このチェックボックスをオンにします。

今後の導入で VDCを使用できるようにするに
は、このチェックボックスをオフにします。

[ロック済みの vDC（VDC Locked）]チェック
ボックス

VDCに固有の説明。[vDCの説明（VDC Description）]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、VDCがセッ
トアップされるグループのチェックボックスを

オンにします。

[グループ（Group）]ドロップダウンリスト

VDCの設定対象クラウドを選択します。

このドロップダウンリストで選択可能なオプ

ションは、指定したアカウントタイプによって

決まります。

[クラウド名（CloudName）]ドロップダウンリ
スト

承認者と連絡先
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説明名前

第1レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数の

ユーザを選択できます。

[第 1レベル承認者（First Level Approver(s)）]
フィールド

第2レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数の

ユーザを選択できます。

[第 2レベル承認者（Second Level Approver(s)）]
フィールド

第 1レベルおよび第 2レベルの承認担当者とし
て選択されたすべてのユーザからの承認を必要

とする場合は、このチェックボックスをオンに

します。

[すべてのユーザからの承認が必要（Approval
Required from all users）]チェックボックス

サービスリクエストを承認するよう通知する電

子メールを承認担当者に送信する回数。

デフォルトでは、サービスリクエストが承認ま

たは拒否されるまで、24時間ごとに1回通知電
子メールを送信します。

[承認依頼通知の数（Number ofApprovalRequests
Reminders）]フィールド

承認担当者に通知電子メールを送信する時間間

隔。

デフォルトでは、24時間ごとに 1回通知電子
メールを送信します。

[通知間隔（時間）（Reminder Interval (Hours)）]
フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。こ

の VDCを使用した VMのプロビジョニングに
関する通知を受信するユーザ。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレス
（Provider Support Email Address）]フィールド

この VDCに関する通知をコピーする 2番目の
連絡先の電子メールアドレス。

[電子メールアドレスへの通知をコピー（Copy
Notifications to Email Address）]フィールド

ポリシー

VDCに適用できるシステムポリシーを選択し
ます。

[システムポリシー（System Policy）]ドロップ
ダウンリスト

VDCに適用できるコンピューティングポリシー
を選択します。

[コンピューティングポリシー（Computing
Policy）]ドロップダウンリスト
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説明名前

VDCに適用できるネットワークポリシーを選
択します。

[ネットワークポリシー（Network Policy）]ド
ロップダウンリスト

VDCに適用できるストレージポリシーを選択
します。

[ストレージポリシー（Storage Policy）]ドロッ
プダウンリスト

VDCに適用する ISOイメージのマッピングポ
リシーを選択します。

[ISOイメージマッピングポリシー（ISO Image
Mapping Policy）]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコストモデルを選択します。[コストモデル（Cost Model）]ドロップダウン
リスト

この VDCの以下のページで、コスト明細の表
示を無効にするには、このチェックボックスを

オンにします。

• [サービスリクエストの作成（CreateService
Request）]ウィザード

[導入設定（Deployment Configuration）]ペ
イン、[カスタム仕様（Custom
Specification）]ペイン、および [概要
（Summary）]ペインにはコスト情報は表
示されません。

•特定の VMアクションページ：[VMサイ
ズ変更（VM resize）]、[VMディスクのサ
イズ変更（ResizeVMdisk）]、および [VM
ディスクの作成（Create VM disk）]。

•電子メール通知

[コスト明細の表示を無効化（Disable displaying
cost details）]チェックボックス

VMのプロビジョニング後のオーケストレーショ
ンワークフローを実行するために使用するポリ

シーを選択します。選択されたワークフロー

は、VDC内の VMに対するアクションボタン
として表示されます。

[ユーザアクションポリシー（User Action
Policy）]ドロップダウンリスト

VDCの VM管理ポリシーを設定します。

このポリシーは、VDCで VMを管理する方法
を定義します。

[VM管理ポリシー（VMManagement Policy）]
ドロップダウンリスト
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説明名前

RCUを使用してVMを複製する場合は、チェッ
クボックスをオンにします。

このオプションは、一部の VDCタイプでのみ
使用できます。

[ストレージの効率性の有効化（Enable Storage
Efficiency）]チェックボックス

VDCのセルフサービスポリシーを選択します。
このポリシーによって、VDCで実行できるタス
クまたはアクションが定義されます。

このドロップダウンリストには、作

成するVDCに対応するアカウントタ
イプに関連するポリシーが表示されま

す。

ユーザが VDCで実行できるタスク
は、ユーザがマッピングされたロール

と、VDCに割り当てられたエンド
ユーザのセルフサービスポリシーに

よって定義されます。最新リリースに

アップグレードしている場合、VM管
理タスクを実行する権限は、いずれか

の既存のエンドユーザのセルフサー

ビスポリシーに保持されます。ただ

し、ユーザが属するユーザロールに

定義されている権限が優先されます。

（注）

[エンドユーザセルフサービスポリシー（End
User Self-Service Policy）]

ステップ 7 [追加（Add）]をクリックします。
VMのユーザは、次のタスクを実行できなくなりまし
た。

（注）

• VMの移行

•スタックビューの使用

• VMの割り当て

次の作業

追加した VDCは、ユーザインターフェイスのオプションを選択して編集、複製、または削除で
きます。
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仮想データセンターの表示

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [仮想デー
タセンター（Virtual Data Center）]を選択します。

ステップ 2 [仮想データセンター（Virtual Data Centers）]ページで VDCグループを選択します。

ステップ 3 [仮想データセンター（Virtual Data Centers）]ページで [VDC]をクリックします。

ステップ 4 表示する VDCを含む行を選択します。
ステップ 5 [表示（View）]をクリックして、[VDCの詳細（VDC Details）]画面を開きます。

仮想データセンターのアプリケーションカテゴリの管理

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [仮想デー
タセンター（Virtual Data Center）]を選択します。

ステップ 2 [仮想データセンター（Virtual Data Centers）]ページで VDCグループを選択します。

ステップ 3 [仮想データセンター（Virtual Data Centers）]ページで [VDC]をクリックします。

ステップ 4 編集する VDCを含む行を選択します。
ステップ 5 [カテゴリの管理（Manage Categories）]をクリックします。
ステップ 6 [アプリケーションカテゴリの編集（EditAppCategory）]画面で、システムポリシー、コンピュー

ティングポリシー、ネットワークポリシー、またはストレージポリシーの変更を適用するため

に該当するフィールドをすべて編集します。コストモデルとスマート割り当てポリシーも変更で

きます。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

複数の VDC へのアプリケーションカテゴリの割り当て
複数の VDCにアプリケーションカテゴリを割り当てることができます。
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手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [アプリケーションカテゴリ（ApplicationCategories）]
をクリックします。

ステップ 4 1つ以上の VDCに割り当てるアプリケーションカテゴリを含む行をクリックします。
ステップ 5 [アプリケーションカテゴリの割り当て（Assign App Category）]をクリックします。
ステップ 6 [アプリケーションカテゴリの割り当て（Assign Application Category）]画面で、[+]をクリックし

て、複数の VDCにポリシーをマッピングします。
[アプリケーションカテゴリ割り当て（Assign Application Category）]画面に、以前にVDCに割り
当てられたすべてのアプリケーションカテゴリのリストが表示されます。割り当てられたアプリ

ケーションカテゴリを選択し、VDCから編集、削除できます。

ステップ 7 [複数の VDCにポリシーをマッピングするエントリを追加（Add Entry to Map Policies to Multiple
VDCs）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシー

ドロップダウンリストからシステムポリシー

を選択します。

[システムポリシー（System Policy）]ドロップ
ダウンリスト

ドロップダウンリストからコンピューティング

ポリシーを選択します。

[コンピューティングポリシー（Computing
Policy）]ドロップダウンリスト

ドロップダウンリストからストレージポリシー

を選択します。

[ストレージポリシー（Storage Policy）]ドロッ
プダウンリスト

ドロップダウンリストからスマート割り当てポ

リシーを選択します。

[スマート割り当てポリシー（Smart Allocation
Policy）]ドロップダウンリスト

ドロップダウンリストからネットワークポリ

シーを選択します。

[ネットワークポリシー（Network Policy）]ド
ロップダウンリスト

ドロップダウンリストからコストモデルを選

択します。

クラウドのすべてのコストモデルは、このド

ロップダウンリストに表示されます。

[コストモデル（Cost Model）]ドロップダウン
リスト

VDC
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説明名前

[選択（Select）]をクリックし、ポリシーをマッ
ピングする VDCのチェックボックスをオンに
します。

選択したクラウドに含まれるVDCが
表示されます。

選択したVDCにすでにマッピングさ
れたポリシーがある場合、警告メッ

セージが表示されます。

（注）

[VDCの選択（Select VDCs）]フィールド

選択したVDCにマッピングされているポリシー
を上書きする場合に、このチェックボックスを

オンにします。

[マッピングされたVDCにポリシーを上書きす
る（Overwrite policies formappedVDCs）]チェッ
クボックス

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 9 [アプリケーションカテゴリの割り当て（Assign Application Category）]画面で、[送信（Submit）]

をクリックします。

仮想データセンターサービスプロファイル
仮想データセンターサービスプロファイルは VDCに似ています。ただし、VDCサービスプロ
ファイルを作成する必要があるのは、ゴールド、シルバー、およびブロンズのVDCなどのワーク
フロータスクから VDCを作成する場合だけです。

仮想データセンターサービスプロファイルの追加

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [仮想デー
タセンター（Virtual Data Center）]を選択します。

ステップ 2 [仮想データセンター（VirtualDataCenters）]ページで [VDCサービスプロファイル（VDCService
Profiles）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [VDCサービスプロファイルの追加（Add VDC Service Profile）]画面で、次のフィールドに値を

入力します。
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説明名前

VDCプロファイルの名前。

入力後、名前は編集できません。

[vDCプロファイル名（VDC Profile Name）]
フィールド

今後の導入で VDCを使用できないようにする
には、このチェックボックスをオンにします。

この VDC内の既存の VMに対するアクション
は無効になります。今後の導入で VDCを使用
できるようにするには、このチェックボックス

をオフにします。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDCに固有の説明。[vDCの説明（VDC Description）]フィールド

VDCの設定対象グループを選択します。[グループ（Group）]ドロップダウンリスト

VDCの設定対象クラウドを選択します。[クラウド名（CloudName）]ドロップダウンリ
スト

承認者と連絡先

第1レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数の

ユーザを選択できます。

[第 1承認者のユーザ名（First Approver User
Name）]フィールド

第2レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数の

ユーザを選択できます。

[第 2承認担当者のユーザ名（Second Approver
User Name）]フィールド

第 1レベルおよび第 2レベルの承認担当者とし
て選択されたすべてのユーザからの承認を必要

とする場合は、このチェックボックスをオンに

します。

[すべてのユーザからの承認が必要（Approval
Required from all users）]チェックボックス

サービスリクエストを承認するよう通知する電

子メールを承認担当者に送信する回数。

デフォルトでは、サービスリクエストが承認ま

たは拒否されるまで、24時間ごとに1回通知電
子メールを送信します。

[承認依頼通知の数（Number ofApprovalRequests
Reminders）]フィールド

Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
271

仮想データセンターの管理

仮想データセンターサービスプロファイルの追加



説明名前

承認担当者に通知電子メールを送信する時間間

隔。

デフォルトでは、24時間ごとに 1回通知電子
メールを送信します。

[通知間隔（時間）（Reminder Interval (Hours)）]
フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。こ

の VDCを使用した VMのプロビジョニングに
関する通知を受信するユーザ。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレス
（Provider Support Email Address）]フィールド

この VDCに関する通知をコピーする 2番目の
連絡先の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー（Copy
Notifications to Email Address）]フィールド

ポリシー

VDCサービスプロファイルに適用できるシス
テムポリシーを選択します。

[システムポリシー（System Policy）]ドロップ
ダウンリスト

VDCサービスプロファイルに適用できるコン
ピューティングポリシーを選択します。

[コンピューティングポリシー（Computing
Policy）]ドロップダウンリスト

VDCサービスプロファイルに適用できるネッ
トワークポリシーを選択します。

[ネットワークポリシー（Network Policy）]ド
ロップダウンリスト

VDCサービスプロファイルに適用できるスト
レージポリシーを選択します。

[ストレージポリシー（Storage Policy）]ドロッ
プダウンリスト

VDCサービスプロファイルに適用できるコス
トモデルを選択します。

[コストモデル（Cost Model）]ドロップダウン
リスト

このVDCのサービスリクエストサマリーと電
子メールページでのコストの表示を無効にする

には、このチェックボックスをオンにします。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化（Disabledisplaying
cost in the SR summary and email page）]チェッ
クボックス

VMのプロビジョニング後のオーケストレーショ
ンワークフローを実行するために使用するポリ

シーを選択します。選択されたワークフロー

は、VDC内の VMに対するアクションボタン
として表示されます。

[ユーザアクションポリシー（User Action
Policy）]ドロップダウンリスト

エンドユーザセルフサービスオプション
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説明名前

この VDCに属している VMに対してすべての
VM電源管理アクションを実行できるようにす
るには、このチェックボックスをオンにしま

す。

[VMの電力管理（VM Power Management）]
チェックボックス

この VDCに属している VMに対して VMサイ
ズ変更アクションを実行できるようにするに

は、このチェックボックスをオンにします。

[VMのサイズ変更（VMResize）]チェックボッ
クス

この VDCの VMに対してすべてのストレージ
スナップショットアクションを実行できるよう

にするには、このチェックボックスをオンにし

ます。

[VMスナップショット管理（VM Snapshot
Management）]チェックボックス

この VDCの VMに対して VM削除アクション
を実行できるようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。

[VMの削除（VMDeletion）]チェックボックス

この VDCの VMに対して VMディスク管理を
実行できるようにするには、このチェックボッ

クスをオンにします。

[VMディスク管理]チェックボックス

このVDCに属しているVMに対してネットワー
ク管理を実行できるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。

[VMネットワーク管理（VM Network
Management）]チェックボックス

非アクティブなVMを削除するまでの、非アク
ティブな状態の経過日数を選択します。非アク

ティブ状態のVMとは、電源がオンの状態では
ない VMです。

[非アクティブな VMを削除するまでの期間
（Delete after Inactive VM days）]ドロップダウ
ンリスト

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。
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第 11 章

リソースグループの管理

この章は、次の項で構成されています。

• リソースグループ, 275 ページ

• テナント, 304 ページ

• 提供サービス, 305 ページ

• テナントプロファイル, 321 ページ

リソースグループ
リソースグループを使用することで、アプリケーションの要件に応じてテナント向けに適切なリ

ソースを選択することができます。提供サービス、テナントプロファイル、アプリケーションプ

ロファイル、リソースグループなどの追加の概念はすべて必須です。これらのリソースグループ

の概念を使用することで、リソースの動的な選択に基づいてテナントをオンボーディングしたり、

アプリケーションを導入したりできます。複数のテナントのリソースグループでリソースを共有

することも、リソースを特定のテナント専用にすることもできます。

リソースグループは、リソースのプールです。各グループに物理インフラストラクチャリソー

ス、仮想インフラストラクチャリソースを含めたり、物理インフラストラクチャリソースと仮想

インフラストラクチャリソースを組み合わせたりできます。リソースグループを使用すると、最

小限の手作業で Cisco UCS Directorへのテナントのオンボーディングを実行できます。

インフラストラクチャ管理者またはシステム管理者は、リソースグループに物理アカウントまた

は仮想アカウントを一度に 1つずつ追加できます。また、リソースグループにポッドを追加し
て、そのポッド内のすべてのアカウントをそのリソースグループに追加できます。リソースグ

ループへのポッドの割り当てに関する詳細については、リソースグループへのポッドの追加, （
301ページ）を参照してください。

アカウントをリソースグループに追加すると、デフォルトでそのリソースグループは、そのアカ

ウントのオブジェクトのすべてのキャパシティと機能を、リソースグループエンティティのキャ

パシティおよび機能として通知します。CiscoUCSDirectorを使用すれば、リソースグループから
特定の容量または機能を選択的に無効にできます。
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環境変数

環境変数は、リソースごとに設定できます。これらの環境変数は、テナントオンボーディングと

アプリケーションの導入のプロビジョニング中に使用されます。

仮想アカウントと物理アカウントの両方に対するデフォルトの環境変数は次のように設定するこ

とができます。さらに、環境変数をCiscoUCSDirectorに追加し、その環境変数をリソースグルー
プで使用することもできます。環境変数の追加方法の詳細については、カスタム環境変数の追加,
（287ページ）を参照してください。

リストされた環境変数がすべてのワークフローに必要というわけではありません。必須である

環境変数のサブセットは、使用例と実行する具体的なワークフローによって異なります。

（注）

仮想コンピューティングの環境変数

サンプル値説明環境変数

APIC新たに作成したコンテナを追加する

フォルダ。

コンテナの親フォルダ

IP-PoolAPICコンテナは Cisco UCS Director
で定義された IPサブネットプールポ
リシーを使用します。コンテナ内部

の階層ごとに、IPサブネットプール
ポリシーからの固有のサブネットア

ドレスが割り当てられます。この環

境変数はコンテナプロビジョニング

に使用されます。

IPサブネットプール
ポリシー

仮想ストレージの環境変数

仮想ストレージには、環境変数は必要ありません。
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仮想ネットワークの環境変数

サンプル値説明環境変数

ACI-Bldg4-1-vCenterVMware vCenterは、Virtual
MachineManager（VMM）ドメ
インを使用して設定された

ACI-vCenterです。VMware
vCenterが Cisco APICに関連付
けられている場合は、同じ名前

の分散仮想スイッチ（DVS）が
VMware vCenterに作成されま
す。この環境変数はテナント

オンボーディングに使用されま

す。

VXLANモードでAVSをサポー
トするには、Cisco AVスイッ
チのあるVMMドメインを選択
します。

Cisco UCS Directorは、VLAN
およびVXLANの両方のモード
でAVSをサポートします。VM
は、VMMドメインに割り当て
られたプールから VLAN IDま
たはVXLANIDを取得します。

VMware用の VMMドメイン

virt_switch要件に応じてDVスイッチまた
は Cisco AVスイッチを選択し
ます。

DVスイッチは、vCenterアカウ
ントで使用することができ、オ

ンボーディング中に選択された

ホストを接続するために使用さ

れます。

Cisco AVスイッチは、VXLAN
モードで AVSをサポートする
ために使用されます。

この環境変数はテナントオン

ボーディングに使用されます。

DVスイッチ
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物理コンピューティングの環境変数

サンプル値説明環境変数

PhysCisco UCSの物理ドメイン。こ
の環境変数はベアメタルプロ

ビジョニングに使用されます。

UCSの物理ドメイン

ACI3-Eng-VLAN-Poolアカウントの VLAN IDの割り
当て元の VLANプール。

VLANプール

DR_UCSM;org-root;org-root/l
s-ACI-DR-Hosts

ベアメタルをプロビジョニン

グするホストサービスプロ

ファイルの作成に使用されるテ

ンプレート。この環境変数は

NetAppストレージシステムの
ベアメタルプロビジョニング

に使用されます。

iSCSI PXEのブートサービス
プロファイルテンプレート。

VNX_UCSM;org-root/ls-PSC-
FullBlade-Template

サービスプロファイルテンプ

レートは、サービスプロファ

イルの作成に使用されます。

サービスプロファイルが作成

されると、ソフトウェアは、

サービスプロファイルテンプ

レートに関連付けられたサーバ

プールから空きサーバを識別し

て選択します。この環境変数は

VNXテナントオンボーディン
グに使用されます。

フル幅ブレード用のサービス

プロファイルテンプレート

VNX_UCSM;org-root/ls-PSC-
HalfBlade-Template

サービスプロファイルテンプ

レートは、サービスプロファ

イルの作成に使用されます。

サービスプロファイルが作成

されると、ソフトウェアは、

サービスプロファイルテンプ

レートに関連付けられたサーバ

プールから空きサーバを識別し

て選択します。この環境変数は

VNXテナントオンボーディン
グに使用されます。

ハーフ幅ブレード用のサービス

プロファイルテンプレート
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サンプル値説明環境変数

IQN_PoolCisco UCSドメイン内の iSCSI
vNICがイニシエータ修飾子と
して使用する iSCSI修飾名
（IQN）を含む IQNプール。
IQNプールはサービスプロファ
イル iSCSIブートポリシーを作
成するために使用されます。こ

の環境変数は NetAppストレー
ジシステムのベアメタルプロ

ビジョニングに使用されます。

IQNプール

VNX_UCSM;org-root;org-root//
boot-policy-SAN_NEW

物理コンピューティングアカ

ウントのブートポリシー。こ

の環境変数はVNXタイプアカ
ウントに使用されます。

ブートポリシー

VNX_UCSM;fabric/lan/net-MGT
-ACI-POOL

物理コンピューティングアカ

ウントのVLAN。この環境変数
はVNXタイプアカウントに使
用されます。

VLAN

物理ストレージ環境変数

サンプル値説明環境変数

topology/pod-1/paths-201/pathep-
[eth1/36]

• Pod-1：APICアカウントの
ポッド ID。

• Paths-201：NetAppコント
ローラが接続されるリー

フのノード ID。

• Pathep-[eth1/36]：NetApp
コントローラが接続され

るポート。

APICへの NetAppアカウント
の接続に使用される物理ドメイ

ン。この環境変数はテナント

オンボーディングに使用されま

す。

NetApp用の物理ドメイン
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サンプル値説明環境変数

topology/pod-1/node-302/sys
/cdp/inst/if-[eth1/47]adj-1

この静的パスは、NetAppクラ
スタノードが接続されている

APICのポートを定義します。
この環境変数は、テナントオ

ンボーディング中にエンドポイ

ントグループ（EPG）にスタ
ティックパスを追加するため

に使用されます。

NetApp静的パス

Vlan_poolクラスタの vServerの作成に使
用される VLANプール。この
環境変数はテナントオンボー

ディングに使用されます。

VLANプール

VNX-POD;VNX_BLOCK;A-
0;50:06:01:60:88:60:1B:6A:
50:06:01:60:08:60:1B:6A
,VNX-POD;VNX_BLOCK;A-
1;50:06:01:60:88:60:1B:6A:
50:06:01:61:08:60:1B:6A

物理ストレージアカウントの

ストレージプロセッサ（SP）
ポート。この環境変数は VNX
タイプアカウントに使用され

ます。

SPポート

物理ストレージアカウントの

複製ストレージグループ。こ

の環境変数はVNXタイプアカ
ウントに使用されます。

複製ストレージグループ

NetApp-vlan-poolこの環境変数は、VLANプール
の定義に使用されます。個々の

VLANは、このプールから物理
ストレージアカウントに動的

に割り当てられます。

NFS VLANプール

NetApp-vlan-poolストレージ仮想マシン（SVM）
の管理用の VLANプール。

SVM mgmt VLANプール

NetApp-vlan-poolVLANが iSCSI_AVLANとして
選択される VLANプール。

iSCSI_A VLANプール

NetApp-vlan-poolVLANが iSCSI_BVLANとして
選択される VLANプール。

iSCSI_B VLANプール

topology/pod-1/path-101/pathep-
[PGr-FAS-A]

ノード 1用の仮想ポートチャ
ネル（vPC）の静的パス。

ノード 1用の APIC vPC静的パ
ス
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サンプル値説明環境変数

topology/pod-1/path-101/pathep-
[PGr-FAS-B]

ノード 2用の仮想ポートチャ
ネル（vPC）の静的パス。

ノード 2用の APIC vPC静的パ
ス

ip_nfs_subnet_poolNFSのサブネット IPプールポ
リシー。

NFS IPサブネットプールポリ
シー

NetApp_ISCSI_A_Subnet_pool最初の iSCSIVLANに使用され
る IPサブネットプールポリ
シー。

iSCSI_A IPサブネットプール
ポリシー

NetApp_ISCSI_B_Subnet_pool2番目の iSCSI VLANに使用さ
れる IPサブネットプールポリ
シー。

iSCSI_B IPサブネットプール
ポリシー

netapp_svm_subnet_poolSVMの管理用のサブネット IP
プールポリシー。

SVM mgmt IPサブネットプー
ルポリシー

VMNet_IP_Subnet_pool_policyVMネットワークのサブネット
IPプールポリシー。

VMNet IPサブネットプールポ
リシー

NetApp-Poolノード 1用の VLAN ID割り当
て元の APIC VLANプール。

ノード 1用の APIC VLANプー
ル

NetApp-Poolノード 2用の VLAN ID割り当
て元の APIC VLANプール。

ノード 2用の APIC VLANプー
ル

ACI2-CMODE-01最初の Netapp Cモードアカウ
ントノードの ID。

クラスタノード 1 ID

ACI2-CMODE-022番目の Netapp Cモードアカ
ウントノードの ID。

クラスタノード 2 ID

RPVNXアカウントに接続されて
いるリカバリポイント。

デフォルトのリカバリポイン

ト

RP@1649417791VNXアカウントに接続されて
いるリカバリポイントの ID。

リカバリポイントのクラスタ
ID
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物理ネットワークの環境変数

サンプル値説明環境変数

IP_poolNetAppデータストアとホスト
VMカーネル間の IPアドレス
の割り当てに使用される IP
プール。この環境変数はテナン

トオンボーディングに使用さ

れます。

IPプール

pxe_ip_new11Preboot eXecution Environment
（PXE）サーバの IPプール。
この環境変数はベアメタルプ

ロビジョニングに使用されま

す。

PXEサーバの IPプール

VNX_APIC185@common@BMA-
AP@PSC_BMA

Cisco UCS Directorベアメタル
エージェントのエンドポイント

グループ（EPG）エンティ
ティ。この環境変数はベアメ

タルプロビジョニングに使用

されます。

BMA EPGエンティティ

はいFlexPodの物理セットアップを
設定する場合、ファブリック相

互接続（FI）A - NXOSスイッ
チ 1接続と、FI B - NXOSス
イッチ 2接続に VSANが作成
されます。BMAプロビジョニ
ングでは、ゾーン分割が FI A -
NXOSコントローラ用に設定さ
れます。Cisco Nexusスイッチ
がCiscoUCSFIAに接続するこ
とを指定する場合は、この環境

変数を選択します。この環境変

数は、MDSスイッチに表示さ
れます。

FI Aへの接続

Phy_LB_Domainロードバランササービスを使

用するために必要な物理ドメイ

ン。

LBの物理ドメイン

topology/pod-1/node-101/sys/cdp
/inst/if-[eth1/12]/adj-1

ロードバランササービスの物

理バス。

物理 LBパス
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サンプル値説明環境変数

topology/pod-1/paths-302/
pathep-[PC_Policy_1Gb]

最初の Direct Port Channel
（DPC）の静的パス。

DPC静的パス 1

topology/pod-1/paths-303/
pathep-[PC_Policy_1Gb]

2番目の DPCの静的パス。DPCの静的パス 2

topology/pod-1/protpaths-
103-104/pathep-[ifs-n3k-b_PolGrp]

ACIリーフから外部ルータへの
最初の中継パス。

L3Outへのパス 1

topology/pod-1/protpaths-
103-104/pathep-[ifs-n3k-a_PolGrp]

ACIリーフから外部ルータへの
2番目の中継パス。

L3Outへのパス 2

L2-2960レイヤ2の物理ドメイン。この
環境変数は、EPGの中継を設定
するために使用されます。

L2物理ドメイン

Ipsubnetpoolpolicyサブインターフェイスの IPア
ドレスの取得に使用されるプー

ルポリシー。

IPサブネットプールポリシー

L3out_Pool外部ルータと ACIファブリッ
ク間の通信で使用する VLAN
IDを取得するために使用され
るプール。この環境変数は、外

部ルーテッドネットワークを

設定するために使用されます。

L3 VLANプール

L2out_Pool中継 EPGのVLAN IDを取得す
るために使用されるプール。こ

の環境変数は、中継 EPGを作
成するために使用されます。

L2中継 VLANプール

topology/pod-1/node-302APICアカウントのリーフノー
ド。この環境変数は、中継EPG
を作成するために使用されま

す。

ノード

topology/pod-1/paths-303/pathep-
[eth1/47],
topology/pod-1/paths-303/pathep-
[eth1/48],
topology/pod-1/paths-302/pathep-
[eth1/47]
topology/pod-1/paths-302/pathep-
[eth1/48]

リーフノードの選択に基づく

サブインターフェイスルー

テッドパス。

ルーテッドサブインターフェ

イスパス
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サンプル値説明環境変数

192.0.232.166, 192.0.232.167APICアカウントの Nexusス
イッチ。

Nexusスイッチ

loop_back_ip_pool_policyループバックの IPアドレスの
取得に使用されるプールポリ

シー。

ループバック IPサブネット
プールポリシー

Phy_L3out_domainAPICアカウントのレイヤ 3ド
メイン。この環境変数は、外部

ルーテッドネットワークを設

定するために使用されます。

L3ドメイン

IP_pool外部レイヤ 3ネットワークの
ルータにルータ IDを設定する
ための IPプール。この環境変
数は、外部ルーテッドネット

ワークを設定するために使用さ

れます。

ルータ IPプール

IP_poolロードバランサデバイスクラ

スタのクラスタ管理 IPアドレ
スを提供するための IPプー
ル。

LBクラスタ IPプール

topology/pod-1/protpaths-101-102
/pathep-[vpcPG_ec1acifwi001-2_DATA

外部レイヤ 3ネットワークの
ルータにAPICを接続するイン
ターフェイス。この環境変数

は、外部ルーテッドネットワー

クを設定するために使用されま

す。

SVIパス

IP_poolAPICリーフのスイッチ仮想イ
ンターフェイス（SVI）を設定
するためのサブネット。この環

境変数は、外部ルーテッドネッ

トワークを設定するために使用

されます。

SVI IPプール
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次の環境変数は、Cisco UCS Directorリリース 5.4ではサポートされません。IP Subnet Pool
Policy、iSCSI PXEBoot Service Profile Template、IQN Pool、Replication Storage Group、PXE Server
IP Pool、BMA EPG Entity、Physical domain for LB、Physical LB Path。

（注）

VNXテナントのオンボーディングに定義する必要がある環境変数は次のとおりです。

•物理コンピューティング：Cisco UCS Manager

◦フル幅ブレード用のサービスプロファイルテンプレート

◦ハーフ幅ブレード用のサービスプロファイルテンプレート

• EMC VNX Unified

◦ SPポート

• VMwareアカウント

◦ DVスイッチ -仮想ネットワーク

◦ VMware用の VMMドメイン -仮想ネットワーク

• APIC（物理ネットワーク）

◦ DPC静的パス 1（L2構成の場合）

◦ DPC静的パス 2（L2構成の場合）

◦ L2物理ドメイン（L2構成の場合）

◦ IPサブネットプールポリシー（L3構成の場合）

◦ L3 VLANプール（L3構成の場合）

◦ルーテッドサブインターフェイスパス（L3構成の場合）

◦ノード（L3構成の場合）

◦ Nexusスイッチ（L3構成の場合）

◦ループバック IPサブネットプールポリシー（L3構成の場合）

Cisco UCS Directorおよび FlexPodの Cisco検証済みデザイン（CVD）に基づき、FlexPodテナント
のオンボーディングに定義する必要がある環境変数は次のとおりです。

• APICアカウント

◦ IPプール

• NetApp

◦ VLANプール
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◦ NetApp用の物理ドメイン

◦ NFS VLANプール

◦ SVM mgmt VLANプール

◦ノード 1用の APIC vPC静的パス

◦ノード 2用の APIC vPC静的パス

◦ NFS IPサブネットプールポリシー

◦ SVM mgmt IPサブネットプールポリシー

◦ VMNet IPサブネットプールポリシー

◦ノード 1用の APIC VLANプール

◦ノード 2用の APIC VLANプール

◦クラスタノード 1 ID

◦クラスタノード 2 ID

◦ iSCSI_A VLANプール

◦ iSCSI_B VLANプール

◦ iSCSI_A IPサブネットプールポリシー

◦ iSCSI_B IPサブネットプールポリシー

• VMwareアカウント

◦ DVスイッチ

◦ VMware用の VMMドメイン -仮想ネットワーク

NetAppテナントのオンボーディング（廃止）に定義する必要がある環境変数は次のとおりです。

• APICアカウント

◦ IPプール

• NetApp

◦ VLANプール

◦ NetApp静的パス

◦ NetApp用の物理ドメイン

•仮想ネットワーク

◦ DVスイッチ

◦ VMware用の VMMドメイン
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カスタム環境変数の追加

リソースグループおよびワークフローで使用する環境変数を定義することができます。ユーザ定

義の環境変数のタイプはカスタムになります。

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]を選択します。
ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]ページで [環境変数（Environment Variables）]をクリック

します。

ステップ 3 環境変数が含まれている行をクリックして [表示（View）]をクリックし、環境変数の名前、変数
タイプ、および IDタイプを表示します。

ステップ 4 環境変数を含んだ行をクリックして [削除（Delete）]をクリックし、環境変数を削除します。
削除できるのは、カスタムというカテゴリーの、ユーザ定義の環境変数のみです。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 6 [リソースグループの環境変数（Resource Group Environment Variable）]画面で、次のフィールド

に値を入力します。

説明名前

環境変数の名前。[カスタム環境変数名（Custom Environment
Name）]フィールド

環境変数の説明。[説明（Description）]フィールド

環境変数のリソースタイプとして、次のいずれ

かを選択します。

• VIRTUAL_COMPUTE

• VIRTUAL_NETWORK

• VIRTUAL_STORAGE

• PHYSICAL_COMPUTE

• PHYSICAL_STORAGE

• PHYSICAL_NETWORK

この環境変数は、選択したリソースタイプのカ

テゴリになります。

[リソースタイプ（Resource Type）]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

[入力タイプ（InputType）]を展開し、ユーザが
環境変数に使用する変数タイプをオンにしま

す。変数のタイプはテキスト、変数リスト

（LoV）、複数選択、テーブル、およびポップ
アップテーブルにできます。

[入力タイプ（Input Type）]フィールド

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
追加されたカスタム環境変数のリストが、[環境変数（Environment Variables）]ページに表示され
ます。このカスタム環境変数は、リソースグループに追加することができます。

リソースグループの追加

はじめる前に

IPサブネットプールポリシーと VLANプールポリシーが定義され、環境内でそのポリシーが使
用されることを確認します。リソースグループの追加時に、[環境変数にエントリを追加（Add
Entry to Environment Variables）]画面でポリシーを追加することもできます。

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]を選択します。
ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]ページで [リソースグループ（Resource Groups）]をク

リックします。

ステップ 3 リソースグループを含む行をクリックし、[表示（View）]をクリックすると、リソースグループ
の名前と説明が表示されます。

ステップ 4 リソースグループを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックすると、リ
ソースグループに関連付けられたリソースが表示されます。

リソースグループ内のリソースの ID、ポッド、アカウント名、カテゴリ、アカウントタイプ、
リソースタイプ、およびリソース名が表示されます。

ステップ 5 リソースを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックすると、リソースの容
量と機能が表示されます。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 7 [リソースグループの作成（CreateResourceGroup）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

リソースグループの名前。[名前（Name）]フィールド
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説明[名前（Name）]

リソースグループの説明。[説明（Description）]フィールド

ディザスタリカバリサービスサポートをリソー

スグループに有効にする場合にオンにします。

ディザスタリカバリのサービスは、

使用例と実行するワークフローに基

づいて有効化されます。

（注）

[DRの有効化（EnableDR）]チェックボックス

このフィールドは、[DRの有効化（EnableDR）]
がオンになっている場合にのみ表示されます。

デフォルトでは、[プライマリ（Primary）]が選
択され、リソースグループはプライマリに設定

されます。セカンダリとしてリソースグループ

を設定する場合は、[セカンダリ（Secondary）]
を選択します。

[アカウントプライオリティ（Accounts
Priority）]ドロップダウンリスト

災害時にフェールオーバーとデータの回復を実

行するには、リソースグループをディザスタ

リカバリサービスリソースグループとして選

択します。

[DRSリソースグループ（ADRS Resource
Group）]ドロップダウンリスト

ディザスタリカバリサービスをサポートするには、プライマリリソースグループとセ

カンダリリソースグループのそれぞれに同じ数のアカウントが必要です。

（注）

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 9 （任意） [仮想コンピューティング（Virtual Compute）]画面で、仮想コンピューティングアカウ

ントと、対象の機能および容量を選択します。

a) [仮想アカウント（VirtualAccounts）]を展開し、[+]アイコンをクリックして仮想アカウントを
追加します。

b) [仮想アカウントへのエントリの追加（Add Entry to Virtual Accounts）]画面で、[アカウント
（Accounts）]を展開し、使用する仮想アカウントをオンにして [検証（Validate）]をクリック
します。

アカウントリストから、VMwareアカウント、または Hyper-Vアカウントのいずれ
かを選択できます。選択した仮想アカウントに応じて、環境変数、機能、および容

量を選択する必要があります。必要な環境変数がドロップダウンリストにない場合

は、新しい環境変数を作成できます。環境変数の作成方法の詳細については、カス

タム環境変数の追加, （287ページ）を参照してください。

（注）

c) [環境変数（Environment Variables）]を展開し、[+]アイコンをクリックします。

1 [環境変数へのエントリの追加（AddEntry toEnvironmentVariables）]画面で、[名前（Name）]
ドロップダウンリストから環境変数を選択します。
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2 [必要な値（Required Value）]フィールドで、選択した環境変数に基づく値を選択します。
[名前（Name）]ドロップダウンリストから [IPサブネットプールポリシー（IP Subnet Pool
Policy）]を選択して [必要な値（Required Value）]を展開し、使用するポリシーをオンにし
ます。[+]アイコンをクリックして、ポリシーを追加することもできます。

3 [送信（Submit）]をクリックします。

d) [選択された機能（Selected Capabilities）]フィールドには、選択された仮想アカウントの機能
がデフォルトで表示されます。

[編集（Edit）]アイコンをクリックすると表示される編集ウィンドウで、機能のチェックをオ
フにすると、その機能を無効にすることができます。[削除（Delete）]アイコンをクリックす
ると、リストからその機能を削除できます。

e) [選択された容量（Selected Capacities）]フィールドには、選択された仮想アカウントの容量が
デフォルトで表示されます。

[編集（Edit）]アイコンをクリックすると表示される編集ウィンドウで、容量のチェックをオ
フにすると、その容量を無効にすることができます。[削除（Delete）]アイコンをクリックす
ると、リストからその容量を削除できます。

f) [仮想アカウントへのエントリの追加（AddEntry toVirtualAccounts）]画面で、[送信（Submit）]
をクリックします。

リソースグループに追加されたアカウントは、他のリソースグループに追加した

り、Cisco UCS Directorから削除したりできません。
（注）

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 11 [仮想ストレージ（Virtual Storage）]画面で、[仮想アカウント（Virtual Accounts）]を展開し、仮

想コンピューティングアカウントと目的の機能および容量を含む行をクリックします。

a) [+]アイコンをクリックして、仮想アカウントを追加します。
b) [仮想アカウントへのエントリの追加（Add Entry to Virtual Accounts）]画面で、[アカウント
（Accounts）]を展開し、使用する仮想アカウントをオンにして [検証（Validate）]をクリック
します。

アカウントリストから、VMwareアカウント、または Hyper-Vアカウントのいずれ
かを選択できます。選択した仮想アカウントに応じて、環境変数、機能、および容

量を選択する必要があります。必要な環境変数がドロップダウンリストにない場合

は、新しい環境変数を作成できます。環境変数の作成方法の詳細については、カス

タム環境変数の追加, （287ページ）を参照してください。

（注）

c) [環境変数（Environment Variables）]を展開し、[+]アイコンをクリックします。

1 [環境変数へのエントリの追加（AddEntry toEnvironmentVariables）]画面で、[名前（Name）]
ドロップダウンリストから環境変数を選択します。

2 [必要な値（Required Value）]フィールドで、選択した環境変数に基づく値を選択します。

3 [送信（Submit）]をクリックします。

d) [選択された機能（Selected Capabilities）]フィールドには、選択された仮想アカウントの機能
がデフォルトで表示されます。
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[編集（Edit）]アイコンをクリックすると表示される編集ウィンドウで、機能のチェックをオ
フにすると、その機能を無効にすることができます。[削除（Delete）]アイコンをクリックす
ると、リストからその機能を削除できます。

e) [選択された容量（Selected Capacities）]フィールドには、選択された仮想アカウントの容量が
デフォルトで表示されます。

[編集（Edit）]アイコンをクリックすると表示される編集ウィンドウで、容量のチェックをオ
フにすると、その容量を無効にすることができます。[削除（Delete）]アイコンをクリックす
ると、リストからその容量を削除できます。

f) [仮想アカウントへのエントリの追加（AddEntry toVirtualAccounts）]画面で、[送信（Submit）]
をクリックします。

リソースグループに追加されたアカウントは、他のリソースグループに追加した

り、Cisco UCS Directorから削除したりできません。
（注）

ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 13 [仮想ネットワーク（Virtual Network）]画面で、[仮想アカウント（Virtual Accounts）]を展開し、

仮想ネットワークアカウントと目的の機能および容量を含む行をクリックします。

a) [+]アイコンをクリックして、仮想アカウントを追加します。
b) [仮想アカウントへのエントリの追加（Add Entry to Virtual Accounts）]画面で、[アカウント
（Accounts）]を展開し、使用する仮想アカウントをオンにして [検証（Validate）]をクリック
します。

アカウントリストから、VMwareアカウント、または Hyper-Vアカウントのいずれ
かを選択できます。選択した仮想アカウントに応じて、環境変数、機能、および容

量を選択する必要があります。必要な環境変数がドロップダウンリストにない場合

は、新しい環境変数を作成できます。環境変数の作成方法の詳細については、カス

タム環境変数の追加, （287ページ）を参照してください。

（注）

c) [環境変数（Environment Variables）]を展開し、[+]アイコンをクリックします。

1 [環境変数へのエントリの追加（AddEntry toEnvironmentVariables）]画面で、[名前（Name）]
ドロップダウンリストから環境変数を選択します。

2 [必要な値（Required Value）]フィールドで、環境に使用するために選択した環境変数に基
づいて値をオンにします。

3 [送信（Submit）]をクリックします。

d) [選択された機能（Selected Capabilities）]フィールドには、選択された仮想アカウントの機能
がデフォルトで表示されます。

[編集（Edit）]アイコンをクリックすると表示される編集ウィンドウで、機能のチェックをオ
フにすると、その機能を無効にすることができます。[削除（Delete）]アイコンをクリックす
ると、リストからその機能を削除できます。

e) [選択された容量（Selected Capacities）]フィールドには、選択された仮想アカウントの容量が
デフォルトで表示されます。

[編集（Edit）]アイコンをクリックすると表示される編集ウィンドウで、容量のチェックをオ
フにすると、その容量を無効にすることができます。[削除（Delete）]アイコンをクリックす
ると、リストからその容量を削除できます。
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f) [仮想アカウントへのエントリの追加（AddEntry toVirtualAccounts）]画面で、[送信（Submit）]
をクリックします。

リソースグループに追加されたアカウントは、他のリソースグループに追加した

り、Cisco UCS Directorから削除したりできません。
（注）

ステップ 14 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 15 （任意） [物理コンピューティング（Physical Compute）]画面で、[コンピューティングアカウン

ト（ComputeAccounts）]を展開し、物理コンピューティングアカウントと目的の機能および容量
を含む行をクリックします。

a) [+]アイコンをクリックして、コンピューティングアカウントを追加します。
b) [コンピューティングアカウントへのエントリの追加（Add Entry to Compute Accounts）] 画面
で、使用するコンピューティングアカウントをオンにして [検証（Validate）]をクリックしま
す。

c) [環境変数（Environment Variables）]を展開し、[+]アイコンをクリックします。

1 [環境変数へのエントリの追加（AddEntry toEnvironmentVariables）]画面で、[名前（Name）]
ドロップダウンリストから環境変数を選択します。

2 [必要な値（Required Value）]フィールドを展開し、選択した環境変数に基づく値をオンに
します。[名前（Name）]ドロップダウンリストから [VLANプール（Vlan pool）]を選択し
た場合は、[必要な値（Required Value）]を展開し、使用するポリシーをオンにします。[+]
アイコンをクリックして、ポリシーを追加することもできます。

3 [送信（Submit）]をクリックします。

d) [選択された機能（Selected Capabilities）]を展開し、使用するリソースとリソース機能を含む
行をクリックします。

e) [選択された容量（Selected Capacities）]を展開し、使用するリソースとリソース容量を含む行
をクリックします。

f) [コンピューティングアカウントへのエントリの追加（Add Entry to Compute Accounts）]画面
で、[送信（Submit）]をクリックします。

リソースグループに追加されたアカウントは、他のリソースグループに追加した

り、Cisco UCS Directorから削除したりできません。
（注）

ステップ 16 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 17 （任意） [物理ストレージ（PhysicalStorage）]画面で、[ストレージアカウント（StorageAccounts）]

を展開し、物理ストレージアカウントおよび目的の機能と容量を含む行をクリックします。

a) [+]アイコンをクリックして、ストレージアカウントを追加します。
b) [ストレージアカウントへのエントリの追加（Add Entry to Storage Accounts）] 画面で、使用す
るストレージアカウントをオンにして [検証（Validate）]をクリックします。

c) [環境変数（Environment Variables）]を展開し、[+]アイコンをクリックします。

1 [環境変数へのエントリの追加（Add Entry to Environment Variables）]ダイアログボックス
で、[名前（Name）]ドロップダウンリストから環境変数を選択します。

2 [必要な値（Required Value）]を展開し、選択した環境変数に基づく値をオンにします。[名
前（Name）]ドロップダウンリストから [VLANプール（Vlan pool）]を選択した場合は、
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[必要な値（RequiredValue）]を展開し、使用するポリシーをオンにします。[+]アイコンを
クリックして、ポリシーを追加することもできます。

3 [送信（Submit）]をクリックします。

ストレージデバイスの IPアドレスとサブネットマスクは、ポリシーで指定された IPアド
レス範囲内にする必要があります。

d) [選択された機能（Selected Capabilities）]を展開し、使用するリソースとリソース機能を含む
行をクリックします。

e) [選択された容量（Selected Capacities）]を展開し、使用するリソースとリソース容量を含む行
をクリックします。

f) [ストレージアカウントへのエントリの追加（Add Entry to Storage Accounts）]画面で、[送信
（Submit）]をクリックします。

リソースグループに追加されたアカウントは、他のリソースグループに追加した

り、Cisco UCS Directorから削除したりできません。
（注）

ステップ 18 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 19 （任意） [物理ネットワーク（Physical Network）]画面で、[ネットワークアカウント（Network

Accounts）]を展開し、物理ネットワークアカウントおよび目的の機能と容量を含む行をクリック
します。

a) [+]アイコンをクリックして、ネットワークアカウントを追加します。
b) [ネットワークアカウントへのエントリの追加（Add Entry to Network Accounts）]画面で、スト
レージアカウントを選択します。

c) [環境変数（Environment Variables）]を展開し、[+]アイコンをクリックします。

1 [環境変数へのエントリの追加（AddEntry toEnvironmentVariables）]画面で、[名前（Name）]
ドロップダウンリストから環境変数を選択します。

2 [必要な値（Required Value）]を展開し、選択した環境変数に基づく値をオンにします。[名
前（Name）]ドロップダウンリストから [IPプール（IP Pool）]を選択した場合は、[必要な
値（Required Value）]を展開し、使用するポリシーをオンにします。

3 [送信（Submit）]をクリックします。

d) [選択された機能（Selected Capabilities）]を展開し、[+]アイコンをクリックします。

1 [選択された機能へのエントリの追加（Add Entry to Selected Capabilities）]画面で、[リソー
スの選択（Select Resource）]ドロップダウンリストから [MDSでの FC機能（FC Capability
on MDS）]または [ゾーンサポート（Zone Support）]を選択します。

2 [リソース機能（Resource Capability）]フィールドで、選択したリソースに応じて表示され
る値のリストから値を選択します。

3 [送信（Submit）]をクリックします。

e) [選択された容量（Selected Capacities）]を展開し、使用するリソースとリソース容量を含む行
をクリックします。
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f) [ネットワークアカウントへのエントリの追加（Add Entry to Network Accounts）]画面で、[送
信（Submit）]をクリックします。

リソースグループに追加されたアカウントは、他のリソースグループに追加した

り、Cisco UCS Directorから削除したりできません。
（注）

ステップ 20 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 21 [L4L7デバイス（L4L7 Devices）]画面で、ファイアウォールの仕様およびロードバランサの仕様

を選択します。

a) [ファイアウォール仕様（Firewall Specification）]を展開し、[+]アイコンをクリックします。
[ファイアウォール仕様へのエントリの追加（AddEntry to Firewall Specification）]画面で、次の
フィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

ファイアウォールタイプとして [仮想
（VIRTUAL）]または [物理（PHYSICAL）]
を選択します。

[ファイアウォールタイプ（Firewall Type）]ド
ロップダウンリスト

ファイアウォールタイプとして [仮想（VIRTUAL）]を選択した場合は、次のフィールドが
表示されます。

[仮想アカウント（Virtual Accounts）]を展開
し、使用する仮想アカウントをオンにします。

[仮想アカウント（Virtual Accounts）]フィー
ルド

VM導入ポリシーを選択します。[+]アイコン
をクリックして、VM導入ポリシーを追加し
ます。VM展開ポリシーの追加方法の詳細に
ついては、『Cisco UCS Director Application
Container Guide』の「Adding an ASAv VM
DeploymentPolicy」の項を参照してください。

[VM導入ポリシー]ドロップダウンリスト

[ファイアウォール管理ポートグループ
（FirewallManagement PortGroup）]を展開し、
使用する vCenterのポートグループをオンに
します。管理インターフェイスは、ASAvの
導入時に選択したポートグループに配置され

ます。

[ファイアウォール管理ポートグループ
（Firewall Management Port Group）]フィール
ド

[管理 IPプール（Management IP Pool）]をク
リックし、管理 IPアドレスの割り当てに使用
する IPプールをオンにします。

[管理 IPプール（Management IP Pool）]フィー
ルド
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説明[名前（Name）]

[通常の HA IPプール（Regular HA IP Pool）]
を展開し、プールから IPアドレスを割り当て
る IPプール（プライベート IP範囲）をオン
にします。このプールは、プライマリASAデ
バイスとセカンダリ ASAデバイスの間の
フェールオーバーリンクとして使用されま

す。このプールは、レイヤ 4からレイヤ 7の
サービスポリシーでファイアウォール HAが
有効になっている場合に使用されます。

[通常の HA IPプール（Regular HA IP Pool）]
フィールド

[ステートフル HA IPプール（Stateful HA IP
Pool）]を展開し、プールから IPアドレスを
割り当てる IPプール（プライベート IP範囲）
をオンにします。このプールは、プライマリ

Cisco ASAデバイスとセカンダリ Cisco ASA
デバイスの間のステートリンクとして使用さ

れます。このプールは、レイヤ 4からレイヤ
7のサービスポリシーでステートフルフェー
ルオーバーが有効になっている場合に使用さ

れます。ステートフル HA IPプールと通常の
HA IPプールは、ネットワーク IPの競合を避
けるために、異なるサブネットに配置する必

要があります。

[ステートフル HA IPプール（Stateful HA IP
Pool）]フィールド

ファイアウォールタイプとして [物理（PHYSICAL）]を選択した場合は、次のフィールドが
表示されます。

[APICアカウント（APIC Accounts）]を展開
し、使用する APICアカウントをオンにしま
す。

[APICアカウント（ApicAccounts）]フィール
ド

Cisco ASAデバイスでマルチコンテキスト設
定が有効になっている場合は、[マルチコンテ
キストの有効化（Multi Context Enabled）]を
オンにします。

[マルチコンテキストの有効化（Multi Context
Enabled）]チェックボックス

このフィールドは、[マルチコンテキストの有
効化（Multi Context Enabled）]がオンになっ
ている場合にのみ表示されます。物理 Cisco
ASAデバイスの IPアドレス。この IPアドレ
スは、管理コンテキスト IPアドレスとして設
定されます。

[ファイアウォールクラスタ IP（Firewall
Cluster IP）]フィールド
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説明[名前（Name）]

このフィールドは、[マルチコンテキストの有
効化（Multi Context Enabled）]がオンになっ
ている場合にのみ表示されます。ASAにアク
セスする際にAPICが使用するクラスタのユー
ザ名。

[クラスタユーザ名（Cluster Username）]
フィールド

このフィールドは、[マルチコンテキストの有
効化（Multi Context Enabled）]がオンになっ
ている場合にのみ表示されます。ASAにアク
セスする際に APICが使用するクラスタのパ
スワード。

[クラスタのパスワード（Cluster Password）]
フィールド

ファイアウォールデバイスに到達するために

使用される IPアドレス。[マルチコンテキス
トの有効化（Multi Context Enabled）]チェッ
クボックスがオンになっている場合、この

フィールドでは、導入時に設定する仮想ASA
デバイスのユーザコンテキスト IPアドレスが
収集されます。

[ファイアウォール/コンテキスト IP
（Firewall/Context IP）]フィールド

ファイアウォールデバイスのポート番号。[ポート（Port）]フィールド

ファイアウォールデバイスへのアクセスに使

用されるユーザ名。[マルチコンテキストの有
効化（Multi Context Enabled）]がオンになっ
ている場合、このフィールドではユーザコン

テキストのユーザ名が収集されます。

[ユーザ名（Username）]フィールド

ファイアウォールデバイスへのアクセスに使

用されるパスワード。[マルチコンテキストの
有効化（Multi Context Enabled）]がオンになっ
ている場合、このフィールドではユーザコン

テキストのパスワードが収集されます。

[パスワード（Password）]フィールド

[物理ドメイン（PhysicalDomain）]を展開し、
使用する物理ドメインをオンにします。[+]ア
イコンをクリックして、物理ドメインを追加

します。

[物理ドメイン（Physical Domain）]フィール
ド

[静的パス（Static Path）]を展開し、使用する
静的パスをオンにします。Cisco UCS Director
では、デーブルに VPCやリーフなどのパス
タイプが表示されます。

[静的パス（Static Path）]フィールド
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説明[名前（Name）]

リーフに接続されている Cisco ASAデバイス
のポートチャネルインターフェイス（Po1、
Port-channel1など）。

[ポートチャネル名（Port Channel Name）]
フィールド

チャネルグループの一意の ID。このフィール
ドは、[マルチコンテキストの有効化（Multi
Context Enabled）]がオフになっている場合に
のみ表示されます。

[チャネルグループ ID（Channel Group Id）]
フィールド

ポートチャネルメンバーのインターフェイス

の名前。このフィールドは、[マルチコンテキ
ストの有効化（Multi Context Enabled）]がオ
フになっている場合にのみ表示されます。

スペースなしでインターフェイス名

を入力します。インターフェイスが

複数ある場合は、インターフェイス

名をコンマで区切って入力します。

（注）

[ポートチャネルメンバーインターフェイス
（Port ChannelMember Interfaces）]フィールド

b) [送信（Submit）]をクリックします。
Cisco ASAデバイスでマルチコンテキストが有効になっている場合は、ファイア
ウォールの指定を繰り返して、各コンテキストの詳細を追加します。

（注）

c) [ロードバランサ仕様（LoadBalancerSpecification）]を展開し、[+]アイコンをクリックします。
[ロードバランサ仕様へのエントリの追加（Add Entry to Load Balancer Specification）]画面で、
次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

ロードバランサタイプとして [仮想
（Virtual）]または [物理（Physical）]を選択
します。

[ロードバランサタイプ（LoadBalancerType）]
ドロップダウンリスト

このフィールドは、ロードバランサのタイプ

を [仮想（Virtual）]と選択した場合に表示さ
れます。[仮想アカウント（VirtualAccounts）]
を展開し、使用する仮想アカウントをオンに

します。

[仮想アカウント（Virtual Accounts）]フィー
ルド

このフィールドは、ロードバランサのタイプ

を [物理（Physical）]と選択した場合に表示さ
れます。[APICアカウント（APICAccounts）]
を展開し、使用する APICアカウントをオン
にします。

[APICアカウント（ApicAccounts）]フィール
ド
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説明[名前（Name）]

NetScalarデバイスに到達するために使用され
る IPアドレス。

[ロードバランサ IP（Load Balancer IP）]
フィールド

NetScalarデバイスのポート番号。[ポート（Port）]フィールド

NetScalarデバイスのゲートウェイ IPアドレ
ス。

[ロードバランサゲートウェイ（Load Balancer
Gateway）]フィールド

NetScalarデバイスへのアクセスに使用される
ユーザ名。

[ユーザ名（Username）]フィールド

NetScalarデバイスへのアクセスに使用される
パスワード。

[パスワード（Password）]フィールド

これはオプションです。[機能プロファイル
（Function Profile）]を展開し、使用する機能
プロファイルをオンにします。

[機能プロファイル（Function Profile）]フィー
ルド

このフィールドは、ロードバランサのタイプ

を [仮想（Virtual）]と選択した場合に表示さ
れます。[VM（VMs）]を展開し、使用する
VMをオンにします。

[VM（VMs）]フィールド

このフィールドは、ロードバランサのタイプ

を [物理（Physical）]と選択した場合に表示さ
れます。[物理ドメイン（Physical Domain）]
を展開し、使用する物理ドメインをオンにし

ます。[+]アイコンをクリックして、物理ドメ
インを追加します。

[物理ドメイン（Physical Domain）]フィール
ド

このフィールドは、ロードバランサのタイプ

を [物理（Physical）]と選択した場合に表示さ
れます。デバイスクラスタ設定で使用される

インターフェイス（たとえば LA_1）。

[インターフェイス（Interface）]フィールド

このフィールドは、ロードバランサのタイプ

を [物理（Physical）]と選択した場合に表示さ
れます。[静的パス（Static Path）]を展開し、
使用する静的パスをオンにします。

[静的パス（Static Path）]フィールド
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d) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 22 [送信（Submit）]をクリックします。

リソースグループの編集

リソースグループの編集では、リソースグループへのアカウントの追加、リソースグループに

追加したアカウントの編集、リソースグループからアカウントの削除が可能です。

リソースグループからアカウントを削除できるのは、アカウントがテナントプロファイルなどの

他のリソースグループオブジェクトに関連付けられていない場合だけです。

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]を選択します。
ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]ページで [リソースグループ（Resource Groups）]をク

リックします。

ステップ 3 編集するリソースグループを含む行をクリックします。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。
ステップ 5 [リソースグループの編集（Edit Resource Group）]画面で、リソースグループの次のフィールド

に値を入力します。

説明[名前（Name）]

リソースグループの名前。[名前（Name）]フィールド

リソースグループの説明。[説明（Description）]フィールド

ディザスタリカバリサービスサポートをリソー

スグループに有効にする場合にオンにします。

ディザスタリカバリのサービスは、

使用例と実行するワークフローに基

づいて有効化されます。

（注）

[DRの有効化（EnableDR）]チェックボックス

このフィールドは、[DRの有効化（EnableDR）]
がオンになっている場合にのみ表示されます。

デフォルトでは、[プライマリ（Primary）]が選
択され、リソースグループはプライマリに設定

されます。セカンダリとしてリソースグループ

を設定する場合は、[セカンダリ（Secondary）]
を選択します。

[アカウントプライオリティ（Accounts
Priority）]ドロップダウンリスト
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説明[名前（Name）]

災害時にフェールオーバーとデータの回復を実

行するには、リソースグループをディザスタ

リカバリサービスリソースグループとして選

択します。

[DRSリソースグループ（ADRS Resource
Group）]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 （任意） [仮想コンピューティング（Virtual Compute）]画面に、リソースグループに追加された

仮想コンピューティングのアカウントが表示されます。[仮想アカウント（Virtual Accounts）]を
展開してアカウントの行をクリックし、[編集（edit）]アイコンをクリックしてアカウントの環境
変数、機能、および容量を編集します。[追加（add）]アイコンを使用してアカウントを追加した
り、[削除（delete）]アイコンを使用してアカウントを削除したりできます。

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 9 [仮想ストレージ（Virtual Storage）]画面に、リソースグループに追加された仮想ストレージのア

カウントが表示されます。[仮想アカウント（Virtual Accounts）]を展開してアカウントの行をク
リックし、[編集（edit）]アイコンをクリックしてアカウントの環境変数、機能、および容量を編
集します。[追加（add）]アイコンを使用してアカウントを追加したり、[削除（delete）]アイコン
を使用してアカウントを削除したりできます。

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 11 [仮想ネットワーク（Virtual Network）]画面に、リソースグループに追加された仮想ネットワー

クのアカウントが表示されます。[仮想アカウント（Virtual Accounts）]を展開してアカウントの
行をクリックし、[編集（edit）]アイコンをクリックしてアカウントの環境変数、機能、および容
量を編集します。[追加（add）]アイコンを使用してアカウントを追加したり、[削除（delete）]ア
イコンを使用してアカウントを削除したりできます。

ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 13 [物理コンピューティング（Physical Compute）]画面に、リソースグループに追加された物理コン

ピューティングのアカウントが表示されます。[コンピューティングアカウント（Compute
Accounts）]を展開してアカウントの行をクリックし、[編集（edit）]アイコンをクリックしてア
カウントの環境変数、機能、および容量を編集します。[追加（add）]アイコンを使用してアカウ
ントを追加したり、[削除（delete）]アイコンを使用してアカウントを削除したりできます。

ステップ 14 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 15 [物理ストレージ（Physical Storage）]画面に、リソースグループに追加された物理ストレージの

アカウントが表示されます。[ストレージアカウント（Storage Accounts）]を展開してアカウント
の行をクリックし、[編集（edit）]アイコンをクリックしてアカウントの環境変数、機能、および
容量を編集します。[追加（add）]アイコンを使用してアカウントを追加したり、[削除（delete）]
アイコンを使用してアカウントを削除したりできます。

ステップ 16 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 17 [物理ネットワーク（Physical Network）]画面に、リソースグループに追加された物理ネットワー

クのアカウントが表示されます。[ネットワークアカウント（NetworkAccounts）]を展開してアカ
ウントの行をクリックし、[編集（edit）]アイコンをクリックしてアカウントの環境変数、機能、
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および容量を編集します。[追加（add）]アイコンを使用してアカウントを追加したり、[削除
（delete）]アイコンを使用してアカウントを削除したりできます。

ステップ 18 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 19 [L4L7デバイス（L4L7 Devices）]画面で、必要に応じてファイアウォールの仕様およびロードバ

ランサの仕様を編集します。

ステップ 20 [送信（Submit）]をクリックします。

リソースグループへのポッドの追加

ポッドのすべてのアカウントをリソースグループに追加するには、そのポッド自体をリソースグ

ループに追加します。

マルチドメインマネージャアカウントがポッドに関連付けられている場合は、[リソースグ
ループへのポッドの追加（Add Pod to Resource Group）]オプションを使用して、リソースグ
ループにマルチドメインマネージャアカウントを追加することもできます。

（注）

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]を選択します。
ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]ページで [リソースグループ（Resource Groups）]をク

リックします。

ステップ 3 [リソースグループへのポッドの追加（Add Pod to Resource Group）]をクリックします。
ステップ 4 [リソースグループ（Resource Group）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

次のいずれかを実行します。

• [既存のリソースグループ（Existing
ResourceGroup）]：既存のリソースグルー
プにポッドを追加します。

◦ [名前（Name）]ドロップダウンリス
ト：リソースグループを選択します。

• [新しいリソースグループの追加（AddNew
ResourceGroup）]：新しいリソースグルー
プを作成して、新しく追加されたリソース

グループにポッドを追加します。

◦ [名前（Name）]フィールド：リソー
スグループの名前。

◦ [説明（Description）]フィールド：リ
ソースグループの説明。

[選択（Select）]ドロップダウンリスト

[ポッド（Pod）]を展開し、リソースグループ
に追加するポッドをオンにします。

[ポッド（Pod）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

リソースグループのタグの管理

リソースグループにタグを追加したり、割り当てられたタグを編集したり、リソースグループか

らタグを削除したりできます。

[タグの管理（Manage Tag）]ダイアログボックスには、作成時に割り当てられたタグ付け可能
なエンティティに基づいてタグが表示されます。タグの作成方法の詳細については、『Cisco
UCS Director Administration Guide』を参照してください。

（注）

リソースは、リソース機能に基づいてグループ分けする必要があります。リソースをグループ分

けするためにタグを使用します。適切なパターンでリソースをグループ分けできるように、各リ

ソースのタイプ、容量、品質、および機能に基づいてタグライブラリを作成できます。
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手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]を選択します。
ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]ページで [リソースグループ（Resource Groups）]をク

リックします。

ステップ 3 関連付けられているタグを管理するリソースグループを含む行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [タグの管理（Manage Tags）]
を選択します。

ステップ 5 [タグの管理（Manage Tags）]画面で [タグ（Tag）]を展開し、[+]アイコンをクリックしてタグを
追加します。

または、[リソースグループ（Resource Groups）]ページで [タグの追加（Add Tags）]をクリック
します。

a) [タグへのエントリの追加（Add Entry to Tag）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

タグの名前を選択します。[タグ名（Tag Name）]ドロップダウンリスト

タグの値を選択します。[タグ値（Tag Value）]ドロップダウンリスト

b) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 6 [タグの管理（Manage Tags）]画面で、編集するタグが含まれた行をクリックし、鉛筆アイコンを
クリックします。

a) [タグエントリの編集（Edit Tag Entry）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

タグの名前を選択します。[タグ名（Tag Name）]ドロップダウンリスト

タグの値を選択します。[タグ値（Tag Value）]ドロップダウンリスト

b) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 7 [タグの管理（Manage Tags）]画面で、削除するタグが含まれた行をクリックし、削除アイコンを
クリックします。

または、[リソースグループ（Resource Groups）]ページで [タグの削除（Delete Tags）]をクリッ
クします。

a) [タグエントリの削除（Delete Tag Entry）]画面で、[タグ名（Tag Name）]を展開し、削除する
タグをオンにして [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。
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リソースグループの削除

使用中のリソースグループは削除できません。（注）

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]を選択します。
ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]ページで [リソースグループ（Resource Groups）]をク

リックします。

ステップ 3 削除するリソースグループを含む行をクリックします。

ステップ 4 [削除（Delete）]をクリックします。
[リソースグループの削除（Delete Resource Group）]画面が表示されます。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

テナント
テナントは、Cisco UCS Director内のリソースを使用し、アプリケーションを展開および管理する
顧客です。

顧客が Cisco UCS Directorにアプリケーションを導入する場合、顧客はテナントとしてオンボー
ディングされており、APIC使用例のワークフローを使用してアプリケーションを展開するインフ
ラストラクチャが提供されています。

Cisco UCS Directorでオンボードされたテナントのリストを表示するには、[ポリシー（Policies）]
> [リソースグループ（ResourceGroups）]の順に選択します。テナントを含んだ行をクリックし、
[詳細の表示（View Details）]をクリックしてテナントのサービスオファリングを表示します。
サービスオファリングを含んだ行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックしてテ
ナントのリソースグループを表示します。

ディザスタリカバリサポートがテナントで有効になっている場合は、プライマリサイトと

ディザスタリカバリサイトのリソースグループが表示されます。

（注）

テナントやコンテナで使用するために利用できるリソースエンティティ、予約リソース、および

リソースを表示するには、リソースグループを含む行をクリックし、[詳細の表示（ViewDetails）]
をクリックします。次の情報が表示されます。

• [リソースのエンティティ（ResourceEntity）]：リソースグループ内のエンティティの詳細が
表示されます。詳細には、リソースのエンティティの名前、タイプ、コンポーネント、リ
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ソースグループ、テナントリソース割り当てタイプ、アプリケーションリソース割り当て

タイプ、コンテナおよび状態が含まれます。

• [テナントリソースの制限（Tenant Resource Limits）]：テナント内の仮想リソースと物理リ
ソースの両方の可用性が表示されます。テナントのオンボーディング時に予約されたリソー

スとともに、使用済みおよび使用可能なリソース値が表示されます。[VDCの制限（VDCs
Limit）]列は、テナント用に予約されたコンテナの最大数を指定します。[使用可能な VDC
の数（Available Number of VDCs）]列には、プロビジョニングに使用可能なコンテナの数が
表示されます。物理リソースの制限には、テナントのオンボーディングの一環として予約さ

れたブレードとともに、ベアメタルのプロビジョニングに使用されたブレードの数が表示さ

れます。

• [コンテナリソースの制限（Container Resource Limits）]：コンテナ内の仮想リソースおよび
物理リソースの両方の可用性が表示されます。コンテナの作成時に設定されたリソース制限

が使用済みおよび使用可能なリソースとともに表示されます。

リソース制限なしでコンテナを作成すると、仮想リソースの値に [未設定（Not
Set）]と表示されます。

（注）

• [プライベートネットワーク（PrivateNetwork）]：テナント用に作成されたプライベートネッ
トワークが表示されます。プライベートネットワークを含む行をクリックし、[詳細の表示
（View Details）]をクリックしてプライベートネットワークのスーパーネットおよびサブ
ネットのプールを表示します。[スーパーネット（Supernets）]画面には、階層に使用できる
スーパーネットのリストが表示されます。[サブネット（Subnets）]画面には、コンテナ展開
時にロードバランサの設定に使用されたサブネットワークのプールが表示されます。

テナント固有、およびコンテナ固有のリソースの制限は、VMおよび BMのプロビジョニングに
役立ちます。

提供サービス
提供サービスは、アプリケーションのプロビジョニングに必要なリソースを定義します。各提供

サービスには、以下のリソース階層に必要なキャパシティおよび機能を表す1つまたは複数のサー
ビスクラスを含める必要があります。

•仮想コンピューティング

•仮想ストレージ

•仮想ネットワーク

•物理コンピューティング

•物理ストレージ

•物理ネットワーク
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•レイヤ 4からレイヤ 7のサービス

提供サービスを定義するときに、リソースグループの用途を次のいずれかとして指定できます。

• [共有（Shared）]：アプリケーションまたはテナント間でリソースを共有します。

• [専用（Dedicated）]：リソースは 1つのアプリケーションまたはテナント専用になります。

提供サービスで定義された容量、機能、およびリソースタグに基づいて、リソースグループが

フィルター処理され、一致するリソースグループがテナントのオンボーディングやアプリケー

ションの導入における今後の処理用として選択されます。

提供サービスの追加

はじめる前に

リソースのいずれかでタグベースのリソース選択が必要な場合は、タグライブラリでタグが作成

され、それぞれのオブジェクトと関連付けられていることを確認します。これにより、サービス

クラスのリソースタグを定義する際にタグがリストされるようになります。タグの作成方法の詳

細については、『Cisco UCS Director Administration Guide』を参照してください。

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]を選択します。
ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]ページで [サービスの提供（Service Offering）]をクリッ

クします。

ステップ 3 提供サービスを含む行をクリックして [表示（View）]をクリックすると、そのサービスの名前、
説明、およびサービスクラスを表示できます。

ステップ 4 提供サービスを含む行をクリックして [詳細の表示（ViewDetails）] をクリックすると、そのサー
ビスクラスを表示できます。

ステップ 5 サービスクラスを含む行をクリックして [詳細の表示（ViewDetails）]をクリックすると、機能、
容量、およびサービスクラスのリソースグループタグを表示します。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 7 [サービスオファリングの追加（Add Service Offering）]画面で、次のフィールドに値を入力しま

す。

説明名前

提供サービスの名前。[名前（Name）]フィールド

提供サービスの説明。[説明（Description）]フィールド
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説明名前

オンになっている場合、トポロジーに従って、

サービスクラスで最小 1つから最大 6つまでの
リソースタイプを定義することができます。

オフになっている場合、ユーザはサービスクラ

スに対して 6つのリソースタイプ（物理コン
ピューティング、物理ストレージ、物理ネット

ワーク、仮想コンピューティング、仮想スト

レージ、仮想ネットワーク）のすべてを定義す

る必要があります。ユーザが仮想および物理イ

ンフラストラクチャのすべてのリソースタイプ

を定義していなくても、CiscoUCSDirectorは定
義されたリソースタイプとともに、欠落してい

るリソースタイプも探します。

APICアカウントおよび VMwareアカ
ウントを使用したテナントオンボー

ディングに使用される提供サービスを

作成するには、このチェックボックス

をオンにし、4つのリソースタイプ
（物理ネットワーク、仮想コンピュー

ティング、仮想ストレージ、および仮

想ネットワーク）のサービスクラス

で提供サービスを作成します。テナン

トプロファイルの作成時に、この提

供サービスを選択する必要がありま

す。このテナントプロファイルを使

用して、APICアカウントと VMware
アカウントを使用するテナントがオン

ボーディングされます（たとえば、プ

ライベートネットワークを備えたテ

ナントのオンボーディング）。

（注）

[必須サービスクラス要件のオーバーライド
（OverrideMandatory Service Class Requirement）]
チェックボックス

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 9 [サービスクラス（Service Class）]画面で [サービスクラス（Service Class）]を展開し、[+]アイ

コンをクリックして、サービスオファリングで提供する必要のあるサービスクラスを定義しま

す。

ステップ 10 [サービスクラスへのエントリの追加（Add Entry to Service Class）]画面で、次のフィールドに値
を入力します。

説明名前

サービスクラスの名前。[名前（Name）]フィールド
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説明名前

サービスクラスの説明。[説明（Description）]フィールド

テナントのリソース割り当てのタイプを選択し

ます。

次のいずれかを設定できます。

• [専用（Dedicated）]：テナントごとに専用
リソースを確保します。

• [共有（Shared）]：テナント間でリソース
を共有します。

[テナントのリソース割り当てのタイプ
（Resource Allocation type for Tenant）]ドロップ
ダウンリスト

アプリケーションのリソース割り当てのタイプ

を選択します。

次のいずれかを設定できます。

• [専用（Dedicated）]：アプリケーションご
とに専用リソースを確保します。

• [共有（Shared）]：アプリケーション間で
リソースを共有します。

[アプリケーションのリソース割り当てのタイプ
（Resource Allocation type for Application）]ド
ロップダウンリスト

サービスクラスに追加するリソースのタイプを

選択します。次のいずれかを設定できます。

• [Virtual_Compute]

• [Virtual_Storage]

• [Virtual_Network]

• [Physical_Compute]

• [Physical_Storage]

• [Physical_Network]

[必須サービスクラス要件のオーバーライド
（OverrideMandatory Service Class Requirement）]
がオフになっている場合にのみ、最小で 2つの
リソースタイプ（物理または仮想のコンピュー

ティングと物理または仮想のネットワーク）、

あるいは、最大で6つのリソースタイプ（仮想
コンピューティング、仮想ストレージ、仮想

ネットワーク、物理コンピューティング、物理

ストレージ、物理ネットワーク）をサービスク

ラスの追加時に定義できます。

[リソースタイプ（Resource Type）]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

[リソースタグ（Resource Tag）]を展開し、使
用するリソースタグを含む行をクリックしま

す。タグライブラリに関する詳細については、

『Cisco UCS Director Administration Guide』を参
照してください。

仮想ストレージサービスクラスレベ

ルに、複数のタグ値（たとえば、

gold、silver、bronze）を持つデータス
トアタグを追加できます。

（注）

仮想コンピューティングサービスク

ラスレベルに、複数のタグ値を持つ

ESXiクラスタタグを追加できます。

（注）

このテーブルで定義されたタグで変更

できるのは、必須の値のみです。この

テーブルに新しいタグを追加すること

はできません。タグの作成方法の詳細

については、『Cisco UCS Director
AdministrationGuide』の「Tag Library」
の項を参照してください。

重要

[リソースタグ（Resource Tag）]フィールド

デフォルトでは、選択したリソースのタイプに

応じて、VMwareおよび Hyper-Vに適用可能な
機能が表示されます。[編集（Edit）]アイコン
を使用すると、リソース機能の値を編集できま

す。[削除（Delete）]アイコンを使用すると、
提供サービスからリソース機能を削除できま

す。

このテーブルには、リソースタイプに

関連するすべてのリソース機能が、デ

フォルト値 falseで取り込まれます。機
能の値は変更することができます。

重要

[リソース機能（ResourceCapability）]フィール
ド
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説明名前

提供サービスの使用可能なリソース容量。

リソース容量を追加するには、[リソース機能
（Resource Capability）]を展開し、[追加
（Add）]アイコンをクリックして、VMwareお
よびHyper-Vアカウントに適用可能な容量のリ
ストから、容量タイプを選択します。選択した

容量タイプに応じて容量が表示されます。条件

に適合する容量を選択して、必要な容量の値を

設定します。

リソースの容量を削除するには、[削除
（Delete）]アイコンをクリックします。容量の
値を変更するには、[編集（Edit）]アイコンを
クリックします。

[リソース機能（ResourceCapability）]フィール
ド

このタグは、リソース機能および容量とともに、リソースグループ内のリソースをフィ

ルタリングするために使用されます。

（注）

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。
サービスクラス情報がテーブルに追加されます。提供サービスには、複数のサービスクラスを定

義できます。

ステップ 12 [送信（Submit）]をクリックします。

提供サービスの複製

はじめる前に

タグライブラリでタグが作成され、それぞれのオブジェクトと関連付けられていることを確認し

ます。これにより、サービスクラスのリソースタグを定義する際にタグがリストされるようにな

ります。タグの作成方法の詳細については、『Cisco UCS Director Administration Guide』を参照し
てください。
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手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]を選択します。
ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]ページで [サービスの提供（Service Offering）]をクリッ

クします。

ステップ 3 複製するサービスオファリングを含む行をクリックします。

ステップ 4 [提供サービスの複製（Clone Service Offering）]をクリックします。
ステップ 5 [サービスオファリングの複製（Clone Service Offering）]画面で、次のフィールドに値を入力しま

す。

説明名前

提供サービスの名前。[名前（Name）]フィールド

提供サービスの説明。[説明（Description）]フィールド
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説明名前

オンになっている場合、トポロジーに従って、

サービスクラスで最小 1つから最大 6つまでの
リソースタイプを定義することができます。

オフになっている場合、ユーザはサービスクラ

スに対して 6つのリソースタイプ（物理コン
ピューティング、物理ストレージ、物理ネット

ワーク、仮想コンピューティング、仮想スト

レージ、仮想ネットワーク）のすべてを定義す

る必要があります。ユーザが仮想および物理イ

ンフラストラクチャのすべてのリソースタイプ

を定義していなくても、CiscoUCSDirectorは定
義されたリソースタイプとともに、欠落してい

るリソースタイプも探します。

APICアカウントおよび VMwareアカ
ウントを使用したテナントオンボー

ディングに使用される提供サービスを

作成するには、このチェックボックス

をオンにし、4つのリソースタイプ
（物理ネットワーク、仮想コンピュー

ティング、仮想ストレージ、および仮

想ネットワーク）のサービスクラス

で提供サービスを作成します。テナン

トプロファイルの作成時に、この提

供サービスを選択する必要がありま

す。このテナントプロファイルを使

用して、APICアカウントと VMware
アカウントを使用するテナントがオン

ボーディングされます（たとえば、プ

ライベートネットワークを備えたテ

ナントのオンボーディング）。

（注）

[必須サービスクラス要件のオーバーライド
（OverrideMandatory Service Class Requirement）]
チェックボックス

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [サービスクラス（Service Class）]画面で [サービスクラス（Service Class）]を展開し、[+]アイ

コンをクリックして、サービスオファリングで提供する必要のあるサービスクラスを定義しま

す。

ステップ 8 [サービスクラスへのエントリの追加（Add Entry to Service Class）]画面で、次のフィールドに値
を入力します。

説明名前

サービスクラスの名前。[名前（Name）]フィールド
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説明名前

サービスクラスの説明。[説明（Description）]フィールド

テナントのリソース割り当てのタイプを選択し

ます。

次のいずれかを設定できます。

• [専用（Dedicated）]：テナントごとに専用
リソースを確保します。

• [共有（Shared）]：テナント間でリソース
を共有します。

[テナントのリソース割り当てのタイプ
（Resource Allocation type for Tenant）]ドロップ
ダウンリスト

アプリケーションのリソース割り当てのタイプ

を選択します。

次のいずれかを設定できます。

• [専用（Dedicated）]：アプリケーションご
とに専用リソースを確保します。

• [共有（Shared）]：アプリケーション間で
リソースを共有します。

[アプリケーションのリソース割り当てのタイプ
（Resource Allocation type for Application）]ド
ロップダウンリスト

サービスクラスに追加するリソースのタイプを

選択します。次のいずれかを設定できます。

• [Virtual_Compute]

• [Virtual_Storage]

• [Virtual_Network]

• [Physical_Compute]

• [Physical_Storage]

• [Physical_Network]

[必須サービスクラス要件のオーバーライド
（OverrideMandatory Service Class Requirement）]
がオフになっている場合にのみ、最小で 2つの
リソースタイプ（物理または仮想のコンピュー

ティングと物理または仮想のネットワーク）、

あるいは、最大で6つのリソースタイプ（仮想
コンピューティング、仮想ストレージ、仮想

ネットワーク、物理コンピューティング、物理

ストレージ、物理ネットワーク）をサービスク

ラスの追加時に定義できます。

[リソースタイプ（Resource Type）]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

[リソースタグ（Resource Tag）]を展開し、使
用するリソースタグを含む行をクリックしま

す。タグライブラリに関する詳細については、

『Cisco UCS Director Administration Guide』を参
照してください。

仮想ストレージサービスクラスレベ

ルに、複数のタグ値（たとえば、

gold、silver、bronze）を持つデータス
トアタグを追加できます。

（注）

仮想コンピューティングサービスク

ラスレベルに、複数のタグ値を持つ

ESXiクラスタタグを追加できます。

（注）

このテーブルで定義されたタグで変更

できるのは、必須の値のみです。この

テーブルに新しいタグを追加すること

はできません。タグの作成方法の詳細

については、『Cisco UCS Director
AdministrationGuide』の「Tag Library」
の項を参照してください。

重要

[リソースタグ（Resource Tag）]フィールド

デフォルトでは、選択したリソースのタイプに

応じて、VMwareおよび Hyper-Vに適用可能な
機能が表示されます。[編集（Edit）]アイコン
を使用すると、リソース機能の値を編集できま

す。[削除（Delete）]アイコンを使用すると、
提供サービスからリソース機能を削除できま

す。

このテーブルには、リソースタイプに

関連するすべてのリソース機能が、デ

フォルト値 falseで取り込まれます。機
能の値は変更することができます。

重要

[リソース機能（ResourceCapability）]フィール
ド
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説明名前

提供サービスの使用可能なリソース容量。

リソース容量を追加するには、[リソース機能
（Resource Capability）]を展開し、[追加
（Add）]アイコンをクリックして、VMwareお
よびHyper-Vアカウントに適用可能な容量のリ
ストから、容量タイプを選択します。選択した

容量タイプに応じて容量が表示されます。条件

に適合する容量を選択して、必要な容量の値を

設定します。

リソースの容量を削除するには、[削除
（Delete）]アイコンをクリックします。容量の
値を変更するには、[編集（Edit）]アイコンを
クリックします。

[リソース機能（ResourceCapability）]フィール
ド

ステップ 9 （任意） 設定済みのサービスクラスの値を編集するには、鉛筆アイコンをクリックします。

ステップ 10 （任意）サービスオファリングから設定済みのサービスクラスを削除するには、[ごみ箱（trash）]
アイコンをクリックします。

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。

提供サービスの編集

リソースグループやテナントプロファイルにマップされた提供サービスは編集しないでくだ

さい。リソースグループやテナントプロファイルにマップされた提供サービスを編集すると、

提供サービスを使用してオンボーディングされたテナントに影響が及びます。

（注）

はじめる前に

タグライブラリでタグが作成され、それぞれのオブジェクトと関連付けられていることを確認し

ます。これにより、サービスクラスのリソースタグを定義する際にタグがリストされるようにな

ります。タグの作成方法の詳細については、『Cisco UCS Director Administration Guide』を参照し
てください。

Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
315

リソースグループの管理

提供サービスの編集

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-maintenance-guides-list.html


手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]を選択します。
ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]ページで [サービスの提供（Service Offering）]をクリッ

クします。

ステップ 3 編集するサービスオファリングを含む行をクリックします。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。
ステップ 5 [サービスオファリングの変更（Modify Service Offering）]画面で、次のフィールドに値を入力し

ます。

説明名前

提供サービスの名前。[名前（Name）]フィールド

提供サービスの説明。[説明（Description）]フィールド
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説明名前

オンになっている場合、トポロジーに従って、

サービスクラスで最小 1つから最大 6つまでの
リソースタイプを定義することができます。

オフになっている場合、ユーザはサービスクラ

スに対して 6つのリソースタイプ（物理コン
ピューティング、物理ストレージ、物理ネット

ワーク、仮想コンピューティング、仮想スト

レージ、仮想ネットワーク）のすべてを定義す

る必要があります。ユーザが仮想および物理イ

ンフラストラクチャのすべてのリソースタイプ

を定義していなくても、CiscoUCSDirectorは定
義されたリソースタイプとともに、欠落してい

るリソースタイプも探します。

APICアカウントおよび VMwareアカ
ウントを使用したテナントオンボー

ディングに使用される提供サービスを

作成するには、このチェックボックス

をオンにし、4つのリソースタイプ
（物理ネットワーク、仮想コンピュー

ティング、仮想ストレージ、および仮

想ネットワーク）のサービスクラス

で提供サービスを作成します。テナン

トプロファイルの作成時に、この提

供サービスを選択する必要がありま

す。このテナントプロファイルを使

用して、APICアカウントと VMware
アカウントを使用するテナントがオン

ボーディングされます（たとえば、プ

ライベートネットワークを備えたテ

ナントのオンボーディング）。

（注）

[必須サービスクラス要件のオーバーライド
（OverrideMandatory Service Class Requirement）]
チェックボックス

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [サービスクラス（Service Class）]画面で [サービスクラス（Service Class）]を展開し、[+]アイ

コンをクリックして、サービスオファリングで提供する必要のあるサービスクラスを定義しま

す。

ステップ 8 [サービスクラスへのエントリの追加（Add Entry to Service Class）]画面で、次のフィールドに値
を入力します。

説明名前

サービスクラスの名前。[名前（Name）]フィールド
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説明名前

サービスクラスの説明。[説明（Description）]フィールド

テナントのリソース割り当てのタイプを選択し

ます。

次のいずれかを設定できます。

• [専用（Dedicated）]：テナントごとに専用
リソースを確保します。

• [共有（Shared）]：テナント間でリソース
を共有します。

[テナントのリソース割り当てのタイプ
（Resource Allocation type for Tenant）]ドロップ
ダウンリスト

アプリケーションのリソース割り当てのタイプ

を選択します。

次のいずれかを設定できます。

• [専用（Dedicated）]：アプリケーションご
とに専用リソースを確保します。

• [共有（Shared）]：アプリケーション間で
リソースを共有します。

[アプリケーションのリソース割り当てのタイプ
（Resource Allocation type for Application）]ド
ロップダウンリスト

サービスクラスに追加するリソースのタイプを

選択します。次のいずれかを設定できます。

• [Virtual_Compute]

• [Virtual_Storage]

• [Virtual_Network]

• [Physical_Compute]

• [Physical_Storage]

• [Physical_Network]

[必須サービスクラス要件のオーバーライド
（OverrideMandatory Service Class Requirement）]
がオフになっている場合にのみ、最小で 2つの
リソースタイプ（物理または仮想のコンピュー

ティングと物理または仮想のネットワーク）、

あるいは、最大で6つのリソースタイプ（仮想
コンピューティング、仮想ストレージ、仮想

ネットワーク、物理コンピューティング、物理

ストレージ、物理ネットワーク）をサービスク

ラスの追加時に定義できます。

[リソースタイプ（Resource Type）]ドロップダ
ウンリスト

    Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
318

リソースグループの管理

提供サービスの編集



説明名前

[リソースタグ（Resource Tag）]を展開し、使
用するリソースタグを含む行をクリックしま

す。タグライブラリに関する詳細については、

『Cisco UCS Director Administration Guide』を参
照してください。

仮想ストレージサービスクラスレベ

ルに、複数のタグ値（たとえば、

gold、silver、bronze）を持つデータス
トアタグを追加できます。

（注）

仮想コンピューティングサービスク

ラスレベルに、複数のタグ値を持つ

ESXiクラスタタグを追加できます。

（注）

このテーブルで定義されたタグで変更

できるのは、必須の値のみです。この

テーブルに新しいタグを追加すること

はできません。タグの作成方法の詳細

については、『Cisco UCS Director
AdministrationGuide』の「Tag Library」
の項を参照してください。

重要

[リソースタグ（Resource Tag）]フィールド

デフォルトでは、選択したリソースのタイプに

応じて、VMwareおよび Hyper-Vに適用可能な
機能が表示されます。[編集（Edit）]アイコン
を使用すると、リソース機能の値を編集できま

す。[削除（Delete）]アイコンを使用すると、
提供サービスからリソース機能を削除できま

す。

このテーブルには、リソースタイプに

関連するすべてのリソース機能が、デ

フォルト値 falseで取り込まれます。機
能の値は変更することができます。

重要

[リソース機能（ResourceCapability）]フィール
ド
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説明名前

提供サービスの使用可能なリソース容量。

リソース容量を追加するには、[リソース機能
（Resource Capability）]を展開し、[追加
（Add）]アイコンをクリックして、VMwareお
よびHyper-Vアカウントに適用可能な容量のリ
ストから、容量タイプを選択します。選択した

容量タイプに応じて容量が表示されます。条件

に適合する容量を選択して、必要な容量の値を

設定します。

リソースの容量を削除するには、[削除
（Delete）]アイコンをクリックします。容量の
値を変更するには、[編集（Edit）]アイコンを
クリックします。

[リソース機能（ResourceCapability）]フィール
ド

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

提供サービスの削除

使用中の提供サービスは削除できません。（注）

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]を選択します。
ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]ページで [サービスの提供（Service Offering）]をクリッ

クします。

ステップ 3 削除するサービスオファリングを含む行をクリックします。

ステップ 4 [削除（Delete）]をクリックします。
ステップ 5 [サービスオファリング（Service Offering）]画面で、[削除（Delete）]をクリックします。
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テナントプロファイル
テナントプロファイルは、1つ以上のリソースグループと 1つ以上の提供サービスとのペアリン
グを表します。各テナントプロファイルは、インフラストラクチャの要件およびアプリケーショ

ンの要件の特性を定義します。

顧客とアプリケーションの考えられる組み合わせに対応したテナントプロファイルを作成するこ

とができます。テナントプロファイルを複数の提供サービスに関連付け、各提供サービスに対し

てリソースグループを選択できます。テナントプロファイルは複数のテナントで共有できます。

テナントプロファイルの追加

はじめる前に

テナントプロファイルに対して DRサービスのサポートが有効になっている場合は、次の条件に
合うリソースが、特定の提供サービス用のリソースグループを選択する際に表示されます。

• DRサービスが有効になっている。

•リソースグループがプライマリとして設定されている。

•プライマリリソースグループが、セカンダリリソースグループとマッピングされている。

•プライマリおよびセカンダリのリソースグループに、同じ数のアカウントがある。

•テナントに必要なリソースが、プライマリリソースグループとセカンダリリソースグルー
プの両方で使用できる。

DRサービスを有効化する方法およびリソースグループをプライマリまたはセカンダリとして設
定する方法の詳細については、リソースグループの追加, （288ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]を選択します。
ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]ページで [テナントプロファイル（Tenant Profile）]をク

リックします。

ステップ 3 テナントプロファイルを含む行をクリックして [表示（View）]をクリックすると、リソース制限
がタグに追加されたテナントプロファイルの名前、説明、およびサービスオファリングが表示さ

れます。

ステップ 4 テナントプロファイルを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックすると、
テナントプロファイルに関連付けられたテナントが表示されます。

テナントプロファイル内のテナントに割り当てられた名前、リソースグループ、提供サービス、

APICアカウント、サービス要求 ID、および顧客が表示されます。
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ステップ 5 テナントを含む行をクリックして [詳細の表示（View Details）]をクリックすると、サービスオ
ファリングが表示されます。

ステップ 6 サービスオファリングを含む行をクリックして [詳細の表示（ViewDetails）]をクリックすると、
テナントのリソースエンティティが表示されます。

ステップ 7 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 8 [テナントプロファイルの追加（AddTenant Profile）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

テナントプロファイルの名前。

一度指定したら、プロファイルの名前を編集す

ることはできません。

[名前（Name）]フィールド

テナントプロファイルの説明。[説明（Description）]フィールド

ディザスタリカバリサービスサポートをテナ

ントプロファイルに有効にする場合にオンにし

ます。オンにすると、テナントにはプライマリ

リソースグループとセカンダリリソースグルー

プの両方からリソースが割り当てられます。

[DRの有効化（Enable DR）]チェックボックス

テナントプロファイルに関連付ける提供サービ

ス。

[サービスオファリング（Service Offering）]を
展開して使用するサービスオファリングをオン

にし、[検証（Validate）]をオンにします。提供
サービスは、適合するリソースグループの利用

状況に応じて表示されます。新しい提供サービ

スを作成するには、[+]アイコンをクリックし
ます。提供サービスの作成方法の詳細について

は、提供サービスの追加,（306ページ）を参照
してください。

提供サービスのリストではなくエラー

メッセージが表示された場合は、その

エラーメッセージに従ってアクショ

ンを実行します。詳細については、提

供サービスリストのトラブルシュー

ティング, （323ページ）を参照して
ください。

（注）

[提供サービス（Service Offering）]フィールド
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説明名前

テナントプロファイル用のリソースグループ

の選択方法を選択します。

• [管理者の選択（AdminSelection）]：リソー
スグループが管理者によって選択されま

す。

• [リソースグループタグベースの選択
（Resource Group Tag based selection）]：リ
ソースグループがタグに基づいて選択さ

れます。

[リソースグループの選択（Resource Group
Selection）]ドロップダウンリスト

ステップ 9 [Next]をクリックします。
ステップ 10 [リソースグループ（Resrouce Group）]を展開して [追加（Add）]（+）アイコンをクリックし、

特定のサービスオファリングのリソースグループを選択します。テナントプロファイル用に選

択した提供サービスごとに、リソースグループを選択できます。

テナントプロファイルの指定要件を満たすリソースグループが表示されます。

提供サービスで定義されたリソース要件を満たすリソースグループが存在しない場合

は、Cisco UCS Directorにリソースグループが表示されません。
（注）

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。

提供サービスリストのトラブルシューティング

テナントプロファイルを作成する際に、テナントプロファイルは複数の提供サービスに関連付け

られます。提供サービスのリストは、適合するリソースグループの利用状況に応じて表示されま

す。提供サービスのリストではなくエラーメッセージが表示された場合は、そのエラーメッセー

ジに従ってアクションを実行します。

たとえば、「ホストが UCSサーバ上でマウントされていません（Host is not mounted on UCS
servers）」というエラーメッセージが表示された場合は、次の点をチェックします。

手順

目

的

コマンドまたはアクション

CiscoUCSサーバがCiscoUCSDirectorによって管理されていることを確認
します。CiscoUCSサーバのステータスを確認するには、[物理（Physical）]

ステップ 1   

> [コンピューティング（Compute）]を選択し、Cisco UCSManager アカウ
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目

的

コマンドまたはアクション

ントを選択して [UCS検出済みサーバ（UCS Discovered Servers）]タブを
クリックします。

vCenterアカウントとCiscoUCSManager アカウントは同じリソースグルー
プ内にあり、vCenterアカウント内のホストは Cisco UCS Manager アカウ
ントにマウントされていることを確認します。

ステップ 2   

Cisco UCS Directorで使用可能な Cisco UCS Manager アカウントに一意の
IPアドレスが設定されていることを確認します。同じ IPアドレスのアカ

ステップ 3   

ウントが複数存在する場合は、リソースグループに属していないアカウン

トの 1つを削除します。

テナントプロファイルの複製

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]を選択します。
ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]ページで [テナントプロファイル（Tenant Profile）]をク

リックします。

ステップ 3 複製するテナントプロファイルを含む行をクリックします。

ステップ 4 [複製（Clone）]をクリックします。
ステップ 5 [テナントプロファイルの複製（Clone Tenant Profile）]画面で、次のフィールドに値を入力しま

す。

説明名前

テナントプロファイルの名前。[名前（Name）]フィールド

テナントプロファイルの説明。[説明（Description）]フィールド
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説明名前

テナントプロファイルに関連付ける提供サービ

ス。

[サービスオファリング（Service Offering）]を
展開して使用するサービスオファリングをオン

にし、[検証（Validate）]をクリックします。提
供サービスは、適合するリソースグループの利

用状況に応じて表示されます。新しい提供サー

ビスを作成するには、[+]アイコンをクリック
します。提供サービスの作成方法の詳細につい

ては、提供サービスの追加,（306ページ）を参
照してください。

提供サービスのリストではなくエラー

メッセージが表示された場合は、その

エラーメッセージに従ってアクショ

ンを実行します。詳細については、提

供サービスリストのトラブルシュー

ティング, （323ページ）を参照して
ください。

（注）

[提供サービス（Service Offering）]フィールド

テナントプロファイル用のリソースグループ

の選択方法を選択します。

• [管理者の選択（AdminSelection）]：リソー
スグループが管理者によって選択されま

す。

• [リソースグループタグベースの選択
（Resource Group Tag based selection）]：リ
ソースグループがタグに基づいて選択さ

れます。

[リソースグループの選択（Resource Group
Selection）]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [リソースグループ（Resrouce Group）]を展開して [追加（Add）]（+）アイコンをクリックし、

特定のサービスオファリングのリソースグループを選択します。テナントプロファイル用に選

択した提供サービスごとに、リソースグループを選択できます。

テナントプロファイルの指定要件を満たすリソースグループが表示されます。

提供サービスで定義されたリソース要件を満たすリソースグループが存在しない場合

は、Cisco UCS Directorにリソースグループが表示されません。
（注）

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。
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テナントプロファイルの編集

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]を選択します。
ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]ページで [テナントプロファイル（Tenant Profile）]をク

リックします。

ステップ 3 編集するテナントプロファイルを含む行をクリックします。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。
ステップ 5 [テナントプロファイルの変更（Modify Tenant Profile）]画面で、次のフィールドに値を入力しま

す。

説明名前

テナントプロファイルの名前。

一度指定したら、プロファイルの名前を編集す

ることはできません。

[名前（Name）]フィールド

テナントプロファイルの説明。[説明（Description）]フィールド

テナントプロファイルに関連付ける提供サービ

ス。

[サービスオファリング（Service Offering）]を
展開して使用するサービスオファリングをオン

にし、[検証（Validate）]をクリックします。提
供サービスは、適合するリソースグループの利

用状況に応じて表示されます。新しい提供サー

ビスを作成するには、[+]アイコンをクリック
します。提供サービスの作成方法の詳細につい

ては、提供サービスの追加,（306ページ）を参
照してください。

提供サービスのリストではなくエラー

メッセージが表示された場合は、その

エラーメッセージに従ってアクショ

ンを実行します。詳細については、提

供サービスリストのトラブルシュー

ティング, （323ページ）を参照して
ください。

（注）

[提供サービス（Service Offering）]フィールド
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説明名前

テナントプロファイル用のリソースグループ

の選択方法を選択します。

• [管理者の選択（AdminSelection）]：リソー
スグループが管理者によって選択されま

す。

• [リソースグループタグベースの選択
（Resource Group Tag based selection）]：リ
ソースグループがタグに基づいて選択さ

れます。

[リソースグループの選択（Resource Group
Selection）]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [リソースグループ（Resrouce Group）]を展開して [追加（Add）]（+）アイコンをクリックし、

特定のサービスオファリングのリソースグループを選択します。テナントプロファイル用に選

択した提供サービスごとに、リソースグループを選択できます。

テナントプロファイルの指定要件を満たすリソースグループが表示されます。

提供サービスで定義されたリソース要件を満たすリソースグループが存在しない場合

は、Cisco UCS Directorにリソースグループが表示されません。
（注）

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

テナントプロファイルの削除

使用中のテナントプロファイルは削除できません。（注）

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]を選択します。
ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]ページで [テナントプロファイル（Tenant Profile）]をク

リックします。

ステップ 3 削除するテナントプロファイルを含む行をクリックします。

ステップ 4 [削除（Delete）]をクリックします。
確認後にテナントのプロファイルが削除されます。
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第 12 章

カタログの管理

この章は、次の項で構成されています。

• カタログ管理について, 329 ページ

• カタログの公開, 331 ページ

• 詳細カタログの公開について, 341 ページ

• 詳細カタログの公開, 341 ページ

• ベアメタルサーバカタログの作成, 343 ページ

• フォルダ内のカタログの並べ替え, 346 ページ

• 展開するホストへのアクセス, 347 ページ

• カタログフォルダの並べ替え, 347 ページ

カタログ管理について
事前定義されたカタログ項目を使用して仮想マシン（VM）およびベアメタル（BM）のセルフプ
ロビジョニングができます。システム管理者のみがカタログを作成できます。カタログでは、VM
をバインドするクラウドの名前およびグループの名前などのパラメータを定義します。

次のフォルダはデフォルトで使用可能になっています。それらは編集したり削除したりすること

はできません。

•標準

•詳細設定

•サービスコンテナ

•ベアメタル
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カタログ管理に役立つものとして、Cisco UCS Directorではフォルダ内の類似カタログをグループ
化できます。カタログの作成時には、前に作成したフォルダに追加するか、新しいフォルダの作

成を選択できます。フォルダはカタログが含まれている場合にのみ表示されます。

[カタログ（Catalog）]ページの [フォルダの管理（Manage Folder）]オプションでは、次のタスク
を実行できます。

•フォルダの編集：ユーザが作成したフォルダの名前や、すべてのフォルダを表すフォルダア
イコンを変更します。デフォルトフォルダの名前は変更できません。

•フォルダの削除：CiscoUCSDirectorからフォルダを削除します。このフォルダにカタログが
含まれていると、これらのカタログはカタログタイプに基づいてデフォルトで使用可能な

フォルダに自動的に移動されます。

デフォルトフォルダは削除できません。

•フォルダのリストの並び替え：フォルダが [カタログ（Catalog）]ページに表示される順序を
変更します。デフォルトでは、フォルダはアルファベット順に表示されます。

Cisco UCS Directorを最新バージョンにアップグレードした場合は、以前のバージョンで作成
されたすべてのカタログはカタログタイプに基づいて、使用可能なフォルダにデフォルトで

グループ化されます。

デフォルトでは、カタログがタイルビュー形式で表示されます。テーブルビュー形式でカタ

ログを表示することもできます。テーブルビュー形式とタイルビュー形式を切り替えるには、

画面右端のオプションを使用します。テーブルビュー形式では、すべてのフォルダを展開す

るか、または折りたたむオプションを使用できます。

[カタログ（Catalog）]ページでは、サービスリクエストを作成できます。[サービスリクエス
トの作成（CreateServiceRequest）]をクリックして、標準カタログタイプを使用したサービス
リクエストの作成, （350ページ）に記載されている手順を実行します。

重要

[カタログ（Catalogs）] オプションをメニューバーに表示させると、カタログ関連のすべての
オプションに簡単にアクセスできます。インターフェイスの右上にあるユーザ名をクリック

し、[ユーザ情報（User Information）]ダイアログボックスの [カタログ（Catalogs）]タブを選
択し、[カタログの有効化（Enable Catalogs）]チェックボックスをオンにします。

（注）
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カタログの公開

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]を選択します。
ステップ 2 [カタログ（Catalogs）]ページで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [カタログの追加（Add Catalog）]画面で、追加するカタログタイプを選択します。
次のいずれかを設定できます。

• [標準（Standard）]：クラウドリストにあるイメージを使用して VMプロビジョニングのた
めのカタログを作成する場合に使用します。

• [詳細（Advanced）]：カタログ項目などのオーケストレーションワークフローを公開する場
合に使用します。

• [サービスコンテナ（ServiceContainer）]：カタログ項目としてアプリケーションコンテナを
公開する場合に使用します。

• [ベアメタル（Bare Metal）]：ベアメタルサーバのプロビジョニング用のカタログを作成す
るために使用します。

ベアメタルカタログの作成方法については、ベアメタルサーバカタログの作成, （343ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 5 [カタログの追加（Add Catalog）]の [基本情報（Basic Information）]画面で、次を含む必須フィー

ルドに値を入力します。

説明名前

カタログの名前を入力します。

作成後にカタログ名は変更できませ

ん。

（注）

[カタログ名（Catalog Name）]フィールド

カタログの説明を入力します。[カタログの説明（Catalog Description）]フィー
ルド

以前選択したカタログのタイプを表示します。

カタログタイプを変更するには、この手順を

キャンセルしてから再開する必要があります。

[カタログタイプ（Catalog Type）]ドロップダ
ウンリスト

このカタログに関連付けるイメージのアイコン

をリストから選択します。このアイコンは、こ

のカタログを使用してサービスリクエストを作

成するときに表示されます。

[カタログアイコン（Catalog Icon）]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

すべてのグループがこのカタログを使用できる

ようにする場合に、このボックスをオンにしま

す。他のグループの使用を拒否するには、この

チェックボックスをオフのままにします。

[すべてのグループに適用（Applied to all
groups）]チェックボックス

このカタログ項目を使用してサービスリクエス

トが作成された際に通知が送信されるサポート

担当者の電子メールアドレスを入力します。

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレス
（Support Contact Email Address）]フィールド

特定のユーザグループを選択する場合に、リス

トを展開して、このチェックボックスをクリッ

クします。オンにしたグループは、新しい VM
をプロビジョニングするときにこのカタログを

使用します。

[Validate]をクリックします。

[選択されたグループ（Selected Groups）]リス
ト

デフォルトでは、このボックスはオンになって

います。このカタログがエンドユーザに表示さ

れないようにするには、このボックスをオフに

します。このボックスをオフにしなかった場

合、このカタログはエンドユーザに表示されま

す。

[エンドユーザへ公開（Publish to end users）]
チェックボックス

VMプロビジョニング用のイメージがあるクラ
ウドを選択します。

[クラウド名（CloudName）]ドロップダウンリ
スト

選択されたイメージから新しいVMを複製する
場合に、このボックスをオンにします。この

チェックボックスをオンにしない場合、空の

VMが作成されます。

[ISOマウント用の新しいVMのプロビジョニン
グ（Provision newVM for ISOmounting）]チェッ
クボックス
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説明名前

このカタログを使用してVMをプロビジョニン
グするときに使用するイメージのタイプ（イ

メージを構成するWindowsファイル、Linux
ファイル、およびその他のファイルなどの既存

のテンプレート）を選択し、[検証（Validate）]
をクリックします。

グループ管理者である場合や、カタログを作成

する権限のあるグループのユーザである場合

は、属しているグループに割り当てられたイ

メージがこのフィールドに表示されます。

自身がMSP管理者である場合は、属している
MSP組織とそのMSP組織内のグループに割り
当てられたイメージがこのフィールドに表示さ

れます。

[イメージ（Image）]リスト

コンテンツライブラリVMテンプレートを使用
して新しいVMがプロビジョニングされている
ことを確認する場合に、このボックスをチェッ

クします。

このオプションを選択した場合、[イメージ
（Image）]リストは非表示になります。

[コンテンツライブラリ VMテンプレートを使
用した新しい VMのプロビジョニング
（Provision new VM using Content Library VM
Template）]チェックボックス

コンテンツライブラリVMテンプレートを選択
します。

[コンテンツライブラリ VMテンプレート
（Content Library VM Template）]リスト

Windowsライセンスを入力します。

このフィールドは、Windowsイメー
ジが選択されて場合にのみ表示され

ます。このオプションは、RHEV
KVMコネクタではサポートされませ
ん。

（注）

[Windowsライセンスプール（Windows License
Pool）]フィールド
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説明名前

VMが ReadyClonesを使用して導入されるよう
にする場合に、このボックスをオンにします。

このボックスをオンにすると、[リンク済み複製
の使用（Use Linked Clone）]チェックボックス
と [単一データストアのすべてのディスクをプ
ロビジョニングします（Provision all disks in
single datastore）]のチェックボックスは編集で
きなくなります。

このチェックボックスは次の場合は

表示されません。

1.選択したイメージがHXデータスト
ア上にない。

2.VMに複数のディスクがある。

（注）

[ReadyCloneの使用（Use ReadyClone）]チェッ
クボックス

リンク済みの複製を使用する場合にこのボック

スをオンにします。

リンクされた複製かフル複製かは、ストレージ

ポリシーで選択したリンクされた複製によって

異なります。

このフィールドは、スナップショッ

トイメージが選択されている場合に

のみ表示されます。

（注）

[リンク済み複製の使用（Use Linked Clone）]
チェックボックス

単一データストアのすべてのディスクをプロビ

ジョニングする場合にこのボックスをオンにし

ます。ストレージポリシーで各ディスクに対し

て設定されているデータストアを使用すること

も選択できます。

複数ディスクストレージポリシーの作成の詳

細については、ポリシーの管理,（209ページ）
を参照してください。

このフィールドは、選択したテンプ

レートに複数のディスクがある場合

にのみ表示されます。このオプショ

ンは、RHEV KVMコネクタではサ
ポートされません。

（注）

[単一データストアのすべてのディスクをプロビ
ジョニング（Provision all disks in single
datastore）]チェックボックス
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説明名前

リストからテンプレートを選択します。

このフィールドは、選択したカタロ

グタイプが [サービスコンテナ
（ServiceContainer）]である場合にの
み表示されます。

（注）

[サービスコンテナテンプレート名（Service
Container Template Name）]ドロップダウンリ
スト

このカタログの作成先となるフォルダを選択し

ます。

ドロップダウンリストには、デフォ

ルトで使用可能なフォルダの名前が含

まれます。使用可能なフォルダを選択

するか、または [フォルダの新規作成
（Create New Folder）]をクリックし
ます。

[新しいフォルダの追加（Add New
Folder）]画面で [フォルダ名（Folder
Name）]にフォルダ名を入力し、[フォ
ルダアイコン（Folder Icon）]を選択
して [追加（Add）]をクリックしま
す。

（注）

[フォルダの選択（Select Folder）]ドロップダウ
ンリスト

このフィールドは、選択したカタロ

グタイプが [ベアメタル（Bare
Metal）]である場合にのみ表示されま
す。

（注）[ベアメタルサーバプロビジョニングポリシー
（Bare Metal Server Provisioning Policy）]ドロッ
プダウンリスト

ユーザがサービスリクエストのステータスの送

信にサポート用電子メールを設定できるように

する場合に、このボックスをオンにします。

[サービスリクエストのサポート用電子メール
（Configure Service Request Support Email）]の
チェックボックス

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 [カタログの追加（Add Catalog）]の [アプリケーションの詳細（Application Details）]画面で、次

を含む必須フィールドに値を入力します。

説明名前

リストを展開してVDCカテゴリを選択し、[選
択（Select）]をクリックします。

[カテゴリ（Category）]リスト
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説明名前

サービスリクエストを使用した VMのプロビ
ジョニング時に、選択したカテゴリをユーザが

オーバーライドできるようにする場合に、この

ボックスをオンにします。

[オーバーライド（Override）]チェックボック
ス

このカタログ項目を使用してサービスリクエス

トが作成されたときに通知が送信される連絡先

の電子メールアドレスを入力します。

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレス
（Support Contact Email Address）]フィールド

VMのプロビジョニング時に、VMにインストー
ルされる OSのタイプを選択します。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[OSの指定（Specify OS）]ドロップダウンリス
ト

[OSの指定（SpecifyOS）]ドロップダウンリス
トで選択できない OSを入力します。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[他のOSの指定（SpecifyOtherOS）]フィールド

プロビジョニング時にVMにインストールする
アプリケーションを指定する場合に、該当する

ボックスをオンにします。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[アプリケーションの指定（Specify
Applications）]チェックボックス

[アプリケーションの指定（Specify
Applications）]チェックボックスから使用でき
ない他のアプリケーションを入力します。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[他のアプリケーションの指定（Specify Other
Applications）]フィールド
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説明名前

VM名に使用するアプリケーションコードを入
力します。

アプリケーションコードは 1～ 4文字です
（例：W2K3、DB、WS）。VM名のシステム
ポリシーでアプリケーションコードを使用する

には、変数 ${APPCODE}を使用します。

たとえば VM名のテンプレートが
vm-${GROUP_NAME}-${APPCODE}の場合、
システムポリシーを使用してプロビジョニング

された VMの名前は vm-groupname-W2K3にな
ります。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[アプリケーションコード（Application Code）]
フィールド

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 9 [カタログの追加（Add Catalog）]の [ユーザクレデンシャル（User credentials）]画面で、次を含

む必須フィールドに値を入力します。

このオプションは、RHEV KVMコネクタではサポートされませ
ん。

（注）

説明名前

ユーザに対し、VMアクセスクレデンシャル
（共有）の取得を許可するか、または禁止する

かを選択します。次のオプションを使用できま

す。

•共有しない

•パスワードリセット後に共有する

•テンプレートクレデンシャルを共有する

管理者が Cisco UCS Director外部の別のユーザ
にクレデンシャルをプライベートに送信する場

合は、[共有しないでください（Do not share）]
オプションを選択します。

[クレデンシャルオプション（Credential
Options）]ドロップダウンリスト

ユーザ IDを入力します。

このフィールドは、[クレデンシャル
オプション（Credential Options）]で
共有されているときのみ使用できま

す。

（注）

[ユーザ ID（User ID）]フィールド
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説明名前

パスワードを入力します。

このフィールドは、[クレデンシャル
オプション（Credential Options）]で
共有されているときのみ使用できま

す。

（注）

[パスワード（Password）]フィールド

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 11 [カタログの追加（AddCatalog）]の [カスタマイズ（Customization）]画面で、次を含む必須フィー

ルドに値を入力します。

説明名前

自動ゲストカスタマイズを有効にする場合に、

このボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにしない場合、

Cisco UCS Directorでは DNS、ネットワーク、
およびゲストOSプロパティが設定されません。

[自動ゲストカスタマイズの有効化（Automatic
Guest Customization Enable）]チェックボックス

VMのプロビジョニング後にオーケストレーショ
ンワークフローを有効にする場合に、このボッ

クスをオンにします。

[プロビジョニング後のカスタムアクションの
有効化（Post Provisioning Custom Actions
Enable）]チェックボックス

プロビジョニング用に定義されたワークフロー

を選択します。

このフィールドは、[プロビジョニン
グ後のカスタムアクションの有効化

（Post Provisioning Custom Actions
Enable）]がオンの場合に表示されま
す。

（注）

[ワークフロー（Workflow）]ドロップダウンリ
スト

仮想ストレージカタログからストレージエン

ティティを選択する場合に、このボックスをオ

ンにします。

[仮想ストレージカタログの有効化（Virtual
Storage Catalog Enable）]チェックボックス

カタログからストレージエントリを選択しま

す。

このフィールドは、[仮想ストレージ
カタログの有効化（Virtual Storage
CatalogEnable）]がオンの場合に表示
されます。

（注）

[仮想ストレージカタログ（Virtual Storage
Catalog）]ドロップダウンリスト

コスト計算
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説明名前

[毎時（Hourly）]または [毎月（Monthly）]を選
択します。

[請求期間（Charge Duration）]ドロップダウン
リスト

テンプレートに含まれているアプリケーション

コストを入力します。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[アクティブな VMアプリケーションのコスト
（USD）（Active VM Application Cost USD）]
フィールド

非アクティブな状態のVMのこのカタログにか
かる毎時または毎月のコストを入力します。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[非アクティブな VMアプリケーションのコス
ト（USD）（InactiveVMApplicationCostUSD）]
フィールド

VMライフサイクル設定

リース時間（日数と時間数）を定義する場合

に、このボックスをオンにします。

[リース時間（Lease Time）]チェックボックス

これを行うには、日数を入力します。

このフィールドは、[リース時間
（Lease Time）]がオンになっている
場合に表示されます。

（注）

[日数（Days）]フィールド

時間数を入力します。

このフィールドは、[リース時間
（Lease Time）]がオンになっている
場合に表示されます。

（注）

[時間（Hours）]フィールド

サービスユーザによってVMのリース時間が設
定されないようにするには、このボックスをオ

ンにします。

[エンドユーザのリース設定を非表示（Hide end
user lease configuration）]チェックボックス

サービスユーザによって、後からVMがプロビ
ジョニングされないようにするには、このボッ

クスをオンにします。

[VMのプロビジョニング後のエンドユーザを
非表示（Hide end user VM provision later）]
チェックボックス

ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 13 [カタログの追加（Add Catalog）]の [VMアクセス（VM Access）]画面で、次を含む必須フィー

ルドに値を入力します。
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説明名前

VMへのWebアクセスを有効にする場合に、こ
のボックスをオンにします。デフォルトでは、

このチェックボックスはオフになっており、

WebからのVMへのアクセスは無効になってい
ます。

[Webアクセス設定の有効化（Web Access
Configuration Enable）]チェックボックス

VMの URLを入力します。

このフィールドは、[Webアクセス設
定の有効化（WebAccess Configuration
Enable）]がオンの場合に表示されま
す。

（注）

[URL]フィールド

この URLに定義されたラベルを入力します。

このフィールドは、[Webアクセス設
定の有効化（WebAccess Configuration
Enable）]がオンの場合に表示されま
す。

（注）

[ラベル（Label）]フィールド

VMへのリモートアクセスを有効にする場合
に、このボックスをオンにします。デフォルト

では、このチェックボックスはオフになってお

り、リモートデスクトップからのVMへのアク
セスは無効になっています。

[リモートデスクトップのアクセス設定の有効
化（Remote Desktop Access Configuration
Enable）]チェックボックス

サーバのリモートアクセス用 IPアドレスを入
力します。

このフィールドは、[リモートデスク
トップのアクセス設定の有効化

（Remote Desktop Access Configuration
Enable）]がオンの場合に表示されま
す。

（注）

[サーバ（Server）]フィールド

サーバのリモートアクセス用ポート番号を入力

します。

このフィールドは、[リモートデスク
トップのアクセス設定の有効化

（Remote Desktop Access Configuration
Enable）]がオンの場合に表示されま
す。

（注）

[ポート（Port）]フィールド
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説明名前

このリモートアクセスに定義されたラベルを入

力します。

このフィールドは、[リモートデスク
トップのアクセス設定の有効化

（Remote Desktop Access Configuration
Enable）]がオンの場合に表示されま
す。

（注）

[ラベル（Label）]フィールド

VMRCコンソールがVMにアクセスできるよう
にする場合に、このボックスをオンにします。

デフォルトでは、このチェックボックスはオフ

になっており、VMRCコンソールからのVMへ
のアクセスは無効になっています。

[VMRCコンソール設定の有効化（VMRC
Console Configuration Enable）]チェックボック
ス

ステップ 14 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 15 [カタログの追加（Add Catalog）]の [概要（Summary）]画面に表示されたカタログ情報を確認し

ます。

ステップ 16 [送信（Submit）]をクリックします。

詳細カタログの公開について
高度なカタログタイプを選択すると、ワークフローカタログをプロビジョニングできます。エン

ドユーザはサービス要求中にこれらのカタログとワークフローを実行できます。詳細カタログ項

目は、グループ名やワークフローなどのパラメータを定義して作成します。

詳細カタログの公開

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]を選択します。
ステップ 2 [カタログ（Catalog）]ページで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [カタログの追加（Catalog Add）]画面で、[カタログタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリ
ストから [詳細（Advanced）]を選択します。

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 5 [カタログの追加（Add Catalog）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します。
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説明名前

[基本情報（Basic Information）]ペイン

カタログの名前。[カタログ名（Catalog Name）]フィールド

カタログの説明。[カタログの説明（Catalog Description）]フィー
ルド

[詳細（Advanced）]を選択します。[カタログタイプ（Catalog Type）]

このカタログに関連付けるイメージのアイコン

を選択します。アイコンは、このカタログを使

用してサービスリクエストを作成するときに表

示されます。

[カタログアイコン（Catalog Icon）]ドロップダ
ウンリスト

すべてのグループがこのカタログを使用できる

ようにするには、このチェックボックスをオン

にします。デフォルトでは、このチェックボッ

クスはオフになっているため、すべてのグルー

プがこのカタログを使用できないことを意味し

ます。

[すべてのグループに適用（Applied to all
groups）]チェックボックス

サポート担当者の電子メールアドレス。[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレス
（Support Contact Email Address）]フィールド

[選択（Select）]をクリックし、以下の操作を行
います。

1 （任意）[すべてオン（CheckAll）]をクリッ
クしてすべてのカテゴリを選択するか、ま

たは [すべてオフ（Check None）]をクリッ
クしてすべてのカテゴリを選択解除します。

2 [項目の選択（Select Items）]ダイアログボッ
クスで、追加するグループをオンにします。

オンにしたグループは、新しい VMをプロ
ビジョニングするときにこのカタログを使

用できます。

3 [選択（Select）]をクリックして、カテゴリ
の選択を終了します。

選択済みグループ（Selected Groups）
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説明名前

デフォルトで、このチェックボックスはオンに

なっており、カタログがエンドユーザに提供さ

れることを意味します。このカタログがエンド

ユーザに表示されないようにするには、この

チェックボックスをオフにします。

[エンドユーザへ公開（Publish to end users）]
チェックボックス

このカタログを作成するフォルダを選択しま

す。

ドロップダウンリストには、すでに

利用可能なフォルダの名前が表示され

ています。利用可能なフォルダを選択

するか、+アイコンをクリックして新
しいフォルダを作成します。

新しいフォルダを作成するためには、

[新しいフォルダの追加（Add New
Folder）]ダイアログボックスで、フォ
ルダ名を指定し、そのフォルダのアイ

コンを選択します。

（注）

[フォルダの選択（Select Folder）]ドロップダウ
ンリスト

サービスリクエストステータスの電子メール

を送信する必要がある電子メールアドレスを指

定する場合にこのチェックボックスをオンにし

ます。

[サービスリクエストサポートの電子メールの
設定（Configure Service Request Support Email）]
フィールド

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 [vAppワークフロー（vAppWorkflow）]ペインで、[ワークフローの選択（Workflow Select）]をク

リックします。

ステップ 8 [選択（Select）]ペインで、適切なワークフローの横のチェックボックスをオンにします。

ステップ 9 [選択（Select）]をクリックします。
ステップ 10 [サマリー（Summary）]ページのカタログ情報を確認します。

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。

ベアメタルサーバカタログの作成

はじめる前に

ベアメタルプロビジョニングポリシーを作成する必要があります。
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手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]を選択します。
ステップ 2 [カタログ（Catalog）]ページで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [カタログの追加（Add Catalog）]画面で、カタログタイプとして [ベアメタル（Bare Metal）]を
選択します。

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 5 [カタログの追加（Add Catalog）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

[基本情報（Basic Information）]ペイン

カタログの名前を入力します。

一度作成されたカタログ名は変更で

きません。

（注）

[カタログ名（Catalog Name）]フィールド

カタログの説明を入力します。[カタログの説明（Catalog Description）]フィー
ルド

このフィールドは編集できません。ベアメタル

が表示されます。

[カタログタイプ（Catalog Type）]ドロップダ
ウンリスト

このカタログに関連付けるイメージのアイコン

をリストから選択します。このアイコンは、こ

のカタログを使用してサービスリクエストを作

成するときに表示されます。

[カタログアイコン（Catalog Icon）]ドロップダ
ウンリスト

すべてのグループがこのカタログを使用できる

ようにするには、このチェックボックスをオン

にします。他のグループの使用を拒否するに

は、このチェックボックスをオフのままにしま

す。

[すべてのグループに適用（Applied to all
groups）]チェックボックス

サポート担当者の電子メールアドレスを指定し

ます。

これらのユーザは、カタログを使用したベアメ

タルサーバのプロビジョニングのステータスに

関する電子メール通知を受け取ります。

また、この通知メールはベアメタル

サーバのプロビジョニングを開始し

たユーザにも送信されます。

（注）

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレス
（Support Contact Email Address）]フィールド
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説明[名前（Name）]

[選択した項目（Select Items）]ダイアログボッ
クスに含まれているグループのチェックボック

スをオンにします。オンにしたグループは、新

しいベアメタルサーバをプロビジョニングす

るときにこのカタログを使用します。

[選択されたグループ（SelectedGroups）]チェッ
クボックスリスト

デフォルトでは、このチェックボックスはオン

になっています。このカタログがエンドユーザ

に表示されないようにするには、このチェック

ボックスをオフにします。このチェックボック

スをオフにしない場合、このカタログはシステ

ムのエンドユーザに表示されます。

[エンドユーザへ公開（Publish to end users）]
チェックボックス

このカタログの作成先となるフォルダを選択し

ます。

ドロップダウンリストには、デフォ

ルトで使用可能なフォルダの名前が含

まれます。利用可能なフォルダを選択

するか、+アイコンをクリックして新
しいフォルダを作成します。

新しいフォルダを作成するためには、

[新しいフォルダの追加（Add New
Folder）]ダイアログボックスで、フォ
ルダ名を指定し、そのフォルダのアイ

コンを選択します。

（注）

[フォルダの選択（Select Folder）]ドロップダウ
ンリスト

ベアメタルプロビジョニングポリシーを選択

します。

[ベアメタルサーバプロビジョニングポリシー
（Bare Metal Server Provisioning Policy）]ドロッ
プダウンリスト

デフォルトでは、このチェックボックスはオフ

になっています。サービスリクエストのステー

タスを電子メールで送信する場合、電子メール

アドレスを指定するには、このチェックボック

スをオンにします。

[サービスリクエストのサポート用電子メール
（Configure Service Request Support Email）]の
チェックボックス

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 ベアメタルワークフローペインで、[選択（Selec）]をクリックし、ベアメタルサーバのプロビ

ジョニングワークフローを選択します。

ベアメタルのワークフローを作成するには、最低限、次の一連のタスクを含める必要がありま

す。
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•ベアメタルプロビジョニングラッパー

• UCSサーバを選択（Select UCS Server）

• [テンプレートからの UCSサービスプロファイルの作成（Create UCS Service Profile from
Template）]

• [UCSサービスプロファイルの関連付け（Associate UCS Service Profile）]

• BMA選択を使用した PXEブートのセットアップ（Setup PXE Boot With BMA Selection）

• UCSサーバの電源オン（Power On UCS Server）

• [PXEブートのモニタ（Monitor PXE Boot）]

• [UCSサービスプロファイルブートポリシーの変更（ModifyUCSService Profile Boot Policy）]

• UCSサーバの電源オン（Power On UCS Server）

•グループへのUCSサーバの割り当て（Assign UCS Server to Group）

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 9 [概要（Summary）]ペインのカタログ情報を確認します。

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

このカタログを使用して、ベアメタルサーバ用のサービスリクエストを作成できます。

フォルダ内のカタログの並べ替え
デフォルトでは、フォルダ内のカタログはアルファベット順に表示されますが、順番をカスタマ

イズできます。

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]を選択します。
ステップ 2 [カタログ（Catalog）]ページで、フォルダを展開し、そのフォルダ内のカタログを表示します。

ステップ 3 リストからカタログを選択します。

ステップ 4 [上へ移動（Move Up）]または [下へ移動（Move Down）]オプションを選択して、カタログの順
序を並べ替えます。
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展開するホストへのアクセス
カタログ項目を選択して、展開可能なホストを評価し、除外されたホストの理由を入力できます。

この評価をすべての設定済み VDCで実行するか、または特定の VDCで実行するかを選択できま
す。

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]を選択します。
ステップ 2 [カタログ（Catalog）]ページで、アクセスするカタログエントリを選択します。

ステップ 3 [導入可能性に関するアセスメント（Deployability Assessment）]をクリックします。
ステップ 4 [vDCの選択（Select vDC）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します

説明フィールド

デフォルトではチェックボックスがオンになっ

ており、このカタログ項目がすべての VDCで
評価されることを意味します。特定の VDCを
選択する場合は、このチェックボックスをオフ

にします。

[すべてのVDCでアセスメントを実行する（Run
Assessment Across all VDCs）]チェックボック
ス

[選択（Select）]をクリックし、カタログ項目の
評価対象とする VDCのチェックボックスをオ
ンにします。

リストには、選択されたカタログのユーザグ

ループに関連付けられたすべての VDCが表示
されます。

[VDCの選択（Select VDC）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [導入可能性に関するアセスメント（Deployability Assessment）]レポートを確認した後、[閉じる

（Close）]をクリックします。

カタログフォルダの並べ替え
デフォルトでは、カタログフォルダはアルファベット順に表示されますが、順番をカスタマイズ

できます。
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手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]を選択します。
ステップ 2 [フォルダの管理（Manage Folder）]をクリックします。
ステップ 3 [マネージャフォルダ（Manager Folder）]画面で、カタログフォルダを選択し、フォルダの順序

を変更する矢印を使用します。

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 13 章

セルフサービスプロビジョニングの使用方

法

この章は、次の項で構成されています。

• Self-Serviceプロビジョニング, 349 ページ

• サービスリクエスト, 350 ページ

• サービスリクエストワークフローと詳細, 363 ページ

• サービスリクエストのスケジュール設定について, 368 ページ

• サービスリクエストの再送信について, 368 ページ

• その他のサービスリクエスト機能, 369 ページ

• サービスリクエストの承認プロセス, 374 ページ

• サービスリクエストの予算作成, 376 ページ

Self-Service プロビジョニング
セルフサービスプロビジョニングを使用して仮想マシン（VM）またはアプリケーションをプロ
ビジョニングできます。セルフサービスプロビジョニングを使用し、VMまたはアプリケーショ
ンをプロビジョニングするには、最初にサービスリクエストを作成する必要があります。この操

作によって、次の内容を含む VM作成のワークフローが開始されます。

•予算の検証

•動的なリソース割り当て

•承認

•プロビジョニング

•ライフサイクルセットアップ
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•サービスリクエストのステータスに関する通知

サービスリクエスト
セルフサービスプロビジョニング機能を使用してサービスリクエストを作成し、仮想マシン

（VM）、サービス、またはアプリケーションをプロビジョニングできます。サービスリクエス
トプロセスではVM作成用のプロビジョニングワークフローを作成しますが、これには次のアク
ションが含まれます。

•予算の検証

•動的なリソース割り当て

•承認

•プロビジョニング

•ライフサイクルの設定および通知

[導入設定（DeploymentConfiguration）]画面でCPUコアの数やメモリ割り当てを変更すると、
総コストが自動的に更新されて表示されます。

（注）

VMをプロビジョニングする、またはオーケストレーションワークフローを実行するには、最初
にサービスリクエストを作成する必要があります。必要に応じて、VMをプロビジョニングする
かワークフローを実行する前に、1～ 2人の管理者または指定されたユーザに承認を要求するこ
とができます。VMはただちに承認することも、オリジナルのリクエストから 90日以内に承認す
るようにスケジュールすることもできます。

標準カタログタイプを使用したサービスリクエストの作成

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]

をクリックします。

ステップ 3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。
ステップ 4 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、カタログタイプとして [標準（Standard）]を選択

します。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [サービスリクエストの作成（Create Service Request）]画面で、次のフィールドに値を入力しま

す。
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説明[名前（Name）]

[カタログの選択リクエスト（Catalog Selection Request）]画面

[VM所有者（VM Ownership）]

VMをプロビジョニングする対象の顧客組織を
選択するには、このオプションボタンを選択し

ます。

[顧客組織（Customer Organization）]ラジオボ
タン

[選択（Select）]をクリックして VMをプロビ
ジョニングする顧客組織を選択します。

有効な vDCのある顧客組織が表示されます。

このフィールドが表示されるのは、

[顧客組織（Customer Organizations）]
オプションボタンをオンにした場合

のみです。

（注）

[サービスリクエストの作成（Create Service
Request）]を [カタログ（Catalog）]画面から選
択した場合に表示されるグループリストは、左

側のペインで選択したユーザグループによって

異なります。

[顧客組織（Customer Organizations）]フィール
ド

このラジオボタンを選択してVMをプロビジョ
ンするユーザを選択します。

[ユーザ（User）]ラジオボタン

[選択（Select）]をクリックして VMをプロビ
ジョニングするユーザを選択します。このリス

トには、ユーザへのリソース割り当てを許可す

るグループからのユーザが表示されます。

現在、特定のエンドユーザに割り当

てることができるのは、VMwareクラ
ウド内の VMだけです。

（注）

[サービスリクエストの作成（Create Service
Request）]を [カタログ（Catalog）]画面から選
択した場合に表示されるユーザリストは、左側

のペインで選択したユーザグループによって異

なります。

[ユーザ（User）]フィールド

VMアクセス共有
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説明[名前（Name）]

[選択（Select）]をクリックして、VM情報への
アクセスのみを許可するユーザを選択します。

選択したユーザには、VMへのアクセスのみが
許可されます。管理タスクを実行することはで

きません。

[アクセス権限のあるユーザ（Users with Access
Privilege）]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、VMの管理の
みを許可するユーザを選択します。

選択したユーザは、VMの管理タスクを実行で
きます。

[管理権限のあるユーザ（Users with Manage
Privilege）]フィールド

カタログタイプを表示します。次のいずれかを

設定できます。

•標準（Standard）

•詳細設定（Advanced）

• [サービスコンテナ（Service Container）]

• [VDI]

[詳細（Advanced）]は、オーケスト
レーションワークフローのために使

用されます。

（注）

[カタログタイプ（Catalog Type）]ドロップダ
ウンリスト

VMのプロビジョニングに使用されるカタログ
を選択します。

[カタログ（Catalog）]画面で [サービスリクエ
ストの作成（Create Service Request）]を選択し
た場合は、カタログを選択できません。

[カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダ
ウンリスト

サービスリクエストの送信前に予算割り当て、

リソース、リソース利用状況のアセスメントを

実行するには、このチェックボックスをオンに

します。このチェックボックスをオンにする

と、アセスメントの概要は [導入アセスメント
（Deployment Assessment）]ペインに表示され
ます。

このオプションは、VMwareカタログ
と、ISOベースではないカタログに対
してのみ表示されます。

重要

[導入アセスメントの実行（Perform deployment
assessment）]チェックボックス
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ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 8 [プロビジョニング設定（ProvisioningConfiguration）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

サービスリクエストの vDCを選択します。[vDCの選択（Select vDC）]ドロップダウンリ
スト

VMの名前を指定します。

名前を指定しない場合、システムは自動的に

VMの名前を生成します。

[VM名（VM Name）]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、サービスリ
クエストのゲスト OSを選択します。

[ゲスト OS（Guest OS）] フィールド

ドロップダウンリストからvCPU数を選択しま
す。

このフィールドは、VMwareコンピューティン
グポリシーを作成するときに、[VMのサイズ
変更を許可（Allow Resizing of VM）]をオンに
した場合にのみ入力および編集ができます。

[vCPU数（Number of vCPUs）]ドロップダウン
リスト

ドロップダウンリストからメモリ容量を選択し

ます。

このフィールドは、VMwareコンピューティン
グポリシーを作成するときに、[VMのサイズ
変更を許可（Allow Resizing of VM）]をオンに
した場合にのみ入力および編集ができます。

[メモリ（Memory）]ドロップダウンリスト

[選択（Select）]をクリックし、カタログの作成
時に指定のものとは異なるアプリケーションカ

テゴリを選択します。

[カテゴリ（Category）]フィールド

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 10 [導入設定（Deployment Configuration）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

VMがプロビジョニングされる VDC。

VDCは管理者によって定義されます。

[VDCの選択（SelectVDC）]ドロップダウンリ
スト

VM名またはプレフィクス。[VM名または VMプレフィクス（VM Name or
VM Prefix）]フィールド
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説明[名前（Name）]

導入の設定に関するコメント。[コメント（Comment）]フィールド

[今すぐ（Now）]または [あとで（Later）]のい
ずれかを選択します。

[今すぐ（Now）]を選択することで、今後90日
以内であればいつでもプロビジョニングを設定

できます。[あとで（Later）]を選択すると、日
付選択用のカレンダー、時間と分のドロップダ

ウンリスト、およびAMまたはPMのオプショ
ンボタンが表示されます。

[プロビジョニング（Provision）]ドロップダウ
ンリスト

この日数が経過すると VMが終了します。

このオプションは、[次の期間後にVM
の電源をオフにする（Power OFF the
VMAfter）]がオンの場合に表示され
ます。

（注）

[日数（Days）]カレンダー

選択した時間が経過するとVMが終了します。

このオプションは、[次の期間後にVM
の電源をオフにする（Power OFF the
VMAfter）]がオンの場合に表示され
ます。

（注）

[時間（Hours）]ドロップダウンリスト

選択した時間（分単位）が経過するとVMが終
了します。

このオプションは、[次の期間後にVM
の電源をオフにする（Power OFF the
VMAfter）]がオンの場合に表示され
ます。

（注）

[分（Minutes）]ドロップダウンリスト

VMのリース時間が設定されていることを表示
する場合にオンにします。

[リース時間（Lease Time）]チェックボックス

デフォルトのコスト計算期間の設定

VDCを追加または変更するときに [コ
スト詳細情報の表示の無効化（Disable
displaying cost details）]チェックボック
スをオンにした場合、この情報は表示

されません。

重要

デフォルトコストを計算する期間を選択しま

す。デフォルトでは、この期間は [毎月
（Monthly）]に設定されています。

[請求期間（Charge Duration）]ドロップダウン
リスト
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説明[名前（Name）]

コスト計算に含める月数を指定します。

このフィールドは、[請求期間（Charge
Duration）]ドロップダウンリストか
ら [毎月（Monthly）]を選択した場合
のみ表示されます。

（注）

[月（Month）]フィールド

コスト計算に含める日数を指定します。

このフィールドは、[請求期間（Charge
Duration）]ドロップダウンリストか
ら [毎日（Daily）]を選択した場合の
み表示されます。

（注）

[日（Day）]フィールド

コスト計算に含める時間数を指定します。

このフィールドは、[請求期間（Charge
Duration）]ドロップダウンリストか
ら [毎時（Hourly）]を選択した場合
のみ表示されます。

（注）

[時間（Hours）]フィールド

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 12 [カスタム仕様（Custom Specification）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

プロビジョニングされる VMの CPUコアを選
択します。

このリストは、[コンピューティング
ポリシー（ComputingPolicy）]画面で
サイズ変更オプションを選択した場

合に開きます。

（注）

[CPUコア（CPU Cores）]ドロップダウンリス
ト
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説明[名前（Name）]

プロビジョニングされるVMのソケットあたり
のコア数を選択します。ソケットあたりの使用

可能なコア数は、VMコンピューティングポリ
シーで指定されます。

表示される値は、VMコンピューティングポリ
シーと選択された CPUの数に基づきます。[ソ
ケットあたりのコア数（Cores Per Socket）]ド
ロップダウンリストの値は、CPUカウントの
約数です。たとえば、CPUカウントが 4で、
VMコンピューティングポリシーに指定された
コアあたりに許可されるソケット数が 1、2、
3、および 4の場合、[ソケットあたりのコア数
（Cores Per Socket）]ドロップダウンリストに
1、2、および 4が使用可能なオプションとして
表示されます。

[ソケットあたりのコア数（Cores Per Socket）]
ドロップダウンリスト

プロビジョニングされるVMのメモリ量を選択
します。

このリストは、[コンピューティング
ポリシー（ComputingPolicy）]画面で
サイズ変更オプションを選択した場

合に開きます。

（注）

[メモリ（Memory）]ドロップダウンリスト

[デフォルトのコスト計算期間の設定（Default
Cost Computation Period Settings）]フィールドに
入力した値に基づいて、概算 SRコストが表示
されます。

VDCを追加または変更するときに [コ
スト詳細情報の表示の無効化（Disable
displaying cost details）]をオンにした場
合、この情報は表示されません。

重要

[概算SRコスト予測（Approximate SR Cost
Estimate）]フィールド
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説明[名前（Name）]

プロビジョニングされるVMのストレージエン
トリをカスタマイズするオプションを選択しま

す。

このカスタムリストは、選択された

カタログの作成時に仮想ストレージ

カタログが有効であった場合に開きま

す。

仮想ストレージカタログの作成の詳

細については、ポリシー, （209ペー
ジ）を参照してください。カタログの

作成時にこのオプションを有効化した

場合の詳細については、カタログ管理

について, （329ページ）を参照して
ください。

（注）

[ストレージ階層（Storage Tier）]ドロップダウ
ンリスト

VMのプロビジョニングに望ましいハードディ
スクのサイズを選択します。使用可能なデータ

ストアのリストは、ストレージポリシーで指定

されたスコープ条件によって異なります。スト

レージポリシーでこのオプションを有効または

無効にできます。

ディスクをテーブルから選択し、データストア

を選択するには、鉛筆アイコンをクリックしま

す。

ストレージポリシー内の [ディスクの
サイズ変更を許可（Allow Resizing of
Disk]オプションを有効にした場合
は、ディスクのサイズを編集できま

す。

（注）

[ディスクのデータストア（Disk Datastores）]
テーブル

ステップ 13 ディスクのデータストアを選択するには、ディスクをリストから選択し、[鉛筆（Pencil）]アイコ
ンをクリックします。

ステップ 14 [選択（Export Report）]をクリックして、使用可能なデータストアを表示します。
ステップ 15 リストからデータストアを選択し、[選択（Select）]をクリックします。
ステップ 16 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 17 （任意） 複数のディスクを含むテンプレートの場合は、各ディスクのデータストアを選択しま

す。

ステップ 18 [カスタム仕様（Custom Specification）]画面で、[選択（Select）]をクリックして使用可能な VM
ネットワークを表示します。
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このオプションは、このVMプロビジョニングのサービスリクエストで選択されたVDC
に関連するネットワークポリシーで、[エンドユーザにオプションのNICの選択を許可
（Allow end user to select optional NICs）]または [エンドユーザによるポートグループ選
択を許可（Allow end user to choose portgroups）]がオンの場合にのみ使用できます。詳
細については、ネットワークポリシーの追加, （241ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 19 VMネットワークをリストから選択し、[選択（Select）]をクリックします。
ステップ 20 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 21 [カスタムワークフロー（Custom Workflow）]画面の詳細を入力します。

カスタムワークフローの入力は、VMのプロビジョニング用に選択されたカタログの
[プロビジョニング後のカスタムアクション（Post Provisioning Custom Actions）]が有効
な場合に適用されます。このシナリオでは、プロビジョニング後のワークフローで、

ユーザはカスタム入力を指定できます。

（注）

ステップ 22 [Next]をクリックします。
使用可能なデータストアのリストは、ストレージポリシーで指定されたスコープ条件

によって異なります。各ディスクカテゴリ（システム、データ、データベース、切替、

ログ）に対してデータストアを 1つだけ選択できます。

（注）

ステップ 23 [導入アセスメントの実行（Perform deployment assessment）]をオンにした場合は、[導入アセスメ
ント（Deployment Assessment）]画面に表示されたアセスメントレポートを確認します。
このアセスメントレポートがエラーを特定した場合、前のペインに戻り、要求を送信する前に、

エラーを修正する必要があります。アセスメントレポートにエラーが表示されない場合、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 24 サービスリクエストの概要を確認します。

ステップ 25 [送信（Submit）]をクリックします。

詳細カタログタイプを使用したサービスリクエストの作成

サービスリクエストの作成時に詳細カタログタイプを選択すると、オーケストレーションワー

クフローを実行できます。詳細カタログを作成する場合の手順は、標準カタログを作成する場合

とほぼ同じです。
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手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]

をクリックします。

ステップ 3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。
ステップ 4 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、カタログタイプとして [詳細（Advanced）]を選択

します。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、[グループ（Group）]、[カタログタイプ（Catalog

Type）]（[詳細（Advanced）]）、および [カタログ（Catalog）]（[ワークフロー（workflow）]）を
選択します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 8 [カスタムワークフロー（Custom Workflow）]画面で、カスタムワークフローの入力値を入力し

ます。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 10 サービスリクエストの概要を確認します。

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。

カタログタイプを使用したサービスリクエストの作成：ベアメタル

はじめる前に

ベアメタルカタログ、およびプロビジョニングポリシーを作成している必要があります。

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]

をクリックします。

ステップ 3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。
ステップ 4 [リクエストの作成（CreateRequest）]画面で、カタログタイプとして [ベアメタル（BareMetal）]

を選択します。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [サービスリクエストの作成（Create Service Request）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入

力します。
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説明名前

[カタログの選択（Catalog Selection）]ペイン

システムにすでに存在するグループのリストか

らユーザグループを選択します。

[グループの選択（SelectGroup）]ドロップダウ
ンリスト

このフィールドは編集できません。ベアメタル

が表示されます。

[カタログタイプ（Catalog Type）]ドロップダ
ウンリスト

ドロップダウンリストからカタログを選択しま

す。作成したベアメタルカタログのリストが

表示されます。

[カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダ
ウンリスト

指定した情報を使用して導入アセスメントを実

行する場合にオンにします。

[導入アセスメントの実行（Perform Deployment
Assessment）]チェックボックス

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 8 [ベアメタル導入設定（BareMetalDeploymentConfiguration）]画面で、次を含む必須フィールドに

値を入力します

次の表に、Cisco UCS Managerアカウントに表示されるフィールドのリストを示します。

説明名前

ベアメタルプロビジョニングポリシーの作成

時に [ユーザにサーバの選択を許可する（Allow
Users to Select Servers）]をオンにした場合、こ
のドロップダウンリストを使用してサーバのプ

ロビジョニングを実行するサーバを選択できま

す。

サーバを選択した後に、CPU、メモリ、スト
レージの詳細情報などのリソース情報が表示さ

れます。この情報は、ベアメタルサーバのプ

ロビジョニングポリシーの作成時に [サーバリ
ソースをユーザに表示（Show Server Resources
to User）]をオンにした場合にのみ表示されま
す。

[ユーザにサーバの選択を許可する
（Allow Users to Select Servers）]をオ
ンにしなかった場合はこのフィール

ドを編集できません。プロビジョニ

ングポリシーに指定されている基準

に一致するサーバ名が読み込まれま

す。

（注）

[サーバ（Server）]ドロップダウンリスト
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説明名前

デフォルトコストを計算する期間を選択しま

す。デフォルトでは、この期間は [毎月
（Monthly）]に設定されています。

[請求期間（Charge Duration）]ドロップダウン
リスト

コスト計算に含める月数を指定します。

このフィールドは、[請求期間（Charge
Duration）]ドロップダウンリストか
ら [毎月（Monthly）]を選択した場合
のみ表示されます。

（注）

[月（Month）]フィールド

コスト計算に含める日数を指定します。

このフィールドは、[請求期間（Charge
Duration）]ドロップダウンリストか
ら [毎日（Daily）]を選択した場合の
み表示されます。

（注）

[日（Day）]フィールド

コスト計算に含める時間数を指定します。

このフィールドは、[請求期間（Charge
Duration）]ドロップダウンリストか
ら [毎時（Hourly）]を選択した場合
のみ表示されます。

（注）

[時間（Hours）]フィールド

コスト予測を表示するには、[SRコスト予測の
コンピューティング（Compute SR Cost
Estimate）]オプションをクリックします。この
コスト予測は、この画面で入力した情報に基づ

いて計算されます。

[概算SRコスト予測（Approximate SR Cost
Estimate）]フィールド

コストモデルがプロビジョニングポリシーと関連付けられていない場合は、[請求期間
（Charge Duration）]フィールドや [概算 SRコスト予測（Approximate SR Cost Estimate）]
フィールドなどのコスト関連のすべてのフィールドは表示されません。コストモデルが

ポリシーに関連付けられている場合、これらのフィールドは表示されます。

注目

Cisco UCS Centralアカウントにサービスリクエストを作成する場合は、次を含む必須フィールド
に値を入力します。

説明名前

ドメイングループを選択できます。使用可能な

グループは、ベアメタルサーバのプロビジョ

ニングポリシーで選択したドメイングループ

によって特定されます。

[ドメイングループ（DomainGroup）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

このリストには、ベアメタルサーバのプロビ

ジョニングポリシーで選択したドメイン名が表

示されます。

[ドメイン名（Domain Name）]ドロップダウン
リスト

このリストには、選択したドメイン名で使用可

能なサーバが表示されます。

[サーバ（Server）]ドロップダウンリスト

CPUの詳細を表示します。[CPU]フィールド

メモリ情報を表示します。[メモリ（Memory）]フィールド

ストレージ関連の情報を表示します。

このフィールドは編集できません。

[ストレージ（Storage）]フィールド

ドロップダウンリストからOSイメージを選択
します。

このフィールドは、ベアメタルサーバのプロ

ビジョニングポリシーで指定されたドメイン

マッピングパラメータに基づいて読み込まれま

す。デフォルトでは、ターゲット BMAとポリ
シーで選択した OSイメージがプロビジョニン
グに使用されます。ただし、ポリシーに何らか

のドメインマッピングパラメータを指定した

場合は、マッピングされたドメインで選択した

OSイメージがデフォルトのイメージよりも優
先されます。

[OSイメージ（OS image）]ドロップダウンリ
スト

ステップ 9 [カスタムワークフロー（Custom Workflow）]画面で、サービスプロファイル名を指定します。

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 11 サービスリクエストの導入アセスメントの概要を確認します。

この情報は、[カタログの選択（Catalog Selection）]画面で [導入アセスメントの実行（Perform
Deployment Assessment）]をオンにした場合にのみ表示されます。

ステップ 12 サービスリクエストの概要を確認します。

ステップ 13 [送信（Submit）]をクリックします。
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次の作業

[送信（Submit）]をクリックすると、ワークフローがトリガーされ、ベアメタルサーバがプロビ
ジョニングされます。ワークフローが完了すると、選択したグループにベアメタルサーバが表示

されます。さらに、サーバのチャージバック期間が開始されます。

サーバのコストモデルを変更する場合は、ベアメタルのプロビジョニングポリシーでコストモ

デルの選択を編集する必要があります。

サービスリクエストワークフローと詳細
サービスリクエストの作成した後に、そのステータスとワークフローの確認、リクエストのキャ

ンセル、リクエストの再送信などを実行できます。これらの操作は、サービスリクエストリスト

の上部のツールバーボタンを使って制御できます。

サービスリクエストワークフロー

[ワークフローステータス（Workflow Status）]ボックスには、サービスリクエストおよびワーク
フローステップの詳細が表示されます。VMをプロビジョニングする一般的なサービスリクエス
トのワークフローには次のステップが含まれます。

1 開始：ユーザによるサービスリクエストの開始。

2 リソースの割り当て：仮想コンピューティングなどの必要なリソースがVMに割り当てられま
す。

3 承認：必要に応じて VMプロビジョニングが承認されます。このステップ時に、VMプロビ
ジョニング用に選択されたカタログで定義された承認者に電子メールが送信されます。

4 プロビジョニング：VMが作成されプロビジョニングされます。

5 ライフサイクルスケジュールのセットアップ：セットアップ、スケジュール時間、および終了

の時間を含むライフサイクルのスケジューリングが設定されます。

6 通知：VMが作成されプロビジョニングされたことが電子メールでユーザに通知されます。
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以下は、ワークフローの示す図です。

図 4：カタログサービスリクエストのワークフロー

オプションのサービスリクエストワークフローステップには、次に示す予算の監視とリソース

制限の検査が含まれます。

•予算の監視：管理者はグループに対して予算化を有効にする必要があります。このステップ
は、新しいVMをプロビジョニングするための十分な予算がそのグループにあるかどうかを
判別します。
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•リソース制限の検査：管理者はグループに対するリソース制限を有効にする必要がありま
す。この手順では、新しいVMをプロビジョニングするための十分なリソースがそのグルー
プで使用可能かどうかを判別します。

グループのサービスリクエストの読み取りアクセス許可が割り当てられているユーザは、サービ

スリクエストの進行状況を確認できます。

サービスリクエスト詳細

サービスリクエストの詳細には、サービスリクエストの概要、所有権、カタログ情報、および現

在のステータスの項目が含まれます。

説明名前

概要

サービスリクエスト ID番号。[要求 ID（Request ID）]

リクエストのタイプ（この場合は VMの作
成）。

[要求タイプ（Request Type）]

VMがプロビジョニングされる VDC。[VDC]

VMがプロビジョニングされるイメージ[画像(Image)]

サービスリクエストの作成時点。[リクエスト日時（Request Time）]

サービスリクエストのステータス（[完了
（Complete）]、[キャンセル（Canceled）]、[失
敗（Failed）]など）。

[リクエストのステータス（Request Status）]

任意のコメント。[説明(Comments)]

[所有権(Ownership)]

サービスリクエストを開始したユーザが属する

グループ。

[グループ(Group)]

サービスリクエストを開始したユーザ。[送信ユーザ（Initiating User）]

VMがアクティブな期間。この時間を定義した
場合は、指定した時間の経過後にVMが削除さ
れます。

[期間（時間）（Duration(Hours)）]
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説明名前

VMがプロビジョニングされる時刻。この値を
定義した場合、VMはスケジュール設定された
日付の午前 6時にプロビジョニングされます。
定義しない場合は、サービスリクエストのワー

クフローステップが完了する際にVMがプロビ
ジョニングされます。

[予定時刻（Scheduled Time）]

カタログ情報

VDCの作成時に管理者が指定した電子メール
ID。

[VDC所有者の電子メール（VDCOwnerEmail）]

VMプロビジョニングのサービスリクエストを
承認する必要があるユーザ（定義されている場

合）。

[承認ユーザ（Approving Users）]

VMプロビジョニングの起点となるカタログ項
目の名前。

[カタログ名（Catalog Name）]

カタログ項目の説明。[カタログの説明（Catalog Description）]

VMプロビジョニングのコスト（見積）。この
コストはカタログ項目に対して定義されている

コストモデルに基づいています。

[サービスリクエストコスト（Service Request
Cost）]

各ワークフローステップのステータスを確認できます。警告メッセージやエラーメッセージ、リ

クエストの時刻などの詳細も表示されます。ワークフローステップは、それぞれのステータスを

示すため色分けされています。

説明カラーコード

ステップは未完了です。グレー

ステップは正常に完了しました。グリーン

ステップは失敗しました。失敗の理由も示され

ます。

赤

ステップを完了するために追加の入力が必要で

す。たとえば、サービスリクエストに対して承

認者が定義されている場合、リクエストが承認

されるまではこのステップは完了しません。

青
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承認者は [承認（Approvals）]タブで割り当てられたサービスリクエストを表示できます。（注）

サービスリクエストのワークフローステータスの表示

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 ユーザグループを選択します。

デフォルトは [すべてのユーザグループ（All User Groups）]で、すべてのサービスリクエストが
表示されます。

ステップ 3 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]
をクリックします。

ステップ 4 ワークフローを表示するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、[ワークフローステータス（Workflow Status）]をク
リックして、サービスリクエストの詳細とステータスを確認します。

サービスリクエストのログ詳細の表示

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 ユーザグループを選択します。

デフォルトは [すべてのユーザグループ（All User Groups）]で、すべてのサービスリクエストが
表示されます。

ステップ 3 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]
をクリックします。

ステップ 4 レポートをエクスポートするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、[ログ（Log）]をクリックします。
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サービスリクエストのスケジュール設定について
遅延プロビジョニングを使用して、VMプロビジョニングのスケジュールを後日に設定できます。
デフォルトプロビジョニングは、スケジュールされた日付の午前8:30に実行されます。日付が設
定されると、ワークフローの VMプロビジョニングステータスは変更を表示します。

サービスリクエストのスケジュール設定

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]

をクリックします。

ステップ 3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。
ステップ 4 グループ、カタログタイプ、カタログを選択します。標準カタログタイプを使用したサービス

リクエストの作成, （350ページ）を参照してください。
ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 6 [プロビジョニング（Provision）]フィールドで [後で（Later）]オプションを選択し、[サービスリ

クエスト（Service Request）]画面でプロビジョニングの日付を選択します。

ステップ 7 [概要（Summary）]画面が表示されるまで [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

サービスリクエストの再送信について
失敗したサービスリクエストを再送信できます。サービスリクエストは、次に示す理由で失敗す

ることがあります。

• VMがプロビジョニングされるグループの予算制限（管理者により定義）を超過した。

• VMがプロビジョニングされるグループに対するリソース制限（管理者が定義している場合）
を超過した場合。

•サービスリクエストの関連情報が欠けている場合、プロビジョニングが失敗する可能性があ
ります。

サービスリクエストを再送信すると、前回の送信で失敗したワークフローステップからプロセス

が再開されます。たとえば、サービスリクエストがリソース割り当てワークフロー（ステップ

2）で失敗した場合、このサービスリクエストを再送信すると、そのステップからプロセスが開
始されます。
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サービスリクエストの再送信

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 ユーザグループを選択します。

デフォルトは [すべてのユーザグループ（All User Groups）]で、すべてのサービスリクエストが
表示されます。

ステップ 3 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]
をクリックします。

ステップ 4 再送信するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 5 [リクエストの再送信（Resubmit Request）]をクリックします。

その他のサービスリクエスト機能

サービスリクエストのキャンセル

システムの管理者は、作成されたすべてのサービスリクエストをキャンセルできます。MSP管理
者またはグループ管理者である場合、自身が作成、または管理しているグループメンバーのユー

ザが作成した、サービスリクエストをキャンセルできます。

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 ユーザグループを選択します。

デフォルトは [すべてのユーザグループ（All User Groups）]で、すべてのサービスリクエストが
表示されます。

ステップ 3 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]
をクリックします。

ステップ 4 キャンセルするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 5 [リクエストのキャンセル（Cancel Request）]をクリックします。
ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックして、サービスリクエストをキャンセルします。
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サービスリクエストのロールバック

サービスリクエストがオーケストレーションワークフローまたはフェンスドコンテナの導入を

使用して作成されている場合は、サービスリクエストをロールバックできます。

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 ユーザグループを選択します。

デフォルトは [すべてのユーザグループ（All User Groups）]で、すべてのサービスリクエストが
表示されます。

ステップ 3 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]
をクリックします。

ステップ 4 ロールバックするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [リクエストのロールバック
（Rollback Request）]を選択します。

ステップ 6 [サービスリクエストのロールバック（Rollback Service Request）]画面で、ロールバックする必要
があるサービスリクエストのタスクを選択します。

デフォルトでは、サービスリクエストのすべてのタスクがオンになっています。

ステップ 7 （任意） [ロールバックタスクが失敗した場合、ロールバックを中止（Abort rollback, if any rollback
task fails）]をオンにします。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

サービスリクエストのアーカイブ

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 ユーザグループを選択します。

デフォルトは [すべてのユーザグループ（All User Groups）]で、すべてのサービスリクエストが
表示されます。
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ステップ 3 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]
をクリックします。

ステップ 4 アーカイブするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 5 [アーカイブ（Archive）]をクリックします。
ステップ 6 [リクエストのアーカイブ（Archive Request）]画面で、[アーカイブ（Archive）]をクリックしま

す。

[サービスリクエスト（Service Requests）]ページで、[アーカイブ済みのサービスリクエスト
（Archived Service Requests）]をクリックし、アーカイブ済みのすべてのリクエストを表示しま
す。

次の作業

このアーカイブ済みのサービスリクエストを後で使用する必要がある場合、再付与が可能です。

詳細については、アーカイブ済みのサービスリクエストの回復,（374ページ）を参照してくださ
い。

サービスリクエストの削除

CiscoUCSDirectorからアーカイブ済みのサービスリクエストを削除できます。削除されたサービ
スリクエストは Cisco UCS Directorから永久に削除されます。

2つの方法のいずれかで削除するアーカイブ済みのサービスリクエストを入力することもできま
す。

• [アーカイブ済みのサービスリクエスト（Archived Service Requests）]画面でサービスリクエ
ストを選択し、[リクエストの削除（Delete Requests）]をクリックします。

• [リクエストの消去（Purge Requests）]を選択し、アーカイブされたサービスリクエストの
IDを入力します。

いずれの方法でも、指定されたサービスリクエストを恒久的に削除します。唯一の違いは、デー

タの入力方法です。

アーカイブ済みのサービスリクエストのみ削除できます。アーカイブサービスリクエストにつ

いての詳細は、『Cisco UCS Director Administration Guide』の最新リリースを参照してください。
アクティブなサービス要求をアーカイブすることができないため、進行中であるか、または進行

中の子サービス要求を含むサービスリクエストは削除できません。

また、進行中であるか、失敗したロールバックがあるサービスリクエストは削除できません。例

えば、サービスリクエスト (SR) 100のロールバックの送信、サービスリクエスト (SR) 101のロー
ルバックの生成などです。SR 101の実行中は、SR 100は削除できません。さらに SR 101が失敗
した場合、SR 100は削除できません。

サービスリクエストを削除するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで [アーカイブされたサービスリクエスト

（Archived Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 キーボードを使用するか、[アーカイブ済みのサービスリクエスト（Archived Service Requests）]

レポートからサービスリクエストを選択することでのみサービスリクエストの IDを入力できま
す。

サービスリクエスト IDを入力するには、次の手順に進みます。サービスリクエストを選択する
場合は、次のようにします。

a) 削除するサービスリクエストを選択します。
システムの他のアプリケーションとして複数のアイテムを選択できます。例えば、

Windowsでは、Ctrlキーを押しながら他のアイテムを選択するか、Shiftで複数のア
イテムを選択します。

（注）

サービスリクエストを 1つ以上選択すると、[リクエストの削除（DeleteRequest）]アイコンが
表示されます。

b) [リクエストの削除（Delete Request）]をクリックします。
c) [リクエストの削除（Delete Request）]画面で、[削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 4 サービスリクエストを入力するには、次の手順を実行します。

a) [消去リクエスト（Purge Requests）]をクリックします。
b) [リクエストの削除（Delete Request）]画面の [SR ID（SR IDs）]で、削除するサービスリクエ
ストの IDを入力します。IDの範囲を指定する場合にはハイフンを使用し、範囲か、個別の ID
を区切るためにはカンマを使用します。例えば、101-111、113、116-118などです。

c) [削除（Delete）]をクリックします。

特定グループのサービスリクエストの表示

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 ユーザグループを選択します。

デフォルトは [すべてのユーザグループ（All User Groups）]で、すべてのサービスリクエストが
表示されます。

ステップ 3 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]
をクリックします。
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選択したユーザグループのすべてのサービスリクエストが表示されます。

グループ用サービスリクエスト履歴の検索

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]

をクリックします。

ステップ 3 [検索と置換（Search and Replace）]をクリックします。
ステップ 4 [検索と置換（Search and Replace）]画面で、検索フィールドに検索条件を入力します。次の情報

を入力する必要があります。

•アセット ID

•アセットタイプ

•新しいアセットフォーム

•サービスリクエストの選択

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

グループ用サービスリクエストのレポートのエクスポート

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 [サービスリクエスト（Service Requests）]ページでユーザグループを選択します。

ステップ 3 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]
をクリックします。

ステップ 4 [レポートのエクスポート（Export Report）]をクリックします。
ステップ 5 [レポートのエクスポート（Export Report）]画面で、レポート形式を選択します。

レポートの形式は、PDF、CSV、XLSです。

ステップ 6 [レポートの生成（Generate Report）]をクリックします。
レポートが生成された後、[ダウンロード（Download）] オプションが表示されます。

ステップ 7 レポートを開いて、システムに保存するために、[ダウンロード（Download）]をクリックします。
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アーカイブ済みのサービスリクエストの回復

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 [サービスリクエスト（Services Requests）]ページで [アーカイブされたサービスリクエスト

（Archived Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 回復するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [アーカイブ解除（Unarchive）]をクリックします。

サービスリクエストの承認プロセス
VMをプロビジョニングする前に、サービスリクエストは VDC内で指名された指定承認者によ
り承認される必要があります。1つのグループに対して�人または2人の承認者を定義できます。

•作成されたサービスリクエストワークフローには、承認者の名前を表示する VM承認を必
要とするステップがあります。

•サービスリクエスト通知電子メールが承認者に送信されます。承認者は [承認（Approvals）]
タブですべての保留中のリクエストを確認できます。

•承認が認可された後 VMのプロビジョニングが開始されます。

承認者の定義の詳細については、仮想データセンター, （263ページ）を参照してください。（注）

サービスリクエストの承認

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [マイ承認（My Approvals）]を選択します。
ステップ 2 承認するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 （任意） 詳細を確認するため、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ワークフローと入力/出力情報を確認できます。確認し終わったら、[閉じる（Close）]をクリック
します。
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ステップ 4 [承認（Approve）]をクリックします。
ステップ 5 必要に応じて、[サービスリクエスト（Service Request）]画面でコメントを追加します。

ステップ 6 [承認（Approve）]をクリックします。

サービスリクエストの拒否

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [マイ承認（My Approvals）]を選択します。
ステップ 2 拒否するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 （任意） [詳細の表示（View Details）]をクリックして詳細を確認した後、[閉じる（Close）]を
クリックします。

ステップ 4 [却下（Reject）]をクリックします。
ステップ 5 必要に応じて、[サービスリクエスト（Service Request）]画面でコメントを追加します。

ステップ 6 [却下（Reject）]をクリックします。

サービスリクエストの承認情報の表示

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [マイ承認（My Approvals）]を選択します。
ステップ 2 [承認記録（My Approvals）]をクリックします。

すでに完了している承認と、保留中の承認がリストされます。

サービスリクエスト承認履歴の検索

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [マイ承認（My Approvals）]を選択します。
ステップ 2 [承認記録（My Approvals）]をクリックします。

すでに完了している承認と、保留中の承認がリストされます。
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ステップ 3 [検索（Search）]フィールドに、検索語を入力します。
検索条件に一致するサービスリクエストが表示されます。

サービスリクエスト承認のレポートのエクスポート

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [マイ承認（My Approvals）]を選択します。
ステップ 2 レポートをエクスポートするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 [レポートのエクスポート（Export Report）]をクリックします。
ステップ 4 [レポートのエクスポート（Export Report）]画面で、レポート形式を選択します。

レポートの形式は、PDF、CSV、XLSです。

ステップ 5 [レポートの生成（Generate Report）]をクリックします。
レポートが生成された後、[ダウンロード（Download）] オプションが表示されます。

ステップ 6 レポートを開いて、システムに保存するために、[ダウンロード（Download）]をクリックします。

サービスリクエストの予算作成

今月の利用可能な予算の表示

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 [サービスリクエスト（Service Requests）]ページでユーザグループを選択します。

ステップ 3 [サービスリクエスト（ServiceRequests）]ページで [現在の月予算の可用性（CurrentMonthBudget
Availability）]をクリックします。
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予算エントリの表示

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [概要（Summary）]を選択します。
ステップ 2 [概要（Summary）]ページでユーザグループを選択します。

ステップ 3 [概要（Summary）]ページで [予算エントリ（Budget Entries）]をクリックします。

予算エントリの追加

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [概要（Summary）]を選択します。
ステップ 2 [概要（Summary）]ページでユーザグループを選択します。

ステップ 3 [概要（Summary）]ページで [予算エントリ（Budget Entries）]をクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 5 [予算エントリの追加（Add Budget Entry）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

予算エントリの名前。[エントリ名（Entry Name）]フィールド

1カ月あたりの予算額。[予算額（Budget Amount）]フィールド

年を選択します。[年（Year）]ドロップダウンリスト

月を選択します。[月（Month）]ドロップダウンリスト

同じ予算額を繰り返す月の数を選択します。[リピートエントリ（Repeat Entries）]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。
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第 14 章

複数ディスクの VM プロビジョニング

この章は、次の項で構成されています。

• 複数ディスクの VMプロビジョニングについて, 379 ページ

• 複数ディスクの VMプロビジョニングの手順の概要, 380 ページ

• 複数ディスクを含むテンプレートについて, 380 ページ

• ディスクカテゴリの割り当て, 380 ページ

• ストレージポリシーの定義, 381 ページ

• カタログの作成, 389 ページ

• VMディスクの作成, 399 ページ

複数ディスクの VM プロビジョニングについて
Cisco UCS Directorでは、テンプレートからの複数ディスクの仮想マシン（VM）プロビジョニン
グがサポートされています。選択した 1つまたは複数のデータストアで VMディスクプロビジョ
ニングを設定できます。また、テンプレートでの追加ディスクごとに個別のディスクポリシーを

設定できます。

Cisco UCS Directorでは、ディスクは次のカテゴリに分類されています。

•システム

•データ

•データベース

•切替

•ログ
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CiscoUCSDirectorで定義されているディスクのカテゴリは、ディスクのラベリング専用です。（注）

複数ディスクの VM プロビジョニングの手順の概要

手順

ステップ 1 複数のディスクを使用している 1つのテンプレートの可用性を検証します。
ステップ 2 ディスクのカテゴリを割り当てます。

ステップ 3 ストレージポリシーを定義します。

ステップ 4 テンプレートカタログを作成します。

複数ディスクを含むテンプレートについて
複数ディスクの仮想マシン（VM）をプロビジョニングするには、複数のディスクを含むテンプ
レート（イメージ）が使用可能である必要があります。VMのプロビジョニングに複数のディス
クを含むテンプレートを使用する前に、個々のディスクに対するディスクカテゴリを割り当てる

必要があります。

ディスクカテゴリの割り当て

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [イメージ（Images）]をクリックします。

ステップ 4 複数のディスクがあるテンプレートを含む行をクリックし、[詳細の表示（ViewDetails）]をクリッ
クします。

ステップ 5 [ディスク（Disks）]をクリックします。
ステップ 6 ディスクを選択します。

ステップ 7 ディスクタイプを割り当てるディスクを含む行をクリックして[ディスクタイプの割り当て（Assign
Disk Type）]をクリックします。

ステップ 8 [ディスクタイプの割り当て（Assign Disk Type）]画面で、ドロップダウンリストからディスク
タイプを選択します。
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次のいずれかを設定できます。

•システム

•データ

•データベース

•切替

•ログ

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

ストレージポリシーの定義
ストレージポリシーは、データストアの範囲、使用するストレージの種類、容量、遅延の最小条

件といったリソースを定義します。このポリシーを使用すると、複数のディスクに対して追加の

ディスクポリシーを設定することや、サービスリクエストの作成中にエンドユーザがデータス

トアを選択できるようにすることもできます。

Cisco UCS Directorは、複数データストア上の複数ディスクでのVMのプロビジョニングをサポー
トしています。システム、データ、データベース、切替、およびログの 5つのディスクタイプが
あります。システムディスクポリシーは最初に設定され、他のディスクは必要に応じて後で設定

されます。ディスクタイプ別にディスクポリシーを設定することも、デフォルトのシステムディ

スクポリシーを選択することも可能です。

追加のディスクのポリシーを使用する場合は、複数ディスクテンプレートに対してカタログを作

成する際に、[単一データストアのすべてのディスクをプロビジョニングします（Provision all disks
in a single datastore）] オプションを必ずオフにしてください。カタログの作成方法の詳細につい
ては、カタログの追加, （389ページ）を参照してください。

また、Cisco UCS Directorは、VMプロビジョニングに対するサービスリクエストの作成中のデー
タストアの選択をサポートしています。この機能は、エンドユーザのデータストアの選択を有効

または無効にするオプションを提供します。サービスリクエストの作成時に VDCを指定した際
に、ストレージポリシーで定義されている範囲条件により、どの選択されたデータストアを表示

するかを判別します。

ストレージポリシーに指定されているデータストア容量が小数点以下に 2つの値（小数第 2
位）を取る 10進値に equals条件を使用している場合、VMware VMプロビジョニングは失敗
します。10進値を含む容量を指定する場合は、小数点以下の 1つの値（小数第 1位）に切り
上げます。

『Cisco UCS Director Troubleshooting Guide』を参照してください。

（注）

Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
381

複数ディスクの VM プロビジョニング
ストレージポリシーの定義

https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-troubleshooting-guides-list.html


ストレージポリシーの作成

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [ストレー
ジ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページで [VMwareストレージポリシー（VMware Storage Policy）]をク
リックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ストレージリソース割り当てポリシーの追加（Add Storage Resource Allocation Policy）]の [シス

テムディスクポリシー（System Disk Policy）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

リソース割り当てが発生するクラウドを選択し

ます。

[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

ポリシーの説明。

導入のスコープを限定する場合は、すべての

データストア、選択したデータストアのみ、も

しくは、選択した以外のデータストアを導入す

るのかを選択します。

[ポリシーの説明（Policy Description）]フィー
ルド

このリソース割り当てを行うためのクラウドア

カウントを選択します。

SRMのアカウントを選択した場合、[保護の有
効化（Enable Protection）]チェックボックスが
表示されます。Site Recovery Manager用の保護
グループを有効にする方法の詳細については、

『Cisco UCSDirector VMwareManagement Guide
[英語]』を参照してください。

[クラウド名（CloudName）]ドロップダウンリ
スト

システムディスクスコープ

リンクの複製を使用するには、チェックボック

スをオンにします。

このチェックボックスをオンにしない場合、構

成はフル複製を使用します。

[リンク済み複製の使用（Use Linked Clone）]
チェックボックス

関連付けられたストレージプロファイルの1つ
以上のVMをプロビジョニングするには、スト
レージプロファイルを選択します。

[ストレージプロファイル（StorageProfile）]ド
ロップダウンリスト
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説明名前

導入のスコープを定義するには、次のいずれか

のオプションを選択します。

• [すべて（All）]

• [選択したデータストアを含む（Include
Selected Datastores）]

• [選択したデータストアを除外（Exclude
Selected Datastores）]

• [選択したデータストアクラスタを含む
(Include Selected Datastore Clusters)]

• [選択したデータストアクラスタを除外
(Exclude Selected Datastore Clusters)]

どのオプションを選択するかによって、追加の

フィールドが表示される場合があります。

選択したオプションにより、VMディ
スクの作成時にすべてのデータスト

アまたはデータストアクラスタのど

ちらを使用できるかが決まります。

（注）

[データストア/データストアクラスタ範囲（Data
Stores/Data Store Clusters Scope）]ドロップダウ
ンリスト

[選択済みのデータストアを含める（Include
Selected Datastore）]または [選択済みのデータ
ストアを除外する（Exclude SelectedDatastore）]
を選択する場合、[選択（Select）]をクリック
し、適切なデータストアを選択します。

[選択済みのデータストア（Selected Data
Stores）]フィールド

共有データストアのみを使用するには、この

チェックボックスをクリックします。

このオプションは、選択したデータストアを含

むか除外するかを選択した場合のみ使用可能で

す。

[共有データストアのみの使用（Use SharedData
Store Only）]チェックボックス

[選択済みのデータストアクラスタを含める
（Include Selected Datastore Clusters）]または [選
択済みのデータストアクラスタを除外する

（Exclude Selected Datastore Clusters）]を選択す
る場合、[選択（Select）]をクリックし、適切な
データストアクラスタを選択します。

[選択済みデータストアクラスタ（Selected
Datastore Clusters）]フィールド
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説明名前

選択したデータストアを含むか除外するかを選

択した場合、次のいずれかのSDRSルールタイ
プを選択します。

• [VMDKを同時に管理する（Keep VMDKs
Together）]：フィルタリングされたクラス
タで既存のルールを選択する必要がありま

す。新しくプロビジョニングされたVMは
VMのアンチアフィニティルールに追加さ
れます。

• [VMDKを分ける（SeparateVMDKs）]：新
しくプロビジョニングされたVMに複数の
ディスクが含まれている場合、新しいVM
アフィニティルールはデータストアクラ

スタで作成されます。

[SDRSルールタイプの選択（SDRSRuleType）]
ドロップダウンリスト

[VMDKを同時に管理する（Keep VMDKs
Together）]を選択した場合、ルールを適応した
い VMを選択する必要があります。

[SDRSルールの選択（Select SDRS Rule）]
フィールド

ストレージオプション

デフォルトでは、このフィールドはオンです。

ローカルストレージを使用しない場合は、この

チェックボックスをオフにします。

[ローカルストレージの使用（Use Local
Storage）]チェックボックス

デフォルトでは、このフィールドはオンです。

NFSストレージを使用しない場合は、チェック
ボックスをオフにします。

[NFSの使用（Use NFS）]チェックボックス

デフォルトでは、このフィールドはオンです。

VMFSストレージを使用しない場合は、チェッ
クボックスをオフにします。

[VMFSの使用（Use VMFS）]チェックボック
ス

デフォルトでは、このフィールドはオンです。

SANストレージを使用しない場合は、チェック
ボックスをオフにします。

[SANの使用（Use SAN）]チェックボックス
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説明名前

1つ以上の条件をデータストアフィルタに追加
したい場合、次の各要求条件を実行します。

•該当するチェックボックスをクリックし
ます。

•ドロップダウンリストから必要なオプショ
ンを選択します。

•どのデータストアフィルタを実行する条
件を入力します。

これらの条件を満たしていないデータストアは

検討から除外されます。複数の条件を選択する

場合、すべての条件が一致する必要がありま

す。

ストレージポリシーに指定されてい

るデータストア容量が小数点以下に 2
つの値（小数第 2位）を取る 10進値
に equals条件を使用している場合、
VMware VMプロビジョニングは失敗
します。10進値を含む容量を指定す
る場合は、小数点以下の1つの値（小
数第 1位）に切り上げます。

たとえば、値が 10.25 GBの場合は、
データストアレポートに10.3GBと表
示されます。すべてのオプションにつ

いて、10.3未満の値であり、小数点の
後の 1つの値に丸めた 10.2 GB、10.1
GB、10 GBなどの値を指定する必要
があります。

（注）

[フィルタ条件（Filter Conditions）]チェック
ボックス

テンプレートのプロパティをオーバーライドす

るには、このチェックボックスをオンにしま

す。シンプロビジョニングの使用やカスタム

ディスクサイズの設定など、カスタム設定を入

力するオプションが提供されます。

[テンプレートのオーバーライド（Override
Template）]チェックボックス
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説明名前

VMストレージのプロビジョニングの際にシン
プロビジョニングを使用するには、このチェッ

クボックスをオンにします。

シンプロビジョニングは、物理ストレージ容量

の動的割り当てをイネーブルにし、VMストレー
ジの使用率が向上します。

このオプションは、[テンプレートのオーバーラ
イド（OverrideTemplate）]を選択した場合にの
み表示されます。

[シンプロビジョニングの使用（Use Thin
Provisioning）]チェックボックス

カスタムディスクサイズは、VMのプロビジョ
ニングに使用されるテンプレートのディスクサ

イズをオーバーライドします。

このオプションは、[テンプレートのオーバーラ
イド（OverrideTemplate）]を選択した場合にの
み表示されます。

[手動ディスクサイズ（Manual Disk Size）]

VMライフサイクルのサイズ変更オプション

プロビジョニングする前に、VMのディスクサ
イズを選択するオプションをエンドユーザに表

示する場合はチェックボックスをオンにしま

す。

[ディスクのサイズ変更を許可（Allow Resizing
of Disk）]チェックボックス

VMのプロビジョニング中に選択したディスク
サイズ値のカスタム範囲を指定します。たとえ

ば、1、5、10、50、100、500、1024、5120、
10240などです。

このオプションは、[ディスクサイズの変更許
可（Allow Resizing of Disk）]を選択した場合に
のみ表示されます。

[ディスクの許容値(GB単位)（Permitted Values
for Disk in GB）]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、エンド

ユーザはサービスリクエストの作成中にデータ

ストアを選択できるようになります。

[スコープからのデータストアの選択をユーザに
許可します（Allow user to select datastores from
scope）]チェックボックス

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 6 [追加ディスクポリシー（Additional Disk Policies）]画面で、次のいずれかを実行します。

•システムディスクポリシーにおいてディスクタイプに同じディスクポリシーを設定したく
ない場合、設定したいディスクタイプを選択します。
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•すべてのディスクの種類にシステムディスクポリシーオプションを使用するには、[次へ
（Next）]をクリックします。

デフォルトでは、ディスクのディスクポリシーは、[ストレージリソース割り当てポリ
シーの追加（Add Storage Resource Allocation Policy）]画面で設定したシステムディスク
ポリシーと同じです。

（注）

ステップ 7 特定のディスクタイプのカスタムシステムディスクポリシーを設定した場合は、次の操作を実

行します。

a) 編集するポリシーを含む行をクリックし、[編集（Edit）]をクリックしてディスクタイプを編
集します。

b) [ポリシーエントリの編集（Edit Policies Entry）]画面で、[システムディスクポリシーと同じ
（Same as System Disk Policy）]をオフにします。

c) [エントリの編集（Edit Entry）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
ここに表示されるすべてのフィールドは、[ストレージリソース割り当てポリシーの追加（Add
Storage Resource Allocation Policy）]画面に表示されるフィールドと同じです。

この設定は、VMディスクの作成時にどのデータストアがディスクのタイプに使用
できるかを決定します。

（注）

d) [送信（Submit）]をクリックします。
e) 他のディスクタイプを設定するには、必要に応じてこれらの手順を繰り返します。

その他のディスクポリシーで作成されたストレージポリシーを使用するには、VMの
プロビジョニングに使用される VDCとポリシーを関連付けます。

（注）

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 9 [ハードディスクポリシー（Hard Disk Policy）]画面では、VMのプロビジョニング時に作成する

物理ディスクの数を指定できます。

a) [追加（Add）]をクリックして、ディスクを追加し、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

追加するディスクを説明するラベル。[ディスクラベル（Disk Label）]フィールド

ディスクのサイズ。[ディスクサイズ（GB）（Disk Size (GB)）]
フィールド

ディスクタイプを選択します。

このドロップダウンリストに表示されるオプ

ションは、[システムポリシーと同様（Same
as SystemPolicy）]チェックボックスを先の手
順で選択したかによって異なります。

[ディスクタイプ（Disk Type）]ドロップダウ
ンリスト

コントローラオプション
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、コントローラタ

イプを選択します。

ポートの応答可能性に基づいて、コントロー

ラは、VMディスクにマッピングされます。

[コントローラタイプ（Controller Type）]ド
ロップダウンリスト

新しいコントローラを作成する場合に、この

チェックボックスをオンにします。

コントローラタイプは、[コントローラタイ
プ（Controller Type）]ドロップダウンリスト
で作成された選択肢に基づいています。

[新しいコントローラのディスクを作成（Create
Disk on new Controller）]チェックボックス

ディスクプロビジョニングオプション

指定したいプロビジョニングのラジオボタン

をチェックします。次のいずれかを指定でき

ます。

• [シンプロビジョニング（Thin
Provision）]

• [シックプロビジョニング（LazyZeroed）
（Thick Provision Lazy Zeroed）]

• [シックプロビジョニング（eagerZeroed）
（Thick Provision eager Zeroed）]

[ディスクプロビジョニングオプション（Disk
Provisioning Options）]ラジオボタン

VMライフサイクルのサイズ変更オプション

このチェックボックスをオンにすると、プロ

ビジョニングする前に、VMディスクサイズ
を選択できるようになります。

[ディスクのサイズ変更を許可（AllowResizing
of Disk）]チェックボックス

このオプションは、[ディスクのサイズ変更を
許可]がオンの場合に表示されます。

VMのプロビジョニング中に選択したディス
クサイズ値のカスタム範囲を指定します。た

とえば、1、5、10、50、100、500、1024、
5120、10240などです。

[ディスクの許容値(GB単位)（Permitted Values
for Disk in GB）]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、ユー

ザはサービスリクエストの作成中にデータス

トアを選択できるようになります。

[スコープからのデータストアの選択をユーザ
に許可します（Allowuser to select datastore from
scope）]チェックボックス
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ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。
追加ディスクポリシーを使用して作成されるストレージポリシーを使用するには、VM
のプロビジョニングに使用される VDCとポリシーを関連付ける必要があります。

ポリシーに設定された追加ディスクポリシーを使用する場合は、複数のディスクテン

プレートのカタログ作成時に [単一データストアのすべてのディスクをプロビジョニン
グします（Provision all disks in a single database）]を必ずオフにしてください。カタログ
の作成方法の詳細については、カタログの管理, （329ページ）を参照してください。

（注）

カタログの作成

カタログの追加

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]を選択します。
ステップ 2 [カタログ（Catalogs）]ページで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [カタログの追加（Add Catalog）]画面で、追加するカタログタイプを選択します。
次のいずれかを設定できます。

• [標準（Standard）]：クラウドリストにあるイメージを使用して VMプロビジョニングのた
めのカタログを作成する場合に使用します。

• [詳細（Advanced）]：カタログ項目などのオーケストレーションワークフローを公開する場
合に使用します。

• [サービスコンテナ（ServiceContainer）]：カタログ項目としてアプリケーションコンテナを
公開する場合に使用します。

• [ベアメタル（Bare Metal）]：ベアメタルサーバのプロビジョニング用のカタログを作成す
るために使用します。

ベアメタルカタログの作成方法については、ベアメタルサーバカタログの作成, （343ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 5 [カタログの追加（Add Catalog）]の [基本情報（Basic Information）]画面で、次を含む必須フィー

ルドに値を入力します。
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説明名前

カタログの名前を入力します。

作成後にカタログ名は変更できませ

ん。

（注）

[カタログ名（Catalog Name）]フィールド

カタログの説明を入力します。[カタログの説明（Catalog Description）]フィー
ルド

以前選択したカタログのタイプを表示します。

カタログタイプを変更するには、この手順を

キャンセルしてから再開する必要があります。

[カタログタイプ（Catalog Type）]ドロップダ
ウンリスト

このカタログに関連付けるイメージのアイコン

をリストから選択します。このアイコンは、こ

のカタログを使用してサービスリクエストを作

成するときに表示されます。

[カタログアイコン（Catalog Icon）]ドロップダ
ウンリスト

すべてのグループがこのカタログを使用できる

ようにする場合に、このボックスをオンにしま

す。他のグループの使用を拒否するには、この

チェックボックスをオフのままにします。

[すべてのグループに適用（Applied to all
groups）]チェックボックス

このカタログ項目を使用してサービスリクエス

トが作成された際に通知が送信されるサポート

担当者の電子メールアドレスを入力します。

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレス
（Support Contact Email Address）]フィールド

特定のユーザグループを選択する場合に、リス

トを展開して、このチェックボックスをクリッ

クします。オンにしたグループは、新しい VM
をプロビジョニングするときにこのカタログを

使用します。

[Validate]をクリックします。

[選択されたグループ（Selected Groups）]リス
ト

デフォルトでは、このボックスはオンになって

います。このカタログがエンドユーザに表示さ

れないようにするには、このボックスをオフに

します。このボックスをオフにしなかった場

合、このカタログはエンドユーザに表示されま

す。

[エンドユーザへ公開（Publish to end users）]
チェックボックス

VMプロビジョニング用のイメージがあるクラ
ウドを選択します。

[クラウド名（CloudName）]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

選択されたイメージから新しいVMを複製する
場合に、このボックスをオンにします。この

チェックボックスをオンにしない場合、空の

VMが作成されます。

[ISOマウント用の新しいVMのプロビジョニン
グ（Provision newVM for ISOmounting）]チェッ
クボックス

このカタログを使用してVMをプロビジョニン
グするときに使用するイメージのタイプ（イ

メージを構成するWindowsファイル、Linux
ファイル、およびその他のファイルなどの既存

のテンプレート）を選択し、[検証（Validate）]
をクリックします。

グループ管理者である場合や、カタログを作成

する権限のあるグループのユーザである場合

は、属しているグループに割り当てられたイ

メージがこのフィールドに表示されます。

自身がMSP管理者である場合は、属している
MSP組織とそのMSP組織内のグループに割り
当てられたイメージがこのフィールドに表示さ

れます。

[イメージ（Image）]リスト

コンテンツライブラリVMテンプレートを使用
して新しいVMがプロビジョニングされている
ことを確認する場合に、このボックスをチェッ

クします。

このオプションを選択した場合、[イメージ
（Image）]リストは非表示になります。

[コンテンツライブラリ VMテンプレートを使
用した新しい VMのプロビジョニング
（Provision new VM using Content Library VM
Template）]チェックボックス

コンテンツライブラリVMテンプレートを選択
します。

[コンテンツライブラリ VMテンプレート
（Content Library VM Template）]リスト

Windowsライセンスを入力します。

このフィールドは、Windowsイメー
ジが選択されて場合にのみ表示され

ます。このオプションは、RHEV
KVMコネクタではサポートされませ
ん。

（注）

[Windowsライセンスプール（Windows License
Pool）]フィールド
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説明名前

VMが ReadyClonesを使用して導入されるよう
にする場合に、このボックスをオンにします。

このボックスをオンにすると、[リンク済み複製
の使用（Use Linked Clone）]チェックボックス
と [単一データストアのすべてのディスクをプ
ロビジョニングします（Provision all disks in
single datastore）]のチェックボックスは編集で
きなくなります。

このチェックボックスは次の場合は

表示されません。

1.選択したイメージがHXデータスト
ア上にない。

2.VMに複数のディスクがある。

（注）

[ReadyCloneの使用（Use ReadyClone）]チェッ
クボックス

リンク済みの複製を使用する場合にこのボック

スをオンにします。

リンクされた複製かフル複製かは、ストレージ

ポリシーで選択したリンクされた複製によって

異なります。

このフィールドは、スナップショッ

トイメージが選択されている場合に

のみ表示されます。

（注）

[リンク済み複製の使用（Use Linked Clone）]
チェックボックス

単一データストアのすべてのディスクをプロビ

ジョニングする場合にこのボックスをオンにし

ます。ストレージポリシーで各ディスクに対し

て設定されているデータストアを使用すること

も選択できます。

複数ディスクストレージポリシーの作成の詳

細については、ポリシーの管理,（209ページ）
を参照してください。

このフィールドは、選択したテンプ

レートに複数のディスクがある場合

にのみ表示されます。このオプショ

ンは、RHEV KVMコネクタではサ
ポートされません。

（注）

[単一データストアのすべてのディスクをプロビ
ジョニング（Provision all disks in single
datastore）]チェックボックス
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説明名前

リストからテンプレートを選択します。

このフィールドは、選択したカタロ

グタイプが [サービスコンテナ
（ServiceContainer）]である場合にの
み表示されます。

（注）

[サービスコンテナテンプレート名（Service
Container Template Name）]ドロップダウンリ
スト

このカタログの作成先となるフォルダを選択し

ます。

ドロップダウンリストには、デフォ

ルトで使用可能なフォルダの名前が含

まれます。使用可能なフォルダを選択

するか、または [フォルダの新規作成
（Create New Folder）]をクリックし
ます。

[新しいフォルダの追加（Add New
Folder）]画面で [フォルダ名（Folder
Name）]にフォルダ名を入力し、[フォ
ルダアイコン（Folder Icon）]を選択
して [追加（Add）]をクリックしま
す。

（注）

[フォルダの選択（Select Folder）]ドロップダウ
ンリスト

このフィールドは、選択したカタロ

グタイプが [ベアメタル（Bare
Metal）]である場合にのみ表示されま
す。

（注）[ベアメタルサーバプロビジョニングポリシー
（Bare Metal Server Provisioning Policy）]ドロッ
プダウンリスト

ユーザがサービスリクエストのステータスの送

信にサポート用電子メールを設定できるように

する場合に、このボックスをオンにします。

[サービスリクエストのサポート用電子メール
（Configure Service Request Support Email）]の
チェックボックス

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 [カタログの追加（Add Catalog）]の [アプリケーションの詳細（Application Details）]画面で、次

を含む必須フィールドに値を入力します。

説明名前

リストを展開してVDCカテゴリを選択し、[選
択（Select）]をクリックします。

[カテゴリ（Category）]リスト
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説明名前

サービスリクエストを使用した VMのプロビ
ジョニング時に、選択したカテゴリをユーザが

オーバーライドできるようにする場合に、この

ボックスをオンにします。

[オーバーライド（Override）]チェックボック
ス

このカタログ項目を使用してサービスリクエス

トが作成されたときに通知が送信される連絡先

の電子メールアドレスを入力します。

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレス
（Support Contact Email Address）]フィールド

VMのプロビジョニング時に、VMにインストー
ルされる OSのタイプを選択します。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[OSの指定（Specify OS）]ドロップダウンリス
ト

[OSの指定（SpecifyOS）]ドロップダウンリス
トで選択できない OSを入力します。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[他のOSの指定（SpecifyOtherOS）]フィールド

プロビジョニング時にVMにインストールする
アプリケーションを指定する場合に、該当する

ボックスをオンにします。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[アプリケーションの指定（Specify
Applications）]チェックボックス

[アプリケーションの指定（Specify
Applications）]チェックボックスから使用でき
ない他のアプリケーションを入力します。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[他のアプリケーションの指定（Specify Other
Applications）]フィールド
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説明名前

VM名に使用するアプリケーションコードを入
力します。

アプリケーションコードは 1～ 4文字です
（例：W2K3、DB、WS）。VM名のシステム
ポリシーでアプリケーションコードを使用する

には、変数 ${APPCODE}を使用します。

たとえば VM名のテンプレートが
vm-${GROUP_NAME}-${APPCODE}の場合、
システムポリシーを使用してプロビジョニング

された VMの名前は vm-groupname-W2K3にな
ります。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[アプリケーションコード（Application Code）]
フィールド

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 9 [カタログの追加（Add Catalog）]の [ユーザクレデンシャル（User credentials）]画面で、次を含

む必須フィールドに値を入力します。

このオプションは、RHEV KVMコネクタではサポートされませ
ん。

（注）

説明名前

ユーザに対し、VMアクセスクレデンシャル
（共有）の取得を許可するか、または禁止する

かを選択します。次のオプションを使用できま

す。

•共有しない

•パスワードリセット後に共有する

•テンプレートクレデンシャルを共有する

管理者が Cisco UCS Director外部の別のユーザ
にクレデンシャルをプライベートに送信する場

合は、[共有しないでください（Do not share）]
オプションを選択します。

[クレデンシャルオプション（Credential
Options）]ドロップダウンリスト

ユーザ IDを入力します。

このフィールドは、[クレデンシャル
オプション（Credential Options）]で
共有されているときのみ使用できま

す。

（注）

[ユーザ ID（User ID）]フィールド
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説明名前

パスワードを入力します。

このフィールドは、[クレデンシャル
オプション（Credential Options）]で
共有されているときのみ使用できま

す。

（注）

[パスワード（Password）]フィールド

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 11 [カタログの追加（AddCatalog）]の [カスタマイズ（Customization）]画面で、次を含む必須フィー

ルドに値を入力します。

説明名前

自動ゲストカスタマイズを有効にする場合に、

このボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにしない場合、

Cisco UCS Directorでは DNS、ネットワーク、
およびゲストOSプロパティが設定されません。

[自動ゲストカスタマイズの有効化（Automatic
Guest Customization Enable）]チェックボックス

VMのプロビジョニング後にオーケストレーショ
ンワークフローを有効にする場合に、このボッ

クスをオンにします。

[プロビジョニング後のカスタムアクションの
有効化（Post Provisioning Custom Actions
Enable）]チェックボックス

プロビジョニング用に定義されたワークフロー

を選択します。

このフィールドは、[プロビジョニン
グ後のカスタムアクションの有効化

（Post Provisioning Custom Actions
Enable）]がオンの場合に表示されま
す。

（注）

[ワークフロー（Workflow）]ドロップダウンリ
スト

仮想ストレージカタログからストレージエン

ティティを選択する場合に、このボックスをオ

ンにします。

[仮想ストレージカタログの有効化（Virtual
Storage Catalog Enable）]チェックボックス

カタログからストレージエントリを選択しま

す。

このフィールドは、[仮想ストレージ
カタログの有効化（Virtual Storage
CatalogEnable）]がオンの場合に表示
されます。

（注）

[仮想ストレージカタログ（Virtual Storage
Catalog）]ドロップダウンリスト

コスト計算
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説明名前

[毎時（Hourly）]または [毎月（Monthly）]を選
択します。

[請求期間（Charge Duration）]ドロップダウン
リスト

テンプレートに含まれているアプリケーション

コストを入力します。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[アクティブな VMアプリケーションのコスト
（USD）（Active VM Application Cost USD）]
フィールド

非アクティブな状態のVMのこのカタログにか
かる毎時または毎月のコストを入力します。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[非アクティブな VMアプリケーションのコス
ト（USD）（InactiveVMApplicationCostUSD）]
フィールド

VMライフサイクル設定

リース時間（日数と時間数）を定義する場合

に、このボックスをオンにします。

[リース時間（Lease Time）]チェックボックス

これを行うには、日数を入力します。

このフィールドは、[リース時間
（Lease Time）]がオンになっている
場合に表示されます。

（注）

[日数（Days）]フィールド

時間数を入力します。

このフィールドは、[リース時間
（Lease Time）]がオンになっている
場合に表示されます。

（注）

[時間（Hours）]フィールド

サービスユーザによってVMのリース時間が設
定されないようにするには、このボックスをオ

ンにします。

[エンドユーザのリース設定を非表示（Hide end
user lease configuration）]チェックボックス

サービスユーザによって、後からVMがプロビ
ジョニングされないようにするには、このボッ

クスをオンにします。

[VMのプロビジョニング後のエンドユーザを
非表示（Hide end user VM provision later）]
チェックボックス

ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 13 [カタログの追加（Add Catalog）]の [VMアクセス（VM Access）]画面で、次を含む必須フィー

ルドに値を入力します。
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説明名前

VMへのWebアクセスを有効にする場合に、こ
のボックスをオンにします。デフォルトでは、

このチェックボックスはオフになっており、

WebからのVMへのアクセスは無効になってい
ます。

[Webアクセス設定の有効化（Web Access
Configuration Enable）]チェックボックス

VMの URLを入力します。

このフィールドは、[Webアクセス設
定の有効化（WebAccess Configuration
Enable）]がオンの場合に表示されま
す。

（注）

[URL]フィールド

この URLに定義されたラベルを入力します。

このフィールドは、[Webアクセス設
定の有効化（WebAccess Configuration
Enable）]がオンの場合に表示されま
す。

（注）

[ラベル（Label）]フィールド

VMへのリモートアクセスを有効にする場合
に、このボックスをオンにします。デフォルト

では、このチェックボックスはオフになってお

り、リモートデスクトップからのVMへのアク
セスは無効になっています。

[リモートデスクトップのアクセス設定の有効
化（Remote Desktop Access Configuration
Enable）]チェックボックス

サーバのリモートアクセス用 IPアドレスを入
力します。

このフィールドは、[リモートデスク
トップのアクセス設定の有効化

（Remote Desktop Access Configuration
Enable）]がオンの場合に表示されま
す。

（注）

[サーバ（Server）]フィールド

サーバのリモートアクセス用ポート番号を入力

します。

このフィールドは、[リモートデスク
トップのアクセス設定の有効化

（Remote Desktop Access Configuration
Enable）]がオンの場合に表示されま
す。

（注）

[ポート（Port）]フィールド
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説明名前

このリモートアクセスに定義されたラベルを入

力します。

このフィールドは、[リモートデスク
トップのアクセス設定の有効化

（Remote Desktop Access Configuration
Enable）]がオンの場合に表示されま
す。

（注）

[ラベル（Label）]フィールド

VMRCコンソールがVMにアクセスできるよう
にする場合に、このボックスをオンにします。

デフォルトでは、このチェックボックスはオフ

になっており、VMRCコンソールからのVMへ
のアクセスは無効になっています。

[VMRCコンソール設定の有効化（VMRC
Console Configuration Enable）]チェックボック
ス

ステップ 14 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 15 [カタログの追加（Add Catalog）]の [概要（Summary）]画面に表示されたカタログ情報を確認し

ます。

ステップ 16 [送信（Submit）]をクリックします。

VM ディスクの作成
[VMディスクの作成（Create VMDisk）]を使用して、プロビジョニング済みのVMまたは検出さ
れた VMにカスタムサイズの追加ディスクを追加できます。

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 VMディスクを作成する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [VMディスクの作成（Create

VM Disk）]を選択します。
ステップ 6 [VMディスクの作成（Create VM Disk）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

VMの名前。

一度入力すると、VMの名前は編集できません。

[VM名（VM Name）]フィールド

VMのディスクサイズ（GB単位）。[新しいディスクサイズ(GB)（New Disk Size
(GB)）]フィールド

ディスクタイプを選択します。次のいずれかを

設定できます。

• [システム(System)]

• [切替（Swap）]

• [データ(Data)]

• [データベース(Database)]

• [ログ(Log)]

[ディスクタイプの選択（Select Disk Type）]ド
ロップダウンリスト

VMのディスクがデータストアまたはデータス
トアクラスタから作成されている場合に指定し

ます。

[データストア/データストアクラスタの選択
（Select Datastore/Datastore Cluster）]ドロップダ
ウンリスト

[選択（Select）]をクリックして、VMディスク
の作成に使用するデータストアを選択します。

使用可能なデータストアはVDCに関
連付けられたストレージポリシーに

よって異なります。ストレージポリ

シーで指定された条件に合ったデー

タストアのみ VMディスクに使用で
きます。

（注）

このフィールドは、VMのディスクをデータス
トアから作成するように指定している場合にの

み使用できます。

[データストアの選択（SelectDatastore）]フィー
ルド
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説明名前

[選択（Select）]をクリックして、VMディスク
の作成に使用するデータストアクラスタを選択

します。

使用可能なデータストアクラスタは

VDCに関連付けられたストレージポ
リシーによって異なります。ストレー

ジポリシーで指定された条件に合っ

たデータストアクラスタのみ VM
ディスクに使用できます。

（注）

このフィールドは、VMのディスクをデータス
トアクラスタから作成するように指定している

場合にのみ使用できます。

[データストアクラスタの選択（SelectDatastore
Cluster）]フィールド

VMにシンプロビジョニングされたディスクを
追加する場合に、このチェックボックスをオン

にします。

シンプロビジョニングは、物理スト

レージ容量の動的割り当てをイネー

ブルにし、VMストレージの使用率が
向上します。

（注）

[Thinプロビジョニング（Thin Provision）]
チェックボックス

このオプションは、ダイアログボックスで指定

および表示した情報に基づいて新しいディスク

コストを計算します。

[新規ディスクコストの計算（ComputeNewDisk
Cost）]フィールド

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。
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第 15 章

チャージバックモジュールの使用方法

この章は、次の項で構成されています。

• チャージバック機能について, 403 ページ

• 予算ポリシー, 404 ページ

• コストモデル, 406 ページ

• VDCを編集してコストモデルを含める, 413 ページ

• パッケージベースのコストモデル, 416 ページ

• ストレージ階層コストモデル, 419 ページ

• 階層へのデータストアの割り当てについて, 419 ページ

• チャージバックレポート, 420 ページ

• 変更レコードについて, 425 ページ

• チャージバックの計算, 426 ページ

チャージバック機能について
CiscoUCSDirectorのチャージバックモジュールによって、仮想インフラストラクチャのコストを
詳細に把握することができます。また、コストモデルを定義して部門内や組織内のポリシーに割

り当てることができます。リソースのコストを正確に計算するため、仮想マシン（VM）の測定
データを頻繁に収集します。

チャージバックモジュールは、アプリケーションコンテナ内にある物理サーバでのみサポー

トされます。

注目

以下に、チャージバックモジュールの機能を示します。
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•柔軟性：組織の要件に応じて、固定費、一時コスト、配賦コスト、使用コスト、およびこれ
らのコストの組み合わせを提供します。

•再利用可能なコストモデル：標準化されたコストモデルまたはテンプレートを使用してVM
にコストモデルを割り当てます。これらのテンプレートは、新しい環境にコストモデルを

迅速に適用します。

•レポート作成：仮想インフラストラクチャのコストとリソースの使用状況のさまざまな概要
レポートと比較レポートを生成します。レポートは、PDF、CSV、および XLS形式でエク
スポートされ、Webブラウザで表示できます。

•上位 5つのレポート：VMコスト、CPU、メモリ、ストレージ、ネットワークのコストが高
い上位 5つの組織またはグループのレポートをモニタします。

•ダッシュボード：組み込みダッシュボードと多彩なグラフィカルウィジェットにより、VM
の計測情報とチャージバックをリアルタイムにモニタして分析します。

予算ポリシー
リソース全体のアカウンティングはチャージバックモジュールによって処理されます。チャージ

バックに加えて、個別のグループまたは組織を予算ポリシーに関連付ける必要があります。予算

ポリシーでは、予算の監視と予算超過を有効または無効にできます。

予算ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザとグループ（Users and Groups）]をク

リックします。

ステップ 3 グループを選択し、[予算ポリシー（Budget Policy）]をクリックします。
ステップ 4 [予算ポリシー（Budget Policy）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します

説明名前

オンにすると、グループの予算使用状況が監視

されます。オフにすると、このグループのすべ

ての予算エントリは無視されます。

[予算の監視の有効化（Enable Budget Watch）]
チェックボックス

オンにすると、グループメンバーに対しプロビ

ジョニングされた予算の超過が許可されます。

オフにすると、予算をすべて消化した場合に、

新たな予算が追加されるまではリクエストがす

べて却下されます。

[予算超過を許容（Allow Over Budget）]チェッ
クボックス
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ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

タグベースコストモデルの作成

コンテナを通じてプロビジョニングされたすべてのVMでは、タグベースコストモデル機能がサ
ポートされています。

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [サービス
の提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [サービスの提供（Service Delivery）]ページで [タグベースのコストモデル（Tag Based Cost
Model）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックし、新しいコストモデルを作成します。
ステップ 4 [タグベースのコストモデルの追加（Add Tag Based Cost Model）]画面で、次を含む必須フィール

ドに値を入力します。

説明フィールド

コストモデルの名前。[コストモデル名（Cost Model Name）]フィー
ルド

コストモデルの説明。[コストモデルの説明（CostModelDescription）]

ドロップダウンリストからVMタグを選択しま
す。

指定したタグのコストは、このドロップダウン

リストで選択したVMタグに制限されます。タ
グベースコストモデルは、選択した VMタグ
に制限されます。

[タグ名（Tag Name）]ドロップダウンリスト

ステップ 5 コストモデルにタグコストを追加するには、[+]記号をクリックします。
ステップ 6 [タグコストへのエントリの追加（Add Entry to Tag Costs）]画面で、次を含む必須フィールドに値

を入力します。
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説明フィールド

ドロップダウンリストからタグの値を選択しま

す。

このドロップダウンリストには、選択したタグ

名に指定できる値が表示されます。

[VMタグ（VM Tag）]ドロップダウンリスト

タグの時間あたりの固定コスト。[固定コスト（Fixed Cost）]フィールド

タグの一括での支払いの固定コスト。[一括での支払いのコスト（One Time Cost）]
フィールド

VMの通常のコストモデルと共にタグベースコ
ストモデルを含める場合は、このチェックボッ

クスをオンにします。

[通常のチャージバックにVMを含める（Include
VM in Regular Chargeback）]チェックボックス

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 8 [タグベースコストモデルの追加（Add Tag Based Cost Model）]画面で、[送信（Submit）]をク

リックします。

ステップ 9 [OK]をクリック

コストモデル
コストモデルは、仮想リソース、および物理リソースのユニットレベルのコストを定義するのに

使用されます。これらのコストは、仮想インフラストラクチャおよび物理リソース内の VMの
チャージバック計算に使用されます。コストモデルは、線形モデルのコストの定義を提供しま

す。

特定のリソースのコストは、VMまたは物理リソース内のそのリソースに割り当てられているユ
ニットの数で計算されます。たとえば、1 GBの RAMのコストはコストモデル内で定義されま
す。このユニットコストが特定の VMの RAMのコストの決定に使用されます。

1回限りのプロビジョニングコスト、アクティブまたは非アクティブの VMのコスト、および
CPUやメモリのリソースのプロビジョニング、予約、または使用コストを定義できます。これら
の値は、使用状況に基づいて VMのコストの計算に使用されます。

さらに、物理インフラストラクチャ内のベアメタルサーバのコストモデルを作成することもで

きます。
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コストモデルを VDCまたはアプリケーションコンテナにマッピングできます。コストモデ
ルをアプリケーションコンテナにマッピングする方法の詳細については、『CiscoUCSDirector
ApplicationContainerGuide』を参照してください。このマニュアルは、次のURLから入手でき
ます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

（注）

コストモデルの作成

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [サービス
の提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [サービスの提供（ServiceDelivery）]ページで [コストモデル（CostModel）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [コストモデルの追加（Add Cost Model）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します。

説明名前

コストモデルの名前。[コストモデル名（Cost Model Name）]フィー
ルド

コストモデルの説明。[コストモデルの説明（CostModelDescription）]
フィールド

コストモデルのタイプを選択します。

[標準（Standard）]は線形コストモデルを示し
ます。[詳細（Advanced）]はパッケージまたは
スクリプトに基づくコストモデルを示します。

高度なコストモデルの説明と使用方法について

は、「パッケージベースのコストモデル」を

参照してください。該当する場合は [HyperV]
も選択できます。

[コストモデルタイプ（Cost Model Type）]ド
ロップダウンリスト
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説明名前

どのコストをVMリソースに定義する間隔とす
るか選択します。次のいずれかのオプションを

使用できます。

• [毎時（Hourly）]：リソースのコストを時
間単位で指定する場合。

• [毎日（Daily）]：リソースのコストを日単
位で指定する場合。

• [毎週（Weekly）]：リソースのコストを週
単位で指定する場合。

• [毎月（Monthly）]：リソースのコストを月
単位で指定する場合。

• [毎年（Yearly）]：リソースのコストを年
単位で指定する場合。

[請求期間（Charge Duration）]ドロップダウン
リスト

仮想マシンコストパラメータ

固定コスト（通貨：USD）

VMのプロビジョニングの 1回限りの固定コス
ト。

[一括での支払いのコスト（One Time Cost）]
フィールド

VMコスト（通貨：USD）

アクティブ状態のVMの時間あたりのコスト。[アクティブなVMのコスト（ActiveVMCost）]
フィールド

非アクティブ状態の VMの時間あたりのコス
ト。

[非アクティブな VMのコスト（Inactive VM
Cost）]フィールド

CPUのチャージユニット（GHzまたはコア）
を選択します。

[CPUチャージユニット（CPU Charge Unit）]
ドロップダウンリスト
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説明名前

プロビジョニングされた CPUの 1 CPUチャー
ジあたりおよび 1時間あたりのコスト。システ
ムは、VM用にプロビジョニングされたCPUの
パーセンテージを計算します。

CPUチャージユニットがGHzの場合
のコスト。

[使用済みCPUコスト（Used CPU
Cost）]フィールドに値を入力する場
合は、このフィールドは空白にして

ください。

（注）

[プロビジョニング済みCPUのコスト
（Provisioned CPU Cost）]フィールド

1時間あたり、GHzあたりの予約 CPUのコス
ト。

VMに対して実際に予約されたCPUの額（プロ
ビジョニングされたCPUのコスト計算を含む）
が考慮されます。予約 CPUの追加コスト（プ
ロビジョニングコスト以外）がある場合は、こ

こに入力します。たとえば、プロビジョニング

コストが 1ドルで、予約コストが 1.4ドルの場
合、追加の予約額を指定する必要があります。

この例ではこれは 1.4ドル – 1ドル = 0.4ドルで
す。

CPUチャージユニットがGHzの場合
はコストです。

[使用済みCPUコスト（Used CPU
Cost）]フィールドに値を入力する場
合は、このフィールドは空白にして

ください。

（注）

[予約済みCPUコスト（Reserved CPU Cost）]
フィールド

1時間あたり、GHzあたりの使用 CPUのコス
ト。コストは実際の CPU使用量に基づいてい
ます。

このコストでは、プロビジョニングコストと予

約コストは考慮されません。[使用済みCPUコス
ト（Used CPU Cost）]フィールドに値を入力す
る場合は、プロビジョニングコストと予約コス

トのフィールドは空白のままにしておきます。

CPUチャージユニットがGHzの場合
はコストです。

（注）

[使用済みCPUコスト（UsedCPUCost）]フィー
ルド
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説明名前

1時間あたり、GBあたりのプロビジョニング
されたメモリのコスト。

[プロビジョニング済みメモリのコスト
（Provisioned Memory Cost）]フィールド

1時間あたり、GBあたりの予約されたメモリ
のコスト。

[予約済みメモリコスト（Reserved Memory
Cost）]フィールド

1時間あたり、GBあたりの使用メモリのコス
ト。

[使用済みメモリコスト（Used Memory Cost）]
フィールド

1時間あたり、GBあたりの受信データのコス
ト。

[受信済みネットワークデータのコスト
（Received Network Data Cost）]フィールド

1時間あたり、GBあたりの送信データのコス
ト。

[転送済みネットワークデータのコスト
（Transmitted Network Data Cost）]フィールド

1時間あたり、GBあたりのコミットされたス
トレージのコスト。

[コミット済みストレージコスト（Committed
Storage Cost）]フィールド

1時間あたり、GBあたりのコミットされてい
ないストレージのコスト。未使用だがプロビ

ジョニングされているストレージは、コミット

されていないストレージとして定義されます。

[コミットされていないストレージのコスト
（Uncommitted Storage Cost）]フィールド

タグベースコストモデルを選択します。

このリストには、作成したすべてのタグベース

コストモデルが表示されます。

[タグベースコストモデル（Tag Based Cost
Model）]ドロップダウンリスト

物理サーバコストパラメータ

固定コスト（通貨：USD）

サーバのプロビジョニングの 1回限りの固定コ
スト。

[一括での支払いのコスト（One Time Cost）]
フィールド

CPUのチャージユニット（GHzまたはコア）
を選択します。

[CPUチャージユニット（CPU Charge Unit）]
ドロップダウンリスト
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説明名前

1時間あたり、CPUチャージユニットあたりの
プロビジョニングされた CPUのコスト。サー
バに対してプロビジョニングされたCPUのパー
センテージが考慮されます。

CPUチャージユニットがGHzの場合
はコストです。

[使用済みCPUコスト（Used CPU
Cost）]フィールドに値を入力する場
合は、このフィールドは空白にして

ください。

（注）

[プロビジョニング済みCPUのコスト
（Provisioned CPU Cost）]フィールド

プロビジョニングされたメモリの 1 GBあたり
および 1時間あたりのコスト。

[プロビジョニング済みメモリのコスト
（Provisioned Memory Cost）]フィールド

使用メモリの 1 GBあたりおよび 1時間あたり
のコスト。

[使用済みメモリコスト（Used Memory Cost）]
フィールド

コミットされたストレージの 1 GBあたりおよ
び 1時間あたりのコスト。

[コミット済みストレージコスト（Committed
Storage Cost）]フィールド

フルレングスブレードサーバの 1時間あたり
のコスト。

このフィールドは、[HyperV]がコス
トモデルタイプとして選択されてい

る場合は表示されません。

（注）

[完全長ブレードのコスト（Full Length Blade
Cost）]フィールド

ハーフレングスブレードサーバの 1時間あた
りのコスト。

このフィールドは、[HyperV]がコス
トモデルタイプとして選択されてい

る場合は表示されません。

（注）

[ハーフ長ブレードのコスト（Half Length Blade
Cost）]フィールド

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。
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ベアメタルコストモデルの作成

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [物理インフラストラクチャポリシー（Physical Infrastructure Policies）] >
[ベアメタルサーバ（Bare Metal Servers）]を選択します。

ステップ 2 [ベアメタルサーバ（Bare Metal Servers）]ページで [ベアメタルコストモデル（Bare Metal Cost
Model）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ベアメタルのコストモデルの追加（Add Bare Meta Cost Model）]画面で、次を含む必須フィール

ドに値を入力します。

説明名前

コストモデルの名前。[コストモデル名（Cost Model Name）]フィー
ルド

コストモデルの説明。[コストモデルの説明（CostModelDescription）]
フィールド

ドロップダウンリストから請求期間を選択しま

す。時間単位、日単位、週単位、月単位、年単

位のいずれかです。

[請求期間（Charge Duration）]ドロップダウン
リスト

ベアメタルサーバのプロビジョニングの 1回
限りの固定コスト。

[一括での支払いのコスト（One Time Cost）]
フィールド

CPUのチャージユニットを選択します。GHz
またはコアのいずれかです。

[CPUチャージユニット（CPU Charge Unit）]
ドロップダウンリスト

1時間あたり、CPUチャージユニットあたりの
CPUのコスト。

[CPUコスト（CPU Cost）]フィールド

1時間あたり、GBあたりのメモリのコスト。[メモリコスト（Memory Cost）]フィールド

1時間あたり、GBあたりの使用メモリのコス
ト。

[使用済みメモリコスト（Used Memory Cost）]
フィールド

1時間あたり、GBあたりのストレージのコス
ト。

[ストレージコスト（StorageCost）]フィールド

1時間あたりのフル幅ブレードサーバのコス
ト。

[フル幅ブレードのコスト（Full Width Blade
Cost）]フィールド
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説明名前

1時間あたりのハーフ幅ブレードサーバのコス
ト。

[ハーフ幅ブレードのコスト（Half Width Blade
Cost）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

ベアメタルサーバのプロビジョニングポリシーを作成する場合、このコストモデルを選択でき

ます。

VDC を編集してコストモデルを含める
新しく作成したコストモデルを割り当てるよう、既存の VDCを追加または編集することができ
ます。既存の VDCを編集するか、新しい VDCを作成して、その VDCにコストモデルを割り当
てることができます。

コストモデルが VDCに割り当てられると、その VDC内のすべての VMは、高度なコストモデ
ルに基づいてチャージされます。標準タイプのコストモデルを持つ VDC内のすべての VMは、
引き続き標準のコストモデルに従ってチャージされます。

VDC へのコストモデルの追加

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [仮想デー
タセンター（Virtual Data Center）]を選択します。

ステップ 2 [仮想データセンター（Virtual Data Centers）]ページで [vDC]をクリックします。

ステップ 3 コストモデルを追加する VDCを選択します。
ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 5 [vDCの追加（Add vDC）]画面で、アカウントタイプを選択してから [送信（Submit）]をクリッ

クします。

ステップ 6 [vDCの追加（Add vDC）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します

説明名前

VDCの名前。[VDC名（VDC Name）]フィールド
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説明名前

デフォルトで、このチェックボックスはオフに

なっており、VDCが将来の導入に使用できるこ
とを意味します。

今後の導入で VDCを使用できないようにする
には、このチェックボックスをオンにします。

この VDC内の既存の VMに対するアクション
は無効になります。今後の導入で VDCを使用
できるようにするには、このチェックボックス

をオフにします。

[ロック済みの vDC（VDC Locked）]チェック
ボックス

VDCに固有の説明。[vDCの説明（VDC Description）]フィールド

VDCの設定対象グループを選択します。[グループ（Group）]ドロップダウンリスト

VDCの設定の対象となるクラウドを選択しま
す。

[クラウド名（CloudName）]ドロップダウンリ
スト

SRMを有効にするには、チェックボックスを
オンにします。

[保護の有効化（Enable Protection）]チェック
ボックス

[承認者と連絡先（Approvers and Contacts）]

第1レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

リストを展開してユーザのチェックボックスを

オンにします。複数のユーザを選択できます。

[第 1レベルの承認者（First Level Approvers）]
リスト

第2レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

リストを展開してユーザのチェックボックスを

オンにします。複数のユーザを選択できます。

[第 2レベルの承認者（SecondLevelApprovers）]
リスト

第 1レベルおよび第 2レベルの承認担当者とし
て選択されたすべてのユーザからの承認を必要

とする場合は、このチェックボックスをオンに

します。

[すべてのユーザからの承認が必要（Approval
Required from all users）]チェックボックス

サービスリクエストを承認するよう通知する電

子メールを承認担当者に送信する回数。

デフォルトでは、サービスリクエストが承認ま

たは拒否されるまで、24時間ごとに1回通知電
子メールを送信します。

[承認依頼通知の数（Number ofApprovalRequests
Reminders）]フィールド
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説明名前

承認担当者に通知電子メールを送信する時間間

隔。

デフォルトでは、24時間ごとに 1回通知電子
メールを送信します。

[通知間隔（時間）（Reminder Interval (Hours)）]
フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。こ

の VDCを使用した VMのプロビジョニングに
関する通知を受信するユーザ。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレス
（Provider Support Email Address）]フィールド

この VDCに関する通知のコピーを受信する 2
番目の連絡先の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー（Copy
Notifications to Email Address）]フィールド

ポリシー

VDCに適用できるシステムポリシーを選択し
ます。

[システムポリシー（System Policy）]ドロップ
ダウンリスト

VDCに適用できるコンピューティングポリシー
を選択します。

[コンピューティングポリシー（Computing
Policy）]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるネットワークポリシーを選
択します。

[ネットワークポリシー（Network Policy）]ド
ロップダウンリスト

VDCに適用できるストレージポリシーを選択
します。

[ストレージポリシー（Storage Policy）]ドロッ
プダウンリスト

VDCに適用できるコストモデルを選択します。[コストモデル（Cost Model）]ドロップダウン
リスト

この VDCの SRサマリーと電子メールページ
でのコストの表示を無効にするには、この

チェックボックスをオンにします。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化（Disabledisplaying
cost in the SR summary and email page）]チェッ
クボックス

VMのプロビジョニング後にオーケストレーショ
ンワークフローの実行に使用するポリシーを選

択します。選択されたワークフローは、VDC内
のVMに対するアクションボタンとして表示さ
れます。

[ユーザアクションポリシー（User Action
Policy）]ドロップダウンリスト

エンドユーザセルフサービスポリシー
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説明名前

チェックボックスをオンにすると、その VDC
に属しているVMに対して、すべてのVM電源
管理アクションが有効になります。

[VMの電力管理（VM Power Management）]
チェックボックス

エンドユーザセルフサービスポリシーには、VMのサイズ変更、VMスナップショッ
ト管理、VMの削除、VMディスク管理、VMネットワーク管理が含まれます。詳細に
ついては、仮想データセンターの追加, （264ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 7 [追加（Add）]をクリックします。

VDC を編集してコストモデルに含める

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [仮想デー
タセンター（Virtual Data Center）]を選択します。

ステップ 2 [仮想データセンター（Virtual Data Centers）]ページで [VDC]をクリックします。

ステップ 3 コストモデルに追加する VDCを選択します。
ステップ 4 [カテゴリの管理（Manage Categories）]をクリックします。
ステップ 5 編集するカテゴリを選択します。

ステップ 6 [編集（Edit）]をクリックします。
ステップ 7 [アプリケーションカテゴリの編集（Edit App Category）]画面で、ドロップダウンリストから [コ

ストモデル（Cost Model）]および [ポリシーの導入（Deploy Policy）]を選択します。
ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

パッケージベースのコストモデル
パッケージベースのコストモデルでは、システムリソースのコストを個別の定義としてではな

く、パッケージとして定義することができます。要件に基づいて、さまざまなパッケージを選択

できます。このタイプのコストモデルは、非線形モデルに適しています。

Cisco UCS Directorは、CPUメモリ（サーバ）パッケージの定義をサポートしています。（注）
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このタイプのコストモデルでは、定義は、利用可能なリソースパッケージに基づいています。モ

デルの形式は以下のとおりです。

C – M:X

Cは CPUコアの数です。

Mはメモリ（GB）です。

Xは CとMの月間コストの組み合わせです。

たとえば、2-4:200のエントリを持つパッケージは、CPUコアが 2、メモリが 4 GB、およびこの
パッケージの月間コストが 200ドルであることを意味します。

次の形式を使用して、複数のパッケージを定義できます：C1-M1:X1,C2-M2:X2,......,CN-MN:XN

たとえば、次のようにします：1-1:50,1-2:70,1-4:90,2-4:150,2-6:170,2-8:190,4-8:350,4-12:380,4-16:400
最初のエントリ 1-1:50は、コア CPUが 1、メモリが 1 GBで、月間コストが 50ドルのパッケージ
です。

これらのエントリは、コストパッケージの要件に合わせて随時に編集できます。（注）

パッケージベースのコストモデルの作成

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [サービス
の提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [サービスの提供（ServiceDelivery）]ページで [コストモデル（CostModel）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [コストモデルの追加（Add Cost Model）]画面で、コストモデルの名前と説明を入力します。
ステップ 5 [コストモデルタイプ（Cost Model Type）]フィールドで、[詳細（Advanced）]を選択します。
ステップ 6 [高度なコストモデル（Advanced Cost Model）]フィールドに、次に示すスクリプトを貼り付けま

す。
/********************************/

var CPU_MEMORY_COST =

"1-2:81,1-4:95,1-8:109,2-4:162,2-6:176,2-8:189,2-16:378,4-12:352,4-16:378";

var oneTimeCost = 150;

/********************************/

/*上記のようにコストパッケージを定義します。

コストパッケージは次の形式で指定できます：

C-M:X。
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Cは CPUコアの数です。

Mはメモリ（GB）です。

Xは CとMの月間コストの組み合わせです。

たとえば 2-4: 162は、CPUコアの数 = 2、メモリ = 4 GB、このパッケージのコストは 1ヵ月あた
り 162ドルであることを示します。*/

/*複数のパッケージを定義するときは、次の形式で定義します：C1-M1:X1,C2-M2:X2,
...........,CN-MN:XN

標準パッケージは、スクリプトの先頭で CPU_MEMORY_COST変数を使用して定義されていま
す。

コストパッケージ要件に合わせてこの変数を編集できます。*/

/*参考：使用するストレージコストはストレージ階層コストモデル定義に基づいています。*/

/*以下のスクリプトは編集しないでください */

computeChargeback(data);
function computeChargeback(data)
{
var map = chargeBackAPI.getCPUMemCostModelMap(CPU_MEMORY_COST);
var cpuCores = data.getVmMeter().getCpuCores();
var memory = data.getVmMeter().getAllocMemGB();
var serverCost = chargeBackAPI.getCostForItem(map,cpuCores, memory);
serverCost = serverCost / (24 * 30);
var storageTierCost = chargeBackAPI.getStorageCostForItem(data.getVmMeter().getVmId());
var storageGB = (data.getVmMeter().getCommittedDiskGB()) +
(data.getVmMeter().getUncommittedDiskGB());
var committedDiskGBCost = (data.getVmMeter().getCommittedDiskGB()) * storageTierCost;
var unCommittedDiskGBCost = (data.getVmMeter().getUncommittedDiskGB()) * storageTierCost;
var storageCost = (storageGB * storageTierCost) / (24 * 30);
var totalVMCost = serverCost + storageCost;
var cb = data.getCbSummary();
cb.setCpuCores(cpuCores);
cb.setMemory(memory);
cb.setServerCost(serverCost);
cb.setCommittedDiskGB(data.getVmMeter().getCommittedDiskGB());
cb.setCommittedDiskGBCost(committedDiskGBCost);
cb.setUncommittedDiskGB(data.getVmMeter().getUncommittedDiskGB());
cb.setUncommittedDiskGBCost(unCommittedDiskGBCost);
cb.setTotalCost(totalVMCost);
}

/********************************/

ステップ 7 [追加（Add）]をクリックします。
コストモデルが定義されている場合は、このコストモデルに基づいて VMのチャージ
バックを開始するために VDCにコストモデルを割り当てます。

（注）
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ストレージ階層コストモデル
階層形式のストレージに関して複数のコストを定義するためにストレージ階層コストモデルを使

用できます。現在のストレージタイプには、ローカルストレージ、NFS、SAN、NASに含まれて
いますが、これらに限定されません。各ストレージコストはさまざまです。ストレージ使用コス

トの計算にこの差異を組み込むことができます。

このモデルを使用して異なる階層に異なるコストを定義した後、これらの階層に既存のデータス

トアを割り当てることができます。この階層コストモデルを使用して、コスト面で類似するデー

タストアタイプをグループ化できます。

各階層にGB毎、月毎の値のコストを割り当てる必要があります。たとえば、$0.50を階層に割り
当てると、この階層内のすべてのデータストアは、1ヵ月1GBあたり$0.50課金されます。デフォ
ルトでは、4階層がすでに作成されているので、それらにコストを割り当てる必要があります。

階層へのコストの割り当て

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [サービス
の提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [サービスの提供（Service Delivery）]ページで [ストレージ階層コストモデル（Storage Tier Cost
Model）]をクリックします。

ステップ 3 編集する階層を選択します。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。
ステップ 5 [ディスクコスト（GB）/月（Disk Cost (GB)/Month）]フィールドを編集します。
ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

階層へのデータストアの割り当てについて
データストアを階層に割り当てることにより、その階層に定義されたコストを使用して、そのデー

タストア内のストレージのコストを計算できます。

データストア内の VMに対するチャージバックを計算するとき、データストアを割り当てた階層
によってコストが決定されます。データストアに階層が割り当てられていない場合、詳細（スク

リプトベース）コストモデルの使用時に、そのデータストアのストレージコストは考慮されま

せん。

標準のコストモデルでは、フォームのリソースのコストを定義します。階層コストが割り当て済

みで、かつその階層にデータストアが割り当てられている場合は、ストレージ階層のコストが考
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慮されます。ただし、階層がデータストアに割り当てられていない場合、そのデータストアの下

の VMのストレージコストはコストモデルフォームのストレージコストエントリから削除され
ます。

階層へのデータストアの割り当ては、標準のコストモデルのみに適用されます。（注）

階層へデータストアの割り当て

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。
ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [データストアキャパシティレポート（DatastoreCapacityReport）]
をクリックします。

ステップ 4 階層を割り当てるデータストアを選択します。

ステップ 5 [階層の割り当て（Assign Tier）]をクリックして [ストレージ階層（Storage Tier）]画面を表示し
ます。

現在、階層ベースのコストは VMwareクラウドアカウントでのみサポートされています。

ステップ 6 ドロップダウンリストから階層を選択します。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

チャージバックレポート
チャージバックは、未使用のリソース分も含め全てのリソースに対して組織が支払う金額に関す

る情報を提供します。この機能を使用して、リソースの消費量とコストを最適化できます。シス

テムリソースのアカウンティングは月次使用率をベースにすることが可能です。CPUやメモリの
使用率といったリソースが監視および計測されます。

チャージバックレポートはコストモデルタイプに基づいています。チャージバックは、表形式

のレポート、サマリー、グラフィカルレポートおよびウィジェットの形式で計算され、ユーザイ

ンターフェイス内で表示されます。

チャージバックサマリーデータは、日次および月次間隔でのみ保存されます。したがって、[チャー
ジバック（Chargeback）]メニューオプションを使用して日、時間単位のコストのトレンドレポー
トを生成することはできません。週次および月次の期間のトレンドレポートのみが生成できま

す。[クラウドセンス（CloudSense）]内で使用可能な[レポートビルダー（Report Builder）] メ
ニューを使用して、他のトレンドのレポートに加えて、これらのトレンドに関するレポートを生
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成できます。[レポートビルダー（ReportBuilder）]オプションを使用する際のより詳細な情報は,
カスタムレポートテンプレートのレポートビルダー, （483ページ）を参照してください。

月次のトレンドレポートを生成しているときに、その月の第1日目から現在の日付までのデー
タが計算されます。たとえば、3月 5日にトレンドレポートを生成する場合、そのレポートに
は 3月 1日から 3月 5日までのデータが含まれます。

重要

コンテナを通じて VMをプロビジョニングした場合は、タグベースのコストモデルを関連付
けて、それらのコストを通常のチャージバック計算と以降のレポートに含めることができま

す。

（注）

以下に、利用可能なレポートタイプを示します。

•表示

◦今月のサマリー：今月のサマリーコストレポート（VM、CPU、ストレージコストな
ど）。

◦前月のサマリー：前月のサマリーコストレポート（VM、CPU、ストレージコストな
ど）。

◦月間リソースアカウンティングの詳細：月単位のリソースアカウンティングの詳細
（CPUおよびメモリの使用状況の統計情報）。

◦ VMレベルリソースアカウンティングの詳細：VMレベルのリソースアカウンティン
グの詳細。

◦ VMレベルのチャージバックの詳細：チャージバック機能とVM使用率計算に適用でき
る課金です。

•エクスポート（Export）

◦月次リソースアカウンティングの詳細のエクスポート：これらのレポートは、表形式で
エクスポートできます。

◦ VMレベルリソースアカウンティングの詳細のエクスポート：これらのレポートは、
表形式でエクスポートできます。

◦ VMレベルチャージバックの詳細のエクスポート：チャージバックレポートは、表と
してエクスポートできます。

グループまたは特定の仮想データセンター（VDC）用にこれらのレポートを生成できます。こ
れらのレポートには、仮想リソースおよび物理サーバに関する情報が含まれています。

重要
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今月のサマリーの表示

[今月のサマリー（Current Month Summary）]タブを選択すると、このグループに属するすべての
VMと物理サーバの今月のチャージバックの詳細を確認できます。

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [チャージバック（Chargeback）]を選択します。
ステップ 2 [チャージバック（Chargeback）]ページでユーザグループを選択します。

ステップ 3 [チャージバック（Chargeback）]ページで [当月の要約（Current Month Summary）]をクリックし
ます。

前月のサマリーの表示

[前月のサマリー（PreviousMonth Summary）]タブを選択すると、このグループに属するすべての
VMと物理サーバの前月のチャージバックの詳細を確認できます。

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [チャージバック（Chargeback）]を選択します。
ステップ 2 [チャージバック（Chargeback）]ページでユーザグループを選択します。

ステップ 3 [チャージバック（Chargeback）]ページで [前月の要約（Previous Month Summary）]をクリックし
ます。

月間リソースアカウンティング情報の表示

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [チャージバック（Chargeback）]を選択します。
ステップ 2 グループまたは仮想データセンター（VDC）を選択します。
ステップ 3 [チャージバック（Chargeback）]ページで [リソースアカウンティング（Resource Accounting）]

をクリックします。
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VM レベルのリソースアカウンティングの詳細の表示
[リソースアカウンティングの詳細（Resource Accounting Details）]タブを使用すると、各 VMリ
ソースの使用率の詳細を表示できます。

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [チャージバック（Chargeback）]を選択します。
ステップ 2 グループまたは仮想データセンター（VDC）を選択します。
ステップ 3 [チャージバック（Chargeback）]ページで [リソースアカウンティングの詳細（ResourceAccounting

Details）]をクリックします。

VM レベルのチャージバックの詳細の表示
[チャージバック（Chargeback）]タブを使用すると、選択したグループまたは VDCのチャージ
バックレポートを表示できます。

通常のVMチャージバック計算にタグベースのコストモデルを含める必要があると指定した場合
は、レポートに [固定コスト（Fixed Costs）]列が表示されます。この列には、タグベースのコス
トモデルで示したコストが取得されます。

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [チャージバック（Chargeback）]を選択します。
ステップ 2 グループまたは仮想データセンター（VDC）を選択します。
ステップ 3 [チャージバック（Chargeback）]ページで [チャージバック（Chargeback）]をクリックします。
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月間リソースアカウンティングの詳細のエクスポート

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [チャージバック（Chargeback）]を選択します。
ステップ 2 [チャージバック（Chargeback）]ページで [リソースアカウンティング（Resource Accounting）]

をクリックします。

ステップ 3 [レポートのエクスポート（Export Report）]アイコンをクリックします。
ステップ 4 [レポートのエクスポート（Export Report）]画面で、形式を選択します。

次のいずれかのオプションを使用できます。

• PDF

• CSV

• XLS

ステップ 5 [レポートの生成（Generate Report）]をクリックします。
レポートが生成された後、[ダウンロード（Download）] オプションが表示されます。

ステップ 6 別のブラウザでレポートを開くには、[ダウンロード（Download）]をクリックします。
レポートが別のブラウザで開いた後、システムに保存することができます。

VM レベルのリソースアカウンティングの詳細のエクスポート

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [チャージバック（Chargeback）]を選択します。
ステップ 2 [チャージバック（Chargeback）]ページで [リソースアカウンティングの詳細（ResourceAccounting

Details）]をクリックします。
ステップ 3 [レポートのエクスポート（Export Report）]アイコンをクリックします。
ステップ 4 [レポートのエクスポート（Export Report）]画面で、形式を選択します。

次のいずれかのオプションを使用できます。

• PDF

• CSV

• XLS

ステップ 5 [レポートの生成（Generate Report）]をクリックします。
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レポートが生成された後、[ダウンロード（Download）] オプションが表示されます。

ステップ 6 別のブラウザでレポートを開くには、[ダウンロード（Download）]をクリックします。
レポートが別のブラウザで開いた後、システムに保存することができます。

VM レベルのチャージバックの詳細のエクスポート

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [チャージバック（Chargeback）]を選択します。
ステップ 2 [チャージバック（Chargeback）]ページで [チャージバック（Chargeback）]をクリックします。

ステップ 3 ツールバーの右側で、[レポートのエクスポート（Export Report）]アイコンをクリックします。
ステップ 4 [レポートのエクスポート（Export Report）]画面で、形式を選択します。

次のいずれかのオプションを使用できます。

• PDF

• CSV

• XLS

ステップ 5 [レポートの生成（Generate Report）]をクリックします。
レポートが生成された後、[ダウンロード（Download）] オプションが表示されます。

ステップ 6 別のブラウザでレポートを開くには、[ダウンロード（Download）]をクリックします。
レポートが別のブラウザで開いた後、システムに保存することができます。

変更レコードについて
変更管理データベース（CMDB）内の変更レコードを使用して、システムの変更を追跡および管
理できます。通常、これらのレコードは、VM、サービスリクエスト、グループなどのあらゆる
リソースに対するイベントタイプ（ADD、DELETE、およびMODIFY）を示します。

変更レコードには、リソースタイプ（VM）に関する情報（リソース名、変更タイプ、変更時刻、
説明など）が表示されます。VMのサイズを変更した際、変更レコードにサイズ変更されたリソー
スに関する情報が表示されます。これには元のリソースの規模とサイズ変更された値についての

情報が含まれます。この情報は、[変更レコード（Change Records）] タブで表示できます。
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変更レコードへのアクセス

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [統合（Integration）]を選択します。
ステップ 2 [統合（Integration）]ページで [変更レコード（Change Records）]をクリックします。

チャージバックの計算
VMの総コストの計算には次のものが含まれます。

総コスト =アクティブな VMのコストまたは非アクティブな VMのコスト+一括での支払いのコ
スト+CPUのコスト+メモリコスト+ディスクコスト+CPU予約コスト+メモリ予約コスト+CPU使
用コスト+CPUコアのコスト+メモリ使用コスト+受信ネットワーク使用コスト+転送ネットワーク
使用コスト+アプリケーションコスト

VMがタグに関連付けられていて、コストモデルとタグベースのコストモデルが VDCに関連付
けられている場合、チャージバック計算には次の要素が引き出されます。

• [通常のチャージバックにVMを含める（Include VM in Regular Chargeback）]チェックボック
スがオフの場合は、タグベースのコストだけが計算されます。

総コスト -固定コスト +一括での支払いのコスト

• [通常のチャージバックにVMを含める（Include VM in Regular Chargeback）]チェックボック
スをオンにすると、タグベースのコストと通常のチャージバック計算を含む総コストが計算

されます。

総コスト =アクティブなVMのコストまたは非アクティブなVMのコスト +一括での支払い
のコスト + CPUコスト +メモリコスト +ディスクコスト + CPU予約済みコスト +メモリ予
約済みコスト + CPU使用済みコスト + CPUコアコスト +メモリ使用済みコスト +受信済み
ネットワークの使用済みコスト +送信済みネットワークの使用済みコスト +アプリケーショ
ンコスト +固定費

VMの一括での支払いのコストは、タグベースのコストモデルで指定されたコストによって決
定されます。タグベースのコストモデルで一括での支払いのコストを指定していない場合、

このコストは通常のコストモデルから導き出されます。

（注）

物理サーバの総コストの計算には次のものが含まれます。

総コスト =一括での支払いのコスト + CPUコスト +メモリコスト +メモリ使用コスト +コミッ
ト済みディスクコスト + CPUコアコスト +フルブレードコスト +ハーフブレードコスト。
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VMのコスト計算は 1時間単位でのみ実行されます。VMのコストを計算する他のオプションは
ありません。各リソースのコストはコストモデルで定義されている値に基づいて計算されます。

コスト計算は次のコストに基づいています。

コストの説明コスト

アクティブなVMのコストのコストモデルで定
義されている値。

アクティブな VMのコスト

非アクティブなVMのコストのコストモデルで
定義されている値。

非アクティブな VMのコスト

一括での支払いのコストのコストモデルで定義

されている値。

一括での支払いのコスト

CPU使用量（プロビジョニング済み） Xプロ
ビジョニング済み CPUコストのコストモデル
で定義されているコスト。CPUのチャージユ
ニットは GHzです。

CPUコスト

メモリ使用量（プロビジョニング済み）Xプロ
ビジョニング済みメモリコストのコストモデ

ルで定義されているコスト。メモリのチャージ

ユニットは GBです。

メモリコスト

コミット済みストレージ Xコストモデルで定
義されているコミット済みストレージコスト+
コミットされていないストレージ Xコストモ
デルで定義されているコミットされていないス

トレージのコストストレージのチャージユニッ

トは GBです。

ディスクコスト

予約済み CPU X予約済み CPUコストのコスト
モデルで定義されているコスト。1

CPU予約コスト

予約済みメモリ X予約済みメモリコストのコ
ストモデルで定義されているコスト。2

メモリ予約コスト

使用済み CPU X使用済み CPUコストのコスト
モデルで定義されているコスト。1

CPU使用コスト

使用済み CPUコアX CPUコアコストのコスト
モデルで定義されているコスト。CPUのチャー
ジユニットはコアです。

CPUコアコスト

使用済みメモリ X使用済みメモリコストのコ
ストモデルで定義されているコスト。2

メモリ使用コスト
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コストの説明コスト

受信ネットワーク使用率（KB）/（1024.0 X
1024.0）X受信済みネットワークデータのコス
トのコストモデルで定義されているコスト。

ネットワークのチャージユニットはGBです。

受信ネットワーク使用コスト

転送ネットワーク使用率（KB）/（1024.0 X
1024.0）X転送済みネットワークデータのコス
トのコストモデルで定義されているコスト。5

転送ネットワーク使用コスト

アクティブな VM時間 Xアクティブな VMア
プリケーションコストのカタログで定義されて

いるコスト+非アクティブな VM時間 X非アク
ティブなVMアプリケーションコストのカタロ
グで定義されているコスト。

アプリケーションコスト

フルレングスブレードサーバの 1時間あたり
のコスト。このコストは、物理サーバのみに適

用されます。

これは、アプリケーションコンテナの一部であ

る物理サーバに対してのみ適用されます。

フルレングスブレードコスト

ハーフレングスブレードサーバの 1時間あた
りのコスト。このコストは、物理サーバのみに

適用されます。

これは、アプリケーションコンテナの一部であ

る物理サーバに対してのみ適用されます。

ハーフレングスブレードコスト

VMについて決定された、1時間あたりの固定
コスト。

これは、VMの通常のコストモデルに加えてタ
グベースのコストモデルを含めることを指定し

た場合のみ適用されます。

固定コスト USD
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第 16 章

システムのモニタリングとレポート作成

この章は、次の項で構成されています。

• ダッシュボード, 429 ページ

• 要約, 431 ページ

• インベントリ管理, 432 ページ

• リソースプール, 433 ページ

• クラスタ（Clusters）, 434 ページ

• イメージ（Images）, 434 ページ

• ホストノード, 436 ページ

• 仮想マシン（VM）, 436 ページ

• トポロジ, 437 ページ

• アセスメント, 438 ページ

• レポート, 438 ページ

ダッシュボード
Cisco UCS Directorでは、ユーザインターフェイスで [ダッシュボード（Dashboard）]オプション
を有効にすることができます。[ダッシュボード（Dashboard）]画面で、重要なレポートやアクセ
ス頻度の多いレポートのウィジェットを追加できます。[ダッシュボード（Dashboard）]オプショ
ンを有効にすると、このウィンドウはユーザインターフェイスからログインしたときに最初に表

示さます。[ダッシュボード（Dashboard）]を有効にすると、追加のダッシュボードを作成した
り、必要がなくなった場合はそれらを削除することができます。詳細については、追加ダッシュ

ボードの作成,（430ページ）およびダッシュボードの削除,（430ページ）を参照してください。
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ダッシュボードの有効化

手順

ステップ 1 ヘッダーで、[ユーザ（user）]アイコンをクリックし、[プロファイルの編集（Edit My Profile）]
を選択します。

ステップ 2 [プロファイルの編集（Edit My Profile）]画面で、[ダッシュボード（Dashboard）]セクションまで
下方へスクロールします。

ステップ 3 [ダッシュボードの有効化（Enable Dashboard）]をオンにします。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ログアウト時およびログイン時に最初に表示される画面が [ダッシュボード（Dashboard）]になり
ます。

ステップ 5 ダッシュボードをすぐに表示するには、[閉じる（Close）]をクリックします。

次の作業

ダッシュボードにウィジェットがない場合は、ユーザインターフェイスのサマリーレポートにア

クセスし、[ダッシュボードに追加（Add to Dashboard）]を選択します。

追加ダッシュボードの作成

はじめる前に

ユーザインターフェイスで [ダッシュボード（Dashboard）]を有効にしておく必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco UCS Directorユーザインターフェイスにログインします。
デフォルトの [ダッシュボード（Dashboard）]画面が表示されます。

ステップ 2 デフォルトのダッシュボード名の横に表示された下向きの矢印をクリックし、[ダッシュボードの
作成（Create Dashboard）]を選択します。

ステップ 3 ダッシュボードの名前を入力します。

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。

ダッシュボードの削除

デフォルトのダッシュボードは削除できません。
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手順

ステップ 1 Cisco UCS Directorユーザインターフェイスにログインします。
デフォルトの [ダッシュボード（Dashboard）]画面が表示されます。

ステップ 2 ドロップダウンリストをクリックし、作成したダッシュボードのリストを表示します。

ステップ 3 ダッシュボード名の横に表示される [X]マークをクリックします。
ステップ 4 ダッシュボードを削除することを確認します。

レポートウィジェットの追加

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 目的のオプションを選択し、ダッシュボードに追加するサマリーレポートに移動します。

たとえば、VM関連のサマリーレポートを追加する場合は、[仮想（Virtual）] > [コンピューティ
ング（Compute）]を選択して [概要（Summary）]をクリックします。

ステップ 2 [概要（Summary）]画面で、ダッシュボードに追加するレポートまで下方にスクロールします。

ステップ 3 レポートの右上隅で、[設定（Settings）]、[ダッシュボードに追加（Add to Dashboard）]の順にク
リックします。

ウィジェットデータの更新

[ダッシュボード（Dashboard）]オプションを有効にすると、このページのウィジェットに更新間
隔を設定できます。自動更新は最低 5分から最大 60分間隔で発生します。

間隔を設定するには、ダッシュボードの [自動更新（Automatic Refresh）]ボタンを [オン（ON）]
に設定する必要があります。

要約
[概要（Summary）]画面でシステムインベントリを管理することができます。このウィンドウで
はさまざまな表、図、およびマップレポートを利用できるほか、インベントリライフサイクル活

動の管理に役立ちます。
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各レポートは、ウィジェットとして表示されます。レポートを表示しないようにカスタマイズで

きます。

仮想マシン、クラウド、およびシステムのサマリー情報

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで、[概要（Summary）]をクリックします。

すべての情報がテーブル、グラフ、チャートの形式で表示されます。

サマリーレポートウィジェットのカスタマイズ

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで、[概要（Summary）]をクリックします。

ステップ 3 レポートのドロップダウンアイコンをクリックして使用可能なレポートを表示します。

ステップ 4 ウィジェットを、[ダッシュボード（Dashboard）]にクリックアンドドラッグします。
ステップ 5 [他のレポートを表示（Show more reports）]ドロップダウンリストで、追加するレポートの名前

をオンにします。

インベントリ管理
[ダッシュボード（Dashboard）]を使用して、システムインベントリをモニタできます。[ダッシュ
ボード（Dashboard）]には、管理運営に対するシステム全体のレベルのインフラストラクチャ情
報が表示されます。
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システムインベントリの詳細情報へのアクセス

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 詳細情報を表示するオプションを選択します。

次に、各クラウドに表示される一部のレポートオプションのリストを示します。

•要約

•ポーリング

• VDC

•クラスタ

•ホストノード

•リソースプール

• VM

• VMアクションリクエスト

•イベント

•アセスメント

•アプリケーションカテゴリ

•データセンター

• SRMサイト

リソースプール
[リソースプール（ResourcePools）]画面にはホストノードレベルでのリソースの詳細が表示され
ます。これらの詳細には、CPU設定予約、CPU制限値、使用済みCPU、使用済みメモリが含まれ
ます。
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リソースの詳細情報へのアクセス

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [リソースプール（Resource Pools）]をクリックしま
す。

選択されたクラウドのリソースプールがすべて表示されます。リソースプールを選択するか、[詳
細の表示（View Details）]をクリックし各リソースプールの詳細情報を表示できます。

クラスタ（Clusters）
ポッドにクラスタが含まれている場合、[クラスタ（Clusters）]画面には、クラスタ関連のすべて
の情報が表示されます。

クラスタへのアクセス

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [クラスタ（Clusters）]をクリックします。

選択したクラウドアカウントで使用可能な全てのクラスタが表示されます。特定のクラスタの選

択して、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

イメージ（Images）
[イメージ（Images）]画面には、使用可能なすべてのイメージ ID、およびその詳細情報が表示さ
れます。これらのイメージにはゲストOS、CPU、メモリ、およびプロビジョニングされているス
トレージが含まれます。これらのイメージ IDを使用して、新しい仮想マシン（VM）をプロビジョ
ニングできます。自身がグループ管理者またはMSP管理者の場合は、グループに割り当てられて
いるイメージがこの [イメージ（Images）] 画面上に表示されます。
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特定の VMwareクラウドアカウントを選択し、[イメージ（Images）]画面をクリックすると、イ
メージをグループまたはユーザに割り当てることができます。特定のグループまたはユーザに割

り当てられたイメージがそのグループの管理者がシステムにログインした際に表示されます。

イメージへのアクセス

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [イメージ（Images）]をクリックします。

選択したクラウドの関連イメージのリストが表示されます。特定のイメージを選択して、[詳細の
表示（View Details）]をクリックします。

ユーザまたはグループへの VM イメージの割り当て
管理者として、ユーザまたはグループに特定の VMイメージを割り当てることができます。カタ
ログの作成などのVMのプロビジョニングタスクを実行したときに表示されるイメージがフィル
タが割り当てられます。

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [イメージ（Images）]をクリックします。

ステップ 4 グループに割り当てるイメージを含む行を選択します。

ステップ 5 [イメージをグループに割り当て（Assign Image to Group）]をクリックします。
ステップ 6 [イメージをグループに割り当て（Assign Image to Group）]画面で、[グループ ID（Group ID）]

フィールドを展開してイメージを割り当てるグループの名前をオンにします。

ステップ 7 個々のユーザにイメージを割り当てるには、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

特定のユーザにイメージを割り当てる場合にオ

ンにします。

[ユーザに割り当て（Assign toUsers）]チェック
ボックス

このフィールドを展開し、イメージを割り当て

るユーザの名前をオンにします。

[ユーザ（User）]フィールド
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ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

ホストノード
[ホストノード（Host Nodes）]画面には、インフラストラクチャで使用できるすべての物理ホス
トノードが表示されます。この画面には、インストールされている ESX/ESXiバージョン、アク
ティブな VM、電源の状態などの詳細情報のリストが表示されます。

ホストノードへのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで [ホストノード（Host Nodes）]をクリックします。

ステップ 3 表示するホストノードを含んだ行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックしま
す。

仮想マシン（VM）
[VM（VMs）]画面には、選択したクラウドのすべてのVMと各VMの詳細情報が表示されます。

VM へのアクセス

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

すべてのクラウドアカウントのすべての仮想マシンが表示されます。VMクライアントの起動ま
たは VMの電源オフなどの VMの追加タスクを実行できます。詳細については、VMアクション
の管理, （447ページ）を参照してください。
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グループレベル VM へのアクセス

手順

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページでユーザグループを選択します。

ステップ 3 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

選択済みグループのすべての仮想マシンが表示されます。VMクライアントの起動または VMの
電源オフなどの VMの追加タスクを実行できます。詳細については、VMアクションの管理, （
447ページ）を参照してください。

トポロジ
[トポロジ（Topology）]画面には VMwareクラウドトポロジが表示されます。表示モードタイプ
には、[階層（Hierarchical）]、[同心（Concentric）]、[円形（Circular）]、および [強制の実行（Force
Directed）]の4つがあります。表示モードによって、項目のスペース設定、距離、半径、厳密性、
および強制距離を調整できます。

トポロジタイプへのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [トポロジ（Topology）]をクリックします。

ステップ 4 [ホストノード -データストアトポロジ（Hostnode-Datastore Topology）]または [ホストノード -
VMトポロジ（Hostnode-VM Topology）]を選択します。

ステップ 5 [接続の表示（View Connectivity）]をクリックします。
トポロジが新しいウィンドウに表示されます。

すべてのトポロジタイプが表示されるわけではありませ

ん。

（注）
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アセスメント
[アセスメント（Assessment）]画面には、クラウドアカウントのクラウド対応状況や仮想化のベ
ストプラクティスなどのアセスメントレポートが表示されます。

評価へのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [アセスメント（Assessment）]をクリックします。

ステップ 4 ドロップダウンリストから、レポートをフィルタリングするレポートタイプを選択します。

レポート
CiscoUCSDirectorは、仮想インフラストラクチャおよびシステムリソースをモニタすることがで
きます。これらはシステムのパフォーマンスに関する情報を提供するさまざまなレポートを表示

します。

以下にレポートのタイプを示します。

•システム情報に関する表形式のレポート。概要、ホストノード、新しいVM、および削除さ
れた VMが含まれます。

•棒グラフおよび円グラフによる比較。アクティブな VMと非アクティブな VM、プロビジョ
ニングされた CPUとキャパシティの比較などが表示されます。

•システムリソースに関するトレンドグラフ。CPUのトレンド、メモリのトレンド、VMの
追加および削除などが含まれます。

•その他のレポートには、グループ、VDC、ホストノード、およびVMレベルの上位 5つのレ
ポートがあります。上位 5つのレポートは、VMの数が最も多いグループ、CPU使用率が最
大のグループ、VMの数が最も多い VDC、CPU使用率が最大のホストノードなどです。

•マップレポートは、ヒートマップまたは色分けされたマップの形式でシステムリソース情
報を表示します。
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特定のアカウント（たとえば KVMアカウントなど）について、追加の傾向レポートを利用する
こともできます。傾向レポートには、選択した期間内のデータが表示されます。

レポートへのアクセス

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 表示するレポートの名前（[マップ（Map）]、[上位 5つ（Top 5）]、または [他のレポート（More
Reports）]）をクリックします。
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第 17 章

ライフサイクルの管理

この章は、次の項で構成されています。

• VMの電源設定の管理, 441 ページ

• VMスナップショットの管理, 442 ページ

• 仮想マシンのリース時間の設定, 446 ページ

• VMアクションの管理, 447 ページ

• VMへのタグの適用, 475 ページ

• ISOイメージを CD/DVDドライブとしてマウント, 476 ページ

• CD/DVDドライブとしての ISOイメージのマウント解除, 476 ページ

VM の電源設定の管理
はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 アクションを実行する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 アクションを選択すると、[VMタスク（VM Task dialog）]画面が表示されます。

説明名前

アクションの実行対象である VMの名前。[VM名（VMName）]フィールド（表示専用）

Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
441



説明名前

VMの電源をオフにするタスク。[電源オフ（Power Off）]フィールド（表示専
用）

VMの電源をオンにするタスク。[電源オン（Power On）]フィールド（表示専
用）

VMを一時停止状態にするタスク。[一時停止（Suspend）]フィールド（表示専用）

VMでゲスト OSをシャットダウンするタス
ク。

[ゲストのシャットダウン（Shutdown Guest）]
フィールド（表示専用）

VMをスタンバイ状態にするタスク。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[スタンバイ（Standby）]フィールド（表示専
用）

VMのハードリセットを実行するタスク。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[リセット（Reset）]フィールド（表示専用）

VMのソフトリブートを実行するタスク。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[リブート（Reboot）]フィールド（表示専用）

VMを特定するために、コメントを入力します。[コメント（Comments）]フィールド

特定の日時に、後でまたは今すぐVMの電源を
オンにするタスク。

[アクションのスケジュール設定（Schedule
Action）]オプションボタン

ステップ 6 [続行（Proceed）]をクリックします。

VM スナップショットの管理
この手順では、次のタスクが含まれています。

•スナップショットの作成：すべてのVMリソースの現在の状態のスナップショットを作成で
きます。

•スナップショットへの復帰：VMがクラッシュや誤作動（例えばOSが破損）した場合、VM
の最新スナップショットへ復帰することができます。VMのスナップショットが複数ある場
合、特定のスナップショットに戻すことができます。
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•ゴールドスナップショットとしてマーク付け：VMの特定のスナップショットをゴールドス
ナップショットとしてマークできます。この機能は、そのスナップショットが誤って削除さ

れないよう保護します。

•スナップショットの削除：必要に応じてスナップショットを削除できます。ゴールデンス
ナップショットは、削除する前にマークを解除する必要があります。

•すべてのスナップショットの削除：VMのすべてのスナップショットを削除できます。ただ
し、ゴールドスナップショットを含む場合、すべてのスナップショットの削除はできませ

ん。先にゴールドスナップショットのマークを外してから、すべてのスナップショットの削

除を実行してください。

VM スナップショットの作成

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 スナップショットを作成する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [スナップショットの作成（Create

Snapshot）]を選択します。
ステップ 6 [仮想マシンのスナップショットの作成（Create Virtual Machine Snapshot）]画面で、次のフィール

ドに値を入力します。

説明名前

スナップショットの名前。[スナップショット名（SnapshotName）]フィー
ルド

スナップショットの説明。[スナップショットの説明（Snapshot
Description）]フィールド

スナップショットのVMのメモリを組み込む場
合にこのチェックボックスをオンにします。

[スナップショットメモリ（SnapshotMemory）]
チェックボックス
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説明名前

休止モードでスナップショットを作成する場合

は、このチェックボックスをオンにします。

ファイルシステムを休止すると、物

理または仮想マシンのディスク上の

データがバックアップに適した状態に

なります。このプロセスには、オペ

レーティングシステムのメモリ内

キャッシュから、ディスクまたはその

他の高レベルのアプリケーション固有

のタスクにバッファをフラッシュする

などのアクションが含まれる場合があ

ります。このオプションを使用するに

は、VMwareツールを VMにインス
トールする必要があります。

（注）

[ゲストのファイルシステムを休止（Quiesce
Guest File System）]チェックボックス

ステップ 7 [続行（Proceed）]をクリックします。

スナップショットへの復帰

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 スナップショットの復帰先となる VMを含む行を選択します。
ステップ 5 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [スナップショットの復帰（Revert

Snapshot）]を選択します。
ステップ 6 [スナップショットタスクの復帰（Revert Snapshot Task）]画面で、目的のスナップショットの名

前をオンにします。

ステップ 7 [続行（Proceed）]をクリックします。
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ゴールデンスナップショットのマーキング

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 ゴールデンとしてスナップショットをマーキングする VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [ゴールデンスナップショット

のマーキング（Mark Golden Snapshot）]を選択します。
ステップ 6 [ゴールデンスナップショットタスクのマーキング（Mark Golden Snapshot Task）]画面で、目的

のスナップショットの名前をオンにします。

ステップ 7 [ゴールデンスナップショットとしてマーキング（MarkGolden Snapshot Task）]をオンにします。
ステップ 8 [続行（Proceed）]をクリックします。

スナップショットの削除

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 スナップショットを削除する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [スナップショットの削除（Delete

Snapshot）]を選択します。
ステップ 6 [スナップショットタスクの削除（Delete Snapshot Task）] 画面で、目的のスナップショットの名

前をオンにします。

ステップ 7 選択したスナップショットの子のスナップショットを削除するには、[子の削除（DeleteChildren）]
をオンにします。

ステップ 8 [続行（Proceed）]をクリックします。
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すべてのスナップショットの削除

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 すべてのスナップショットを削除する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [すべてのスナップショットの

削除（Delete All Snapshots）]を選択します。
ステップ 6 [VMスナップショットタスク（VM Snapshot Task）]画面で、任意でコメントを入力します。

ステップ 7 [続行（Proceed）]をクリックします。

仮想マシンのリース時間の設定
ユーザは、選択した仮想マシン（VM）のリース有効時間を設定できます。リース時間が期限切れ
になると、VMの電源はオフになります。リース時間の終了は、カレンダーの選択です。

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 リース時間を設定する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [リース時間の設定（Configure

Lease Time）]を選択します。
ステップ 6 [リース時間の設定（Configure Lease Time）]画面で、[リース時間の設定（Set Lease Time）]をオ

ンにします。次のフィールドに入力します。

説明名前

VMの作成時に指定された名前。

一度入力した後、VMの名前は編集できません。

[VM名（VM Name）]フィールド

VMのリースの日時。日付のカレンダー、時刻
（時間および分）のドロップダウンリスト、

AMと PMのオプションボタンがあります。

[リース日時（Lease Date）] のカレンダー、ド
ロップダウンリスト、オプションボタン
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ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

VM アクションの管理
VMを作成した後、ユーザインターフェイスで使用可能なメニューを使用して、追加タスクを行
うことができます。これらのメニューは、次のいずれかの方法でアクセスできます。

•一部のオプションのリストを表示するには、VMを右クリックします。

• VMを選択し、ツールバーの下矢印のオプションをクリックするとオプションの全一覧を表
示できます。

他の VMアクションには次のものがあります。

• VMの詳細を表示：個別の VMにアクセスして、サマリーレポート、vNIC、ディスク、ス
ナップショットなどの詳細を表示できます。

•スタックビュー：OS、ハイパーバイザ、インフラストラクチャ情報など、特定の VMにつ
いてさまざまな情報を参照できます。

• VMの削除：リストから VMを削除できます。電源がオフになっている VMのみ削除できま
す。

• VMディスクの作成：カスタムサイズの追加ディスクを VMに追加できます。

• VMディスクの削除：ディスクを削除できます。

• vNICの追加：VMに複数の vNICを追加できます。また、VM内で vNICを追加、または交
換するオプションもあります。vNICのオプションは、VMに関連付けられた VDCにマップ
されているネットワークポリシーによって異なります。

• VMクライアントの起動：VMにWebアクセス、リモートデスクトップ、または VMRCコ
ンソールアクセスのいずれかを設定してアクセスできます。

• VNCコンソールの起動：VNCクライアントを使用して VMコンソールを設定してアクセス
できます。

• VMRCコンソール（HTML5）：Webブラウザとプラグイン独立型である VMRC HTML5コ
ンソールを起動できます。

• VMの割り当て：VMをグループまたはVDCに割り当てたり、VMのカテゴリを変更したり
できます。VMのプロビジョニング時間、終了時間、およびラベルを設定できます。

• VMクレデンシャルにアクセス：VMのログインクレデンシャルがWebまたはリモートのデ
スクトップアクセスに対して設定されており、管理者が、そのVMがプロビジョニングされ
ているカタログ内の権限を提供している場合のみ、VMのログインクレデンシャルにアクセ
スできます。

Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
447

ライフサイクルの管理

VM アクションの管理



• VMのインベントリ収集のリクエスト：1つの VMを選択し、オンデマンドのインベントリ
収集をリクエストできます。

• VNCのテスト：トラブルシューティングを目的として、VNCの接続をテストします。

•複製：同じ、または類似のクオリティを持つ新しいVMを作成するために、既存のVMを複
製したり、コピーを作成したりできます。

• VMを VDCに移動：VMを VDCに移動して、VDCシステムポリシー規則が VM内で適用
されるようにすることができます。

• VM再同期：VMを Cisco UCS Directorと定期的に再同期させる時間（分）を設定することが
できます。

• CD/DVDドライブとしての ISOイメージのマウント：物理ドライブを使用せずに ISOイメー
ジをVMにマウントできます。仮想マシンにマウントすると、物理ディスクを使用せずに仮
想 CD/DVDドライブからファイルを開いたり、抽出したり、使用したりすることができま
す。

• CD/DVDドライブとしての ISOイメージのマウント解除：仮想マシン上の CD/DVDドライ
ブにすでに接続されている ISOイメージのマウントを解除できます。

VM の詳細の表示

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 詳細情報を表示する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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VM のサイズ変更

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 サイズ変更する VMを含む行を選択します。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [VMのサイズ変更（Resize

VM）]を選択します。
ステップ 6 [VMのサイズ変更（Resize VM）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

選択した VMの名前。[VM名（VM Name）]フィー
ルド

VMによって使用中の割り当て済み CPUの数。[現在の割り当てCPU（Current
Allocated CPU）]フィールド

VMに割り当てられているメモリ容量。[現在の割り当てメモリ(GB)
（Current Allocated Memory
(GB)）]フィールド

必要な CPUを選択します。[新しいCPU数（New CPU
Count）]ドロップダウンリス
ト

ソケットあたりコア数を選択します。[ソケットあたりの新しいコア
数（NewCores Per Socket）]ド
ロップダウンリスト

メモリ容量を選択します。[新しいメモリ（New
Memory）]ドロップダウンリ
スト

1時間あたりの現在の CPUコストを表示します。

この値は、VMに現在割り当てられている CPUに基づいて計算
されます。

[現在のCPUコスト(通貨:USD)
（Current CPU Cost (Currency:
USD)）]フィールド
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説明名前

1時間あたりの現在のメモリコストを表示します。

この値は、VMに現在割り当てられているメモリに基づいて計算
されます。

[現在のメモリコスト(通貨:
USD)（Current Memory Cost
(Currency:USD)）]フィールド

VMに指定された CPUの数に基づいて 1時間あたりの CPUコス
トが表示されます。

[新規CPUコスト(通貨: USD)
（New CPU Cost (Currency:
USD)）]フィールド

VMに指定されたメモリに基づいて1時間あたりのメモリコスト
が表示されます。

新規メモリコスト(通貨: USD)
（NewMemory Cost (Currency:
USD)）

VDCを追加または変更するときに [コスト詳細情報の表示の無効化（Disable displaying cost
details）]をオンにした場合、現在および新しいCPUコストやメモリコストに関する情報
は表示されません。

重要

ステップ 7 [サイズ変更（Resize）]をクリックします。

スタックビューオプションの使用

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 スタックビューを表示する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [スタックビュー（Stack View）]をクリックします。

[スタックビュー（Stack View）]画面に、選択した VMの情報が表示されます。

（注） •ハードドライブやネットワークアダプタなど、複数のコンポーネントがレポート
にある場合、各コンポーネントに表示されている矢印をクリックし、別のコンポー

ネントを選択します。

•眼のアイコンをクリックすると、各コンポーネントに関する追加情報が表示されま
す。
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VM ディスクの作成
vDCにマッピングするストレージポリシーの作成時に [ディスクのサイズ変更を許可（Allow
Resizing of Disk）]をオンにした場合にのみ、VMディスクを作成できます。

はじめる前に

VMは電源がオフになっている状態である必要があります。

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 VMディスクを作成する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [VMディスクの作成（Create

VM Disk）]を選択します。
ステップ 6 [VMディスクの作成（Create VM Disk）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMの名前。

一度入力すると、VMの名前は編集できません。

[VM名（VM Name）]フィールド

VMのディスクサイズ（GB単位）。[新しいディスクサイズ(GB)（New Disk Size
(GB)）]フィールド

ディスクタイプを選択します。次のいずれかを

設定できます。

• [システム(System)]

• [切替（Swap）]

• [データ(Data)]

• [データベース(Database)]

• [ログ(Log)]

[ディスクタイプの選択（Select Disk Type）]ド
ロップダウンリスト

VMのディスクがデータストアまたはデータス
トアクラスタから作成されている場合に指定し

ます。

[データストア/データストアクラスタの選択
（Select Datastore/Datastore Cluster）]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

[選択（Select）]をクリックして、VMディスク
の作成に使用するデータストアを選択します。

使用可能なデータストアはVDCに関
連付けられたストレージポリシーに

よって異なります。ストレージポリ

シーで指定された条件に合ったデー

タストアのみ VMディスクに使用で
きます。

（注）

このフィールドは、VMのディスクをデータス
トアから作成するように指定している場合にの

み使用できます。

[データストアの選択（SelectDatastore）]フィー
ルド

[選択（Select）]をクリックして、VMディスク
の作成に使用するデータストアクラスタを選択

します。

使用可能なデータストアクラスタは

VDCに関連付けられたストレージポ
リシーによって異なります。ストレー

ジポリシーで指定された条件に合っ

たデータストアクラスタのみ VM
ディスクに使用できます。

（注）

このフィールドは、VMのディスクをデータス
トアクラスタから作成するように指定している

場合にのみ使用できます。

[データストアクラスタの選択（SelectDatastore
Cluster）]フィールド

VMにシンプロビジョニングされたディスクを
追加する場合に、このチェックボックスをオン

にします。

シンプロビジョニングは、物理スト

レージ容量の動的割り当てをイネー

ブルにし、VMストレージの使用率が
向上します。

（注）

[Thinプロビジョニング（Thin Provision）]
チェックボックス
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説明名前

このオプションでは、VMディスクに指定した
データストアと新しいディスクサイズに基づい

て、ディスクのコストが 1時間ごとに計算され
て表示されます。

VDCを追加または変更するときに [コ
スト詳細情報の表示の無効化（Disable
displaying cost details）]をオンにした場
合、[新規ディスクコストの計算
（Compute NewDisk Cost）]フィールド
は表示されません。

重要

[新規ディスクコストの計算（ComputeNewDisk
Cost）]フィールド

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。

VM ディスクのサイズ変更

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 VMディスクのサイズを変更する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [VMディスクのサイズ変更

（Resize VM Disk）]を選択します。
ステップ 6 [VMディスクのサイズ変更（Resize VM Disk）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMの名前。

この名前は編集できません。

[VM名（VM Name）]フィールド

ドロップダウンリストからVMディスクを選択
します。

[ディスクの選択（Select Disk）]ドロップダウ
ンリスト

VM上のプロビジョニング容量の合計を表示し
ます。

[プロビジョニング済総容量(GB)（Total
Provisioned (GB)）]フィールド
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説明名前

VMの新しいサイズ。新しいディスクサイズは
プロビジョニングサイズの合計より大きい必要

があります。

[新しいサイズ(GB)（NewSize (GB)）]フィール
ド

1時間あたりの現在のディスクコストを表示し
ます。

[現在のディスクコスト(通貨:USD)（CurrentDisk
Cost (Currency: USD)）]フィールド

このオプションは、指定した新しいディスクサ

イズに基づいて、1時間ごとにディスクコスト
を計算します。

[新規ディスクコストの計算（ComputeNewDisk
Cost）]フィールド

VMに指定された新しいディスクサイズの 1時
間あたりのディスクコストを表示します。

[新しいディスクコスト(通貨: USD)（New Disk
Cost (Currency: USD)）]フィールド

VDCを追加または変更するときに [コスト詳細情報の表示の無効化（Disable displaying cost
details）]をオンにした場合、現在および新しいディスクコストに関する情報は表示され
ません。

重要

ステップ 7 [サイズ変更（Resize）]をクリックします。

Cisco UCS Directorでの VM のロック
Cisco UCS Director管理者として、ロックする VMのリストを作成できます。VMのロックは、指
定した VM上での実行を防止するアクションのことを意味します。これらのアクションはシャッ
トダウン、リセット、電源オフを実行できます。

手順

ステップ 1 次のように VMControls.xmlの名前の XMLファイルを作成します。
<VMControlList>
--<VMControl>

<ControlType>lock</ControlType>
<MatchType>VM-IPAddress</MatchType>
<MatchValue>19.19.19.19</MatchValue>
<IsRegex>false</IsRegex>
<ContactEmail>admin@admin.com</ContactEmail>
--<Label>

Do not shutdown or delete my machine.
--</Label>

--</VMControl>
--<VMControl>

<ControlType>lock</ControlType>
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<MatchType>VM-IPAddress</MatchType>
<MatchValue>19.29.29.29*</MatchValue>
<IsRegex>true</IsRegex>
<ContactEmail>admin@admin.com</ContactEmail>
--<Label>

Do not shutdown or delete this machine.
--</Label>

--</VMControl>
</VMControlList>

ステップ 2 システムからアクセスできる実行中のファイルをサーバ上にホストします Cisco UCS Director。
ステップ 3 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 4 [システム（System）]ページで [システムパラメータ（System Parameters）]をクリックします。

ステップ 5 [URLから VMロックのコントロールをダウンロードする（Download VM Locking Controls From
URL）]フィールドで、XMLファイルの URLを入力します。
URLは次のように表示されます。<ip_address>:8000/VMControls.xml

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 [システム（System）]ページで [システムタスク（System Tasks）]をクリックします。

ステップ 8 [VMコントロールリストポーラータスク（VMControl List Poller Task）]を検索し、選択します。
ステップ 9 [今すぐ実行（Run Now）]をクリックします。

このシステムタスクは VMControls.xmlファイルをダウンロードし、インベントリデータベー
スに保存します。このシステムタスクの実行後に、電源投入またはシャットダウンなどの操作を

行うと、XMLファイルで指定された IPアドレスに一致する VMを実行できなくなります。

vNIC の追加

vNICVMを追加するときには、[ポートグループ名（Port GroupName）]の値と [アダプタのタ
イプ（Adapter Type）]のパラメータが変更されます。VMの IPアドレスは、選択されたポー
トグループで DHCPが有効な場合にのみ変更されます。ただし、IPアドレスがスタティック
プールポリシーから供給されている場合は変更されません。

（注）
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手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 vNICを追加する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [vNICの追加（Add vNICs）]

を選択します。

ステップ 6 [VM vNICの追加（Add VM vNICs）]画面の [操作（Operation）]ドロップダウンリストから [追加
（Add）]を選択します。
ネットワークポリシーに設定された vNICの追加制限を超える場合、この追加作業は許可されま
せん。

ステップ 7 [VMネットワーク（VM Networks）]リストを展開します。
ステップ 8 [追加（Add）]（+）をクリックします。
ステップ 9 [VMネットワークへのエントリの追加（Add Entry to VM Networks）]画面で、次のフィールドに

値を入力します。

説明[名前（Name）]

リストから NICエイリアスを選択します。[NICエイリアス（NIC Alias）]ドロップダウン
リスト

リストからポートグループを選択します。[ポートグループタイプ（Port Group Type）]ド
ロップダウンリスト（表示専用）

リストからポートグループ名を選択します。[ポートグループ名（Port Group Name）]ドロッ
プダウンリスト

アダプタタイプを選択します。

この項目が選択可能であるのは、ネットワーク

ポリシーでこの NICエイリアスに対して [テン
プレートからのアダプタのタイプのコピー

（Copy Adapter Type from Template）]が選択さ
れていない場合に限られます。

[アダプタのタイプ（Adapter Type）]ドロップ
ダウンリスト（表示専用）

このフィールドをオンにすると、IPはDHCPを
使用して割り当てられます。

[DHCP]チェックボックス

固定 IPアドレスプール。[静的IPプール（Static IP Pool）]フィールド

ネットワークマスク。[ネットワークマスク（Network Mask）]フィー
ルド
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説明[名前（Name）]

ゲートウェイ IPアドレス。[ゲートウェイ IPアドレス（Gateway IP
Address）]フィールド

[NICエイリアス（NICAlias）]、[ポートグループ名（Port Group Name）]、[アダプタの
タイプ（Adapter Type）]、[DHCP]、および [スタティック IPプール（Static IP Pool）]の
各選択項目は、VM（VMの VDC）に関連付けられたネットワークポリシーの設定に
よって異なります。複数の NICネットワークポリシーの詳細については、ポリシーの
管理, （209ページ）を参照してください。

このアクションを実行するためにVMの電源がオフになります。アクションが完了する
と、VMの電源がアップになります。

（注）

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。

vNIC の置換

vNICVMを置き換えるときには、[ポートグループ名（Port GroupName）]の値と [アダプタの
タイプ（AdapterType）]のパラメータが変更されます。VMの IPアドレスは、選択されたポー
トグループで DHCPが有効な場合にのみ変更されます。ただし、IPアドレスがスタティック
プールポリシーから供給されている場合は変更されません。

（注）

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 vNICを置換する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [vNICの追加（Add vNICs）]

を選択します。

ステップ 6 [VM vNICの追加（Add VM vNICs）]画面の [操作（Operation）]ドロップダウンリストから [置換
（Replace）]を選択します。
ネットワークポリシーに設定された vNICの追加制限を超える場合、この置き換え作業は許可さ
れません。

ステップ 7 vNICを選択します。
ステップ 8 [vNICの追加（Add vNIC）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
457

ライフサイクルの管理

vNIC の置換



説明名前

NICエイリアスを選択します。

ネットワークポリシーに設定された vNICのみ
が表示されます。

[NICエイリアス（NIC Alias）]ドロップダウン
リスト

リストからポートグループ名を選択します。[ポートグループ名（Port Group Name）]ドロッ
プダウンリスト

アダプタタイプを選択します。

これを選択できるのは、ネットワークポリシー

で [テンプレートからのアダプタのタイプのコ
ピー（Copy Adapter Type from Template）]が選
択されていないNICエイリアスを選択した場合
のみです。

[アダプタのタイプ（Adapter Type）]ドロップ
ダウンリスト（表示専用）

DHCPを使用して割り当てられた IPが必要な場
合は、このチェックボックスをオンにします。

[DHCP]チェックボックス

固定 IPアドレスプール。[静的IPプール（Static IP Pool）]フィールド

ネットワークマスク。[ネットワークマスク（Network Mask）]フィー
ルド

ゲートウェイ IPアドレス。[ゲートウェイ IPアドレス（Gateway IP
Address）]フィールド

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。
このアクションを実行するためにVMの電源がオフになります。アクションが完了する
と、VMの電源が投入されます。[置換（Replace）]タスクは、VMから既存の vNICを
すべて削除し、追加された vNICに置き換えます。

[NICエイリアス（NICAlias）]、[ポートグループ名（Port Group Name）]、[アダプタの
タイプ（Adapter Type）]、[DHCP]、および [スタティック IPプール（Static IP Pool）]
の各選択項目は、VM（VMのVDC）に関連付けられたネットワークポリシーの設定に
よって異なります。複数の NICネットワークポリシーの詳細については、ポリシーの
管理, （209ページ）を参照してください。

（注）
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VM クライアントの起動

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 VMクライアントを起動する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [VMクライアントの起動（Launch VM Client）]をクリックします。
ステップ 6 [クライアントの起動（LaunchClient）]画面で、VMクライアントのアクセス方式を選択します。

CiscoUCSDirectorを使用してVMをプロビジョニングする場合、このダイアログボックスには、
VMのプロビジョニングに使用され、カタログオプションで有効に定義された、アクセススキー
ムが表示されます。

検出された VMでは、[リモートデスクトップ（Remote Desktop）]、[ウェブアクセス（Web
Access）]、[VMRCコンソール（ブラウザプラグイン）（VMRCConsole（Browser Plug-in））]、
[VMRCコンソール（標準プラグイン）（VMRC Console（Standalone Plug-in））] のオプション
が表示されます。

ステップ 7 [続行（Proceed）]をクリックします。

VM の VNC コンソールの有効化

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 VNCを設定する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [VNCの設定（ConfigureVNC）]

を選択します。

ステップ 6 [VNCの設定（Configure VNC）]画面で、ドロップダウンリストからキーボードマッピングの言
語を選択します。

•フランス語（スイス）

•日本語

•英語（米国）
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•イタリア語

•アイスランド語

•英語（英国）

•フランス語（ベルギー）

•ドイツ語（スイス）

•ドイツ語

•スペイン語

•ノルウェー語

•フィンランド語

•ポーランド語

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 8 [OK]をクリックします。

システムは、要求が送信されると、VMへの VNCコンソールアクセスを自動的に設定します。

VM の VNC コンソールの自動設定解除
VMwareの VNCポートタスクのモニタリングを有効にして VNCコンソールの自動設定を解除す
ることができます。このタスクは 30分ごとに実行して、デフォルトの 60分を超えて開いている
VNCポートの設定を解除します。ポート上の VNCの設定が解除されるため、それらのポートは
今後の割り当てのために解放されます。

タスクを実行する頻度を変更するには、[システムタスクの管理（ManageSystemTask）]をクリッ
クし、ドロップダウンリストから期間を選択します。

/opt/infra/inframgr/vmware.propertiesファイルの unConfigureVNCPortWaitTime
パラメータを編集すると、ポートの待機時間を変更できます。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム（System）]を選択します。
ステップ 2 [システム（System）]ページで [システムタスク（System Tasks）]をクリックします。

ステップ 3 [VMware標準タスク（VMware Standard Tasks）]矢印をクリックし、タスクを展開します。
ステップ 4 [VMwareの VNCポートタスクのモニタリング（VMware Monitor VNC Port Task）]システムタス

クを含む行をクリックします。

ステップ 5 [タスクの管理（Manage Task）]をクリックします。
ステップ 6 [タスク実行（Task Execution）]ドロップダウンリストから [有効化（Enable）]を選択します。
ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

VNC クライアントを使用した VM コンソールへのアクセス
VNCクライアントは、VMコンソールにアクセスできるAjaxベースのアプリケーションです。コ
ンソールウィンドウは、あらゆるスタンドアロンWebブラウザを使用して起動できます。専用の
ブラウザプラグインを必要とせず、包括的な VMコントロール機能を備えています。ただし、
VNCコンソールを起動するには、ブラウザのポップアップブロッカーを無効にする必要がありま
す。

はじめる前に

• VMコンソールへのVNCアクセス用に ESX/ESXiサーバを設定する必要があります。詳細に
ついては、VMコンソールへの VNCアクセスのための ESX/ESXiサーバの設定, （462ペー
ジ）を参照してください。

• Cisco UCS Directorでは、VNCクライアントを使用した、VMコンソールアクセスの自動設
定を可能にします。設定するには、Cisco UCS Directorアプライアンスに対して ESX/ESXi
サーバのポート 5901～ 5964を開く必要があります。

• Cisco UCS Director管理シェルを使用して、自己署名証明書または CA証明書をインポートし
ます。証明書のインポートによって、VNCクライアントを使用したVMコンソールに安全に
アクセスできるようになります。証明書のインポートの詳細については、『CiscoUCSDirector
Shell Guide』を参照してください。

•ブラウザのポップアップブロッカーを無効にします。

ESX 4.x、ESXi 5.x、および ESXi 6.0バージョンの VMwareでは、VNCクライアントを使用し
た VMコンソールアクセスの設定が可能です。

（注）
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手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 VNCコンソールを起動する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [VNCコンソールの起動（Launch VNC Console）]をクリックします。
ステップ 6 [VNCコンソールの起動（LaunchVNCConsole）]画面で、キーボードマッピングレイアウトを選

択し、[送信（Submit）]をクリックします。
画面が空白の場合は、黒い領域をクリックし、Enterキーを押しま
す。

ヒント

VM コンソールへの VNC アクセスのための ESX/ESXi サーバの設定
VMコンソールへのVNCアクセスの設定は、バージョン ESX 4.xおよび ESXi 5.xのVMwareでサ
ポートされています。

手順

ステップ 1 ESXi5.xホストにログインします。
ステップ 2 シェルを使用して、ファイアウォール設定を無効にします。

ステップ 3 次の XML設定をコピーして vnc.xmlファイルに貼り付けます。

# cat /etc/vmware/firewall/vnc.xml
<!-- Firewall configuration information for VNC -->
<ConfigRoot>
<service>
<id>VNC</id>
<rule id='0000'>
<direction>inbound</direction>
<protocol>tcp</protocol>
<porttype>dst</porttype>
<port>
<begin>5901</begin>
<end>5964</end>
</port>
</rule>
<rule id='0001'>
<direction>outbound</direction>
<protocol>tcp</protocol>
<porttype>dst</porttype>
<port>
<begin>0</begin>
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<end>65535</end>
</port>
</rule>
<enabled>true</enabled>
<required>false</required>

</service>
</ConfigRoot>

このvnc.xmlファイルは、VNCがホストに対して有効になっている場合に使用できま
す。このファイルを使用できない場合は、vnc.xmlファイルを作成し、この手順に記
載されている設定行を追加してファイルを保存します。

（注）

ステップ 4 ファイアウォールルールを更新し、新しい設定が正確にロードされたことを確認します。
~ # esxcli network firewall refresh
~ # esxcli network firewall ruleset list | grep VNC
VNC true #****************************************

ステップ 5 ESXiクラスタのすべての ESXiホストでこの手順を繰り返します。

VM の割り当て
ユーザグループにはリソースまたは VMを割り当てることができます。リソースまたは VMが
VMWareクラウドにある場合は、それを Cisco UCS Director内の特定のエンドユーザに割り当て
ることもできます。

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 割り当てる VMを含む行を選択します。
ステップ 5 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [VMの割り当て（AssignVM）]

を選択します。

ステップ 6 [VMの割り当て（Assign VM）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMの名前。[VM名（VM Name）]フィールド

[VM所有者（VM Ownership）]セクション

VMを特定のグループに割り当てるには、この
オプションボタンをオンにします。

[顧客組織（Customer Organizations）]オプショ
ンボタン
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説明名前

[選択（Select）]をクリックして、VMを割り当
てる特定のユーザグループを選択します。

このフィールドが表示されるのは、[顧客組織
（Customer Organizations）]オプションボタン
をオンにした場合のみです。

有効な vDCがあるグループだけが表
示されます。

（注）

[顧客組織（CutomerOrganizations）]フィールド

VMを特定のユーザに割り当てるには、このオ
プションボタンをオンにします。

[ユーザ（User）]オプションボタン

[選択（Select）]をクリックして、VMを割り当
てるユーザを選択します。このリストには、

ユーザへのリソース割り当てを許可するグルー

プのユーザが読み込まれます。

[ユーザ（User）]フィールド

[VMアクセス共有（VM Access Sharing）]セクション

[選択（Select）]をクリックして、VM情報への
アクセスのみを許可するユーザを選択します。

選択したユーザには、VMへのアクセスのみが
許可されます。管理操作を実行することはでき

ません。

このオプションを使用できるのは、[ユーザ
（User）]オプションボタンをオンにして、こ
の VMに特定のユーザを選択した場合のみで
す。

[アクセス権限のあるユーザ（Users with Access
Privilege）]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、VMの管理の
みを許可するユーザを選択します。

選択したユーザは、VMの管理タスクを実行で
きます。

このオプションを使用できるのは、[ユーザ
（User）]オプションボタンをオンにして、こ
の VMに特定のユーザを選択した場合のみで
す。

[管理権限のあるユーザ（Users with Manage
Privilege）]フィールド

[割り当ての一般情報（General Assignment Information）]セクション

VDCを選択します。[VDC]ドロップダウンリスト

VMのカテゴリを選択します。[カテゴリ（Category）]ドロップダウンリスト
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説明名前

VMラベル（必要な場合）。[VMユーザラベル（VMUser Label）]フィール
ド

VMのプロビジョニング時間を設定するには、
このチェックボックスをオンにします。

[プロビジョニング時間の設定（Set Provision
Time）]チェックボックス

VMプロビジョニングを実行する日時。日付の
カレンダー、時刻（時間および分）のドロップ

ダウンリスト、AMとPMのオプションボタン
があります。

このオプションは、[プロビジョニング時間の設
定（Set ProvisionTime）]をオンにした場合に表
示されます。

[プロビジョニング日時（ProvisionDate/Time）]
カレンダー、ドロップダウンリスト、オプショ

ンボタン

タスクについてのコメントを必要に応じて追加

します。

[コメント（Comments）]フィールド

ステップ 7 [割り当て（Assign）]をクリックします。

VM クレデンシャル
VMに対するWebまたはリモートアクセスのログインクレデンシャルは、管理者が VMがプロ
ビジョニングされるカタログに必要な権限を提供した場合にだけ表示されます。

VM クレデンシャルの表示

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 クレデンシャルを表示する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [VMクレデンシャルにアクセ

ス（Access VM Credentials）]を選択します。

VM のインベントリ収集の開始

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 インベントリ収集を要求する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [VMのインベントリ収集のリ

クエスト（Inventory Collection Request for VM）]を選択します。
ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

VNC 接続のテスト
VNC接続のテストは、トラブルシューティングのために使用します。成功した VNC接続のテス
トでは、ホストノードの IPアドレスと VNCポート番号が表示されます。例：「VNC
connectivity intact at 172.16.0.1:5921（VNC は 172.29.110.75:5921 で接続さ

れています）」。

ただし、接続が失敗すると、エラーメッセージが表示されます。例：「VM is not configured

for VNC yet.（VM がまだ VNC に設定されていません）」。
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手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 VNCの接続をテストする VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [VNCのテスト（Test VNC）]

を選択します。

ステップ 6 [VNC接続のテスト（Test VNC Connectivity）]画面で [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 7 結果を使用して、VNC接続をトラブルシューティングします。

接続に失敗した場合は、VMの IPアドレスに VNCポートが割り当てられていません。
詳細については、VMのVNCコンソールの有効化,（459ページ）を参照してください。

（注）

VM の複製
VMを複製することで、既存のVMで定義されているパラメータを使用してシステムに新しいVM
を作成できます。既存の VMのいくつかのパラメータのみを変更する場合に、複製オプションは
VMをより迅速に作成するのに役立ちます。複製した VMに指定する名前はシステムポリシーに
よって定義されます。

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 複製する VMを含む行を選択します。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [複製（Clone）]を選択しま

す。

ステップ 6 [VMの複製（Clone VM）]の [グループの選択（Select Group）]画面で、次のフィールドに値を入
力します。

説明[名前（Name）]

リストを展開して複製する定義済みグループを

選択し、[選択（Select）]をクリックします。デ
フォルトでは [デフォルトグループ（Default
Group）]が選択されています。

[グループの選択（Select Group）]リスト
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説明[名前（Name）]

特定のユーザにVMを割り当てる場合にオンに
します。

このオプションは、選択したユーザグループに

適用されるグループ共有ポリシーについて、

ユーザに対するリソースの割り当てが有効であ

る場合のみ表示されます。グループ共有ポリ

シーの作成の詳細については、グループ共有ポ

リシーの作成,（224ページ）を参照してくださ
い。

[ユーザに割り当て（Assign to User）]チェック
ボックス

この VMを割り当てるユーザを選択します。

現在、特定のユーザに割り当てるこ

とができるのは、VMwareクラウド内
の VMだけです。

（注）

[ユーザ（User）]ドロップダウンリスト

リンクされた複製からVMを複製する場合に、
このチェックボックスをオンにします。

リンクされた複製とは、親VMと仮想
ディスクを共有する仮想マシンのコ

ピーです。リンクされた複製は、親

VMのスナップショットから作成され
ます。リンクされた複製は親VMにア
クセスできる必要があります。親VM
にアクセスできない場合、リンクされ

た複製は無効化されます。

（注）

リンクされた複製かフル複製かは、ストレージ

ポリシーで選択したリンクされた複製によって

異なります。

[リンク済み複製の使用（Use Linked Clone）]
チェックボックス

リンクされた複製に関連付けられているスナッ

プショットのタイプを選択します。

次のいずれかを選択できます。

• [既存のスナップショット（Existing
Snapshot）]

• [新しいスナップショット（NewSnapshot）]

[スナップショットタイプ（Select Snapshot
Type）]ドロップダウンリスト
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説明[名前（Name）]

リストを展開して既存のスナップショットを選

択し、[選択（Select）]をクリックします。

このフィールドは、[既存のスナップ
ショット（Existing Snapshot）]を選択
した場合にのみ表示されます。

（注）

[既存のスナップショットの選択（SelectExisting
Snapshot）]リスト

新しいスナップショットの名前を入力します。

このフィールドは、[新しいスナップ
ショット（New Snapshot）]を選択し
た場合にのみ表示されます。

（注）

[スナップショット名（SnapshotName）]フィー
ルド

VMが ReadyClonesを使用して導入されるよう
にする場合に、このチェックボックスをオンに

します。

このボックスがオンの場合、[リンク済み複製の
使用（Use Linked Clone）]チェックボックスは
非表示になります。

[ReadyCloneの使用（Use ReadyClone）]チェッ
クボックス

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 8 [VMの複製（Clone VM）]の [カスタマイズのオプション（Customization Options）]画面で、次の

フィールドに値を入力します。

説明[名前（Name）]

リストを展開してVMに必要なカテゴリを選択
し、[選択（Select）]をクリックします。

[カテゴリ（Category）]リスト

ユーザに対し、VMアクセスクレデンシャル
（共有）の取得を許可するか、または禁止する

かを選択します。次のオプションを使用できま

す。

•共有しない

•パスワードリセット後に共有する

•テンプレートクレデンシャルを共有する

管理者が Cisco UCS Director外部の別のユーザ
にクレデンシャルをプライベートに送信する場

合は、[共有しないでください（Do not share）]
オプションを選択します。

[クレデンシャルオプション（Credential
Options）]ドロップダウンリスト
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説明[名前（Name）]

ユーザ IDを入力します。

このフィールドは、[クレデンシャルオプショ
ン（CredentialOptions）]で共有されているとき
のみ使用できます。

[ユーザ ID（User ID）]フィールド

ユーザパスワードを入力します。

このフィールドは、[クレデンシャルオプショ
ン（CredentialOptions）]で共有されているとき
のみ使用できます。

[パスワード（Password）]フィールド

以前に設定した単一データストアに含まれてい

るすべてのVMディスクをプロビジョニングす
る場合に、このチェックボックスをオンにしま

す。

[単一データストアのすべてのディスクをプロビ
ジョニングします（Provision all disks in a single
datastore）]チェックボックス

VMを複製する前に予算配賦、リソース、リソー
ス制限、およびリソースの可用性を評価する場

合に、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、アセス

メントの概要が [導入アセスメント（Deployment
Assessment）]画面に表示されます。

このオプションは VMwareクラウド
用にのみ表示されます。

（注）

[導入アセスメントの実行（Perform deployment
assessment）]チェックボックス

このボックスはオンになっています。[自動ゲストカスタマイズの有効化（Automatic
Guest Customization Enable）]チェックボックス

VMのプロビジョニング後にオーケストレーショ
ンワークフローを有効にする場合に、このボッ

クスをオンにします。

プロビジョニングの開始時に、選択されたワー

クフローが開始されます。

[プロビジョニング後のカスタムアクションの
有効化（Post Provisioning Custom Actions
Enable）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

プロビジョニング用に定義されたワークフロー

を選択します。

このフィールドは、[プロビジョニン
グ後のカスタムアクションの有効化

（Post Provisioning Custom Actions
Enable）]がオンの場合に表示されま
す。

（注）

ワークフロー入力値が[クローンの複製：カスタ
ムワークフロー（CloneVM:CustomWorkflow）]
画面に入力されます。

[ワークフロー（Workflow）]ドロップダウンリ
スト

[毎時（Hourly）]または [毎月（Monthly）]を選
択します。

[VMアプリケーションの請求間隔（VM App
Charge Frequency）]ドロップダウンリスト

テンプレートに含まれているアプリケーション

コストを入力します。

[アクティブな VMアプリケーションコスト
（Active VM Application Cost）]フィールド

非アクティブな状態のVMのこのカタログにか
かる毎時または毎月のコストを入力します。

[非アクティブな VMアプリケーションコスト
（Inactive VM Application Cost）]フィールド

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 10 [VMの複製（Clone VM）]の [導入設定（Deployment Configuration）]画面で、次のフィールドに

値を入力します。

説明[名前（Name）]

VMに設定するポリシーを含む VDCを選択し
ます。

[VDCの選択（SelectVDC）]ドロップダウンリ
スト

任意で、VDCの説明を入力します。[コメント（Comment）]フィールド

VDCを今すぐプロビジョニングするには [今す
ぐ（Now）]を選択し、VDCを後でプロビジョ
ニングするには [あとで（Later）]を選択しま
す。

[あとで（Later）]を選択すると、日付と時刻を
指定するためのフィールドが表示されます。

[プロビジョニング（Provision）]ドロップダウ
ンリスト

リースの有効期間を設定する場合に、このボッ

クスをオンにします。

[リース時間（Lease Time）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

リース期間の日数を入力します。

このフィールドは、[リース時間
（Lease Time）]がオンになっている
場合にのみ表示されます。

（注）

[日数（Days）]フィールド

リース時間の時間数を入力します。

このフィールドは、[リース時間
（Lease Time）]がオンになっている
場合にのみ表示されます。

（注）

[時間（Hours）]フィールド

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 12 [VMの複製（Clone VM）]の [カスタム仕様（Custom Specification）]画面で、次のフィールドに

値を入力します。

説明[名前（Name）]

プロビジョニングされる VMの CPUコアを選
択します。

[CPUコア（CPU Cores）]ドロップダウンリス
ト

プロビジョニングされるVMのソケットあたり
のコア数を選択します。ソケットあたりの使用

可能なコア数は、VMコンピューティングポリ
シーで指定されます。

[ソケットあたりのコア数（Cores Per Socket）]
ドロップダウンリスト

プロビジョニングされるVMのメモリ量を選択
します。

[メモリ（Memory）]ドロップダウンリスト

ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 14 [VMの複製：（Clone VM）]の [カスタムワークフロー（Custom Workflow）]画面で、該当する

場合はワークフローの入力値を入力します。

ステップ 15 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 16 [VMの複製（Clone VM）]の [データストアの選択（Select Datastores）]画面で、[VMディスク

（VM Disks）]を展開し、適切なデータストアを適切なディスクに割り当てます。
ステップ 17 データストアを割り当てるディスクを含んだ行をクリックします。

ステップ 18 [下記のテーブルで選択されたエントリを編集（Edit selected entry in the table below）]をクリック
します。

ステップ 19 [VMディスクエントリの編集（Edit VM Disks Entry）]画面で、次のフィールドに値を入力しま
す。
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説明[名前（Name）]

データストアを割り当てる VMディスクの名
前。

[ディスク名（Disk Name）]

VMディスクの種類を選択します。例：[システ
ム（System)]

[ディスクの種類（Disk Type）]

該当するVMディスク用として目的のデータス
トアを選択します。表示されるデータストア選

択項目は、VDCに関連付けられているデータ
ストレージポリシーによるものです。

[選択したデータストア（Selected Datastores）]

VMを複製する前にディスクサイズの変更が不
要な場合に、このボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、[サイ
ズ（Size）]ドロップダウンリストが非表示に
なります。

[リサイズしない（Donot resize）]チェックボッ
クス

VM複製中の新しいディスクサイズを選択しま
す。

ストレージポリシー内の [ディスクの
サイズ変更を許可（Allow Resizing of
Disk）]を有効にした場合にのみ、
ディスクのサイズを編集できます。

（注）

[サイズ（Size）]ドロップダウンリスト

ステップ 20 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 21 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 22 [VMの複製（Clone VM）]の [VMネットワークの選択（Select VMNetworks）]画面で、[VMネッ

トワーク（VM Networks）]鉛筆アイコンをクリックして VMネットワークを編集します。
ネットワークポリシーの [エンドユーザにオプションの NICの選択を許可（Allow end
user to select optional NICs）]チェックボックスがオフになっている場合、[VMの複製：
VMネットワークの選択（Clone VM: Select VM Networks）]画面は空です。

（注）

ステップ 23 [選択（Select）]画面で、VMに関連付けるクラウドを選択します。

ステップ 24 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 25 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 26 [VMの複製（Clone VM）]の [カスタマイズのオプション（Customization Options）]画面で [導入

アセスメントの実行（Perform deployment assessment）]をオンにした場合は、[導入アセスメント
（Deployment Assessment）]画面に表示されるアセスメントのレポートを確認します。
このアセスメントレポートでエラーが特定された場合、前の画面に戻り、要求を送信する前に、

エラーを修正します。アセスメントレポートにエラーが表示されなかった場合は続行できます。
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ステップ 27 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 28 [VMの複製（Clone VM）]の [概要（Summary）]画面に表示された複製済み VMの情報を確認し

ます。

ステップ 29 [送信（Submit）]をクリックします。
複製 VMの新しい名前は、VDCのポリシーから取得されます。

VM の VDC への移動
VMを VDCに移動すると、VDCシステムポリシーのルールが VMで採用されます。既存の VM
は、VDCに移動されたものに置き換えられます。

古い VMは削除されます。新しい VM名が、システムポリシーに従って割り当てられます。（注）

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 VDCの移動先となる VMを含む行を選択します。
ステップ 5 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから、[VMをVDCに移動（MoveVM

to VDC）]を選択します。
ステップ 6 [VMを VDCに移動（Move VM to VDC）]画面では、VDCを複製するときと同じ方法で、移動す

る VMを変更できます。
VMの複製, （467ページ）を参照してください。

VM の再同期

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで [クラウド（Clouds）]をクリックします。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 再同期する VMを含む行を選択します。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [VMの再同期（Resync VM）]

を選択します。

ステップ 6 [VMの再同期（Resync VM）]画面で、[最大待機時間（Max Wait Time）]ドロップダウンリスト
から 0～ 30の分単位の数値を選択します。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

VM へのタグの適用
VMでタギングがサポートされたため、Cisco UCS Directorでタグを管理し、特定の VMを分類し
てファイアウォールとして、またはロードバランサ VMとして特定できます。

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページでクラウドを選択します。

ステップ 3 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 4 タグを追加する VMを含む行をクリックします。
ステップ 5 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [タグの追加（Add Tags）]を

選択します。

ステップ 6 [タグの追加（Add Tags）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

VMに適用するタグを選択します。

このドロップダウンリストには、以前作成した

すべてのタグが表示されます。このリストから

タグを選択するか、新しいタグを作成できま

す。タグの作成方法の詳細については、タグの

作成, （168ページ）を参照してください。

[タグ名（Tag Name）]ドロップダウンリスト

タグの値を選択します。[タグ値（Tag Value）]ドロップダウンリスト
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ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

VMのタグベースコストモデルを作成できます。詳細については、タグベースコストモデルの
作成, （405ページ）を参照してください。

ISO イメージを CD/DVD ドライブとしてマウント
ISOはディスクイメージです。物理ドライブを使用せずに、ISOイメージを VMにマウントでき
ます。仮想マシンにマウントすると、物理ディスクを使用せずに仮想CD/DVDドライブからファ
イルを開いたり、抽出したり、使用したりすることができます。

手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 3 ISOイメージをマウントする VMを含む行をクリックします。
ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから、[ISOイメージを CD/DVDド

ライブとしてマウント（ISOイメージを CD/DVDドライブとしてマウント）]を選択します。
ステップ 5 [CD/DVDドライブマウント ISO（CD/DVD Drive Mount ISO）]画面で、使用可能なイメージのリ

ストから ISOイメージを選択します。
ステップ 6 次のいずれかのオプションを選択します。

• [新しい CD/DVDドライブの作成（Create New CD/DVD Drive）]を選択し、[VMの電源オフ
（Power OFF VM）]をオンにします。

• [既存の CD/DVDドライブの使用（Use Existing CD/DVD Drive）]を選択し、[DVD/DVDドラ
イブの選択（Select DVD/DVD Drive）]ドロップダウンリストからドライブを選択します。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
新規または既存の CD/DVDドライブが VMにマップされます。VMにログインし、マップされた
ドライブを表示できます。

CD/DVD ドライブとしての ISO イメージのマウント解除
仮想マシン上のCD/DVDドライブにすでに接続されている ISOイメージのマウントを解除できま
す。
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手順

ステップ 1 [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]を選択します。
ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

ステップ 3 ISOイメージのマウントを解除する VMを含む行をクリックします。
ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから、[CD/DVDドライブとしての

ISOイメージのマウント解除（UnMount ISO Image As CD/DVD Drive）]を選択します。
ステップ 5 [CD/DVDドライブのマウント解除 ISO（CD/DVD Drive UnMount ISO）]画面で、マウント解除す

る CD/DVDを [CD/DVDドライブの選択（Select CD/DVD Drive）]ドロップダウンリストから選
択します。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 18 章

CloudSense 分析の管理

この章は、次の項で構成されています。

• CloudSense分析, 479 ページ

• レポートの生成, 480 ページ

• アセスメントの生成, 482 ページ

• カスタムレポートテンプレートのレポートビルダー, 483 ページ

• レポートビルダテンプレートの作成, 483 ページ

• テンプレートからのレポートの生成, 485 ページ

• テンプレートから生成されたレポートの表示, 486 ページ

• テンプレートから生成されたレポートの電子メールによる送信, 487 ページ

CloudSense 分析
Cisco UCS Directorの Cloudsense分析は、インフラストラクチャリソースの使用率、ITインフラ
ストラクチャスタック全体にわたる重要なパフォーマンスメトリック、およびリアルタイムの

キャパシティを可視化します。CloudSenseは、仮想インフラストラクチャおよびクラウドインフ
ラストラクチャのキャパシティのトレンド、予測、レポート、プランニングの性能を大きく改善

します。

CloudSenseを使用して次のレポートを生成できます。

•顧客の課金レポート

• EMCのストレージインベントリレポート

• NetAppのストレージインベントリレポート

•グループごとの NetAppストレージ節約量

• NetAppストレージ節約量レポート
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•ネットワークのインパクトアセスメントレポート

•仮想コンピューティングインフラストラクチャの組織使用状況

• PNSCアカウントの要約レポート

•グループの物理インフラストラクチャのインベントリレポート

•ストレージの重複除外状況レポート

•グループのストレージインベントリレポート

•シンプロビジョニングされた領域レポート

• UCSデータセンターのインベントリレポート

•グループごとの VMアクティビティレポート

• VMwareホストのパフォーマンスサマリー

•仮想インフラストラクチャおよびアセットレポート

これは、システムで使用可能なレポートの完全なリストです。ただし、ユーザのシステムで利

用可能なレポート数はユーザロールによって異なります。デフォルトでは、[CloudSense]オプ
ションはMSP管理者に表示されません。システム管理者はMSP管理者に対してこのオプショ
ンを有効にする必要があります。この作業を完了することで、MSP管理者がログインしたと
きに、お客様の組織に関連するレポートのみが表示されます。

（注）

レポートの生成

はじめる前に

このタスクを実行する前に、アプライアンスにサインインする必要があります。

手順

ステップ 1 [CloudSense] > [レポート（Reports）]を選択します。
ステップ 2 生成するレポートのタイプに基づいて、タブをクリックします。次のいずれかを設定できます。

•アプリケーションコンテナレポート

•顧客の課金レポート

• Cisco C880M4インベントリレポート

• EMCのストレージインベントリレポート

•グループインフラストラクチャインベントリレポート
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• Hyper Vクラウド使用状況サマリーレポート

• IBM Storwizeインベントリレポート

• NetAppのストレージインベントリレポート

•グループあたりの NetAppストレージの節約レポート

• NetAppストレージ節約量レポート

•ネットワークのインパクトアセスメントレポート

•仮想コンピューティングインフラストラクチャの組織使用状況レポート

• PNSCアカウントの要約レポート

•グループの物理インフラストラクチャのインベントリレポート

•サービスリクエスト統計情報

•グループ別サービスリクエスト統計情報

•ストレージの重複除外状況レポート

•グループのストレージインベントリレポート

•シンプロビジョニングされた領域レポート

• UCSデータセンターのインベントリレポート

•グループ別 VMアクティビティレポート

• VMパフォーマンスサマリーレポート

• VMwareクラウド使用状況サマリーレポート

• VMwareホストパフォーマンスサマリーレポート

•仮想インフラストラクチャおよびアセットレポート

ステップ 3 [レポートの生成（Generate Report）]をクリックします。
ステップ 4 [レポートの作成（Generate Report）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します。

説明名前

レポートを生成するグループを選択します。

管理者の場合は、管理者権限があるす

べてのグループがこのドロップダウン

リストに表示されます。たとえば、

MSP管理者の場合は、このドロップ
ダウンリストには管理対象のすべて

の顧客グループが表示されます。この

リストには、他のグループは表示され

ません。

（注）

[コンテキスト（Context）]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

生成する他のレポートと区別するために、レ

ポートにラベルを付けることができます。

[レポートラベル（Report Label）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
レポートはシステムで生成されます。この生成されたレポートには、あなたと管理対象のグルー

プのユーザのみがアクセスできます。たとえば、MSP管理者の場合、この生成されたレポートは
他のMSP管理者やグループには表示されません。

アセスメントの生成

手順

ステップ 1 [CloudSense] > [アセスメント（Assessments）]を選択します。
ステップ 2 [レポートの生成（Generate Report）]をクリックします。
ステップ 3 [レポートの作成（Generate Report）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します。

説明名前

レポートを生成するグループを選択します。

管理者の場合は、管理者権限があるす

べてのグループがこのドロップダウン

リストに表示されます。たとえば、

MSP管理者の場合は、このドロップ
ダウンリストには管理対象のすべて

の顧客グループが表示されます。この

リストには、他のグループは表示され

ません。

（注）

[コンテキスト（Context）]ドロップダウンリス
ト

生成する他のレポートと区別するために、レ

ポートにラベルを付けることができます。

[レポートラベル（Report Label）]フィールド

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。
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カスタムレポートテンプレートのレポートビルダー
Cisco UCS Directorのレポートビルダオプションを使用すると、カスタムレポートテンプレート
を作成して、特定のパラメータでレポートを実行できます。コンテキスト、実行するレポートの

タイプ、およびレポートのデータサンプルの期間を指定できます。複数のテンプレートを作成す

ることもできます。

レポートテンプレートを作成した後、そのテンプレートを使用してレポートをPDFまたはHTML
形式で生成できます。それにより、CiscoUCSDirectorでカスタムレポートを表示したり、自分自
身または組織内の他のユーザにレポートを電子メールで送信できます。これらのレポートをCisco
UCS Directorの外部で確認したりアーカイブしたりできます。

テンプレートの作成だけでなく、カスタムレポートテンプレートの編集、複製、および削除もで

きます。

レポートビルダーを使用して日、時間単位のコストのトレンドレポートを生成することはで

きません。週次および月次の期間のトレンドレポートのみが生成できます。月次のトレンド

レポートを生成しているときに、その月の第1日目から現在の日付までのデータが計算されま
す。たとえば、3月 5日にトレンドレポートを生成する場合、そのレポートには 3月 1日から
3月 5日までのデータが含まれます。

（注）

レポートビルダテンプレートの作成

手順

ステップ 1 [CloudSense] > [レポートビルダー（Report Builder）]を選択します。
ステップ 2 [テンプレートの追加（Add Template）]をクリックします。
ステップ 3 [テンプレートの追加（Add Template）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します

説明名前

レポートテンプレートの名前。[名前（Name）]フィールド

テンプレートの説明。[説明（Description）]フィールド

レポートにエントリを追加するには、[+]をク
リックします。

[レポート（Reports）]フィールド

ステップ 4 [レポートへのエントリの追加（Add Entry to Reports）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入
力します。

Cisco UCS Director リリース 6.5 アドミニストレーションガイド
483

CloudSense 分析の管理
カスタムレポートテンプレートのレポートビルダー



説明名前

次のいずれかのオプションを選択します。

• VDC

•クラウド

•物理アカウント

•マルチドメインマネージャ

•グローバル

•グローバル管理

[レポートコンテキスト（Report Context）]ド
ロップダウンリスト

VDCを選択します。

このフィールドは、レポートのコンテキストが

[VDC]に設定されている場合のみ表示されま
す。

[VDC]ドロップダウンリスト

ドロップダウンリストからクラウドを選択しま

す。このリストには、以前にシステムで設定し

たすべてのクラウドが表示されます。

このフィールドは、レポートのコンテキストが

[クラウド（Cloud）]に設定されている場合のみ
表示されます。

[クラウド（Clouds）]ドロップダウンリスト

ドロップダウンリストから物理アカウントを選

択します。このリストには、以前にシステムで

設定したすべてのアカウントが表示されます。

このフィールドは、レポートのコンテキストが

[物理アカウント（PhysicalAccounts）]に設定さ
れている場合のみ表示されます。

[物理アカウント（Physical Account）]ドロップ
ダウンリスト

ドロップダウンリストからマルチドメインマ

ネージャを選択します。このリストには、以前

にシステムで設定したすべてのアカウントが表

示されます。

このフィールドは、レポートのコンテキストが

[マルチドメインマネージャ（Multi Domain
Manager）]に設定されている場合のみ表示され
ます。

マルチドメインマネージャ
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説明名前

[選択（Select）]をクリックして、テンプレート
に含めるレポートを選択します。

このリストは、選択したレポートのコンテキス

トに応じてフィルタリングされます。

[レポート（Reports）]ドロップダウンリスト

レポートのコンテキストとして [VDC]を指定し
た場合は、次のいずれかの期間をテンプレート

用に選択します。

• [毎時（Hourly）]

• [毎日（Daily）]

• [毎週（Weekly）]

• [月 1回(Monthly)]

レポートのコンテキストとして [クラウド
（Clouds）]を指定した場合は、次のいずれか
の期間をテンプレート用に選択します。

• [毎日(Daily)]

• [毎週（Weekly）]

• [月 1回(Monthly)]

[傾向分析レポートの期間（Duration for Trend
Reports）]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [テンプレートの追加（Add Template）]画面で、[送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

テンプレートを作成すると、そのテンプレートに基づいてレポートを生成できます。詳細につい

ては、テンプレートからのレポートの生成, （485ページ）を参照してください。

テンプレートからのレポートの生成

はじめる前に

システムでレポートテンプレートを作成しておく必要があります。詳細については、レポートビ

ルダテンプレートの作成, （483ページ）を参照してください。
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手順

ステップ 1 [CloudSense] > [レポートビルダー（Report Builder）]を選択します。
ステップ 2 テーブルからテンプレートを選択します。

ステップ 3 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [レポートの作成（Generate
Report）]を選択します。

ステップ 4 [レポート生成の確認（Confirm Report Generation）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力
します。

説明名前

レポートのタイトル。[レポートのタイトル（Report Title）]フィール
ド

レポートの説明。[説明（Description）]フィールド

ステップ 5 [生成（Generate）]をクリックします。
システムでレポートが生成され、保存されます。

次の作業

生成されたレポートは、表示できるほか、必要に応じて電子メールで送信することもできます。

テンプレートから生成されたレポートの表示

はじめる前に

テンプレートを作成し、テンプレートを使用してレポートを生成する必要があります。

手順

ステップ 1 [CloudSense] > [レポートビルダー（Report Builder）]を選択します。
ステップ 2 テーブルからテンプレートを選択します。

ステップ 3 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [レポートの表示（ViewReports）]
を選択します。

[カスタムレポート（CustomReports）]画面に、テンプレートを使用して生成したレポートが表示
されます。
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ステップ 4 テーブルからレポートを選択します。

ステップ 5 [レポートの表示（View Report）]をクリックします。
ステップ 6 [レポートの表示（View Report）]画面で、レポートを表示する形式を選択します。

[HTML]または [PDF]のいずれかを選択できます。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
レポートが新しいブラウザタブで開きます。

次の作業

組織内の別のユーザにレポートを電子メールで送信できます。

テンプレートから生成されたレポートの電子メールによ

る送信
テンプレートから生成されたレポートは、自分宛てに、または組織内の他のユーザ宛てに電子メー

ルで送信できます。

はじめる前に

•テンプレートを作成し、テンプレートを使用してレポートを生成する必要があります。

•また、システムの初期設定時に電子メールアドレスを設定している必要があります。この場
合、名前と電子メールアドレスが、レポートを添付した送信者として特定されます。

手順

ステップ 1 [CloudSense] > [レポートビルダー（Report Builder）]を選択します。
ステップ 2 テーブルからテンプレートを選択します。

ステップ 3 [レポートの表示（View Reports）]をクリックします。
[カスタムレポート（CustomReports）]画面に、テンプレートを使用して生成したレポートが表示
されます。

ステップ 4 テーブルからレポートを選択します。

ステップ 5 [電子メールレポート（Email Report）]をクリックします。
ステップ 6 [電子メールレポート（Email Report）]画面で、次を含む必須フィールドに値を入力します。

説明名前

受信者の電子メールアドレス。

複数の電子メールアドレスをカンマで区切って

入力できます。

[宛先（To）]フィールド
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説明名前

電子メールメッセージの件名。[件名（Subject）]フィールド

電子メールメッセージに添付されるレポートの

形式を選択します。次のいずれかを選択できま

す。

• HTML

• PDF

[形式（Format）]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

レポートが不要になった場合は、レポートを選択して [削除（Delete）]をクリックして、システ
ムからレポートを削除できます。
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